
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　エジプト、名も知れぬオアシス。

　厳密に言えばその近くに停とめてあったキャンピングカーの内部での話だった。




　こつこつこつ、と。

　誰も知らないはずの車のドアを優しくノックする音があったのだ。




「……、」

　当然ながら。

　留守を預かっている黒猫の魔女・ミナ＝メイザースとしては警戒するしかない。ベビーベッドにそっと赤子のリリスを下ろすと、いつの間にかその手にはパレットナイフが握り込まれていた。彼女は『芸術』でもって、四角四面な魔術の記述にグラフィカルな分かりやすさを導入する。言ってみれば、真っ黒な画面に英数字の構文しかなかった宇宙語に近いパーソナルコンピュータに、アイコンやマウスカーソルを盛り込んで革命を起こしたのと近い。

　集音マイクのように猫の耳を動かし、スチール製のドアの向こうの物音に注力する。状況によって、外へ飛び出して戦うか、ハンドルに飛びついて逃走するか、選択しなくてはならない。少なくとも何もしないで状況が好転する事態はありえない。

　……と、そう思っていた。

　しかし、だ。

「……、おや？」

　ピリピリとした緊張に包まれながらも、しかし西洋喪服のヴェールに包まれたミナ＝メイザースの顔が、わずかに曇った。疑問の形に。おかしい、確かに訪問者はいる。それはドア越しの音を聞き取れば分かる。だがこの無警戒ぶりはどういう事か。相手は一人。武器を構えている訳でもなければ、瞑めい想そうや呼吸法などで生命力を魔力に精製する素振りも見せない。

　少し考え。

　ミナ＝メイザースは手の中でくるりとパレットナイフを回すと、閉じたままのドアに向けて投げつけていた。

　がつりと鈍い音が響き、ろくに刃も持たないパレットナイフがスチール製の扉のど真ん中に突き刺さる。貫通しない程度の中ちゆう途と半はん端ぱな深さで、本当にせいぜい先端が刺さった程度のものだが、行為は行為。殺意そのものは向こう側まで突き抜けたはずだ。

　しかしそれでも、ドアの向こうの気配は変わらなかった。わずかな身じろぎは、純粋にドアの音に対する驚きでしかない。かえって常に足元で丸くなってうとうとしている三毛猫の方がびっくりして飛び起きたくらいだった。この場合、当たるか否いなかは関係ない。あからさまな意志の力、殺気は平べったい鉄板の向こうまで抜けているはずなのだ。

（プロでは、ない？）

　なら一体何なのだ。

　こんな見渡す限りの砂漠に停めたキャンピングカーに、まさか訪問販売や公共料金の催促などがやってくるとは思えない。

　もはや謎であった。

　ミナ＝メイザースは扉に近づくと、中ちゆう途と半はん端ぱに刺さったパレットナイフを引き抜き、そしてブレード部分でチェーンロックを上へ押し上げた。くるりと刃を返して袖の中に隠しつつ、薄っぺらな金属のドアを開けてみる。夜の砂漠の冷気が忍び寄ってきた。

「やあ」

　あっさりとしたものだった。

　直接の知り合いではない。だが書類上重要人物として記載されているのは覚えている。つまり、統括理事長アレイスターにとってそれなり以上に価値を見み出いだされた人材であった。

「いざという時があれば、ここに駆けつけるようメッセージをもらっていたんだけどね？」

　奇妙な語尾上げの日本語であった。

　その白衣も、一面砂だらけの夜の砂漠ではあまりに似合わない。

　カエルに似た大きな顔を持つ誰か。

　学園都市では、ある種の伝説と化していた医師。

「……あなたでしたか、『冥途帰しヘヴンキヤンセラー』」

「すまないね、この子を治すのに少々時間を取られていた。僕はほら、動物はあんまり詳しくないからさ？」

　言われて気づいた。ミナ＝メイザースが視線を落としてみれば、あちこちに包帯を巻いたゴールデンレトリバーが大人しく伏せている。

　致命傷だろうが絶対救命不可だろうが知った話ではない。

　前提など覆くつがえす。

　この男がそうすると言ったら、その命は救われる。

　上かみ条じよう当とう麻まとも、一方通行アクセラレータとも、アレイスター＝クロウリーとも、『黄金』のどんな魔術師ともまた違った伝説を持つ男。

　そうなると、呼びつけられた理由は一つだろう。

「リリスの話ですね？」

　今でこそ元気な赤ん坊のようにも見えるリリスだが、専門家が診れば絶叫するような、文字通りの奇跡の産物だ。何しろ生命を定義づける根幹とも言える、肉体も細胞も持たない状態なのだから。実際には原罪を持たぬ剝むき出だしの魂である。その霊格の高さから様々な奇跡を起こし、自身の存在すら一時的に固着させているものの、肉の器を持たない幼子はあまりに脆ぜい弱じやく。放っておけば、魂そのものがいつ霧散してしまうか分かったものではない。

　魂は、火、水、あるいは電気や香炉、実に様々な媒体でたとえられる。言ってみれば、『これ』というド真ん中の定義を見み出いだせていない状態でもある。生命力を魔力に精製する、というのが魔術の基本だが、そもそもの定義にまで達しているかどうかはまた別だ。これは、自分の遺伝子を完全に解明しなくても子孫は遺のこせるのと似たようなものかもしれない。

　ただし様々な仮説で語られているのは、表層、現実世界においてエネルギーを安定させるためには実体のある器が求められるという点だ。天使や悪魔でさえ多くの場合は依より代しろや霊媒を求め、それができなければ人工的に用意された魔法円、あるいは偶発的に生み出された心霊スポットなど極めて限られた狭い空間に呼び出される。全く起きないとは言わないが、ああいった存在が剝むき出だしの状態で自由に表を闊かつ歩ぽするのは極めて珍しい事例である。

　いかに原罪を持たぬ魂だろうが、天使や悪魔を上回る超常を常に維持し続けろというのは無理な相談だろう。それができていれば、学園都市を丸々利用したヒューズ＝カザキリやエイワスも苦労はしなかったはずだ。

　カエル顔の医者はキャンピングカーの中へ乗り込みながらも、

「……基本的な確認をしておこうかな？　僕はメッセージを受け取っているが、文脈は少々詩的で難解だった。これも時代かなあ。ストレートに受け取って良いのか、何か回りくどい言い回しの一環なのか。事を始める前に、その辺りをヒアリングしておきたいんだけどね？」

「まあ、魔術師とはそういう生き物ですから」

「詩的な言葉がまた一つ増えてくれた。こちらはさっさと人を救いたいだけなのに、カルテの代わりに得体のしれない古文書でも広げられているような感じだよ。ターヘルアナトミアを翻訳した江戸時代の人間はこんな気分だったのかね？」

　ゴールデンレトリバーの方は、車内へ入る前にぶるぶると全身を震わせていた。どうやら毛並みの中に紛れた砂を落としてくれたらしい。今は介入すべき時ではないと認識しているのか、彼（？）はベビーベッドには近づかず、ソファベッドに飛び乗るとそのまま伏せてしまった。

「剝むき出だしのままではあまりに危うい。今のリリスには新たな器が必要です」

　ミナ＝メイザースは頭の中で状況を嚙かみ砕くだきつつ、

「……ひとまず科学サイドに寄せましょうか。ここでは生命の定義そのものについては保留にします。単純な技術として、失われた経験や記憶を回復、または移植する方法に心当たりは？　何でしたら人格一式を丸ごと、くらいの感覚の方が好ましいです」

「脳髄、神経、各種内臓から吐き出されるホルモンバランス……。扱う部位によってまちまちだけど、それも状況次第といったところかな？　一応、記憶に関してはこの僕にも救えなかった少年がいるものでね」

「それはおそらく『書庫バンク』にも記載がない方法ですね？　ひとまず分かるものを全て列挙してください。実は、記憶や人格だけでは足りない。『冥途帰しヘヴンキヤンセラー』、リリスを完全な形で肉の器へ定着させる必要があるのです。これから生命力や魔力についての簡単な説明を行いますが……」

「ああ、それね？　そろそろ良いいだろう」

　あっさりとした声だった。

　むしろ黒猫の魔女の方が困惑してしまうような。

「実際のミナ＝メイザースがどうだったかは知らない。でも、少なくとも今の君はアレイスターの友人なのだろう？」

「友人というか、彼の行動を補佐する立場にあるのは事実ですが……」

「言葉の当てはめ方はどうだって良いい、ようは、定義の問題だよ？　そういう立場にいる君に対してなら、同じく、アレイスターの数少ない友人として、この身を示すアルファベットの連なりを名乗っておいても構わないだろう」

　ぴくん、と。

　黒猫の魔女の耳がわずかに震えた。

　今の言い回し、アレイスターの数少ない友人という言葉。どこかで聞いた覚えがあった。それは学園都市の統括理事長に向けた言葉ではなく、もっともっと古い時代、まだロンドンが霧と蒸気に包まれていた頃の伝説の中で……。

「その男はアレイスターが唯一認めた師匠にして最大の親友だった。その男は未熟な医療技術が生み出した阿片中毒の犠牲者だった。その男はブライスロードの戦いにおいて、真っ先に敗北して道を歪ゆがめられた。その男は西洋での権力争いから外れ、治療のためセイロンにてヨガを学び、皮肉にも『黄金』から爪つま弾はじきにされ人生に失敗した事で健康な体を取り戻した」

　ざわり、と。

　ざわざわざわざわざわざわざわ、と。

　その感覚は、死者の棺ひつぎに触れるよりもなお禁忌。

　ミナ＝メイザースの指先から背筋にかけて、得体のしれない震えが走っていた。あるいは絶対に開けてはならない扉をそっと掌てのひらで撫なでたらこんな感覚が襲ってくるかもしれない。

　ヤツは。

　究極に近い立ち位置だったはずの木き原はら脳のう幹かんを、えげつない科学技術でもって───ただし暗部にありがちな武力ではなく救命によって───難なく従えたその男は、いつもと変わらぬ笑みを浮かべ、確かにこう言ったのだ。

　胸の前で両の掌てのひらを合わせ。

　片目を瞑つぶって。




「……我が名は『黄金』の魔術師アラン＝ベネット、あるいは仏門の僧侶スワミ＝マイトラナンダ。西の端で浸した毒を抜き、東の果てより皆の救済その途上を歩む者なり。とでも紹介しておこうかな？」








序章　黄金、その遍歴　True_Wizards.









　かつて、『黄金』と呼ばれる魔術結社があった。




　活動年代は一九世紀末から二〇世紀初頭までのわずか数年間。にも拘かかわらずこの魔術結社は現代においても『世界最大』の冠をほしいままにしている。薬剤師、舞台女優、検視官、天才作家といった表の顔を持つ者から、糊こ口こうをしのぐため古文書の翻訳に走ったり怪しい仕し手て戦せんを提案する者、果てはまんま無職や世捨て人までおおよそありとあらゆる人種を詰め込んだ人類の標本セットや図鑑のような有り様だったという。

　この『黄金』、切り取り方によって趣味人のサロンやサークル活動から本格的な魔術研究集団や呪じゆ詛そ戦せん争そう屋やまで万まん華げ鏡きようのように様々な顔を見せるのだが、中でも語るにあたってどう足あ搔がいたところで切っても切れない傑物が二人いる。

　一人はアレイスター＝クロウリー。

　もう一人はサミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザース。

『黄金』とはつまりこの二人、世俗一般社会では到底管理不能な龍と虎を詰め込んでおくのに都合の良いい受け皿だったのだ。彼らは共に学び、語らい、笑い合って、そして同時に恨み、対立して、殺し合った。一つの檻おりで同居するケダモノのように。後世、多くの魔術研究家が天才達のこの奇妙な関係性について文献に残る言動から深層を分析しようとはしているものの、その真意はおそらく彼ら自身にしか分かるまい。

　師弟でありながら異端同士。

　親友でありながら宿敵同士。

　同じ『黄金』という枠組みの中にあって、クロウリーとメイザースは寄り添うようでいてそれぞれ異なる学説を論じる事も特徴に挙げられる。例えば大悪魔コロンゾン。メイザースはこれを揺るぎなき絶対悪と定義していたが、クロウリーは相対的な悪だと否定していた。

　故にこそ、だろうか。

　同じ道を歩みながらも決して交わる事のない二人は、一九〇〇年四月、ロンドンはハマースミスを起点として致命的な武力衝突を繰り広げる事になる。




　いわく、ブライスロードの戦い。




　それは魔術に犠牲は付き物と考えるメイザースと、決して許せなかったクロウリーの戦争であった。その細かい流れについてわざわざここで書き連ねる必要はあるまい。結果として、この現代に純粋な『黄金』は残存しない。ある『人間』が表の歴史に記されるほど凄まじい闘争の果て、『黄金』に属する全ての魔術師を殺すか、あるいはあらゆる成功の可能性を奪い取る事で幕を下ろしたのだった。『明け色の陽ひ射ざし』や『新たなる光』など、後世で語られる『自称、正統な末まつ裔えい』とはつまり根を切られてさまよい、先細りを止められなくなった足あ搔がきの産物に過ぎない。

　そう。だった、のだ。




『メイザースのものじゃ、ない……？　そんな馬鹿な、いやしかし』

『何がどうなっているんだ？　てか、骨を眺めた程度で判断なんかつくのか!?』




　ならば、これは何だ？

　政治と宗教が渦巻くロンドン中心地、ウェストミンスター寺院の墓地では何が起きている。

　欲しかったのはとうの昔にくたばったヤツの亡なき骸がらだった。

　契約者の肉体を通して命令すれば、いずれ必ず封を破り、世界全体に多大な犠牲を強いるであろう大悪魔コロンゾンを止められると思ったから。

　しかし、




『めい、ザース……？？？』

『どうした、どうした、どうした!?　この俺が築き上げた「黄金」を引き裂き、世界の魔術を掌握しておいて。その後の研けん鑽さんはどうした。貴様の魔術はこんなものか!?』




　見間違えるものか。

　スコットランド式の派手な軍服の上から魔女にも似た帽子と外がい套とうを纏まとった精せい悍かんな男。自らをハイランダーの末まつ裔えいと名乗って憚はばからず、多くの魔道書を翻訳してヨーロッパ全土に魔術の種を蒔まいた男。自身の知識と多彩な語彙、さらには妻にして芸術家ミナ＝メイザースの手を借りて様々な魔術様式へ誰でも容易に理解のできるグラフィカルな分かりやすさを───そう、さながら宇宙語の羅列に等しかったパーソナルコンピュータへアイコンやマウスカーソルを実装する事で爆発的な普及に成功させたが如ごとく───導入しようとした男。クロウリーを庇ひ護ごする師匠にして敵対する論客。何か一つ歴史が違っていれば、この男こそ近代西洋魔術師アドバンスドウイザードの始祖として闇の憧憬をほしいままにしていたかもしれない傑物の中の傑物。

　この男が疑心暗鬼に駆られなければ。

　大悪魔コロンゾンを呼び出して『黄金』の頂点、玉座を奪うに足る力を持つ者を襲えと命じなければ。

　リリスばかりか、二人目の娘まで犠牲になる事などなかった。




『そして卑ひ怯きよう者ものなどとは言わないでくれたまえ』

『さあ、ブライスロードをやり直そう。クロウリー、一度はこの俺から全てを奪った者よ!!』




　結局、何が起きている。

　悪意の頂点に立っていたのはコロンゾンではなかったのか。

　中心にいるはずなのに、何もかもが周回遅れ。

　信じていたものを打ち砕かれた。今の今までその『人間』を支えてきた勝利の味さえ揺らいでしまった。呼吸は荒く、足は震え、油断すると目元に涙さえ浮かびそう。

　だけど。それでも、だ。




『ああ、そうか』

『アレイスター、貴様の娘は救われるべきではなかったよ』




　それだけは、決して認める訳にはいかなかった。

　何としても、折れずに反発せねばならなかった。

　敵は世界最大の魔術結社、『黄金』。メイザース以下、ウェストコット、フォーチュン、リガルディ、フェルキン、各おの々おのが独自の伝説を持つ究極オリジナルの魔術師達。

　だがこちらもただ安穏と一世紀も時間を無駄にしてきた訳ではない。科学と魔術。世界を無用に切り分け互いに争わせるような時代を作ってきた。戦後の混乱の最中、首都復興の名目を隠かくれ蓑みのにして巨大な学術機関を極東に設立した。その名も学園都市。かつてイタリアはシチリア島にて散った夢の欠片かけらをかき集め、徹底的にオブラートで包み込んで科学の形に擬態させた、テレマの僧院そのものである。




『メイザース……』

『再会を祝して全てを出し切ろう、そう言ったな』




　全ては噓うそを固めて作った蜃しん気き楼ろう。

　それでも学園都市には多くの者が集まってくれた。

　いつしか当の創設者の想像すら超えるところにまで、成長してくれた。




『ならアレイスター、お前も出せよ！　魔術なんてどうでも良いい、学園都市の統括理事長としての全てを!!』

『『アレイスターは一人ぼっちじゃない。ヤツの成果物はここにいる!!』』




　さあ、雌雄を決しよう。

　勝敗条件は一つ。科学と魔術、生き残るのは果たしてどちらだ。








第一章　狂乱　Welcome_to_GD_Paradise!!









　　　　１




　一二月、深夜。しかしウェストミンスター寺院の墓地は物悲しい夜気に包まれている訳ではなかった。

　爆音、そして閃せん光こう。

　世界最大の魔術結社『黄金』を束ねる頂点、古き良きスコットランド式の派手な軍服の上から魔女の帽子や外がい套とうを纏まとった男。夜風にマフラーをたなびかせるサミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザースが、周囲で浮遊する火の杖つえ、水の杯、風の剣、土の盤など象徴シンボリツク武器ウエポンを使って特別な超常現象を巻き起こした……のではない。

「ふんっ」

　ドカリという鈍い音があった。

　今や長い銀髪の少女と化したアレイスター＝クロウリーが自らの足元へ砕けた柵の残骸を突き刺して───逆にエコだと持もて囃はやされる天然ガスを使ったガス灯のものだろう───地中のガス管を破って大量の可燃性ガスを表へ漏出させていたのだ。

　結果巻き起こったのは、何の変哲もなく確実な殺傷力を生み出す大爆発。

　ボッッッバッッッ!!!!!!　という凄すさまじい熱と光と衝撃波が、メイザースら目がけて鉄砲水のように突っ込んだ。夜風によってガスの流れや密度が正確無比に操作されていた事など、今さら気づいたところでどうにもならない。丸々そのシルエットを爆炎が飲み込んでいく。

　しかし、だ。

　こちらはもはや、当然のようにと言っても良い。

「この程度で」

　驚きもなかった。まるで濡ぬれた薄紙を引き裂くように、濃密な炎の壁が中心から吹き飛ばされていく。渦の中心にいるメイザースには火傷やけどらしい火傷やけども見当たらない。

　元々はメイザースの遺体を利用して大悪魔コロンゾンの動きを食い止めるためだった。

　利用？

　もはやそんな次元の話など誰もしていない。それどころか、コロンゾン以上に力を持った黒幕が存在する可能性まで浮上してきた。

「『黄金』の長たる俺に何を期待すると？」

「私は魔術と知り合う前は科学的興味を追究する少年でな」

　くすりと笑ってアレイスターはこう告げた。

　傲岸でも不遜でも構わない。一秒前まで脅おびえる少女のように震えていたとしても。ブラフだろうがハッタリだろうが、もう一度両足に力を込めて、許されざる宿敵の前へ立つ力となるならば。

　敗北も失敗も糧かてとせよ。

　故に上から目線で語るのだ、この『人間』は。分に相応かどうかなど関係なく。

「それはつまり、諸もろ々もろの迷信を具体的行動によって証明せねば気が済まない人間でもあった。ああ、今でも悪い事をしたと時々夢に出るよ。何も猫にはいくつの命が宿っているかという迷信の真偽を確かめるために、本当に何度も何度も重ねて殺してみる必要はなかったとな」

「……、」

「同じだよ、メイザース。不気味な猫と添い遂げた男よ。不可解な現象が目の前で展開されている以上、何事も実験と観察だ。この私は、それで科学サイドと学園都市の全てを積み上げてきた。この一発が成功するか否いなかはさして問題ではない。成功も失敗もひっくるめ、全てをビッグデータのように積み上げるぞ。気づいた頃にはもう遅い、貴様を雁がん字じ搦がらめに縛り上げ、丸裸にしてくれる」

　そして、と可か憐れんな唇が次に繫つなげた。

　敗者復活。どこぞの魔術エリートと違って、何度打ちのめされても決して折れる事のなかった『人間』が。




「何しろ数が必要なんだ。こんな事をしている間に、次が襲いかかるぞメイザース」




　ゴッッッ!!　と、真正面から拳が飛んだ。

　暗闇と閃せん光こう。双方のコントラストにわずかなりとも目を攪かく乱らんされたメイザースの隙を突いて、まさに真正面からの踏み込み。ツンツン頭の高校生、上かみ条じよう当とう麻まがその右拳でもってメイザースの顔面の真ん中を狙い撃ったのだ。

「寒にして湿、水よその性質を我が前に示せ」

　むしろ、メイザースは迫る幻想殺しイマジンブレイカーに対し積極的に魔術を行使した。

　ガラスの砕けるような音があった。

　だが間に魔術を一枚挟んだ事で、拳の軌道がわずかにブレる。さながら、水槽を挟んで銃弾を撃ち込むように。

　それは。

　かつて一度、これとは違う形をしていた頃の幻想殺しイマジンブレイカーによって敗北し命を落としたが故の経験則か。

「なっ……」

「続けて、温にして乾」

　わずかな遅れを取り戻せなかった。ぐるりと半身回し、人混みで波をかき分けるような格好でメイザースは難なく拳を避ける。革靴の動きとは思えない。その背中側で、ビタリと空中で静止した火の杖つえの底がこちらを睨にらんでいた。あたかもフェンシングのサーブルのように。

「火よその性質を我が前に示せ」

　ジジッ！　とマッチでも擦するような音と共にこちらへ向けられた杖つえの底がオレンジ色に点滅する。上かみ条じようは拳を振り抜いている真っ最中。ただ頑丈な杖つえであっても無防備な喉や眼球を一突きされればこちらは終わりだ。ましてそこに魔術の炎が乗ったらどうなるか。

　答えを想像する暇もなかった。




　どっっっガッッッ!!!!!!　と。

　学園都市第一位、一方通行アクセラレータの拳が真横からメイザースの頰骨を打ち抜いたからだ。




　初のクリーンヒット。

　多くの墓石を砕きながら、スコットランド風の軍服や首元のマフラー、外がい套とうを引きずる格好でメイザースの体が転がり吹っ飛んでいく。まるで小型の飛行機でも落ちたようだった。もうもうと粉ふん塵じんが広がるが、一方通行アクセラレータは結果を見る前から舌打ちしていた。

　空気に。

　焦あせりの感情が全く伝でん播ぱしてこないのだ。

　そこらの屋根や尖せん塔とうには、規格外の魔術師どもが行儀の悪いカラスのように集つどっているにも拘かかわらず、ろくに助けに入る者も見られない。

「どォなってやがる……？」

　その一言は、科学的や論理的とは程遠い。

　さながら、得体のしれないジンクスとでも遭遇したような声色だった。

「……これでも一応『反射』使って全身の血管と神経ズタズタにするつもりだったンだがよ。不発に終わったのか、それともまともな人体の設計図思い浮かべる程度じゃ話にならねェってのか？」

「おいおい」

　のそりと起き上がる影があった。

　当然のように傷などない。それどころか、首の一つも鳴らさなかった。血と電気の通うあらゆる生物を殺す一方通行アクセラレータの『反射』を避けもせず自分からまともに浴びてなお、当たり前のようにメイザースはそこにいる。大仰に吹っ飛ばされた事も含め、まるで遊びに付き合ってやっているような挙措。小さな子供に掌てのひらで押されて律りち儀ぎに転んであげる横綱やレスラーのようであった。これではどちらがどちらの戦力を調査しているかも分かったものではない。

[image: ]

　先に手札を出し切った方が喰くわれる。

　そんなゲームでも楽しんでいるかのように、首元のマフラーを指先で引き下げ、メイザースは嗤わらう。

「この俺は欧州全土にカバラを広め、魔術の洋の東西を切り分け、たかだか身内の粛清に『蠅の王ベルゼビユート』まで持ち出したクソ野郎だぞ？　科学だ学園都市だ、そんなオブラートに興味はない。若輩よ、コロンゾンの味を忘れたか。もう一度ここに召喚でもしてくれようか。恐怖とは、壊れない。脅おびえ、震え、そして無上の感謝を捧ささげよ。文字通り世界が変わるぞ、この恐怖を目にすればな」

「構うな」

　パチンと指を鳴らしたのはアレイスターだった。

「元々何の根拠もなく自分はハイランダーの末まつ裔えいグランストラエ伯爵だなどと寝言を吐く輩やからだった。いちいち舞台俳優じみた大仰で無意味な振る舞いに付き合う必要はない。……それに私はこう言ったはずだぞ、メイザース。一つ一つの成功失敗は重要ではない。その積み重ねでビッグデータの如ごとく貴様を雁がん字じ搦がらめに縛り付けて丸裸にするとな」

　その小さな音に呼応するようだった。

　ドッ!!　と粘ついた音が夜空を覆い尽くした。いいや違う、肥大しきった肉の塊、手足の数がおかしいモノ、金属で作った巨大な昆虫、精巧過ぎるのが逆に不気味な人形などの群れを総称して、

「クロウリーズ・ハザード!?」

「誘導しておいて悪いがこちらも制御不能だ。せいぜい足あ搔がけよメイザース」

　上かみ条じようが叫ぶが、メイザースもメイザースでいちいち視線など外さなかった。呆あきれたように息を吐いて、火の杖つえの底で軽く地面を叩たたく。




　屋根や尖せん塔とうの先に控えていた魔術師達が、迅速に動いた。




　これが。

　これが本当に、魔術大国イギリスをギリギリまで追い詰めた『群れ』なのか。

　クロウリーズ・ハザード。

　その名前それ自体が宙に浮かんでしまうようであった。

　見る影もなかった。

　戦いの形になっていない。あたかも雑草を刈り取っていくかのように一方的な破壊。死神が持っているものは剣でも槍やりでもなく、鎌である。何な故ぜか。抵抗などなく一斉に奪うためだ。そんな益やく体たいもない妄想にまで話が広がってしまいそうなくらいの、圧倒的な格差があった。




　無数のタロットが宙を……、塔を……崩す稲光を誘導した。

　ザザ。

　……手にしたオイルラン……ら莫ばく大だいな炎が……狂った。

　ジジジ。

　白と黒の……棍こんが唸うなり、周囲の魔術がブースト……た。

　ザザザガリガリ。

　たんたたん！　とタップシューズで地面を蹴……うな音と共に無数の火花が十字を形成……。

　じじざざじ!!

　……半不死の肉体を利用……相討ち上等で拳が……だ。

　ガリガリガリガリガリガリ!!

　……黒い箱がパカパ……開閉し、持ち主……計算不能な魔術がランダ……飛び出……。

　ざざざガガがりがりがりがりがりがりジジジジジジジジジジざざざガリガリザザザザザザザザじじじじじじじじじりじりじりじりざりざりざりガリガリガリガリガリざりざりジリジリジリジリじじじじじじじじじじざざざざざざざざざざがががががががががががががっっっ!!




「……、」

　目で見ても、だ。

　己の記憶と照らし合わせ、何度も何度も反はん芻すうしようとも。

　具体的に嚙かみ砕くだこうとしても、上かみ条じよう当とう麻まにはどうにもならない。

　もはや追い切る事のできない光景が、真正面から暴力みたいに押し寄せてきた。

　それでいて。

　一つ一つが無秩序に突出しているのではなく、全体で奇怪な調和の取れた曲芸であるというのがかろうじて分かるくらいで……。

　世界最大の魔術結社。

『黄金』。

　どちらがどちらを圧倒しているかなど、わざわざ論じるまでもない。相乗効果、なんていう漠然とした言葉が脳裏に浮かぶ。ボタボタボタボタ!!　と重たい雨が降るような音と共に、血と肉と臓ぞうと物もつとその他た諸もろ々もろ何の部品か想像のつかないものさえ次から次へと落ちてくる。見ているだけで呼吸が止まりそうな上かみ条じようのパーカーを、しかし一番に狙われているはずのアレイスターはちょこんと摘つまんでくいくい引っ張っていた。こんな時まで日本で生まれた萌もえの心を手放さないとは、何だかすげえー余裕がおありのようだった。

　ゴガッ!!　と。

　閃せん光こうが掠かすめたと思ったら、ウェストミンスター寺院の尖せん塔とうの先が削り取られて蒸発した。クロウリーズ・ハザードの肉だか臓物だかが降り注ぎ、屋根の一部も陥没を始めている。

『黄金』はイギリスを守るために配備されている、のではないのか？

　解き放った側にも制御不能なのか。

　あるいは、裏の裏から本当にこの国の暗闇に君臨していたのは、彼ら『黄金』だったのか。

「（……ただの目め眩くらましだ。今の内にとっとと行方を晦くらますぞ）」

「えっ、あ？」

「（ハナからあんなもんで勝利できるなどとは期待していない。今はデータを集める段階だと散々説明しているだろう？　スマホとは偉大な発明だな、馬鹿がはしゃいでくれたおかげで『黄金』側の魔術師の得意とする術式は録画できた。安全にメイザースの遺体を確保する線は空振りだったし、正直言ってこんな辛気臭い墓地に留とどまり続つづける理由は何もない）」

「逃がすと思うか？」

　これだけの騒ぎの中、的確に突き刺すような低い声があった。

　少し離れた場所から、メイザースがもう一度、確認を取るように言い放った。

「逃がすと思うか？」

　対して、アレイスターは指を鳴らしてある方向を指差した。

　首を振った先にいた誰かに向け上かみ条じようはとっさに叫んでいた。

「一方通行、頼む!!」

「チッ」

　舌打ちが一つ。

　ッッッドン!!!!!!　という爆音が炸さく裂れつする。ベクトル操作をも利用して墓地の地面を蹴った学園都市第一位の白い影が右腕で上かみ条じよう、左腕でアレイスターの体をさらった。

「温にして乾」

　直後にメイザースからの一撃。

　火の杖つえがくるりと回ったかと思ったら、周囲のクロウリーズ・ハザードをまとめて焼き切って、一瞬前まで上かみ条じよう達たちが立っていた場所を大蛇のような炎が吹き荒れた。石の塀に、鉄の柵。間にあった全てがねじくれて吹き飛ばされる。やはりメイザースもまた、イギリスの設備や施設に対する配慮は全く見られない。『黄金』の長の外がい套とうが爆風に大きく翻ひるがえる。それでも向こうにとってはどこまで本気だったのか。ギリギリの所で食いそびれ、その隙をついて第一位に腕一本で抱えられたままアレイスターが指を鳴らす。追加のクロウリーズ・ハザードの群れが彼我の間を分厚い壁のように埋めていく。

　ウェストミンスター寺院の敷しき地ちから飛び出すだけでも命懸けだ。

「この辺りで良いいだろう、バッテリーは可能な限り温存しておけ」

「がっつり助けられておいてその言い草かキサマ」

　一方通行アクセラレータよりも上かみ条じようの方が呆あきれて呟つぶやいてしまったが、白い怪物はいちいち拘こう泥でいなどしない。ただ必要な事を並べていく。

「アレで全部か？」

　二人を銀の砂にまみれたロンドンの道路へ放り捨てると、当の一方通行アクセラレータは現代的なデザインの杖つえを突いて、鬱陶しそうに細い顎でウェストミンスター寺院の方を示していた。

「だとすりゃ一五分も保もたねえぞ」

「だろうな。まあどれだけ気張ったところで魔術を使って『黄金』最全盛の傑物どもを殺そうなどと考えるのは間違いだ。クロウリーズ・ハザードが殺されるたびに今いる私はデフラグが進んで表面上の実力も増していくはずなのだが……まあ、その程度で何とかなるメイザースでもあるまい。ヤツはただ四つの元素、基本の中の基本を完全に御する事で世界の全てを表現する。あれに超常で挑むのは、太陽に向けて懐中電灯を向けるくらいの空回りだな」

「……マジかそんなレベルで開いちゃってます？」

「だからと言って焦あせる必要はない」

　世界最大の魔術結社『黄金』から総出で追われているという、窮地。言いだしっぺの銀の少女自身が一番その脅威を理解しているだろうに、どこか肩の力を抜いて呆あきれたような目を向けていた。

　失敗に慣れている者は立ち直るのも早い。

　先ほどまでウェストミンスター寺院の墓地で眼球まで震わせていた魔術師とは思えない。この辺りの自己制御は、上かみ条じよう当とう麻まとはまた似て非なる強さと言えるか。

「魔術に対し科学で抗せよと論じたのは君達だぞ。背中を押して奮い立たせた以上は付き合いたまえよ。……ああ、そうだとも。こちらも科学と魔術を切り離し、一〇〇年越しで世界を温めてきた。統括理事長アレイスターの独自技術体系でもって『黄金』を叩たたき潰つぶしてくれる」

　げしっ、と上かみ条じようの肩に乗っている小さなオティヌスが少年の頰を軽く蹴っていた。ほだされるなと警告している。

「（……最後まで付き合う必要はない、ここだと思った所で勝手に飛び降りろ、じゃなかったのか。まったく、早くも言っている事が変わっているぞアレイスター）」

　予定は未定。特に、相手が『あの』悪名高いクロウリーの場合は十分に石橋を叩たたく必要があるのだが……さて、ツンツン頭にそこまで伝わっているのやら。

　一方の銀の少女は邪悪に笑って、

「だが何にしても準備をしたい。あんなカビの生えた墓場よりも、よっぽど自由研究やＤＩＹに向いている場所がよそにある」

「？」

　眉をひそめる上かみ条じように、アレイスターはイタズラ好きの子供のような笑顔でこう言ったのだ。

「ちょっと北上すれば観光地として有名なピカデリーサーカスが待っているんだよ。つまりは大規模なショッピングセンター☆」

「「……、」」

「どうだ、押し寄せるゾンビどもと戦う籠ろう城じよう先さきとしてはうってつけだろう？」




　　　　２




「寒にして乾」

　柔らかいものが弾はじける音と共に、メイザースの頭上に掲げた土の盤が大きく膨らんだ。いいや、円盤を軸にして、陶器に似た素材が傘のように広がったのだ。

　直後だった。

　ザアッッッ!!!!!!　と。赤黒い雨がウェストミンスター寺院の墓地をくまなく染め上げた。言うまでもなく、クロウリーズ・ハザードのなれの果て。たとえどれだけの数が集まろうがクロウリーはクロウリー、栄えある『黄金』の中では若輩に過ぎない。多様な個性と伝説を持つ究極の魔術師達が織り成す集団行動に抗あらがえるはずもなかった。

　スコットランド貴族の誇りでもあるチェック柄の飾り布には血の一滴すらついていない。

「温にして乾、続けて温にして湿」

　死の沼のように広がった赤黒い汚物に向けて囁ささやくと、杖つえをついたメイザースを中心にして汚染された墓地の全てが迅速に燃え広がり、ぐるりと彼の周囲を短剣が回って地面に防護円を構築した直後にはその灰までもが烈風に吹き散らされた。後には何も残らないが、わざわざ驚くに値しない。この程度、コートについた埃ほこりを払うに過ぎないのだ。

　幾人もの魔術師達が大地へ降り立ってきた。

　いずれも先ほど夜を覆い尽くすほどのクロウリーズ・ハザード達を撃滅していった達人ではあるが、彼らはいちいち誰がどれを倒していったかなど拘こう泥でいしない。

　多くの者が役割を決めてそれに準じた装束や象徴シンボリツク武器ウエポンで身を固め、特定の順序で呪文や動作をこなしていく、舞台演劇じみた魔術儀式。

　世界最大の魔術結社『黄金』の基本にして真髄。

　功績は全て。

　長たる一人に捧ささげればよい。

「……いかがなさいますか」

　片膝をついて頭を垂れたまま囁ささやいたのはエドワード＝ベリッジ。迷彩柄のないのっぺりしたモスグリーンの軍服の各所に包帯や消毒液などの小袋を提げている様は、衛生兵の真似まね事ごとか。曲くせ者もの揃ぞろいの『黄金』の中にあって、メイザースが全幅の信頼を置く事のできた数少ない忠臣の筆頭でもある。

　つまりこの場合、長とは遠い異国の地で若輩の手で無様に封じられた大悪魔ではない。彼らが礼を尽くすべき相手は最初からただ一人と決まっている。

「俺は出し惜しみしない主義だ」

　言葉は短かった。

　今さら一つ一つ懇切丁寧に前提を並べずとも、同じ『黄金』の枠組みにある者であれば意思の疎通に苦労はしない。というより、慎重派が災いして疑心暗鬼に陥りがちなウェストコットと癇かん癪しやく持もちのメイザースについてこられた者だけが『黄金』に残ったと言っても過言ではない。

　つまり。

　アレイスター＝クロウリーはどれだけ優れていても、我慢がならなかったのだ。魔術の発展のためには一般の犠牲もやむなしという考えを持った彼らの全てが。

「……手早く済ませろ、猟犬ども。貴様達が追い立てて俺が狩り殺す」

　許可が下りた直後だった。

　ドッ!!　と複数の影が重力すら無視して、屋根から屋根へと飛び移っていく。それはもう、対等な殺し合いに臨む者の挙動ではなかった。まるでおあずけされた状態から、やっと目の前のペットフードにありつける大型犬のような動きに近い。

　主の足元で跪ひざまずいたまま、ベリッジは静かに告げた。

「猟犬としては不足かもしれません。御身の前まで追い立てる事なく、そのまま嚙かみ殺ころしてしまうやもしれませんので。まあ、何にせよ五分とかかりますまい」

　虚勢や機嫌取りではなく、本心なのだろう。

　しかし、何な故ぜだかメイザースはマフラーで隠れがちな口の端をわずかに吊つり上あげ、こう唱えた。

「さてどうかな」




　　　　３




　その『血の雨』の影響を受けたのは、何もウェストミンスター寺院の墓地にいる『黄金』の魔術師だけではなかった。

「一体何がどうなってんのよ……？」

　思わずそう呟つぶやいたのは、ぶかぶかのシャツやジーンズを纏まとう、クワガタみたいにてかてかと輝く黒髪の大男だった。一見ストリート系に思えても、実は各所に十字架の意匠が隠されている。

　建たて宮みや斎さい字じ。

　天あま草くさ式しき十じゆう字じ凄せい教きようの教皇代理を務めていた青年だ。

　当初はクロウリーズ・ハザードの押し寄せるドーバーの沿岸部で迎撃戦を展開していた天草式だったが、戦線の崩壊によって首都ロンドンまで後退。ここで戦力を再編し、実際にどの程度勝算があるのかも分からない反攻作戦へ移るはずだった。

　しかし。

「クロウリーズ・ハザードが……消えた、んですかね？？？」

　組み立て式の槍やりを油断なく構えながら、ロンドンとエジプトの混ざり合う異形の景色を眺める五いつ和わも目の前の状況を整理できないでいるらしかった。

　あれだけの怪物達が、まるでブラックホールにでも吸い込まれたようだ。

　イギリス清せい教きようは、一体どれだけ隠し球を持っていたというのだ。

「……とにかく、状況の確認なのよな」

「クロウリーズ・ハザードが一斉に集中したのはここから北に五キロ。おそらく聖ジェイムスパークやウェストミンスター寺院のある方かと」

　状況不明では危機が去ったとは言いい難がたい。

　それでは不発弾が埋まっているだけだ。

　そもそも聖ジェイムズパークはバッキンガム宮殿と隣接している。

　何が起きたか分からないが、分からないからこそ、確かめるしかない。もしもクロウリーズ・ハザードか、あるいはもっと危険な何かが蠢いていたらそれまで。為なす術すべもなく全滅の可能性すらありえるが、もしほんとに危険なモノが首都ロンドンで胎動しているのだとすれば、放置などできるはずもなかった。

　戦争は、エスカレートする。

　片方がやればもう片方もやる。それも一つの真理であった。

　クロウリーズ・ハザードの猛威にさらされたイギリス清せい教きよう側がわが、タガの外れた決断をしてとんでもないものを解き放ってしまった可能性もゼロではない。何しろ国が滅ぶか否いなかの瀬せ戸と際ぎわだ。安全にコントロール可能な兵力だけを選んで投入する……などという余裕があるとも思えない。

　異常なのだ。

　クロウリーズ・ハザードの硬さについてはドーバーの最前線で戦ってきた建たて宮みや達たちも散々思い知らされてきた。あれは何かの奇跡でたまたま倒せるような連中ではない。辺りに散らばる不自然なエジプト記号の残骸を駆使してもダメだ。必要なのは突飛な秘密兵器ではない、そもそも常人には到達不能な積み重ねが求められていた。

　であれば、この状況は何だ？

　あれだけ絶望的に一国の首都へ雪崩なだれ込こんだクロウリーズ・ハザードが、まるでブラックホールにでも吸い込まれたように。こんな奇麗な『消失』などありえない。これはもはや奇跡ですらない。よっぽどえげつないものを取り出さない限り、ここまで一足飛びの結果だけポンと表に出される訳がない。

「行くぞ……」

　建たて宮みや斎さい字じは二メートルはあろうかという波打つ大剣・フランベルジェを摑つかみ直なおして、

「行くのよな。深しん淵えんを覗のぞき込こむ事になるかもしれんが、みすみす放置もできん。状況を把握し、食い止める必要がある場合はこちらで制圧してコントロールする。イギリス清せい教きようは過熱した可能性が高いのよ、一般民衆がどれだけ残されているかの実地調査も並行し、彼らを巻き込まぬよう注意しｔ




「あら。せっかく拾った命をまとめて捨てる事もないんじゃない？」




　そっと。

　耳元に甘い吐息がかかるほどの至近距離から、いきなり割り込みがやってきた。

「ッ!?」

　すでに後ろは取られている。

　それでも建たて宮みやはぐるりと身を回し、その遠心力すら利用して二メートルに届く大剣を横よこ薙なぎに振り回していく。

　どっ！　という鈍い感触があった。

　だが当たったのは声の主、女性ではない。『彼女』が一歩後ろへ下がるのと、別の誰かが入れ替わりで前へ出たのはほぼ同時だった。まるでレディファーストでも気取るように、躊ちゆう躇ちよなくその首でもって刃を受け止め、守り抜いたのだ。

　連携にしても奇怪。

　あまりに不気味なその感触に、当の建たて宮みやの方が顔を歪ゆがめてしまっていた。

「なっ……？」

「どう、ウェストコット？」

　ごんっっっ!!　と。

　鈍い音が炸さく裂れつしたかと思ったら、閃せん光こうと共に建たて宮みやの巨体が真後ろへ吹っ飛ばされていた。牛うし深ぶかや諫いさ早はやが何とかして支えてくれる。

　今のは、蠟ろうに押し付けられた印。

　意志の力を届ける、書簡からの派生か。

　七つのロウソクや民間伝承の人形を引き合いに出すまでもなく、魔術の分野においても蠟ろうは非常に扱いやすい素材であった。

　目立ち過ぎない程度に整えたロングのドレスに、実用重視の片眼鏡。まるで古い絵本に出てくる家庭教師のようであった。いっそ異質なのは、左右の肩でそれぞれ担かつぐ白と黒の長い棍こんか。年の頃は二〇に届くかどうかといった小娘が、三倍は生きていそうな初老の男に軽く問いかけていた。

「近代西洋魔術師アドバンスドウイザード、クロウリーからの枝葉か」

「……へえ、あの破綻者の？」

　しかしそれら全てよりも、だ。

　びゅう、という水っぽい音があった。

　分厚いコートを纏まとう医者といった風ふ情ぜいの老人。首の横から、一撃をそのまま。普通、顔周辺への傷はそのままは通らない。反射的に庇かばった手に抵抗の傷が残るはずだが、そんな基本的な本能すら切り離されていた。頸けい動どう脈みやくはおろか首の骨までダメージが及んでいるだろうに、がっちりと傷口で得物を押さえ込んだ礼服の老人はにこやかに微笑ほほえんでいたのだ。

「ああ、ああ。やはり悪くない。非常に優しい作りをしているね、お若いの」

「ウェストコット、あなた今思い切り死んでいるはずなんだけど？」

「それは違うよアニー。最初から本気で殺す作りであれば首が飛んでいる。この重さ、この速さで振り回しておいて、首の骨で止まる方が不自然なのだ。おそらくできる限り殺さずに事を収めようとするために、威力を削そいでいたのだろう？　両刃の内、片側をなまくらになるよう研いで。だが今回はちょっとばかり、苦痛を引き延ばす悪趣味に転化されてしまっただけで」

「へえへ。流石さすがは検視官サマ、ご自分の観察についてもお詳しいご様子で」

　ウェストコット、検視官、半不死性。

　それにアニー。

　とっさに建たて宮みやの頭に浮かぶのは、もちろん魔術結社の代名詞であった。

　噓うそか真かはさておいて、この二人だけでも十分以上の脅威。しかも組織の形を取るならば、彼らの背後には一体どれだけひしめいている……？

「まあ、確かに、メイザースがさっさと大悪魔の手綱を完全に握ってくれれば、こんな雑用ともおさらばできるのだがな」

「冗談。あんな疑心暗鬼の塊がコロンゾンを乗り回したらそれこそ面倒事が溢あふれて止まらなくなるわよ」

　短い言葉の羅列からでも、建たて宮みやの全身からドバッと嫌な汗が噴き出した。もちろん有名人であればあるほどその名を騙かたりたがる輩やからも増えていくものだろうが、それにしたって、ここまで体を張れるのか？

「どっ、どうするんですか、建たて宮みやさん!!」

　五いつ和わが組み立て式の槍やりを構えようとして、そこで動きが不自然に止まった。

　片眼鏡を掛けた古い家庭教師風の女が、わずかに目を細めていた。

　とんとんと両肩を白と黒の棍こんで軽く叩たたきながら、彼女はその判断を認めていた。

「そうね、それで正解」

　くすくすという笑みがあった。

「きちんと矛先を向けていたら、今ので私、あなたを殺していたかもしれないわ」

「ッ!!」

　むしろ、その一言で五いつ和わは無理矢理にリミッターを切った。

　恐怖の鎖を引き千切り、建たて宮みやの前へ踏み出す。その槍やりの鋭い刃を、改めて片眼鏡の女に突き付ける。

　対して。

　アニー＝ホーニマンを名乗る何者かは、いきなり殴ったり蹴ったり奇怪な呪文を唱えたりはしなかった。ただ白と黒の長い棍こんの先端を地面に押し付け、立てたのだ。

　囁ささやきがあった。




「対象ウェストコット、ブースト」




　爆はぜた。

　五いつ和わの槍やりだけではない。周囲には多数の天草式が確かにいた。剣、槍やり、斧おの、槌つち、杖つえ、鎖、ありとあらゆる得物が左右両サイドから殺到し、彼女を守るために防御の構えに入っていたのだ。

　それを。

　たったの一発だった。

　その時ウェストコットの指先で輝いたものの正体は、練って柔らかくした蠟ろう。

　書簡を留とめて秘密を封じるもの、あるいはまじないの人形に由来するのか。

　とにかく閃せん光こうは打撃となって五いつ和わの腹の真ん中へと突き込まれる。

「ッ!?」

　あらゆる武器は砕かれ、少女の槍やりは反応すらできなかった。

　初老の男の一撃を腹の真ん中に受けて真後ろへ飛ばされた五いつ和わは、それでも捉える。白と黒の棍こんは門の柱。一瞬だが確実にアニーの背後で揺らいだのは身の丈を超える巨大なシャボンにも似た薄い膜の球体。あまりにも馬鹿げたスノードームの中に映っていたのは、何だ。あれがヤッキンとボアズに由来しているなら、やはりソロモンの大神殿か。

　起き上がる事もできず、指先を不自然にケイレンさせながら、五いつ和わは降り注いだインスピレーションを必死になって共有しようとする。一人でも多くを、生き残らせるために。

「さい、だん……」

「あら」

「『黄金』系儀式場で使われる白と黒の柱、西と東の旗、そうした意匠のベースとなる、古い神殿……だとするとあなたの魔術は、この上なく壮麗な儀式場の提供。あなたは助演、個人の成果なんて求めない。力を、他の誰かを増幅する……？」

「良いいわね、やるじゃない。そう、『黄金』の基本にして真髄は舞台演劇のような集団の魔術なのよ。くすくす、メイザースの命令なんてどうでも良くなっちゃう」

　脅威はアニー＝ホーニマンだけではない。

　ウィリアム＝ウィン＝ウェストコット。

　初老の男もまた、自由に動く。

　ぐりぐりと傷口を広げるようにして食い込んだ刃を引き抜き、ウェストコットは自分の手前へフランベルジェを軽く放り投げた。

　すでに、傷は塞がり始めていた。

「拾いたまえ」

　足元を、指差す。

　優しい言葉の裏側に、靴を舐なめろと迫るような傲岸さが透けていた。

「無手のまま削り取られていくのは辛つらいだろう。命を預けた得物を今一度取りたまえ、お若いの。それが一番の薬となる、君の魂の安らぎのためだ」

「どうするの、ウェストコット？」

「君が決めてくれたまえアニー。私は独演に興味はないし、元来『そういうの』は得意ではない。君の調律・共演がなければ、上手に殺してやる事も叶かなわんだろう」

　まるで魚料理が苦手だから手伝ってくれ、程度の言い回しだった。

　もはや確率でものを考えるしかない。今いるのは何人だ、その内の何人を逃がせる？　最も効率良く多くの仲間を逃がすには、建たて宮みや斎さい字じはどこでどう命を消費するべきだ。

　しかし。

　そんな悲壮な決意を砕くように、アニーと呼ばれた魔術師は片手を口元に当ててくすくすと笑っただけだった。まるで張りつめた風船から空気が漏れていくように、彼女の肩から力が抜けていくのが分かる。

「やっぱりよしましょうよウェストコット、ギリギリだけど、まだ足りない。もう少し上だったら、脅威を認めて本筋から外れた自己防衛案件として排除できたんだけど」

　建たて宮みやや五いつ和わ達たちに、安心などできるはずもない。

　ただのアドリブ、一分前と言っている事が違う。

　それは逆に言えば、今のこの一言もたった一分で覆くつがえされる危険が付きまとっていた。

「そうかね。一応はアレイスター＝クロウリーの匂いのついた魔術の使い手達ではあるのだが」

「確かに紛らわしいけど、今ある魔術師の大半は『こんなの』なんでしょ。破綻者にとって大半は赤の他人だわ、これをねじ伏せたところでヤツの心に何が響く訳？　明らかに排除の対象から外れているわ。従うだけではつまらない。この程度なら、プロとは呼べない。一般人対応の『子供部屋のボーギー』で十分でしょう。ヤツの遺伝子については、科学だの学園都市だのが先よ」

　命を皿に載せられたまま、本人不在で進んでいく会話。

　しかし、できない。

　関節の調子がおかしい建たて宮みや斎さい字じには、何もできない。

　状況を管理できない、安全を確保できない、主導権を手元に置いておけない。アニーにウェストコット。この化け物達は、何者にも管理できそうにない。

「お行きなさいな」

　正直に。

　あるいはオブラートとは無縁の冷たい言葉が放たれる。

　どちらが何を守るかなど関係ない。一分前と一分後でシーソーのように流れが傾くため、先の事など何の保証もない。探知機を使って計画的に地雷を掘っている最中に、その地雷が地中を好き放題移動すると教えられるようなものだった。場を支配するのは気き紛まぐれな『彼ら』の側で、癇かんに障さわれば即座に吹き飛ばす。そういう意思が表れていた。

「実力的には落第だけど、根底に優しさがあるというのなら仕方がないわ。英国を守る者同士、わざわざ無駄に戦って命を散らす事もないでしょう。外周を這はいずり、クロウリーズ・ハザードの脅威は去ったと皆に伝えなさい。それだけで、たったそれだけで、あなた達は皆に望まれ求められる『幸運の象徴』になれるわよ？　くすくす、四葉のクローバーや勝利の女神のようにね」

「お」

　掠かすれる。

　それでも声が出せただけ、建たて宮みや斎さい字じはまだしも胆力のある方だったのかもしれない。

「……おまえさん、たちは、いったい……？」

「本気で言ってる？」

　太陽はどうして毎日同じように昇ってくるのですか。

　そんな馬鹿げた質問を受けたような顔が待っていた。

「ウィリアム＝ウィン＝ウェストコットにアニー＝エリザベス＝フレデリカ＝ホーニマン。この界かい隈わいで名前を知らないとしたら、そんなのモグリと疑われても仕方がないわよ？」







　警告はした。

　後はどうなっても知らない。







「君は時々最低になるな」

「常に最低なあの男よりはマシでしょうよ」

　とんとんという小さな音があった。

　白と黒の棍こん。ヤッキンとボアズでもって、アニー＝ホーニマンが自分の肩を左右それぞれ軽く叩たたいていたからだ。

　深夜のロンドンだった。イギリスとエジプトが複雑に混ざり合った異界の地であってもお構いなしに分厚いコートのウェストコットと古い家庭教師風のアニーは夜の散歩に興じていた。

　彼らに与えられた役割は『子供部屋のボーギー』。

　言ってみれば、母親が子供を戒めるために創作した妖精や怪談だ。迂う闊かつに禁域へ近づこうとする者を見つければ、先の通り恐怖を与えて警告を飛ばす。出会ってしまった方は不運の一言だが、感謝されるようでは試みは失敗となる。

　川や沼などの水辺に近づくな。暖炉や調理場など迂う闊かつに火を扱うな。暗くなる前に帰れ。知らない人についていくな。

　与えられる警告は極めてシンプルだが、守らなかった者の命がどうなるかは言うに及ばず。

　片眼鏡のアニーは白と黒の棍こんの内、白い方を自分の頰と肩で挟んで、

「……あのスコットランドバカめ、今度は妖精文化にご執心？　これ絶対メイザースの趣味に付き合わされているだけだわ、私達」

「流石さすがに飛躍しているのではないか。『黄金』には、ほら、有名な詩人の彼もいただろう」

「こんなの基本の『人払い』で手軽に済ませられれば良いのに」

「国全体の忌避感情が飽和状態に達しているのだ。どこに立とうが等しく圧迫を覚える状況では、人を自然と遠ざけようとしてもぐるぐる迷子になるのがオチだよアニー。どこに行くのか予測不能、では懸け念ねんを潰し切れん」

「コロンゾンは今どうしているのかしら。ヤツの扱い次第でふんぞり返ったメイザースに一泡吹かせられそうなんだけどな」

「火中の栗くりをわざわざ拾いに行く気かね。ああいう難解な作業は得意な者に任せておけばよい、つまりメイザースに」

「……、」

「君の数少ない欠点は、思っている事がそのまま顔に出てしまう点だなアニー？」

　ちなみに史実においては、アニー＝ホーニマンがウェストコット含む『黄金』のメンバーに対して高圧的だった理由はシンプルだ。もちろんオカルトに興味はあったが、新しくできた『黄金』を選んだのは友人のミナ＝メイザースの存在もあっただろう。それでいて裕福な暮らしをしていたアニーは、初期『黄金』にとって貴重な資金源でもあったのだ。そういう関係で、アニーはメイザースと仲が悪い。こちらは友人の生活支援のために資金繰りをしているはずなのに、それを魔術研究だの魔道書翻訳だのに使い潰してしまうあの男を心の底から軽蔑していた。何しろ無職でまともに『表』の社会と縁がなく妻一人養う事もできないくせに、何な故ぜだか常に上から目線で金の工面を求めてくるのだから、これはもう仕方がない。恋は盲目とはなるほど良く言ったものだが、どうして無二の親友があんな男とくっついてしまったのか、それはアニー＝ホーニマン生涯最大の研究テーマとなってしまった。

　だからこそ、今アニーはウェストコットについている。

　何がどうなったところでメイザースとは反りが合わない。ヤツの敵対者に足る人物なら誰でも良いいというのが本音だった。

　ただし、変人レベルがメイザースを下回るという条件付きで。

「実際に全てを握っているのはメイザースだ。あまり強気でいると『排除』されかねんぞ」

「別に……。管理不能の怪物という冠が、メイザースやアレイスターの頭の上だけで輝いているのは不公平だわ。常識人のままじゃ肩が凝る。私達は『黄金』なんでしょう、少しはお裾分けしてくれても良いんじゃない？」

「……、」

「あなたもいつまでナンバー二に甘んじているつもりなの、ウェストコット。勢力は最大だろうが野党は野党よ。あらあら、一世紀をまたいでも本質って変わらないものなのかしら」

　アーサー＝エドワード＝ウェイトでは意識は常人だが実力が足りず、クロウリーでは実力的に面白いが頭の方がメイザース以上にぶっ飛んでいる。

「……メイザースのヤツ。やっぱり私達は外と様ざまなのね。このクラスの魔術師が０＝０の外回り、隔離領域から人を遠ざけるためのフィラキッサ扱いされるなんてありえないんですけどおー！」

「その割に文句もなかったようだが、お嬢さん」

「阿あ呆ほう。あんな分別もつかない魔術バカとまともな人間が鉢合わせたらろくな事にならないでしょ。メイザースのネジの外れっぷりは十分理解しているわ。だから誰かが状況を整理しなくちゃならない。スコットランド方面はともかくとして、イングランド方面で一般人に容赦をするとは思えないし」

「まあ、ロンドンには染しみついているからな。決して楽しい事ばかりではない生の記憶が」

「やだやだ、魔術以外に自分の居場所を見つけられない男って。あれってほとんど災害よね。葬儀屋が日々の暮らしと仕事を守るために自分から人を殺して回っているようなもんだわ」

　クロウリーズ・ハザードの消失は、不安に脅おびえる人達の緊張をわずかに緩和させるだろう。

　つまり、魔が差す。

　愚者がいきなり奥義を欲しがるように。いっそ暴力的なまでの解放の誘惑は、つい窓のカーテンの隙間から外を覗のぞいてみようとしたり、あるいはドアを薄く開け、恐る恐る外の空気に触れてみたいという心の動きへと結びついていくはずだ。

　つまり、彼女達の仕事はこれからどんどん増えていく。

　一人ずつ『警告』を放っていくのでは流石さすがに骨が折れる。

「ねえウェストコット、あなた検視官って事は人間の開き方に詳しいはずよね」

「非常に不快な物言いだな」

「仕事の他に、羊皮紙の契約者の肉体を調べたくて変死体を開けていたんだから文句は言いっこナシでしょ」

　それより、とアニーは前置きを挟んだ上で、

「……今度は私が斬られる役であなたが悪役になりましょうよ。ほら、剃刀かみそりでも包丁でも良いいわ。こう、不気味な夜にぴったりの怪人がいるじゃない」

「はっは、切り裂きジャックの正体は警察内部に潜んでいたか！　そりゃあ道理で何人死体が出てきても犯人の割り出しが進まなかった訳だ!!　……割と笑えん仮説だな、お嬢さん」
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　銀の少女が、自前のスマートフォンを横に倒していた。

　どうやら自分で撮影した動画の確認を取っているらしい。

「ジョン＝ウィリアム＝ブロディ＝イネス。カルヴァリ十字、均等十字、ピラミッド十字、マルタ十字……。その意味は陣形のジョイント接合部。そうなると主要な構成は力の集束、偏向、拡散といった辺りか。時間を与えれば与えるほど大規模な陣を組むタイプ、か」

　口の中で何か呟つぶやいているが、上かみ条じようや一方通行アクセラレータなどに説明する気はなさそうだった。

「ロバート＝ウィリアム＝フェルキン。周囲を飛び交っているのはタロットではないな。タットワ辺りの精神没入霊装か。自分を高めるというよりは他人を泥沼へ引きずり込む方が近いかもな。幽体を抜いている間に無防備な肉体を総攻撃、くらいはやりかねん。それにしても、東洋系ならブロディ＝イネスと思ったんだがな」

　相手は同じ『黄金』の魔術師だ。

　アレイスターにとっては新たな発見というより、自分の認識と齟そ齬ごがないかを確かめる間違い探しに近かったのかもしれないが。

「エドワード＝ベリッジ。魔術医療のスペシャリスト。クロウリーズ・ハザードに対し、やけに強気に踏み込んでいったのもこいつの『保険』があるからか。使っているのは閃せん光こうタブレット、穢けがれを『逸そらす』事で癒いやしに転じるのはいかにもヤツらしい構成だな」

　と、そこまで言ってアレイスターの言葉がわずかに詰まった。

　続いて浮かんだのは、皮肉に近い笑みだろうか？

「アニー＝ホーニマン。両手で持っている白と黒の棍こんはヤッキンとボアズのつもりか……。使っているのは直接戦力というよりは第三者が用いる術式の整合・最適化。二本の柱が示すソロモンの神殿をどこまで再現しているかが気になるところか。しかしまあ、あのメイザースがアニーまで従えてくるとはな」

　ウィリアム＝ウィン＝ウェストコット、イスラエル＝リガルディ、ネッタ＝フォルナリオ……。一本の長い動画を細かく切って編集し、複数のファイルに組み替えて、その一つ一つに注目度のタグ付けまで施しているらしい。お気に入り登録の基準が読めなかったが、登録されなかった子はちょっと可哀かわい想そうかもしれない。そもそも総数一〇〇人以上いたはずなのだから、一朝一夕で終わる作業でもない。

　一人一人ももちろん重要だが、彼らは集団。

　世界最大の魔術結社『黄金』だ。

　ひょっとすると集団行動の要かなめとなる、優先的に把握しておくべき実力者をあらかじめ頭に浮かべていたのだろうか？　馴な染じみの深い古巣の組織相手だから可能な事ではあるのだが、こういうのに限ってノーマークの小者、あるいはダークホースに脇腹を刺されるので要注意だ。細かい所で失敗する、どこまでいってもアレイスターのやる事である。

　一方で。

　バッキン、という金属の破断する鈍い音が炸さく裂れつした。

　多くの有名ショップがずらりと並ぶピカデリーサーカス、中でも特に日曜大工の品を多く取とり揃そろえているらしいショッピングセンターだ。

　裏口とてそれなりに頑丈な鉄てつ扉ぴで防護されていたが、エジプト神話の香りがまだ残っていたのは幸いだった。石材や鈍器には事欠かなかったのだ。適当な街灯のてっぺんにロープを投げ、誰が入っているんだかも分からん黄金の棺ひつぎを前と後ろの二点支持でくくりつけ、それとは別枠で棺ひつぎの真ん中に短いロープを縛って垂らせば持ち手の一丁上がり。

　後は鐘つき。

　除夜の鐘スタイルであった。

　持ち手のロープを両手で摑つかんでいったん体重を後ろにかけてからの、ブランコを振るような全力の一撃。大人数で丸太を摑つかんで城門を開放する百ひやく姓しよう一いつ揆きの討ち入りよろしく、黄金の棺ひつぎの足側でもってドロップキック的に分厚い鉄てつ扉ぴを丸ごとぶち抜いていく。

　泥どろ棒ぼう稼か業ぎよう上かみ条じよう当とう麻まはきちんと成功したのに不安が止まらなかった。

「ようーし段々将来が不安になってきたぞう！」

「これを特技と考え始めない限りはギリセーフだろう。社会復帰頑張れよ人間」

　戦争だの詐術だのを司つかさどるせいか、肩に乗っているオティヌスは眼前で繰り広げられた破壊行為に対しても大らかなものだった。あんまり何でもかんでも広い心で受け入れられちゃうとずるずる流されそうだからここはちょっと𠮟って欲しかった一〇代のハートとしてはちょっと複雑だ。何という事だろう、思春期男子の毛根に甚じん大だいな被害をもたらすインデックスのアレが恋しくなる日がやってこようとは。

　情け容赦ない大クラッシュによって鉄てつ扉ぴと連動している警報装置がピヨピヨ甲高い電子音を鳴らしまくったが、今はそんなのを気にしている余裕もない。どうせ自動通報があっても民間警備の人間がやってこられるような状況でもないのだ。それでも気が散るのか、銀髪少女アレイスたんはバックヤードの作業台の直角に折れた鉄の定規を適当に摑つかむと壁に張り付いている警報装置をぶっ叩たたいて黙らせながら、

「適当な棚を倒してバリケードを作るが、見ての通りだ、あまり強度は期待するな。その気になればヤツらは壁でも屋根でもぶち抜いてどこからでも侵入してくるだろう」

「じゃあ籠ろう城じようの意味ねえじゃん！　バカ、ち○こ!!」

「ショックのあまり一時的に語彙が小学校低学年並に退行しているようだが心配するな。そもそもここには守りのために立ち寄った訳ではない」

　元々下ネタ大好物星人にはあんまり効果がなかったようだ。多分根っこの所がゾンビみたいに腐っているこいつには回復魔法を浴びせるとダメージに変換される系の、特化した対クソ野郎戦術が必要とされるのだろう。

「……魔術になど、頼らない」

　相手は旧知。

　にも拘かかわらず、血に飢えた統括理事長は凄絶な笑みと共にこう告げたのだ。

「私は、時代遅れのメイザースどもを攻めて狩り殺すための準備にやってきたのだからな」

「アホかくだらねェ」

　吐き捨てるように言ったのは一方通行アクセラレータだった。

「ショッピングセンターで日曜大工の品ァ集めて、一体何ができるってンだ？　チェーンソーだの釘打ち機だの並べた程度で仕留められるよォな小者じゃねェンだろ」

　適当に呟つぶやきながら、第一位は自分の細い首に手をやっていた。チョーカーに触れている。成り行きでついてきたが、いっそ自分一人でやってしまった方が手っ取り早いのではないか。言外にそう言っているようなものだった。

　対して、アレイスターは気の短い教え子へ呆あきれたようにため息をついて、

「バッテリーは温存だ」

「……、」

「説明に餓うえている顔だなお子様？　しかし大人は何でもデキるという幻想を崩してしまったのなら大変申し訳ないが、生あい憎にくこちらもクソガキ一人の雑念と付き合うために立ち止まって特別授業を開いている時間的余裕はない。忙しいんだ、君の哺乳瓶は後回しで良いいか？　手と足を動かしながらになるが構わんな」

　許可を取っているようで取っていなかった。銀の少女はさっさとバックヤードから一般フロアに繫つながる扉を開け放ち、その辺にあったショッピングカートのグリップを摑つかむ。これだけ見れば幼な妻が今日の夕飯の食材を買いに来たようにも見えるのに、ヤツが鼻歌交じりで向かったのは照明が落ちて真っ暗闇になった、物騒な特殊工具ばかり並ぶコーナーだった。

「先ほどの話だが、ケンカの道具程度なら話にならん、といったところか。だが戦争にスケールを上げてみよう。飛行機、戦車、有刺鉄線、迫撃砲。第一次世界大戦は様々な死の道具が脚光を浴び、やった側さえ罪悪感から自殺したくなるほどの戦死者をうずたかく積み上げた。これは、事前に予言した内容を確かめるべく実際に見てきた私が言うのだから間違いない。中でもその凄惨な死に様によって現場の兵士達から最も恐れられ、早々に禁止条約が締結されるほどになった兵器とは何か」

　ふんと鼻から息を吐いたのはオティヌスと一方通行アクセラレータだった。

　どうやらクイズに答えられないのは上かみ条じようだけらしい。どっちがバカでどっちが健全かは知らないが。

　ともあれ、溶接用のバーナーや分厚いガスタンクなどを見繕っているアレイスターはあっさりと言い放ったものだ。

「答えは毒ガス兵器。当時有名だったのはマスタードガスだが、そこまで高望みしなければここにある品でも容易に合成できるぞ。例えば第一次大戦で最初に投入された塩素ガスなんて、その辺の洗剤を混ぜ合わせるだけで良いいんだしな。これも立派な戦争兵器だ」

「……、」

「第二次世界大戦の悪魔と言えば隙間のない絨じゆう毯たん爆ばく撃げきで使用されたナパーム弾だが、こいつはガソリンにちょっと混ぜ物を加えるだけで簡単に作れる。あるいは現代戦車砲術で用いられる自己鍛造弾は複合装甲をぶち抜くほどの破壊力を持つが、元はと言えば一般の主婦がオーブンの事故に巻き込まれた際たまたま発見された理屈を軍事に転用したものだった。……技術に罪はないなんて手て垢あかのついた文句だが、軍と民の一線なんてこんなものだよ。何ならサッカーボールと球形ドップラーレーダー、ステルス戦闘機のキャノピーと電子レンジの保護扉の関係性についても説明しておこうか？」

「御ご託たくは良いい。ぐだぐだと実例を並べンのは説得力の補強、つまり不安の表れだろ」

　一言で突き刺したのは第一位だった。

　この辺り、オブラートに包むような人間ではない。

「戦史を紐ひも解といた程度でくたばるタマに見えたのか、アレが。どォせ戦車で踏み潰せばそれでおしまいなンて甘い存在じゃねェンだろォが」

「はーっはっはあ。大丈夫だ心配するな、手作り発明武器なら任せておけ。これでも私はかつて英国情報機関ＭＩ５に在籍していた諜ちよう報ほう員いんだぞ？　ばきゅんばきゅーん☆」

「はいい!?」

　上かみ条じようの方が素っ頓狂な声を上げてしまった。

　正確には５だか６だか細かい数字まで覚えていないが、真っ黒なタキシード姿で世界を股にかけて大活躍のイケメンスパイが頭に浮かぶ。

「……あまりにも神出鬼没なライフスタイルのおかげで、一部の魔術研究家から結構本気でそんな事を囁ささやかれているのだ。理解不能なパフォーマンスを繰り返して新聞を騒がせていたのも、何かしらの情報操作や敵味方へのサインだったのでは、とな。まあ実際にどうだったのかは想像にお任せするがね」

　銀の少女もまたくつくつと笑いながら、

「新兵器のインパクトもまちまちだ。伝説の魔術師とは言ってもご都合主義の異世界の住人じゃあるまいし、借り物の銃や爆弾をちらつかせた程度でいちいち腰を抜かしてくれるような連中ではないだろう」

　複数の太い鋼管にガス台と元栓を繫つなぐようなゴムチューブ、ドリルや丸ノコ、空気を吹き込むためのエアコンプレッサーなどなど。ショッピングカートに次から次へと『材料』を投げ込んでいきながら、片目を瞑つぶって応じたアレイスターは余裕を取り戻したようだった。

「……なら、現代戦のその先まで突き抜けてしまえば良い。ＳＦ兵器ならお手の物だ。忘れたのか？　私は君達能力者を実用化にまで結びつけたゲテモノ学園都市の全てを掌握していた統括理事長だぞ。『書庫バンク』などなくとも、魔術よりえげつない次世代兵器くらいごまんと取り扱っているよ」
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　運動会でも文化祭でも構わない。

　とにかく準備中というのは人が激しく行き交い、多くのものがやり取りされる。

　すると当然、その全てに人の目は行き届かない。死角だって多くなる。

「出ろ、クリファパズル５４５」

　暗闇に包まれた深夜のショッピングセンター。アレイスターや上かみ条じよう当とう麻まがノコギリで鋼管を切ったりドリルで穴を空けたりしている間、自販機を並べた軽食コーナーへ身を潜めた一方通行アクセラレータの前に、何かが浮かび上がった。

　本来ならいくつか並べたゴミ箱で分別されていたはずの、菓子パンの袋や空き缶、紙パックなどのゴミの寄せ集めだ。ぞぞぞぞぞぞぞ、とそれらは磁石で鉄釘を集めるように一ヵ所でまとまっていくと、やがて小柄な女の子一人分くらいの体積を確保する。

　バン!!　と小さく弾はじけるような音があった。

　中から現れたのは、半透明のシルエット。

『にひひ。にひひひひひひひひ』

　形だけなら少女のようにも見える。

　ただし全体がアンバランスであった。小柄な背丈の割にはスタイルが良すぎる。ぱっちりした瞳は自然とそうなったにしては巨大で、整った鼻は人工物臭くて、何より七色の髪はクラゲのように広がり背中からウーパールーパーみたいな色の羽が伸びて腰の後ろからは大量の吸盤をつけた太い触腕じみた尾がのたくっていた。

　彼女はローラ（＝コロンゾン）の手で、人工的に造られた悪魔だ。

　アレイスター＝クロウリーにより撃破された後は瀕ひん死しのところを一方通行アクセラレータに拾われ、現在は秘ひ密みつ裡りに第一位と行動を共にしている。

　クリファパズル５４５の服装は色いろ褪あせた英字新聞を中心に、ダクトテープや太いピンで彩いろどりを加えた『貧者のドレス』。表面では無数の英単語が躍り狂い、様々なショッキング記事を並べ立てていた。

　恐怖、学園都市の人体実験。クローン技術は国際的に封じられるべきか。第一位。人間の体細胞から製造された模様。人権の存在を認めず。新たな脅威の可能性。安全で安価な労働力の大量確保は人件費の根底を覆くつがえす新たな商材として……。

『ですですう、この悪魔めにどんなご用件で？』

「……まず、何でこンな無意味なパフォーマンスしやがるンだ」

『私は基本的に人に憑つくタイプの悪魔ですので。というか実体を持った悪魔なんてインキュバスかサキュバス程度のものなんですけどね。ともあれ、そのまんまを維持するのって結構疲れるんですよう。現れる際も可能な限り扉が欲しいというか、ほら、出産の通過儀礼を経由するとでも言いますか』

　聞いておいてなんだが、あまり興味のない第一位は素っ気なく言った。

「それじゃあ命令だ。自分で片付けておけ」

『うう、派手に撒まいた紙吹雪を自分で掃除させるようなこの理不尽。私はウルトラどＳとしか出会えない星の下に生まれてきたんでしょうかあ……？』

　しかしわざわざ四よつん這ばいになってせっせと作業を進めるクリファパズル５４５はどこか楽しそうだ。無遠慮にこちらへ突き出された小さなお尻の方では触腕にも似た太い尻尾しつぽが左右にふりふり。何しろ相手は人の悪意や欲望を心の中から引き出す存在。見る者の嗜し虐ぎやく心しんを高めるためのポーズならどんとこいなのかもしれない。

　そう。

　ざわざわざわざわと歪ゆがむ新聞紙の文字列は、おそらくアレイスター＝クロウリーが見たものとはまた違った記事の群れだろう。ひょっとしたら見る者によって内容が変わるという線もありえる。

　物質、不安、強欲、色情、醜悪、残酷、無情、拒絶、愚物、そして無神。

　全体でもってこの世の悪徳を示したとされる、『邪悪の樹クリフオト』の暗喩。

　一方通行アクセラレータは、小さく舌打ちしただけだった。

　……逆に言えば、思わず緊張解除のアクションをしてしまう程度にはしこりが残っていた。

　飴あめ玉だまを転がすように甘ったるい声色で、しかし魔女のばあさんのように耳に障る笑いを含めて。まるで所々針の飛ぶ傷だらけのレコードのような、全体的に心をざわざわさせるのが悪魔の悪魔たる所以ゆえんか。

『にひひ。あまり、悪魔の名前は音に出して発音してもらいたくない訳ですけどもー』

「なら何だってンだオイ」

『これだけで凄すごまれましたよ……？　仮の名として区別がつくものなら何でも構いません。にひひ、ファミリア、アガシオン、インプ、何でしたらパートナーやハニーでも☆』

「……、」

『あいよ、冗談は通じないお笑いのセオリーが分からない人でしたね。それで私を呼び出した理由についてはあ？　最強で無敵なあなたが他者に戦力提供を求めるとも思えませんが』

「整合性の確認」

『なるほどねえ、にひひ』

　魔女のばあさんみたいな笑い方をして、七色の少女は細い顎に己の人差し指を当てた。

　危険な叡えい智ち。

　そいつを象徴する少女はこう告げる。

『世界最大の魔術結社「黄金」を中心にひとまず精査してみましたけど、アレイスター＝クロウリーの言動にブラフはありません。それはあなたも分かっていたはずでは？　クロウリーの口振りそのものよりも、魔術について理解しているオティヌス、理解できていない上かみ条じよう当とう麻まのリアクションをそれぞれ観察する事で真偽を確かめていましたよねえ。こいつ言っている事が違うじゃん的な顔にならないかどうかを』

　一応馬鹿ではなさそうだ、と一方通行アクセラレータは判断する。

　そもそも『窓のないビル』であれだけ策謀を巡らせていたアレイスターの顔色を見て、一朝一夕でその真偽を見極められるか。答えはノーだ。ヤツは確かにスポットライトの下にいるが、注目すべきはそこではない。

　手綱を握る側として、悪魔の頭が回る事は必ずしも歓迎されるべき事態ではないのかもしれないが。

「メイザースとコロンゾンだったか。結局どっちがバカの親玉なンだ？」

『「今は」メイザースでしょうか、影響力の大きさを見れば』

「ブラフはない。ならＭＩ５も？」

『ぷふふう☆　どうでしょうねえ』

　口元に手を当てて笑う悪魔。

　想像にお任せする、という事らしい。

「……分からねェ事がいくつかある」

『生命力を魔力に変換・精製するところから魔術の基本をお勉強しようと？　おそらく不審に思ったクロウリーや上かみ条じようが見回りに来る方が早いですよう』

「そォじゃねェ。何な故ぜヤツはハッタリを使わねェンだ？　ピンチの時に駆けつけてくれたから。その程度で判断能力を鈍らせるよォなヤツなら、そもそも学園都市の維持なンかできる訳ねェ。何かがあるはずだ」

『にっひっひ。そりゃあ少なくとも、あなたのためじゃあないでしょうねえ』

「……、」

　第一位はジュースの自販機に背中を預けたままわずかに思案して、

「まだ何かさせる気か、あの右手に……？」

『そこで効率や利害に話を振ってしまう辺りは悪魔と契約したあなたらしいですけどねえ。案外話は簡単かもしれませんよ？　あなたは統括理事長をベースにものを考えていますけど、今のアレイスターはその統括理事長の立場から離れて自由にやっている訳ですから』

　もちろんこれは話半分。

　仮説を裏付ける根拠はないし、そもそも悪魔の言葉だ。

「……そォいや、統括理事長とか何とか、随分科学サイドにも詳しそォだったな。オマエはアレイスターについて、何をどこまで知ってやがる？」

『仮想敵としてインプットする程度には。私、クリファパズル５４５はローラ＝コロンゾンが世界状況を掌握できなくなった際、クロウリーキラーとして自律的に起動するよう仰おおせつかっていますう。平たく言えば、私の存在意義はクロウリーを殺す事、それしかないのですよう』

「……、」

　思い浮かぶものが一つある。

　一方通行アクセラレータを殺すため、いいや、任務失敗した場合は自ら命を絶つ事で精神面からの崩壊さえ促そうとした嫌がらせのような軍用クローン、番外個体ミサカワーストだ。

　思わず呟つぶやいてしまった。

「くだらねェ。考える事は同じって訳か」

『何について連想が及んだかまでは存知かねますけどお、どちらがどちらを追ったという次元ではないのでは？　クロウリー、コロンゾン、そしてメイザース。元々彼らはこんな世界に住んでいて、後から所属が散り散りになったと見るべきですう』

「だとすれば、何かある」

　吐き捨てるように、第一位の怪物は断言した。

「コロンゾンだかメイザースだか知らねェが、あの悪趣味と同じ遺伝子持ってンなら単純な突入作戦なンかで満足する訳ねェぞ。絶対に何か、もっとえげつねェのが待っている」
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　世界最大の魔術結社『黄金』が深夜のロンドンへ解き放たれる。

　白をベースにして要所に桜色のアクセントを加えた、ふわふわしたドレスの少女がロンドンの闇の中を舞っていた。赤いショートの髪も、色白で小柄な体たい軀くも、何もかもが白い花やヴェールの髪飾りやバレリーナーにも似たドレスによって膨らんでいるように思える。足元に靴の上げ底がなければ一五〇センチに届かなかっただろう。まるで大抵の動物が危機に直面した時、体毛や羽毛を逆立ててでも自らの体を大きく見せつけて周囲を威嚇しようとするように。

　ダイアン＝フォーチュン。

　彼女もまた『黄金』の魔術師、その堂々たる一角であった。

　派手な色のストッキングに包まれた足を動かし、屋根から屋根へと危なげなく飛び移るフォーチュンと併走するようにして、複数の影が同じ速度の世界にあった。ベストやスラックスよりもベルトに突っ込んだ計算尺や首に回したメジャーのせいで仕立て屋のようにも見えるアーサー＝エドワード＝ウェイトに、黒衣の裁判官じみたジョン＝ウィリアム＝ブロディ＝イネス。特にウェイトはタロットの使い方において右に出る者はいない。ロンドンのどこに獲物が逃げ隠れようが、その嗅覚は誤ご魔ま化かしようがない。

　細かい過程の話などどうでも良いい。

　ともかくウェイトがこう宣言したのなら、それは事実である。

『ピカデリーサーカス、ネイキッドショッピングセンター。背中を守る必要はあるかねお嬢？』

『何なら前も守ってサンドイッチにしても構わねえぞ。英国紳士は小さな手で服の端を摑つかまれているくらいの方がやる気が出るんでな、ハッハ！』

「余計なお世話」

　いちいち併走する影の方など目も向けず、小柄な少女は吐き捨てるように呟つぶやいた。

「科学サイド？　笑わせないで、わたしを殺せるのはお姉様だけよ」

　だんっ!!　と五階建てのビルから飛び立った。

　その先にあるのが例のショッピングセンター。そして空中にいるフォーチュンは常に自分と寄り添っていた『箱』へ手を伸ばす。サッカーボールが入る程度の、つるりとした素材でできた黒い箱だ。本来なら互いに連携を取って一つの魔術を構築すべき状況に、突出したアドリブがねじ込まれる。

　風で膨らんだスカートからチラリとドロワーズを覗かせながら、それこそ手て垢あかがつくほど方々で使い込まれた薔ば薇ら十じゆう字じの記章を放り込み、咀そ嚼しやくさせるように蓋を閉じる。

「翻訳、簡略化、新規作成!!」

　実際のところ、ダイアン＝フォーチュンの魔術は『何が出るか分からない』。無駄の多い古き因習を打倒してスマートで新たな術式を組み上げるという主張は御大層だが、彼女の編へん纂さんした魔道書はもはや『黄金』の守備範囲を超えているともされ、その教義はオリジナルの域にはみ出しているのではと同じ結社の魔術師から首を傾かしげられるほどだった。そんなフォーチュンがぶっつけ本番で現場に持ち込んでくる魔術現象の数々は、敵味方を問わず大きな混乱に陥おとしいれる。

　担保についてはただ一点。

　ダイアン＝フォーチュンはその方法で勝ち続けてきたという事実だけだ。

　故に。

　放った当人すらどんな事態に陥るか全く読めないフォーチュンの魔術は、ありとあらゆる事前の計算や作戦を台無しにする。さながら、両軍睨にらみ合あっての戦争の真っ最中に山火事やゲリラ豪雨が発生するように。新参者クロウリーが建物に籠こもってどのような策を弄しているにせよ、それは必ず心臓に悪い意外性を叩たたき込こまれて瓦が解かいへと追い込まれるのだ。

　今だって。

　バレリーナにも似たスカートを膨らませてビルの屋上から飛び降りてはいるが、きちんと対応した魔術が展開されるかどうかは誰にも断言できない。

『おい、大丈夫なのか!?　五階建てだぞ!!』

「だから、余計なお世話」

　一二月の夜気を引き裂きながら、フォーチュンが事もなげに呟つぶやいた直後だった。

　ボッッッ!!　と、黒い箱の内側から超高温の炎が吹き荒れた。赤のショートヘアや飾りのヴェールが嬲られる。さながらブースターのように、爆発は推進力に変わって落下中だったドレスの少女の軌道を強引にねじ曲げる。ホップさせ、浮かばせ、不安定な軌道を描きながらも危なげなく地上へ向かう。

　当然ながら、計算などない。あったら意味がない。

　言ってみれば、このヒキの強さ。

　それこそがダイアン＝フォーチュンの一番の武器であった。故に彼女は『予測不能の状況インビジブルモンスター』を作りながら、常にそれを味方につけて戦える。徹底的な反復ラーニングで個人の癖まで完全に充塡補強したＡＩとの麻雀マージヤン勝負において、純粋な強運だけでスーパーコンピュータを打ち負かすような理不尽。アーサー＝エドワード＝ウェイトのカード捌さばきをもってして、未いまだに読み切れぬモノがあると言わしめるほどのデタラメ度合であった。

　舞台演劇のような儀式など二の次。アドリブの妙。莫ばく大だいな炎の塊をハンマーのように振り上げながら、ダイアン＝フォーチュンはショッピングセンターの二階の窓へひとまずの狙いを定める。

　相手は連携が必要なレベルか、否いなか。

「いっくわよお!!　クロウリーッ!!!!!!」

　ひょっとしたら、流星のようなその一撃は着弾さえすればショッピングセンターどころかピカデリーサーカスそのものを焼け野原に変貌させてしまうかもしれなかった。

　そう、無事に着弾さえすれば。




　鉛の砲弾でも、励起したレーザービームでもなかった。

　ぶわぃあんッッッ!!!!!!　という空間そのものがねじ曲がるような爆音が、まだ空中にいた彼女の全身を叩たたいたのだ。
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「着弾確認、第二射充塡用意。私が作った『科学』という幻想をナメるなよ」

　照明の消えたショッピングセンター内では、窓に近づき過ぎない程度の距離を空けてアレイスターが何かを正面に構えていた。感覚としてはトゲトゲのついた盾に近いが、その一本一本が小細工された太い鋼管であった。盾の裏を見てみれば分かるが、太いチューブやホースが所狭しとのたくっている。

　本来であれば溶接に使うアセチレンガスのボンベや大量の空気を送り込むエアコンプレッサーを辺りに転がしながら、アレイスターはくつくつと笑っている。

　現在的なデザインの杖つえをつく一方通行アクセラレータは呆あきれたように息を吐いていた。ちゃんと驚いてきちんと質問を飛ばしてくれるのは上かみ条じよう当とう麻まだけだ。

「なんっ、だ？　言われた通りつまみをひねったりホースが絡からまらないようにしたりしたけど、あいついきなり落ちたぞ!?」

「鋼管の中に燃焼ガスを通して音の塊を作っているだけだ」

　良く質問をする生徒は先生に好かれるのか。銀の少女は自転車のブレーキのようなグリップでもって、盾に配した鋼管の群れを外に開いたり内に閉じたりしながら、

「とはいえアセチレン、酸素、水素の混合気体を爆発させ、鋼管で指向性を整えて一方向へ撃ち出している。速度はざっとマッハ九・八。……さあて、ポカンと口を開けて受け入れている場合ではないぞ。音速とは音の伝わる速度である。無理にそいつを押し通し、一〇倍近い速度を叩たたき出だしたら何が起きると思うかね？」

　音は、それそのものが凶悪な殺傷能力を有する兵器となる。

　後は水の力で分厚い鉄板を切る工業用カッターと同じだ。純粋な水よりも、人工ダイヤの粉末など硬度の高い不純物を混ぜた方が切れ味は増す。空気とは似て非なる、押し出す力を味付けする。

　上かみ条じようの肩の上で不遜な感じで足を組んでいる美少女神（!?）が言う。

「さっきからせっせとチタン合金のネジを機械で削り落としていたのはこういう事か。悪趣味な。衝撃波のダメージ拡張を企図して、砲身の中に特製の研磨剤を詰め込んでいたんだな」

「極超音速衝撃波スーパーソニツク圧縮打撃砲ストライカー。それは束ねれば槍やりであり」

　立て続けの第二射。モノの正体は分からずとも、何かしらの飛び道具であるのは気づいていたのだろう。見えない壁で鼻っ柱を殴られたように片手で顔を押さえるふわふわドレスの少女が、炎を噴き出す箱のようなものを操って真横へ跳ねるように回避したが、




「広げればS.S.S.は壁となる」




　ゴッッッ!!!!!!　と、第三射が小柄な全身へまともに直撃した。見えない壁に殴られたふわふわドレスの少女が通りの反対側まで吹っ飛んで、向かいのビルの壁面へ背中から叩たたきつけられる。めり込むように体が沈んだのは、分厚い壁そのものまで流れ弾の被害を受けたからか。もちろんそこで終わりではない。黒い箱からふっと炎が消え、何の支えもなくなった人間一人がスカートもドロワーズも風に煽られたまま、三階以上の高さから抵抗もなく地面へ落下していった。

「あっ!!」

「馬鹿が、いちいち博愛精神を発揮している場合じゃねェぞ」

　第一位は動じない。あからさまな舌打ちをしたのは、予定通りにクリーンヒットを決めたはずのアレイスターだった。

「メイザースの時と一緒か。まだまだデータが足りないな」

　のそりと、であった。

　結構な高さから落ちたはずの赤毛の少女が、地面に手をつき、派手な足のストッキングに包まれた足を持ち上げて、再び起き上がったのだ。下はアスファルト、クッションになるようなものなど何もない。それ以前にマッハ九・八の音の塊とやらはどうしたのだ!?

　さらに第四射。

　まともに衝撃波の槍やりを浴びたふわふわドレスの少女が再び向かいの壁まで吹っ飛ばされるも、第五射を放つ頃には真正面に掌てのひらと共に黒い箱をかざし、半透明の傘のような何かが衝撃波の槍やりをあらぬ方向へ弾はじき飛とばしていた。

　慣れてきた、のか。

「連携を取る気か。いよいよ『黄金』の本領が来るぞ」

　そしてそうこうしている間に、上かみ条じよう達たちの頭上でガラスの砕ける甲高い音が炸さく裂れつした。彼らは『黄金』、世界最大の魔術結社。迫りくるのが正面の一人だけとは限らない。別に侵入者がいるのだ。しかし上かみ条じようは陽動と分かっていても、それでも目の前の異変に対し叫ばなくては気が済まなかった。

「おい、さっきからガードに成功してないぞ。最後の一発だけ防いだってどうにもならないだろ、あいつ体のダメージはどうなってんだ!?　ま、まさかあれも黒い箱のおかげだっていうのか！」

「……なるほど、ようやっと問題の輪郭が少しずつでも見えてきたな。ひょっとするとこの違和感が核心に迫る鍵となるかもしれん。メイザース達はあの戦争をどうやって切り抜けたのかという難問に対する鍵だ」

　このまま悪夢のような少女へ打撃を繰り返してもよその魔術師に背後を取られると判断したのだろう。アレイスターは用済みとなったユニット一式を窓の外へと放り投げた。

　溶接など金属加工分野において非常に有益だが取り扱いが難しく、一歩間違えば大爆発を起こすアセチレンのボンベも込みで。

　一方通行アクセラレータは能力に頼らないようだ。杖つえをついたまま、もう片方の手で雑に片耳だけ塞ぐ。

　直後だった。

　ボッッッバッッッ!!!!!!　という普段の学校生活ではまずお目にかかれないレベルの炎と閃せん光こうに屋内の上かみ条じようまで煽あおられそうになった。当然、安心などできない。黒い箱を宙に侍はべらせたふわふわドレスの少女は、謎の超兵器の連打を浴びてもひょこひょこ起き上がる怪物なのだ、今さらイレギュラーな爆発に巻き込んだ程度でダウンするとは思えなかった。

　上かみ条じようとしては、必死になってアレイスターの後ろをついていくしかない。

「あらゆる魔術には仕組みがある。それがそうと見えないのは、裏側にびっしり張り付いている数式を理解できていないからに過ぎん」

「それがどォしたってンだ？」

「らしくない。何でもかんでも出たトコ勝負のダイアン＝フォーチュンがたった一つの術式で『確定』して頼り切りにするなどな。それに本来、ああいう半不死性で驚かしにかかるのはウェストコットの趣味だったはずだ」

　言葉こそ並べているが、きちんと教えるつもりはないのだろう。そもそもそういった人名の羅列は、『窓のないビル』で追体験を経た上かみ条じよう以外には通じないものなのだ。

「ダイアン……」

　一方通行アクセラレータからの質問にはまともに答えず、アレイスターは何な故ぜか喉を鳴らして笑っていた。今度は自分が逃げる側だという状況を理解しているだろうに、だ。

「それにしてもダイアン＝フォーチュンときたか！　ハッハ、この分だとお次はリガルディ辺りが嚙かみついてきても不思議ではないか!?」

　壊れたように笑いながら、アレイスターはスカートのポケットに手を突っ込んでいた。組み上げた次世代兵器はショッピングセンターの各所に設置してあるが、陣地から陣地へ移動する間の繫つなぎ役やくとして、酸化鉄やアルミニウムを利用した高こう温おん焼しよう夷い弾だんやガソリンをジェル化したナパーム弾などいくつか極悪な手しゆ榴りゆう弾だんを携帯しているはずだった。これでせいぜいスモーク代わりというのだから『黄金』関係者はセンスかスケール感のどちらかが狂っている。

　その直後だった。




　くるんっ、とアレイスターの首が縦に回った。

　いいや、何か鋭利な刃物を使って切り取られたのだ。




　あたかも、断頭用の斧おので一発やられたようであった。

　まさかそれが、たった一枚のカードの縁を使って実行されたなどと説明があったとして、一体誰が納得できたか。

　その絵柄は天からの雷光に砕かれる『塔』。

　破壊と衝撃の象徴。

「失礼」

　いつの間にか頭部を失った少女へ寄り添うようにして立っていたのは、首に長いメジャーを引っ掛け、ズボンのベルトに計算尺を突っ込んだ仕立て屋風の中年男性だった。

「あまりにも呆あつ気けなくて名乗る機会を逸したな。私はアーサー＝エドワード＝ウェ

「呆あつ気けなく策にハマったのは貴様だ間抜け」

　御ご託たくを並べる事も驚きに息を吞のむ暇も与えなかった。

　女の子らしい小さな掌てのひらがアーサー＝エドワード＝ウェイトの顔面へ叩たたき込こまれる。いいや、掌打が目的なのではない。彼女は点滴に使うような分厚いビニールパックを摑つかんでいたのだ。言わずもがな、どこかの誰かさんの口の中へとねじ込む格好で。

　凶手とはアレイスター＝クロウリーであった。

　ウェイトの目線の先とはわずかにズレた位置に、真なる銀の少女は立っていた。

「ロールシャッハ・テストと同じだよ。人は、一粒一粒数を数えられない膨大な星空や砂漠、形のはっきりしない模様など『認識処理のできない状況』を前にすると、自らの期待する輪郭を思い描いて勝手に当てはめる。天の川、波打つ砂漠、人の顔といった具合にな。水晶球を凝視して悩みを解決するというのも、表層意識では認識できていない水晶の微細な傷や曇りを見て自分自身と対話しているという説もあるくらいだ。占い師が長年使っている商売道具には各おの々おのの癖がこびりついていく訳だな。つまりこういう誘導は完全に遮断するのではなく、わずかに情報を与えておくのがポイントなのだがね。聞いているか？」

　さて、果たしてその魔術師に嚙かみ砕くだいて理解している余裕があったか。

　マグネシウムとは似て非なる、白っぽい爆発が炸さく裂れつした。

　酸化鉄とアルミニウムは、いったん反応を始めれば最大で摂氏三〇〇〇度まで加熱する。制御の自由度はさておいて、単純な瞬間火力だけならステイル＝マグヌスの『魔女狩りの王イノケンテイウス』に匹敵する数値である。体内でその劇的な化学変化を浴びればひとたまりもないはずだ。

　目、口、鼻、その他た諸もろ々もろ。もはや穴という穴から超高温の炎を噴き出し、棒立ちのまま火柱と化した誰かさんを見て、むしろ傍はたで見ていた上かみ条じようの方が半狂乱と化していた。

「うわあ！　うわああ!!　うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

「今さらジタバタと消火器なんて探すなよ。それよりさっさと次の陣地へ向かうぞ、こんなのは目め眩くらましのスモークだ」

「なっ、な？」

「私は事実であれば不利な情報であっても素直に受け止める。メイザースやフォーチュンの件をもう忘れたのか？　この程度でくたばるようなら誰も苦労はしないだろう」

　規格外、どころではなかった。

　第一位の一方通行アクセラレータや魔術を極めたアレイスターだって、傷を与えるまでが大変なのであって、切りつけられたり突き刺されたりすれば人並みに苦しむはずだ。全身を破壊されても眉一つ動かさないとなると、もはや『弩いしゆみ』で自らの肉体を破壊してでも上かみ条じようの命を奪いに来た、全盛期の『魔神』オティヌスくらいしか候補が浮かばない。

　頂点に君臨するメイザースや、黒い箱を侍はべらせたフォーチュンだけではない。何も特別なものでもない。

　これが、全員共通？

『黄金』とは一体どこまで化け物揃ぞろいなのだ!?

「っ」

　かんっ、という金属を踏むような足音があった。肩の妖精が少年の耳元で的確に囁ささやく。

「（上だ人間っ）」

「……来やがったぞ、新手のクズが。いつまで『温存』続けりゃ良いいンだクソが」

　何かされる前に殺したい。

　一方通行アクセラレータは明らかにそんな口振りだった。

　音源は、高さにして三階から四階分か。本来は広いショッピングセンターのフロア全体を照らすため、等間隔に照明器具をぶら下げているのだろう。港の大きな倉庫や学校の体育館などを思い浮かべれば分かりやすい。音はジャングルジムのように複雑に交差する鉄骨の上から響いているのだ。

　かんっ、かんかん、かんっ、ゴン、と。

　火花の一種なのか。

　あるいは、タップシューズのように靴底に何か硬い物でも仕込んでいるのかもしれない。

　足音と共に、上かみ条じよう達たちの頭上でオレンジ色の小さな光が舞い踊る。それは十字だ。長さの均等なもの、歪いびつなもの、四つの鏃やじりを嚙かみ合あわせたようなもの。種々様々な十字の記号がプラネタリウムのように封じられた夜空を埋め尽くしていく。

　それは獲物を静かに追う猟師のものではない。むしろ足音や息遣いでプレッシャーを与え、的確に銃口の前まで誘い出す猟犬のステップだ。

　実際には明かりらしい明かりなど何もなく、ただただ暗がりの奥で踊る黒い人影を見ただけで、半ば呻うめくようにアレイスターは一つの名前を世に放っていた。

「ジョン＝ウィリアム＝ブロディ＝イネス……」

　それもまた、由ゆい緒しよ正ただしき『黄金』の魔術師。アレイスターが一〇〇年かけて蔓まん延えんさせた近代西洋魔術をたった一人で覆くつがえしかねない難敵の中の難敵なのか。

　しかし銀の少女は直後にこう看破したのだ。

「……いいや、慌てて出てきたのはウェイトから役割を引き継ぐためか。本質は時間稼ぎだな。『黄金』の基本にして真髄は舞台演劇にも似た儀式魔術、全体の成果。しかも功を献上すべき相手はメイザースですらない。仮面舞踏会の君。この期ごに及んで未いまだにあの女の右腕に徹するとは大した忠誠心だな、十字聖別の猟犬!!」
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　ピカデリーサーカス、ネイキッドショッピングセンター。そこから西南西へ三キロほど離れた場所にある、ハイドパークであった。

　より正確には公園内、サーペンタイン湖の中にある小さな島。

　バッキンガム宮殿の直近も直近、二キロもない。

　そこに三人の男女が佇たたずんでいた。

『黄金』の魔術師と言えば一人一人が伝説や神話に等しい道のりを歩んできた傑物ばかり。検視官や天才作家など、当時は表の世界でも名のある有名人も少なくなかった。しかし、中でもスキャンダラスな面において欠かす事のできない有名人が何人かいる。

　例えばそのアクの強さから魔術結社を二分する羽目になったウィリアム＝ウィン＝ウェストコットとサミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザース。その亀裂を徹底的に広げてバラバラに砕いたアレイスター＝クロウリー。

　そして。

　組織での影響力の高さ、広告塔としての意味合いなら、『彼女』の存在を忘れてはなるまい。

　仮面舞踏会の君。

　あろう事か、研究途上につき門外不出だったはずの象徴シンボリツク武器ウエポンで着飾り、『表』の夜会を堂々と練り歩いてしまったという常識外れな意味での伝説を持つ、破天荒ぶりで言えばある種クロウリーをも凌りよう駕がする彼女。

「距離三〇〇〇くらいでは危険にございますな」

　足元に傅かしずく者から、そっと声が差し込まれた。

　ボディラインをくっきりと魅せる大仰な赤のパーティドレスに反し、目も口もないつるりとした仮面でその美貌を覆い隠す仮面舞踏会の君はただそこに君臨するだけだ。残りの二人は分を弁わきまえて彼女の背後で静かに片膝をつき、頭を垂れたまま懸け念ねんを口にしていた。

「この距離ではまだまだ危険域、不測となれば御身の肌に傷がつきましょう。科学とやらがどこまでやるか存じませんが、妥当なリスクとは思えません」

　対して、仮面の美女は鼻から息を吐いただけだった。

　彼女はアレイスター＝クロウリーではない。行使した魔術の副作用などどうでも良いい。無知なる誰かの頭に落ちようが、時に忠実な部下が身を挺ていして粉々になろうとも、それでも仮面舞踏会の君は一人の魔術師として自らの目的を最優先する。

　一切構わないと思った者だけが傅かしずいた。

　メイザースやウェストコットが本流の長であるならば、彼女は支流の女帝。『黄金』という魔術結社の中において、さらに選ばれた者しか招待されない二重結社スフィアを築いただけの事はある。言ってみれば、巨大な帝国の中でエリート揃ぞろいの官僚集団を切り取り、独立した一つの思想で束ね上げてしまったようなものだろうか。切り取った領域こそ狭くても、その影響力は決して馬鹿にはできない。

　厚手の長袖シャツに動きやすいズボン。古い時代のテニスウェアを纏まとい、片手にオイルランプを下げた男。

　フレデリック＝リー＝ガードナー、かく語りき。

「……我らが兄弟より報告です。撃て、と」

「そう」

　一言だった。

　パチンと細い指が鳴らされた途端、陣形が動く。仮面舞踏会の君、そして配下の魔術師二人。だが地面に表されるのは三角ではない。

　もう一つ。小さな島に突き立てられた、ねじくれた銀の杖つえが欠員の代役として四角の一角を埋めている。

「結局、アランは間に合わなかったわね。どこで油を売っているのやら」

　重大な意味を持つ言葉の羅列だった。

　仮面舞踏会の君。

　チャールズ＝ロシャー、フレデリック＝リー＝ガードナー、そしてアラン＝ベネット。

　忘れているなどとは言わせない。

　最後に出てきたアラン＝ベネットは、かのアレイスター＝クロウリーが唯一認めた師匠にして最大の親友でもある。それを仮面舞踏会の君は、いくらでもいる配下の一人としか認識していなかった。

　有用であっても、感傷に浸っていても、駒は駒。

「くだらない言葉遊びを始めましょう。数と文字を弄もてあそび、直線曲線描き連ね、記号と象徴を重ね合わせて……」

　複雑精緻な数式にも似た『黄金』の呪文とは何かが違った。

　仮面舞踏会の君から洩もれ出でたのは、まるでわらべ歌。素朴な歌詞の中に陰湿な歴史や因習を丸ごと抱え込んだような、粘り気のある単語の連なりであった。

　歴史を紐ひも解といてみよう。

　その美貌と博識によって多くの配下を従えていた仮面舞踏会の君は、このような功績を残している。

　古典をなぞり、ある存在を目で見えるレベルにまで凝縮したと。

（……やはり貴方あなたがいないとつまらないわ、アラン。何もかもが思い通りで。反発のない部下達なんて、多様性がない。それこそ私という個人の範囲をただ拡張しているのと何も変わらないものね）

「『神の薬ラフアエル』が守護する惑星、すなわちコカブをこれより振動させん。しかし忘れるなかれ名は違えど全ての天球は総括して一つの樹きを指し示す。あらゆる元素は常に我が手中にあり、同時に四界の表層において世界の果てまで眺めようが完全に分離された元素など存在せず。結論を放とう、十分な知識のみがその純粋へと触れる事を許される鍵となる」

　いわく。

『黄金』とはまた違った方式で、水星の霊をごっそりと呼び出した、と。




「惑星霊タフサーサーラス。公転の摂理より外れ我が星を捉えよ」




　形など、保ってもいなかった。

　ただただ巨大な『力』が自己崩壊で押し潰されながら、一直線にピカデリーサーカスのショッピングセンターへと墜落していった。
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　木こっ端ぱ微み塵じん、であった。

　しかしそれとは別に、どこかでこんな声があった。




『にひひ。ご命令の通りに☆』
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　炸さく裂れつの瞬間。

　上かみ条じようは自分が何を叫んでいるのかも理解できていなかった。

　ただ。

　落雷の如ごとき衝突の瞬間、思わず首筋の電極へ手を当てようとした一方通行アクセラレータの手首を摑つかんで床へ引きずり倒したアレイスターが、奇妙に網膜へ焼きついていた。

「伏せろッッッ!!!!!!」

　間近の肉声が顔に刺さった直後、時間の流れがいきなり元に戻った。

　言えば素直に聞いてくれる上かみ条じようは言葉で叩たたくだけで構わないと考えたのだろう。アレイスターの最優先は状況の把握がどうしてもワンテンポ遅れてしまう第一位の方だったようだ。

　全てが爆発し、翻弄され、商品棚はおろか壁や天井さえもバラバラに砕け散って舞い上げられていく。爆発というよりは、巨大な竜巻を凝縮した上で一気にバネの力でも解放したような、恐るべき破壊の渦があった。

　しかし。

　だとすれば、少年にはもはや理解が追い着かない。

　幻想殺しイマジンブレイカーでも一方通行アクセラレータでもない。ただただ身を伏せて歯を食いしばるだけで、何故に上かみ条じよう達たちは血肉を抉えぐり取とられバラバラに分解されて死ななかったのか。

「水星の象徴、惑星霊タフサーサーラス」

　銀の少女は第一位の上へ覆おおい被かぶさり、細かい建材の破片を片手で払いのけながらそんな風に呟つぶやいていた。

「……分かる言葉で言えクソが」

「とは言っても、今回のケースは錬金術の塩と硫黄と水銀の関係と同じだ。太陽の周囲を回転する星をそのまま引き出しているのではなく、ある種の象徴・記号としてエネルギーを捉えてコントロールするための術すべに過ぎない。君なら分かるだろう上かみ条じよう当とう麻ま」

「？」

　困った。

　いきなり話を振られて目がまん丸になっている事にどうしてこの天才は気づかないのだ!?

「占星術と同じだよ。実際に、広い宇宙のどこに星が置いてあるかはあまり意味がない。地球からの見え方並び方に意味を見み出いだしているというだけさ。これまで散々近代西洋魔術と付き合ってきた君ならば、四属性の方が馴な染じみは深いかもしれない。だが本質は変わらんよ。エノクは色々ややこしいんだが、この場合は風だな。一〇進法を一六進法に変換したところで石ころの数そのものが変わる訳ではない。切り取り方の問題に過ぎん。全ての男女は星なのさ」

「？？？」

　まずい、と上かみ条じようは思った。

　統括理事長はもちろんとして、オティヌスも特に解説してくれず、あの第一位からも『分かっているならそっちでよろしく』な目線を向けられてしまった。

　分からないって言ったら殺されそうな香りが漂ってきた。

　どうやら一人にされると寂しくて死んじゃう系のアレイスたんからは『窓のないビル』で同じ経験を追体験した強敵にして親友と認識されているみたいだが、流石さすがにこんな話になっちゃうと『おいアレ』で話が通じてしまう昭和の奥さん役にはなれそうになかった。

　置いてきぼり、ここに極まる。

「平たく言えば、取り扱っている力それ自体は普通に地球を循環している普通のエネルギーに過ぎん。地脈や龍脈という言葉ならこれまでも散々耳にしてきただろう。上から下へ落ちていたように見えたが、実際には逆。大地から噴出して天空へと上っていったのだ。車のホイールと一緒で、人間の目はある速度、ある周期を境に現象が逆転したように見えてしまうものだからな。ものすごく簡単に幼稚園児でも分かるように言うならば、夜空というスクリーンに架空の水星を置いて、地球に溜たまっていたエネルギーから属性を一つ抜いて不安定化させた上で、架空の一点へ放出させた。ほら、地球からの見え方や並び方の話になってきただろう？　主観の問題が大きく取り沙汰されている中で、真っ当に幻想殺しイマジンブレイカーや一方通行アクセラレータを構えて応戦してみろ、逆効果だ。敵対認識を補強しても相手の精度と威力は増すばかり、自分から列車の高圧電線に手を伸ばすような愚行に過ぎなかったぞ」

「あっ、ああ、あああー、なるほどねえ。大丈夫大丈夫、俺はちゃんと分かってた、最初っからそう言うつもりだったものまさにそれ!!」

　ちょっと泣いちゃいそうな上かみ条じよう当とう麻まはもはや小刻みに震えながら全力の笑顔、そして裏声で勢い良く言い放つしかなかった。だって一方通行アクセラレータは冗談が通じなさそうだからだ。全体的にサメっぽい殺気を放つ人に張り付かれたらできないなんて言える訳がないっ!!

　押し切れ。

　大丈夫、多分ここ聞き流しても死なない場所だ!!

　そんなぬるい考えを一発で看破したのか、肩に乗っている小さな『理解者』オティヌスが呆あきれたように助言を放つ。

　それは魔術、戦争の他に、詐欺の神でもあるからか。

「……人間、数学嫌いや理科嫌いがどうして発生するのか愚かな貴様へ端的に教えてやろう。授業のペースが早過ぎるため、分かったふりをして分厚い教科書の中からたったの一ページを飛ばしてしまうからだ。一行も一冊丸ごともない、その時点で致命傷だ。はっきり言うが、そこから先は一文字たりとも理解できるはずもなかろうが。詰まったのなら分かるところまで戻るしかない。さっさと僕は馬鹿です分かりませんと白状しないとこの先苦痛はどんどん大きくなっていくぞ。傷が浅い内に何とかしておけ」

「っ」

「日本には面白い俗信が伝わっているな。噓うそつきは泥棒の始まり。……悪い事は言わん、先人の知恵は素直に活用しておいた方が良いい。一緒に謝ってやるから、な？」

　ツンツン頭の高校生は基本に立ち返る事にした。

　土台、頭の良いいふりなんて無理な話だったのだ。

　あと一緒に謝ってやるとか言われたら涙腺緩めちゃうしかなかった。ここで泣かないヤツはきっと人間じゃない。

「……馬鹿です。馬鹿ですみませんっ、馬鹿な私に教えてください!!　ひいい、魔術なんて他じゃ全く役に立たないのにここで覚えておかないと一発で死にそうな理不尽ゾーンを私めに教えてくださいいいっ！　うおおやだやだこんな事に頭のメモリを使いまくってるから留年の危機とかリアルに襲いかかってくるんだちくしょうがあ!!」

「チッ。知識や技術の有無じゃねェ。……ホントの馬鹿は吸収面からして馬鹿になってやがるって訳か、くだらねェ」

「どっかに油性ペンは転がってないか。これも記念だ、デコにバカって書いてやる」

　舌打ちしたアレイスター、実はちょっと突き放された子供のような目をしている事に……まあ油性で確定してしまったバカが気づくはずもないか。

　ともあれ、だ。

「自然に振る舞う限り、エネルギーは高い所から低い所にしか降りない。向こう側が一〇の構成要素から水星の記号を抜き取って避雷針を作り、『力』を誘導したのなら、こちらもルールに従うまでだ。避雷針への一撃に巻き込まれたくなければどうするべきか。近づかない、が正解なのさ。『何もしない』というのも一つのアクションなのだ」

「おい女になっても変態なヤツ、あまり調子づくなよ。いつまで経たっても話が前に進みゃしないから一応の助け舟は出したが、基本的にこいつを罵ののしっても良いのは私だけだ」

「……、」

「そこの男か女かはっきりしてないヤツも。何か不満そうだな？」

　この場合、科学も魔術もない。

　高圧電線に手を伸ばすのと同じ。特殊な防御行動を取れば、逆にそこから嚙かみ付つかれる。

　下手に手を出さなければ、それで助かる。

　アレイスターの答えは合っていたが、何な故ぜそうと分かったのか。

　一本の杖つえ。

　ねじくれた銀の杖つえについて、思いを馳はせる。

　もしも仮面舞踏会の君の配下としてアラン＝ベネットがいなければ、アレイスター＝クロウリーとてこうも鮮やかにかわせなかっただろう。そもそも仮面舞踏会の君が扱う惑星霊の召喚は、『黄金』が抱えていた資料の中でも、メイザースが独自の最適化を施す前のかなり古い文献を参考にしたものだ。新しいものを次々と生み出していったアレイスターやメイザースでは、むしろ逆に惑わされた事だろう。かの老人から一〇〇年前に話を聞いていなければ、初見で対応できずにそのまま粉砕されていた可能性も高い。

　世界で唯一、とある『人間』が認めた師匠にして親友。

　銀の少女はわずかに口元を緩めて、

（悪縁もそうだが、良縁というのもなかなかしつこいものだ……）

「……仮面舞踏会の君め、大雑把な爆撃に頼るからこういう所でむらが出るんだ。まあ、華美にして大仰、飽きっぽくて一つの事を続けられないのは昔からヤツの悪癖としてついて回っていたのだがね」

　よいしょ、とアレイスターはようやく第一位へ覆おおい被かぶさった状態から身を起こした。

　上かみ条じようもつられて辺りに視線を振った。

　恐るべき惨状が広がっていた。巨大なショッピングセンターはどこへやら。プレゼントの箱を乱暴に開けるどころではない、カッターナイフで切り取って展開図にしてしまったような有り様だった。天井や壁もなく、ただただ瓦が礫れきや残骸がごちゃごちゃに集まった、うねる砂漠のようなものが均等に広がっているだけだ。

　上かみ条じようはごくりと喉を鳴らして、

「一体……何がどうなったんだ？　何とかウェイトに他は何だっけ？　なんかウィリアムが多かった気がするけど、とにかく、ここにだって『黄金』の魔術師はいたんだろ」

「アーサー＝エドワード＝ウェイトにジョン＝ウィリアム＝ブロディ＝イネス、後は女の子のくせにすっかり忘れられて哀愁が漂い始めたダイアン＝フォーチュン辺りかな。分かっている限りでは。ま、仮面舞踏会の君はこういう時容赦なく人材を使い切るタイプだから、ヤツらの生死は不明だが」

　ああっ、いたいた!!　という香りはしなかった。

　ヨコモジの名前は一度にドバッと並べて欲しくない上かみ条じよう当とう麻まである。今回はちょっと難易度が高過ぎやしないか？

「……チッ」

「一方通行アクセラレータさん？　ちょっとその舌打ちについて真意を説明していただいても!?　つかテメェはテメェでずるくねえ？　なんか全部お見通しですの香りを漂わせてるけどお前ほんとに分かってんのかよ、だってさっきから黙りこくっているだけじゃん!!」

　さっきの避雷針で学ばなかったのか。沈黙もまた一つの意思表示。状況を正確に把握できない間は迂う闊かつに発言しないというのも立派な選択なのだが、そういう事にはとんと縁のない子であった。日本語だけで海外旅行に出かけちゃうおばちゃん魂を実装した上かみ条じよう当とう麻まは基本的にしゃべらないと死ぬ人種に近い。しかもお笑いのセンスはない方であった。こういう人間がケンリョクを手に入れてしまうと校長先生のお話とか誰も望んじゃいねえ超ド級の長話の温床になっていく訳だ。

　さらに遠くへ目をやってみれば、被害は上かみ条じよう達たちのいるショッピングセンターだけではないようだ。

　直接被害はきっちりこの建物だけに設定してあったようだが、間接まで含めればそんな次元では済まない。三六〇度全方位に大量の瓦が礫れきやガラスが撒まき散ちらされたらしい。周辺一帯でも窓は砕け、シャッターがひしゃげて、石やコンクリートの壁さえあちこち崩れていた。今が深夜帯、それも厳戒下で良かったと本当に思う。観光客でごった返す、バラエティ番組に出てくるような平素のロンドンだったらまさしく目も当てられない事態になっていた。

　一方、人生そのものが割と笑えない冗談と化している人は悪辣に顔を歪ゆがめて、

「だが生死不明とは良いい言葉だ。仮面舞踏会の君がタフサーサーラスなんて大仰な一撃を浴びせてくれたおかげで、おそらく私達も死んだ事にされているぞ」

「どこがだよ下ネタ星人！　軽くあしらわれて連中の視界にも入ってないって話だろ、これじゃ打つ手ナシの絶体絶命じゃねえか」

「そうだ、それが良いい。逆境をバネにする考え方を学びたまえよ。この分では『黄金』の連中とて死体確認にわずかばかりの時間が必要になってくるだろう。動くなら今だ。……こちらもちょっと確かめてみたい事ができたしな」

「確かめてみたい事？」

「歩きながら話す。せっかく手に入れた安全な時間を無為に使ってしまわなくても良いだろう。ようこそ上かみ条じよう当とう麻ま君、霧と魔術と黄金の都ロンドンへ」

　霧。

　魔術。

　そして黄金。

　……ここで何かピンときたのは、上かみ条じよう当とう麻まが『窓のないビル』でブライスロードの戦いの顚てん末まつを追体験してきたからか。

「そうか、ブライスロード！　あれは得体のしれない異世界の話なんかじゃない、現実のロンドンと地続きの歴史の話だったんだ。それなら今だって、あの場所はある。『黄金』の儀式場にして武器庫だっけ？　あそこを漁あさる事ができれば強力な……」

「惜しいが違う」

　銀の少女は笑って否定した。

　どこかその顔色に寂しさが混ざっているのは、郷愁のような色なのだろうか。

「イシス＝ウラニア。『黄金』が初めて設営したナンバー03である聖堂。……の、別館があっただろう？　どこにでもあるようなカビの生えた石造りのアパートメント。力業のゴリ押しよりも、まず敵の理解に努めたい。教科書や参考書は、途中から開いても頭に入ってこない。全ての始まりの地から巻き戻してみようじゃないか」
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　ちなみに『黄金』が初めて作った本拠地のはずなのに、いきなりナンバースリーとはどういう事なのか。

「ウェストコットの腹芸の一つだよ」

　銀の少女、アレイスターは深夜のロンドンを歩きながらそんな風に答えていた。街は相変わらずの厳戒態勢でどこも金属製のシャッターが下り、その金属板さえ場所によってはボコボコにへこんでいる。神威混淆デイバインミクスチヤ、最後のイシス＝デメーテルが破壊された事で意味を見失ってしまったのか。徐々に霧の都からはエジプト的な巨石の群れが空気へ溶けるように消えつつあった。

　耳が痛くなるような、束つかの間まの沈黙であった。

　つまりクロウリーズ・ハザードの脅威も去ったという事だろうか。それ自体はありがたいはずなのだが……逆に言えば、瞬またたく間まに嚙かみ千ち切ぎっていった『黄金』の実力を証明してしまったようなものだ。表の（？）イギリス清せい教きようや神威混淆デイバインミクスチヤを持ち出してでも完全には成し遂げられなかった大戦果を、こうもあっさりと。

　時代がまた一つ変わる。

　今はもうエジプト神話とギリシャ神話の融合ではない。その先に立つ『黄金』が全てを塗り替えてしまっている。

「ヤツは『黄金』という魔術結社をポッと出の新参者ではなく、昔々の大昔から続く薔ば薇ら十じゆう字じの正当な系譜であると主張したかったらしい。いわゆるのれん分けさ。そのためドイツの結社に書簡を送り、英国支部を作る許可を得たという事実を捏ねつ造ぞうした。この手紙の往復が世に言う『シュプレンゲル書簡』。この時ドイツに二つの聖堂があったため───というかあのジジィが一人遊びでそういう『設定』をゴリ押ししたかったため───ロンドンに新設されたのは初代なのにナンバー03となった訳だ」

「……、」

「アンナ＝シュプレンゲル。現実には誰も直接顔を合わせた事はなく、ただ手紙の中にだけ登場する伝説的人物。全く馬鹿げた話だが、世の中は何だってそうさ。幻の第〇位とかいたら燃えるだろう？　最上位の欠番というのはそれだけで奇妙な魅力や説得力を想起させる。それを証明できないのは、今の己が未熟だからだとな。ものすごく簡単に言おう。正しい意味ではこの言葉はカテゴリエラーらしいが……ファンタジーを夢想する中二病なんてのは一〇〇年前から普通にあった。その時からそういう連中は普段あまり聞き慣れないドイツ語のちょっと不思議な響きが大好物だった。ま、そんなところだ」

　こういう時、やはりアレイスターは苛烈で容赦がない。現実にそれで人生失敗してこんな目に遭ったのだというのだから、教訓含めてあんまり無邪気に笑っていられない話でもあった。口は災いのもととは良く言ったものである。

　ぎぎぎと上かみ条じようは背後を振り返って、学園都市第一位の方を見た。

　一番頭の良い子に留年ギリギリいっぱいまで追い込まれ中の馬鹿が反旗を翻ひるがえす。

「……どうだついてこれないだろう？」

「何でオマエがドヤ顔なンだよ」

「ふはは何な故ぜならきちんと追体験しているはずのこの俺ですらもはや半信半疑の領域に突入しているからだ!!　何の予備知識もなくいきなりイシス＝ウラニアとか言われても分かるまい、分かる訳がねえんだほんとは頭ん中ハテナでいっぱいになってんだろこの涼しげ二枚目フェイスがよおーっ!!」

「確かになァ」

「えっ、な、ちょ、もおっ、何で認めちゃ、それじゃボケが悪者になっ……」

「イシス＝ウラニアか。イシス＝デメーテルとは呼び名が変わっているところは知識の穴埋めが必要になりそォだ。それにドイツ系の秘密組織？　その割にゃあゴールデンだのナンバースリーだの言葉の響きは全く違う。実際、大陸側に謎の組織とやらがあったかどォかはさておいて、結局は箔はくが欲しかっただけか。魂まで従うつもりはなかったよォだな」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「（……大丈夫だよ、人間。私はたとえお前がどれだけ醜態をさらしても『理解者』でい続けるからなこのう○こ野郎）」

　優しくそっと言われてしまった。

　もう、上かみ条じよう当とう麻まは小刻みに震えて唇を嚙かむしかなかった。

　穴埋めで何とかなるのは馬鹿とは呼ばない。それは単なる前提情報の不足である。対して、説明されてもサッパリ分からない鉄筋コンクリート並に吸収の悪い子は一体何と呼ぶのか。流石さすがの馬鹿でも脳裏にちらつき始めていた。

「（……そもそも馬鹿が同じレベルの馬鹿を求めて心の安寧を得ようとしたのが馬鹿の馬鹿たる所以ゆえんなのだ。自分が伸びて大きくなろうとは考えられないのかこの馬鹿は）」

「洩もれてるようオティヌス心の声があ!!　ひぎい、もう心はボッキリ折れてんですけどアレですかいったん粉々に砕いてから作り直した方が早い的な結論に入りましたか!?」

　ひぎいが止まらなかった。

　恐おそれ戦おののき両手で自分の耳を塞ぐ逃避野郎上かみ条じよう当とう麻まにオティヌスはそっと息を吐いて、

「（……頭の出来など正直どうでも良いい、テストの点てん数すう如ごときで誰の心を救えるものか。理解の難しい事があるならいつでも傍そばにいるこの私に聞けば解決するという基本が分からないからこいつ本物の馬鹿なんだよな、まったく。何で使えるものを素直に使おうとしない、誰でも電卓機能のついたケータイスマホを持ってるこのご時世に躍起になって暗算を磨こうとしているようなものだぞ。まったく、まったくもう。魔術、戦争、詐欺。その全ての根幹に叡えい智ちがある事を忘れているんじゃあないのかこいつ？　ぶつぶつ……）」

　口では何だかんだ言いながら、この小さな『理解者』が少年の肩の上で子供のように唇を尖とがらせている事までは気が回っていない辺り、まことに申し訳ないが耳塞ぎ中の上かみ条じよう当とう麻ま、残念な方の馬鹿で確定である。

「ここだ」

　そう言って、銀の少女は立ち止まった。

　何かを見上げている。

　しかし『窓のないビル』で追体験したはずの上かみ条じよう当とう麻まさえ、そうと言ってくれなければそのまま素通りしていただろう。ありふれた街のありふれたアパートメント。それにしても、あるものだ。上かみ条じようは思わずポカンと口を開けてしまっていた。実に一世紀の壁をまたいだ初訪問である。全体が石でできており地震などの心配もないためか、ヨーロッパの建物は時間感覚が全然違う。日本では一〇〇年前の建物なんて、それこそ神社やお寺くらいしかないだろう。かやぶき屋根の古民家だって一見『保存』されているようには見えるが、実際には屋根や土壁の張り替えくらいは結構頻繁にやっているはずだ。

　今ある名画は修繕者が適宜絵の具を塗り重ねているため、本来の意味で作者の意図通りのピカピカの完成品を見る事は絶対に叶かなわない、だったか。それがそのままドカンと置いてあるというのだから、やっぱりスケールが違う。

「イシス＝ウラニア別館」

　アレイスターの胸には、何が去来しているのだろう。

　傍観者の上かみ条じようですら、竜宮城じみた奇妙な時間感覚に囚とらわれているというのに。

「メイザースやウェストコット達なら、この聖地は絶対に手放せないはずだ」

「あっ、おい！」

　躊ちゆう躇ちよなく正面から扉を潜ってしまったアレイスターを、今さらのように上かみ条じようは追い駆けていく。そうだ。ここは『黄金』にとって始まりの場所。特別な聖地だ。だとしたら考えなしに丸腰で踏み込んでしまって大丈夫なのか。ウェストミンスター寺院での、あの黒い人影の群れが上かみ条じようの脳裏に浮かぶ。背筋に寒気を覚えるには十分なビジュアルだった。はっきり言おう。彼らは、上かみ条じよう達たちなんて『敵』として認識していなかったのだ。
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　そして。

　アレイスター＝クロウリーや上かみ条じよう当とう麻まが石造りのアパートメントに飛び込んでいった、束つかの間ま。ほんのわずかな時間へねじ込んでくるように、一方通行アクセラレータの隣でぞぞぞぞぞぞぞと紙かみ屑くずや落ち葉が寄り集まって屹きつ立りつしていった。

　バン!!　と勢い良く弾はじけると、中から半透明の悪魔が現れる。

『良くやりますねえ、にひひ』

「片付け」

『やべえー何この学習速度、お笑いのセオリーが全く分からなかったはずの人が早くもテンドンを覚えてきてますよう!!』

　言って、笑いながら即座に四よつん這ばい。せっせと泥だらけになって主人の足元でわざわざ惨みじめな姿を存分にさらす少女に向けて、第一位の怪物は呆あきれたように息を吐いていた。

「……呼ンだ時以外は出てくンな。見られると面倒な事になるンだろ」

『あらま。切り札として認識してもらっているようで何よりですう』

　ふわりと。一転して重力を感じさせない動きで縦に回るクリファパズル５４５は、まるで新聞紙をテープで留とめたドレスをたなびかせる三日月のようであった。

　逆さに浮かぶ。

　……ひょっとすると、これもまた、一方通行アクセラレータの胸からドロドロとしたものを吐き出させるためのポーズの一環か。

『言われた通りにやりましたけどお、あれって成功とみなしてよろしかったんですかねえ』

「実際に生き残ってる」

『ですけどね』

　彼女が本来求められていたのは、戦争の狂気。

　人をおかしくさせる空気そのもの。

　であれば。

　一方通行アクセラレータがクリファパズル５４５に命令したのもまた、シンプルなものだった。




『いやあ、それにしても。万全の状態でえげつない奇襲を仕掛けられるのは御免こうむるから、わざと敵方の背中を押して勇み足させろだなんて命令、フツーの人間ならまずできませんよう。にひひひひひひひひ☆』




　理論上。

　戦争参加者全員を均等に白熱させる力があるのなら、できるはずだ。

　たとえ、どれだけ強大な敵であったとしても。

　この戦争に集団として参加してしまっている時点で、クリファパズル５４５の力からは逃れられない。いいや、むしろ力が強ければ強いほど、戦争の中心に位置付けられればられるほど、死を望む熱量は莫ばく大だいなものになっていく。地球の中心核が膨大な圧力によって熱く固められているのと同じように。強大な力があると分かっていながらイシス＝デメーテルを自らの意思で捨てたオルソラ＝アクィナスのような戦争放棄者でもない限り、負の狂熱を振り払う事は叶かなわないのだ。

　無理に回避はしない。

　できない事は命じない。

　致命傷にならないのであれば、頭の上に爆弾が降ってくるタイムスケジュールを早送りにしても構わない。

　……これもまた、ベクトル操作であらゆる攻撃を受け止め『反射』してきた、一方通行アクセラレータならではのロジックとなるか。

　実際。

　クリファパズル５４５による勇み足の誘いがなかったら。

　万全の万全。冷静なまま当初の予定通り惑星霊タフサーサーラスの一撃が決行されていたら、アレイスターはああも鮮やかにかわせたか。何だか上かみ条じよう当とう麻まなどはその実力に命まで預けてしまっているようだが、第一位としては根本的な疑問が尽きない。

　忘れてはならない。

　統括理事長は、必ずしも一本の道、成功の道筋だけをなぞっている訳ではない。

　自信満々に迎え撃って木っ端微塵、も十分あり得たはずだ。

「……チッ。甘ちゃンが」

『この後はどうしましょ？』

「アレイスターのヤツが言っている事は基本的に正しい、ブラフはない。これがオマエの見解なら、無理してついてくる意味は何もねェ」

『ですよねえ。……ああいう狭い屋内空間だと流石さすがに察知されかねないってのもありますし。ほら、形のない気配って広い屋外よりも区切られた屋内の方が満たされやすいもんでしょ？』

「フリーで暇してンだろ。ムカつくから使いに出す」

『にゃるほどそいつは使い魔らしい。で、どこまでパシってくれば？』

「……あン？　嫌がらねェのか？」

『そりゃまあ契約の外にある行動には興味もありますけどお、この辺は悪魔ですので、仕事に生きがいさえ与えてくれればって感じですかねえ？　こう見えて勤勉なんですよ、ちゃんと働いてきっちり堕落させる。そういうもんですう。それで本題は？？？』

「例の統括理事長が胸むな糞くそ悪わりィ『計画プラン』を進めていく中で、完全なイレギュラーで予測のつかない危険因子として狩り殺そうとしたヤツがいる。イギリスに入ったのは確かだが、ロンドンまで辿たどり着ついたかどォかも含めてリサーチしろ。どォせあらゆる情報は首都に集まるよォにできてンだろ。俺も体験してみて分かった。ステルスだ、反応が消えちまった。……あいつホント何のために存在してやがるンだ？　砂粒みてェな存在感のくせして、こォなっちまうと盤の動きがどこでバグってフリーズするか分かったモンじゃねェ。完全に潜ってやがる。まるでソースコードの中で間違った記述をいったん見つけたはずなのに、画面をスクロールして戻ると見つけられなくなるみてェな気持ちの悪さだ。どォでも良いいくせに放っておくと致命的なエラーとやらに化けかねねェ」

『？』

　あの一方通行アクセラレータが、人の名前を覚えているとは珍しい。

　それも相手は有象無象の無能力者レベル０である。

「浜はま面づら仕し上あげ。今ヤツがどこで何してンのか、分かる範囲で調べてこい」
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　階段をいくつか折り返すように上り続けたアレイスターは、やがてある階の廊下へと踏み込む。逃げも隠れもできない直線の狭い通路に、ずらりと並ぶ同じドア。その一つの前まで辿たどり着つくと、躊ちゆう躇ちよなく扉を開け放っていた。

　帰ってきた。

　まるで、自分自身にもそう告げる資格があるとでも言わんばかりに。

　そして。

　そして。

　そして。

「……何だ、こりゃあ……？」

　一回り小さな背中越しに、中を覗のぞき込こんだ上かみ条じよう当とう麻まは思わず呟つぶやいていた。

　人工の明かりがないため、ひどく暗い部屋だった。

　全体的な間取りは、やはり『窓のないビル』で見たものと変わらないとは思う。テーブルや戸棚の位置には見覚えがあるし、窓辺のカーテンの柄だってやっぱり同じだった。ここが始まりの場所だ。ウェストコット、メイザース、そしてアレイスター。彼らが暇を見つけては集まって、魔術なんていうマユツバなものについて大仰に語り合っていた、素朴だが『黄金』を語る上で切っても切れない座標のはずだった。

　しかし、だ。

　明かり一つない暗い部屋の中を、光の粒子のようなものがうっすらと乱舞していた。キラキラと乱反射させているのは、窓から差し込むわずかな月明かりか。それは幻想の産物ではない。アレイスターは小さく舌打ちすると、スマートフォンを取り出した。ライトを点け、部屋の中へ光を投げる。

　照らされたのは、時の死んだ部屋だった。

　より具体的には、どこもかしこもうっすらと埃ほこりを被かぶっている。窓辺の月明かりを乱反射させていた光の粒子の正体もこれだ。映写機を思い浮かべれば分かりやすかったかもしれない。

　まともな人が暮らしている場所とは思えない。

　戸棚やテーブルには透明なビニールシートがかけられ、埃ほこりの侵食を防いでいるが、人の手が加わっているのはその程度。ショートによる電気火災を恐れているのか、照明器具は軒並み取り外されていた。床にも足跡らしきものは残されていない。一応は聖地として遺のこされているが、それだけ。ウェストコットやメイザース達が立ち寄っている様子はない。

「……、」

「ブライスロードの方に集中してんのかな。それとも他に何か、新しい拠点でも作っているとか……」

　首をひねる上かみ条じよう。何しろメイザース達の言っている内容が正しければ、彼らはブライスロードの戦いの後も一世紀、実に一〇〇年以上歴史の裏に潜んでいたという話になる。イギリス清せい教きようからも、学園都市からも、完全に監視の外。（実際にはアレイスターが個人の思惑で切り分けた）科学サイドにも魔術サイドにも属さない第三勢力として、好きなように財を蓄えて拠点を構築する時間には事欠かなかっただろう。聖地聖地とは言っているが、間に一〇〇年もあれば彼らの中でもっと大切なモノや場所ができていてもおかしくはない。神社やお寺だって、街の開発状況によっては丸ごとよそへ移す事だってあるくらいなのだし。

　だがアレイスターは安易に首を縦にも横にも振らなかった。

　まるで得体のしれない契約書を前にしたような慎重ぶり。目の前に提示された情報の山を一つ一つ目で追い駆けていった銀の少女は、やがてぽつりとこう呟つぶやいたのだ。

「……いいや、まさか？」
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　真夜中のロンドンであった。

「こっちかな、おっと、ここだっ」

「です？」

　白地に金きん刺し繡しゆうの、ティーカップみたいな色合いの修道服を纏まとうインデックスと、パーカービキニにウサギアンテナの烏丸からすま府ふ蘭らん。クロウリーズ・ハザードや『神威混淆デイバインミクスチヤ』の混乱に乗じて外から警備厳重な首都ロンドンに入った二人の少女達だったが、そこで目的を見失ってしまった。そもそもツンツン頭の高校生・上かみ条じよう当とう麻まを捜していたのだが、文字通り、一人で突っ走る少年と一度は再会したにも拘かかわらず、ふとしたきっかけで再び見失ってしまったのだ。

　しかし、立ち止まってもいられない。

　状況は加速度的に悪くなっている。問題の中心点からやや外れた位置にいるのに、インデックスにはそれが良く分かってしまった。痕跡。あまりにも不穏な。辺り一面の壁や地面には不気味なべとべとした塊が大量にこびりついていたが、これをやったのは『神威混淆デイバインミクスチヤ』イシス＝デメーテルを纏まとったオルソラ＝アクィナス、ではないだろう。クロウリーズ・ハザードからの抵抗があまりに少な過ぎる。イシス＝デメーテルもイシス＝デメーテルで十分以上の脅威だったが、それでも説明がつかない。あれがクロウリーズ・ハザードの大軍と正面切って激突していたら、こんなスマートに済んだはずがないのだ。大軍勢を押し返す事はできたかもしれないが、辺り一面は腐り切った樹海と化していただろう。むしろ、味方からの誤射や誤爆の方が激しかったかもしれない。

「……何かが起きている」

　インデックスは、油断していると自分の爪でも嚙かんでしまいそうな表情で呟つぶやいていた。

　この戦争は、何な故ぜ起きたのか。

　今の『中心』はどこにあって、誰が主導権を握っているのか。

　アレイスターから始まって『神威混淆デイバインミクスチヤ』まで付き合ってきたはずなのに、それが見えない。

　インデックスとしても、いったん冷静になって全体を見直す必要が出てきたのだ。

　出遅れを取り戻し、先回りするために。

「とうまをぐるぐる捜し回って無駄に時間を使ってしまうくらいなら、きっと確実な調べ物をした方が良いいはず。前に顔を合わせた時は、ろくに力になれなかった。次はどれだけ遅れるか分からない。だから、一回一回の再会で確実に強力な助言を与えられるよう準備しておかないと」

　これもまた、一つの成長なのだろうか。

　闇雲に少年の背中を追い駆け、全部終わった後に怒りを清算するような段階ではなかった。出会えないなら出会えないなりに、どうするか。ままならない現状を嘆くのではなく、二次志望以下の状況に置かれた時にどう動くか。インデックスという少女はそこまで見据えているのだ。

　一方のウサギアンテナは大きなリュックを背負い直しながら、目の前の威容をそっと見上げていた。

「それがここ、です？」

「うん。大英博物館なんだよ」

　書物関係は大英図書館に切り離されたが、実はいくつかの例外がある。よって、夜の学校や病院に忍び込むような不気味さは感じられなかった。何だか人の気配が多い。活気すらある。実際に敷しき地ちへ入って中を覗のぞき込こんでみれば、元ローマ正せい教きよう系けいのシスター達がわんさか集まっていた。

「あっ、魔道書図書館じゃねえですか。この場合はいらっしゃい、それともおかえりなさいなんですかね？」

　鉛筆くらいの太さの三つ編みをたくさん作った小柄な修道女、アニェーゼ＝サンクティスがこちらに気づいて素っ頓狂な声を上げていた。

「そっちは今何してるの？」

「外と様ざまにはもはや直々の命令なんて伝わってきませんよ。死んだものとでも思われてんですかね。なのでロンドンの被害状況の確認を、自発的に計算し直している最中です」

　口振りの割に表情は柔らかい。ひょっとすると、思った以上に被害は少なかったのかもしれない。

　それは良いいのだが、

「あらあら。どうしましょう、お夜食は先ほど振る舞ってしまったのでございますけど」

「シスター・オルソラちょっと動くな仮縫いのトコ全部脱げてるっ!!」

[image: ]

　大変のほほんとしたあらあらうふふ（超絶グラマラス）が修道服の形をしていた布きれをはらりはらりと花弁のように撒まき散ちらしながらこちらへ近づいてきた。なんかもうほとんど月明かりで光り輝いているというか、ボッティチェリ辺りがこれを見たらヴィーナスの誕生の続きでも描き始めそうなビジュアルが無駄に展開中である。

　完全体過ぎてもはやグラビアというよりアートの領域に片足突っ込んじゃった人は片手を頰に当て、小さく首を傾かしげていた。

「本日はこちらに何かご用が？」

「鍵ちょうだい。奥の修繕室の」

　まるで駄菓子が欲しいからお小遣いをねだる子供のような言い分に、ますます（裸身の）オルソラは首の角度を深くして、

「あのうー。インデックスさんはそもそも完全記憶能力を持っているのであって、それこそ封印された書籍関係であれば片っ端から頭の中に詰め込んでいるのでは？　失礼ながら、今さら閲覧の必要性があるとは思えないのですけれど」

　インデックスも首を縦に振った。

「文字の配列ならね」

「？」

「色々錯さく綜そうしているから、とにかく情報をまとめたい。絡からまった糸をほどいて、一本一本並べていくの。今、このロンドンで……ううん、もっと広い世界全体で何が起きているか。それが分からない事にはとうまにアドバイスもできないんだよ」
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　報告は、いつまで経たっても来なかった。

　いつまでも、いつまでも、どれだけ待っても届かなかった。

「もう良いいだろう」

　ウェストミンスター寺院。その荒れ果てた墓地で短い言葉があった。

　何かに失望し、切り上げるような。

　メイザースのその簡潔な一言に、傅かしずいたままビクリと肩を震わせたのはモスグリーンの軍服に包帯や消毒薬など医療物資をあるだけ携帯する衛生兵。忠臣のエドワード＝ベリッジであった。

　応えられなかった。

　期待に背いた。その事実に、彼の全身は見えない炎で焼かれていた。

「いえ、そんなはずは。確認に手間取っているだけです。重ね重ね、そんなはずは……!!」

「もう良いだろう」

　わざわざ、二回、言い直した。

　その意味を骨身で理解し、今度の今度こそ、ベリッジは食い下がる事さえ忘れて押し黙る。外敵と戦うだけでなく、身内の裏切りを粛清するために『蠅の王ベルゼビユート』の名前まで引き出したこの男が、ここで睨にらみを利きかせるか否いなかを弄もてあそんでいるのだ。

　当の本人、メイザースは自身が放つ押し潰すような圧など気にも留とめずにこう言った。

「アレイスター＝クロウリーは生きている。このメイザースがコロンゾンを放っても、攻めあぐねて本人を殺し切れなかったほどだからな」

「っ」

　それが結論だった。

　五分も保もたないと自信満々でのたまったのは、どこの誰か。

　ショッピングセンター跡地で死体を見つける前からそう結論づけられた事に、どこまでの羞恥と屈辱が折り重なっている事だろう。

『黄金』の長の知った話ではなかった。

　あるいはこういう人の情の部分を切り離せるからこそ、彼は堂々と組織の長を名乗れるのかもしれない。事実、その座に焦がれていたのはウェストコットやメイザースだけとは限らないのだし。

　身を焼くような想おもいのベリッジを前にしても、メイザースはつまらなさそうに数字の話を思い浮かべるだけだった。

（まあ、これで仮面舞踏会の君とやらも迂う闊かつに独走しにくくなった訳だし、よしとするか。二重結社スフィア。派手好き女め、俺の『黄金』を好き勝手に切り取って自分の庭を作ろうとするから、このような綻びが生まれるのだ）

　帳尻は合わせられた。なので不問とする。もしもつり合いが取れなければベリッジがどうなっていたか、それは誰にも分からない。

「アレイスターは、簡単には死なない」

　ゆっくりと。

　腰を折って目線を合わせ、その耳元で囁ささやくようにして。

　わずかに魔女の帽子を上げたサミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザースは、己の失態を認められない愚か者へそっと打ち明けるようにして、こう宣告したのだ。

　あるいは、『殺してやる』よりも痛烈な打撃を与える言葉と認識した上で。




「（……ヤツは、メイザースという男が直々に育て上げた一番の弟子だからな）」




　こういう時、メイザースは部下を慰めない。

　たとえ相手が死人であっても躊ちゆう躇ちよなく鞭むちを打つ。ましてそれが『まだ伸びる』見込みのある魔術師であれば、崖の下へと蹴落として、なお這はい上あがってきた者だけを認めてやるのだ。だからこそ彼は同じ『黄金』の中でも最も恐れられ、時に暴君や独裁者などと呼ばれていた。彼が本当に黙って右から左へ流すのは、見込みなき凡人だけだというのに。

　そして。

　彼の知る限り、この苛烈を極めた期待に応えられた者はこの惑星に一人しかいない。

　そこにどれだけ壮絶な憤ふん怒ぬや憎ぞう悪おが渦巻いていたとしても。








行間　一









　実際のところ、サミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザースとは何者だったのだろう。




　歴史を紐ひも解といてみれば、その華々しい経歴は見て取れる。偉業の中核は世界最大の魔術結社『黄金』の創設と、古き『原典オリジン』の翻訳。『ヴェールを脱いだカバラ』、『術士アブラメリンの神聖なる魔術の書』、『ソロモンの大きな鍵』。源流、現物ではあまりに難解であるばかりか猛烈な知識の毒によって見る者の魂を砕きにかかるこれら『原典オリジン』を誰でも読める分かりやすい形に変換した事こそ、欧州全域にカバラを中心とした魔術文化を蔓まん延えんさせる引き金となったのだ。その記述内容はかの魔道書図書館・禁書目録をもってしても、金きん枝し篇へんや法の書と並ぶ金字塔と評価されている。

　しかし、だ。

　意外に知られていない事だが、メイザースが翻訳したのは何も重要な魔道書ばかりとは限らない。

『あら。またこんなに散らかして』

　淑しとやかな女性から半ば呆あきれの交じった声で言われてしまうのも無理のない話であった。床にはフランス語の乱舞する新聞紙が雑に広げられ、その上には青や緑など色とりどりの絵の具がベタベタと撒まき散ちらされていた。メインディッシュはお盆よりも大きなコルクボード。ナイフで削り取ったコルクの層を順々に重ねて接着していき、波打つような起伏を作っている。

　いわゆるジオラマ……のつもりなのだろうか。

　やはりこの男にあるのは文才と翻訳だ。本気で芸術を学んだミナからすれば、図工の時間、先生に言われた子供が小さな庭園を造っているようにしか見えない。

『俺は前々からチェスというのが許せなかったのだ』

『エノキアンの話ですか？』

『ミナよ、これはもっと根本の話だ。誰もが口を揃そろえて戦争を簡略した知的ゲームだとのたまっているが、互いの人口も技術も資源も全く同じ戦いくさなどあるものか。そもそも地形だ！　戦いくさの半分はこいつで決まるというのに!!』

『大変結構な話ですが月末まで驚異の九ポンド生活だというのにやめられませんかそうですか。失礼ながら、具のないサンドイッチを心の目で見て補うタットワ的食生活を何だと思っているのかお尋ねしても？』

『諦めろミナ。手を動かそうが動かすまいが財布の中身は変わらんよ。真に豊かな生活とは心の有無が決めるのだ。そしてモノが溢あふれている時代に学べる人間は意外と少ない』

『ははあ、それで先ほどから「おい」でも「お前」でもなく、珍しく名前を呼んでくださるのですね。大変ありがたいお話ですが、ちなみにその月末までまだ一五日もあると知っての狼ろう藉ぜきですか？』

『……ミナよ、いざとなれば俺は一切の肉体的束縛から解放されるアストラル旅行にでも行こうと思う。余った肉体の保全は任せてよいか？』

『餓うえて倒れて口から幽体が半分はみ出た状態は技術体系としてのアストラルプロジェクションとは呼びません。せめて実践系のヨガでも学んで内臓の活動を抑えた方が効率的なのでは？』

『俺は東洋ナントカなんていうのは嫌いなのだ。実際のところは知らん。だが魔術結社とセックスサロンを取り違えているような若造達を見よ。インドだのチベットだの、その名前を出しておけば何でも説明がつくと思っている輩やからが多過ぎる！　阿あ片へんだろうが乱交だろうが東洋に伝わる大いなる秘儀だとさ。馬鹿馬鹿しい、自称魔術師のパツキンどもが大いに語るインドやチベットは一体どこの異世界に置いてあるのだ。本物の経典が何語で書かれているのかも知らんくせに良くそんな事が言えるものだな!!』

　と、ここで正義の心を燃やしていれば満足できてしまうのが変人にして天才のメイザースであった。そんなでっかい話より自分の妻が赤貧で餓うえているという事実には目が届かない。

　実際のところ、魔術師は魔術師。検視官のウェストコットのように表の顔を持たないメイザースの暮らしは、さほど裕福なものでもなかったはずだ。それでもついつい手癖のように指先を動かしてしまう事がある。

『インドはよいですよ。私達が口にもできない紅茶の茶葉がどっさりありますからね』

『虚むなしい話はやめようではないかミナよ』

　もちろん、メイザースの趣味がジオラマ作りやチェスのローカルルール構築だった、などという公的な文献は一つもない。

　そもそも、彼の無ぶ聊りようを慰めているのは慣れない工作ではない。

『迷路のような塹ざん壕ごう戦せんよりまず水だ、水の概念は必ずいるな。残念ながらチェスに飛び道具の概念はないが、これによって兵の動きは俄が然ぜん変わってくる。石炭は船から帆を奪ってしまった、石油の存在は自動車を戦争の道具に変えようとしている。もはや風の時代ではない。水を制する者が戦いくさを制するのだ、特に英えい仏ふつのような立地では。ミナよ覚えておけ、これからの時代、魔術が最前線に立ち続けるにあたってどこを押さえておくべきか。その肝要なる部分をだ。学びを得るならここだ、海とは昔から選ばれし者のために開かれてきた』

『まあ。陸の貴族ハイランダーを名乗る御方が海の荒くれ者バイキングに憧れるとは随分な言いようですね』

　これには咳せき払ばらいを一つ。

　軍事。

　メイザースは『ヴェールを脱いだカバラ』より前に、フランス軍の軍用書の翻訳を手掛けていたという事実がある。

『子供のようなと笑うかね？』

『知識を積み重ねる文系のあなたと違って、芸術肌の私は直感を重視します。遠近、質感、光彩など小手先の技術は後でいくらでも学べばよろしい。それよりもまず己の核心です。己の軸足も定まらない輩やからに筆を摑つかむ事はできません』

　常に彼の隣に立ち続けたその女性は、メイザースの数少ない『理解者』であり、そして同時に最も色濃く彼の技術や知識を吸収し、文系のメイザースには授からなかった芸術の才覚でもって強力にサポートする相棒だった。決してぶら下がるだけの弟子では終わらない。あくまで文字の羅列の形で失われた叡えい智ちの復古を目指すメイザースに対し、彼女は直感的でグラフィカルな補助を差し込む訳だ。

　もしもの話。

　パーソナルコンピュータがいつまでも歴史だ伝統だとのたまって真っ黒な画面に英数字の構文だけを並べていくスタイルを堅持し続けていたら、ここまで普及はしなかっただろう。言うまでもなく、アイコンやマウスカーソルでデスクトップを固め、専門知識がなくても直感で操作できる分かりやすさこそが成功の鍵だったのだ。

　実に一〇〇年前から、全く同じアプローチは試されていた。結局アレイスターに阻止されているが、仮にこのビジュアル・グラフィカルな解説を随所に織り込む試みが成功していれば、それこそ今日のパソコンやスマホの感覚で『もう一つの魔術』は全世界の隅々まで普及していたかもしれない。

『私は……』

　本棚にずらりと並ぶ異形の書物の間を行ったり来たりしていた女性の指先が、やがて一冊を引き抜いた。

　メイザースの魔術師以外の顔。フランス軍の指南書を翻訳したものだ。

『……こういう頃のあなたの筆もまた、悪くないと思っています。なんというか、粗削りですけれど、記述の言い回しに温かみがあって』

『一応言っておくが、貴様が今抱えているのは効率的に人を殺すためのマニュアルだぞ』

『使い方の問題でしょう』

　彼女は『理解者』だ。

　結社内の権力や影響力の面で拮きつ抗こうしたウェストコットや互いの学説を真正面からぶつけ合うクロウリーともまた違う。上かみ条じよう当とう麻まにとっての小さな神がそうであるように、今さら表面上突き放しても悪態をついても、ねじくれた癇かん癪しやく持もち（とメイザース自身が自覚はあっても変えられない性格）の真意を取り違える事はない。

『本当に人が人を殺す専門職のために記したものであれば、万人に分かりやすく言葉を砕く必要はありません。常に備えよ、時は移れど隣国の戦術その骨子はここにあり。……そういう見方をするのであれば、これは誰に向けた書物なのでしょうね』

『貴様の唯一の欠点は、何でも美徳として受け止めたがるその悪癖だな』

『アニーにも忠告されましたが何か？　あれはそう、確かあなたと結婚すると決めた時だったでしょうか』

　こういう時、しれっと言ってしまうのが彼女だった。

　そして侮あなどるなかれ。

　サミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザースには確かにスコットランド式の軍服に憧れ、古地図を広げればそこで起きた戦いくさの両軍の流れを夢想し、これだけ鉛弾や火薬が横行する時代に未いまだ銃剣の形で残る戦場の刃に深く頷うなずき、巨大な砲を見れば目を輝かせてしまう『子供の部分』があった。しかしその上で、彼は一度凝り始めると止まらなくなってしまう部分も見受けられたのだ。ある種の天才に散見される、一点に集中すると周りが見えなくなる悪癖。魔術研究の分野においても、よその結社どころか身内からも恐れられて近寄りがたいと忌避されたこの男。歴史上、その爆弾が最悪の形で破裂したのがいわゆるブライスロードの戦いになるだろう。

　下手の横好きでは済まされない。

　むしろ採算を無視できる趣味の領域だからこそ、突き抜けてしまう事もある。

　もしもの話、だ。




　卓越した魔術の腕の他に、集団を指揮して他を圧倒する軍事の腕があったなら？

　脅威はどこまで噴出するか。知りたければ『黄金』に挑めば良い。

　その度胸があるのなら。

　軍とは、向こうを向いているかこちらに向いているかで見え方が全く違うのだから。








第二章　ヒトの叡えい智ちが編み上げたモノ　Grimoire_Nova.









　　　　１




　ちなみにチンピラ野郎浜はま面づら仕し上あげは今日も生きています。




　一匹の虫は矢面に立たされると一発で即死するが、森や草原など周囲に紛れて溶け込んでしまえばムテキなのだった。

　普通にロンドンの街にいた。大英博物館の前に盗んだ四駆を停とめて、車の側面に背中を預ける格好で、ピンクジャージにもこもこニットでさらに可愛かわいくなった恋人・滝たき壺つぼ理り后こうと肩を寄せ合い、周りは何だか濃ゆいシスターさん達が群がって、挙げ句に四駆の後部座席にはネフテュスだか娘ニヤン々ニヤンだか非常にアクの強い露出狂みたいなカミサマ達まで詰め込まれていた。あと足りないものは何だ？　平和で穏やかな暮らしくらいのものか？？？

　外は相変わらずの爆音と閃せん光こう。時々石とコンクリートの街そのものが不気味に震動する始末。

　ただ一方で、大英博物館？　と外を忙しそうに行ったり来たりしているシスターさん達はどこか緊張の糸が緩んでいるような気もした。英語なのでサッパリだが、どうやら何かしらの連絡があったらしい。身内の無事でも確認が取れたのだろうか。先ほどまでの、言葉が分からなくても伝わってくるようなピリピリした切迫感はどこにもない。

　……はず、なのだが。

『ぬ？』

『むむ……』

　こつこつこつ、というノックの音が後部座席の窓からあった。

　なんかくぐもった声がここまで届く。

　分厚い動物用バンパーに囲まれた車内に残っている銀髪褐色おねいさんと血色の悪いミニチャイナは体をピクンと震わせ、どうやらどこかよそへ目をやっているらしい。

　いい加減に馬鹿でも分かってきた事がある。

　ろくでもない祭りがまたもや開催されそうになっていると!!

『しょーねん☆』

「嫌だ」

『このまま西の方へ進むと面白いものが見られるよ。今ならゲットのチャンス!!』

「ゼッタイにお断りだッッッ!!　バカ神様っ、そんな『このさき　に　どうくつ　が　あります』的なお告げをもらってどうしろと？　行ってナニすんだっ、どうせ即死級変態ボスが待ってる超絶極悪ダンジョンへ放り込まれるに決まってんだろ!!」

　何やらはぁはぁ熱い吐息を窓に当ててガラスを曇らせているミニチャイナはさらにぐっと窓へ唇を寄せ、なんか開いた（薄い）胸元まで押し付けちゃって、分厚いガラス越しにくぐもった声でこう伝えてきた。

　ちょうど、車体の側面に寄りかかる浜はま面づらの後頭部へ囁ささやく格好で。

『（……多分このままだと「面白いもの」はこのままこっちに突っ込んでくる位置取りなんだけど、それでも良いいのかなあ？　ほれ外のシスターさん達、巻き込まれたらおそらく一発で全滅だよ）』

「こいつ……!!」

『恋人守るのも大事だけど、旅の思い出はドロドロにしたくないよねえ？』

　正直に言って、浜はま面づらはネフテュスや娘ニヤン々ニヤンについてそれほど深く何かを知っている訳でもない。だが彼女達の面白半分な助言がなければドーバーからロンドンまでやってくる事もできなかっただろう。

　馬鹿馬鹿しいほど不謹慎、人の善悪や倫理とは程遠い。

　しかしその実力は本物だ。

　おそらく彼女達がそうなると言ったら、それはそのまま襲いかかってくる。

「～～～っっっ。乗れ滝たき壺つぼ!!」

「わっ」

　ピンクジャージにもこもこニットの恋人の細い手首を摑つかむと、浜はま面づらは運転席のドアを開けた。小動物系（だが実は意外と巨乳な）女の子をシフトレバーの向こう側までぶん投げると、運転席に滑り込んだ浜はま面づらは配線を無理矢理繫つないでガバガバになったイグニッションに触れ、クラッチとハンドブレーキを操作して四駆を走らせる。

『あっ、ちょ、何やっているんですか非常時だから見逃していましたがこれ盗難車でしょう!?』

　ちょうど表に出てきたところとぶつかってしまった。こんな時まで生真面目なメガネのシスターさんが外から何か喚わめいていたが、拘こう泥でいしていられない。心苦しいがブレーキランプを何度か点灯させて適当な挨拶だけ送り、そのまま速度で振り切るしかなかった。

　助手席側にぶん投げられ、本来は頭を乗せるべきヘッドレストに小さなお尻を押しつけちゃっている上下逆転少女滝たき壺つぼ理り后こうは相変わらずの無表情で、

「はまづら、結局何がどういう事？」

「後ろの危険物どもに聞いてくれ!!」

　あからさまな悪意をぶつけてみても、ルームミラーの中の神様連中はくすくすと淡く笑っているだけだ。全身包帯に改造ミニチャイナ。まともなハロウィンパーティならかえって𠮟られて外に出されそうな露出度の美女達は互いに頰を寄せ合って一つの鏡に収まりながら、

「神を恐れ敬って意識から外せなくなるのは分かるけれど、基本的には前を見ていてね。歩きと違って車の五キロなんてあっという間なんだから」

「五キロ!?　そういやそこに何があるんだ!!」

「はまづら、ピカデリーサーカスって案内板があるよ」

「あら仲良し☆」

「ウルセこの露出狂包帯女いい加減全体的な説明をだな……ッ!!」

「てか今轢ひきそう」

　血色の悪い娘ニヤン々ニヤンの何気ない一言と同時に浜はま面づらは全体重をかけてブレーキペダルを踏み付けた。タイヤが地面を嚙かむ派手な音が炸さく裂れつする。元から上下が逆さになって全身で富ふ士じ山さんのシルエットを描いていたおねだり少女滝たき壺つぼ理り后こうがびよんと飛び跳ねていた。

　シートベルトを忘れていたせいで、浜はま面づらもまともに鼻先をハンドルにぶつけた。エアバッグが作動しなかったのは故障なのか、ハンドルの根元、イグニッションまわりの配線の束をいじくった関係で余計なコードまで切ったのか。

（なんっ、だ……？）

　強烈なヘッドライトの光に照らされているのは、女の子だった。

　うっすらと銀の砂が降り積もるアスファルトのど真ん中に、子猫が自分の身でも守るかのように体を丸めてうずくまっているのだ。

　とっさに車のドアを開けて駆け寄ろうとしてしまったのは、危うく接触しかけた負い目からか、あるいは単純に華きや奢しやで繊細な赤毛の女の子だったからか。

「危ねえな、くそ！　何だどうした、どっか怪け我がでもしてるのか……ッ!?」

　そして外に飛び出してから、やたらときな臭い空気に気づく。異変の正体は匂いだ。何やら焦げ臭い。火薬、とはまた違うのだろうが……。

（けが）

　自分の口から出した言葉の意味を、ようやっと浜はま面づらは深く考える番になった。

　そう、今日のロンドンに『絶対』も『当たり前』もない。そう不条理、理不尽さで言えば学園都市の暗がりに匹敵する。状況は何でもありで、しかもこちらの悪い予感の一歩か二歩先を行く。それくらい慎重に考えて行動しないと不意打ちで嚙かみ砕くだかれてハイおしまいだ。

　もう車だけじゃダメだ。

　何かの禁断症状のように指先が震える。そろそろ銃が恋しくなってきた。

　必死になって泥沼から抜け出すためにイギリスくんだりまでやってきたのに、だ。

（だれかに、おそわれた……ッ？　ちょっと待て、じゃあひょっとして『そいつ』はまだどこか近くに……っ!?）

「立てるか？　ちくしょう、とにかく車に乗れ、場所を変えよう!?　っ、そうだ、そもそも日本語って通じてんのかな……。来いって!!」

「う……」

　呻うめき声については万国共通あんまり変わらないものらしい。

　自分のお腹なかを守るようにしてうずくまりながら、のろのろとこちらを見上げる赤毛の少女。今になってようやくヘッドライトの眩まぶしさに気づいて目を細める辺り、本当に意識が飛びかけているらしい。そして改めて見てみれば……確かに、ボロボロだった。最初から分かっていたら恋人の滝たき壺つぼ理り后こうを巻き込んでまで助けに飛び出そうか迷ってしまうくらいに。

　白をベースにして要所へ桜色でアクセントを加えた、ふわふわしたロングドレス。ただ、バレリーナにも似たレースやフリルの飾りは無理矢理シルエットを膨らませているようにも見える。むき出しの二の腕の細さを見る限り、ひょっとしたら、『中身』は棒切れのように瘦せぎすなのかもしれない。

　ただし、その赤のショートヘアもドレスも、あちこちに焦げ目がついていた。

　まるで火災現場からほうほうの体ていで飛び出してきて、ここで力尽きてしまったような……。

　チリリと。

　淡い夜風に揺られるように、小さな金属音があった。

　白いヴェールの少女の掌てのひらからこぼれるようにして、紐ひものついた鈴が汚れた地面に転がっていた。そういえば、災害現場で声を張り上げるのは消耗に繫つながるから、笛や鈴などを携帯しておくのが好ましい、という話があったか。

　どんな思いで手に取ったのだろう。

　そしてこのまま道路に倒れていたという事は、呼びかけに応じる者もいなかったのか。

　体を丸めて庇かばっているのは、何だ？

　こちらは一体何のためのものなのか、サッカーボールが入りそうなくらいの黒い箱が一つ、地べたに落ちて女の子のお腹なかとサンドイッチにされていた。元々はつるりと磨き上げられたような光沢があったのだろうが、こちらも今はあちこちベコベコにへこみ、銀の砂がこびりついて、見るも無残な事になっている。

（冗談じゃねえ……）

　重ねて言うが、浜はま面づら仕し上あげは今日このロンドンで起きている事態を爪の先ほども理解していない。彼に分かっているのは、クロウリーズ・ハザードなる化け物集団が大挙してロンドンへ押し寄せてきた事と、ロンドンのあちこちに設置された謎の遺跡群（？）がその化け物達を一斉に蹴散らしてしまった事くらいだ。……実際には大英博物館から出てきたイシス＝デメーテルと一体化したオルソラ＝アクィナスを目撃しているはずなのだが、彼の知識では『あれが、具体的に何なのか』までは説明できない。当然、その先のウェストミンスター寺院での顚てん末まつや『黄金』の再臨などは蚊か帳やの外だ。

　そうなると、だ。

　こういう間違った仮説が表に出てくる。

（クロウリーズ・ハザードとロンドン警備隊……どっちがやったか知らねえが、こんな所にいたら絶対ヤバい!!）

「早くここから離れねえと……。頭とか打ってないな？　担かつぐぞ、えと、わん、つー、すりー!!」

　いったん仰向けに寝かせ、箱をどける。そして浜はま面づらはボロボロの少女の両膝の裏と背中の方へ手を回し、そのままぐっと持ち上げた。いわゆるお姫様抱っこであった。……実は救急車を呼べない類たぐいの怪け我がをする事も多い武装無能力者集団スキルアウトはこの手の『怪け我がした仲間を連れて撤退する』独自の技術が伸びている節もあるのだが、そんなの知ったこっちゃねえ滝たき壺つぼ理り后こうの口が小さな三角形になってきた。もっともこれは強烈なヘッドライトの逆光での話なので、恐怖に駆られて人を助ける浜はま面づらからは見えていないのだが。

　こんな時までベコベコにへこんだ箱をお腹なかの辺りに乗せ、ラッコみたいに抱えているふわふわドレスの少女は、左右で開き方の違う瞳で必死に浜はま面づらの顔を見上げようとしているようだった。

「……あ、う……」

「うるせえしゃべんな。くそっ、イギリスの病院ってどういう仕組みなんだ。電話番号は、何時までやってんだ、保険証だ身分証だの話は……？　そもそもこの戦争みてえな状況で平常運転してんのか!?」

　おそらく、だ。

　向こうの少女も日本語をあまり理解していないのだろう。矢継ぎ早に異国の言葉を放たれ、しかもその多くは疑問形のイントネーションが混じっていた。だから勘違いしたのだ。

　お前は一体誰なのか？

　そんな、当たり前と言えば当たり前の質問を投げかけられていると。

「……い、あ……ちゅ」

　ほんのり焦げた匂いを放つ赤毛の少女は、喉を震わせ、半ば喘あえぐようにしてこう洩もらしていた。

　多くの者は聞き流すかもしれない。しかし、正しい意味を知る者なら耳にしただけで心臓が凍りつくであろう、その名前を。

「……ダイアン＝フォーチュン……」




　　　　２




　タイミングを逸した。

　これはあれだ、酒場で片手を挙げて店員さんを呼びつけようとした矢先、目の前で一瞬早く別の客が大声でがなり立ててしまったようなものなのだ。

　恥ずかしくない、大丈夫。

　そして物陰に身を潜めていたナイスミドル、御み坂さか旅たび掛がけはちょっと小刻みに震えていた。

「……やべえ、完全に置いてかれた。でもなーボロボロ傷だらけ女の子押しのけて俺を助けろとは言えんしなあー……」

　これまでもウゾウゾした巨大なバケモノだの夜空から降ってくる四角いブロックだの散々な目に遭ってきたが、そろそろ限界だ。今ロンドンを徘はい徊かいしている『連中』の正体は何だか知らないが、あれは破格だ。素人しろうと知識を総動員した隠れんぼくらいでしのげるレベルを超えている。素人しろうとなりにそれが分かっただけでも大収穫だと御み坂さか旅たび掛がけは素直に考えていた。

　そして。

　ついつい独り言を洩もらしてしまう辺り、寂しさが全身にまとわりついている。今度話し相手としてＡＩスピーカー買おうかな、と少々本気で考えてしまうくらいに。多分あれ、お皿の形をしたお掃除ロボットのてっぺんにガムテで固定したら最強癒いやしグッズに化けるのではあるまいか。

　しかし、だ。

　神様はむさ苦しいオヤジを見捨てなかった。

　まずさっさと立ち去るはずだった四駆が何かトラブッてエンストでも起こしたのか、がくんと車体を揺らして急停車したのだ。挙動を見るにマニュアル車のようだし、焦あせってクラッチ操作でも間違えたのかもしれない。

　そしてもう一つ。

　かつん、と。物陰に隠れている御み坂さか旅たび掛がけのさらに背後、わだかまるような路地の闇から、明らかに物騒な響きの混じった足音が聞こえてきたのだ。

　それは若い女と初老の男の組み合わせのようだった。

「おっと、またもや『迷子』を発見かしら。はろー、バックパッカー。トリックオアトリートと叫ぶには時期外れだけど、『子供部屋のボーギー』の参上よ？」

「待てアニー、優先順位を考えろ。ダイアン＝フォーチュン。あやつを車に乗せたヤツが別にいる。……しかも漏出を遮断しているが、かなり強大な歪みが二つ見えるぞ」

「神殿は必要？」

「これは大きな舞台となる」

　ちなみに御み坂さか旅たび掛がけは、科学か魔術かという尺度で語れば、どちらかと言えば科学の側で暮らしている。とはいえ、これは一般的な現代人から半歩ほど横へ踏み外している程度のもので、次世代兵器だの超能力開発だのとは程遠い。あくまでも、学園都市の『外』を自由に歩いて渡る程度の人間でしかない。

　ようは、人よりちょっぴり早く開発中の新商品の情報を知る事ができるビジネスマン、くらいに考えてもらえば良い。未来を先取りしているが、だから何？　その程度の。

　断言するが、未知との接触をやらかして勇敢に戦える類たぐいの傑物ではない。

　そんな彼にも分かる事がある。

（……ヤバい）

　例えば紛争地域で、『この先地雷原につき注意』という立て看板が倒れているのを奥地まで踏み込んでから見つけてしまうような。海外で盲腸の痛みに苦しみ村で唯一の病院とやらに連れていってもらったら、得体のしれない洞窟で自称シャーマンの半裸ジジィがその辺のバケツに突っ込んであった刃物を雑に研いで待ち構えていたような。

　ここを踏み越えたら命が吹っ飛ぶ。

　そんな、ピンと張った見えないワイヤーのような一線。

　学校の教科書には書いていない、経験がものを言う世界の感覚だった。そいつがビリビリビリビリとド素人しろうとの顔の表面いっぱいを刺激してくる。素人しろうとでも分かるくらい明確な、もはや予言の領域であった。それもワイヤーの数は一本ではない。それこそ乱暴に乱雑に埋め尽くすように、あの二人はもはや隙間のない壁のような圧と化している。

　踏み越える、踏み越えないではない。

　何とかして潜くぐり抜ぬけてやろうなんて考えてはいけない。

　アレは、正真正銘触れたら吹っ飛ぶ類たぐいの死因そのものだ。

（ヤバい、ヤバい、ヤバい……ッ!!）

　まだ、搦からめ捕とられていない。

　あれは一面的な壁だ。深い森や蜘く蛛もの巣すとは違う。

　すでにこれだけの距離まで近づかれているだけで自殺モノの失態だが、今ならワイヤーに触れずに済む、かもしれない。ゆっくりと、息を吐いて。地べたを這はい回まわる虫さえも刺激させずに。慎重に慎重に後ろへ下がり、道を譲れば。あるいは見逃してもらえる、のかも、しれない。

　御み坂さか旅たび掛がけは、力なく笑った。

　彼は色々考え、そして大人の決断をする事に決めた。




　自分が身を隠していた工事用資材へ両手を掛け、そのまま全体重を加えた。




　ガッシャア!!　と派手な音と共に、青いビニールシートで覆われていた鉄筋の束や三角コーンなどが路地の出入口へ撒まき散ちらされていく。

（ええいっ何しているんだ俺は!!）

「さっさと車出せクソガキ、ここから逃げろォ!!」

　頭の中では悪態をつきながらも、口から飛び出した言葉に躊ちゆう躇ちよはなかった。そりゃあ自分だって助けてほしいが、傷だらけの女の子は押しのけられないと自分で決めたのだ。あの四駆は見送るくらいでちょうど良いい。だって今のはいけない。連想してしまう。東洋人と思おぼしき少年に、さらに中学生くらいのボロボロになった女の子。直接は関係なくても、組み合わせによってついつい頭に浮かべてしまうものもある。

　ちらついたのだ。

　学園都市が機能停止した事により混乱下に放り込まれているであろう、自分の娘の顔が。

　いい歳とししたオトナは路上で問題が起きても相手が動かなくなるまで殴り倒そうなんて事は考えない。無傷で危難から逃げられればそれで十分。そして世の中は何事も飛び道具だ。すぐ近くにあった消火栓に目をつけ、相手がバリケードを乗り越えてでも顔を出そうとしたら高圧放水で薙なぎ倒たおしてしまおうと考えて、

「流石さすがに邪魔だ」

　一言。

　次いで、爆発めいた光。

　輝いたのは、古い書簡で使われる蠟ろうか何かか。

「我が手には暗号文書あり。五種の草稿、トリテミウスの手法にて紐解いて、その断片より力を持つ文字列を届けよう。『黄金』の始まりたる叡えい智ちを肌身で知るがよい」

　それは、老人の言葉により具体的な破壊力と化した。

　なけなしのバリケードだった工事用資材の山が、いきなり向こう側から弾け飛んだのだ。原始的な地雷の中に、爆薬の上に瓦が礫れきを被かぶせて散弾のように撒まき散ちらすものがあったらしい、と御み坂さか旅たび掛がけはそんな知識を思い出す。そして何の解決策にも連結しなかった。そのまんま全身を叩たたかれ、大通りの反対側まで吹っ飛ばされていく。

「ふむ。アニーの調律なしではこんなものか。私はその、暴力は苦手な方でね。メイザースと違って恐怖の注入も不慣れですまんな」

「あがっ、～～～っっっ!!」

　飛び出しかけた悲鳴を、途中で吞み込む。

　まあ良いい。骨が外れる痛みはこれが初めてでもない。

　未知のモノでなければ耐えられる。

　だっていうのに、ようやく動き出した車がまたもや真っ赤なブレーキランプを点灯させた。

（ばかっ!!　ここで立ち止まったら何のために慣れない事をやったのか分から……ッ!!）

　思わず目を剝むいてしまうが、迂う闊かつに叫んでしまっては、脅威の塊みたいな二人組の注目を四駆に誘ってしまう。

　起き上がる事もできず、どこか関節の外れた人形じみた動きで地べたを這はう御み坂さか旅たび掛がけに、呆あきれたような声があった。

　どこの絵本から飛び出してきたのだと言いたくなるような片眼鏡に厚手のドレスの家庭教師に、硬質なコートと礼服を纏まとう医者のような老人。

「ウェストコット。一般人でしょう、アレ。ロンドン市民ではなさそうだけど」

「何だ、私達は『子供部屋のボーギー』なのだろう？　君が『調律』を放棄したのもその関係か、しかし殺すつもりでやるくらいの気持ちでなければ機能しないのではないかね」

「私は理性ある魔術師よ。メイザースの癇かん癪しやくにあてられるのだけは御ご免めん被こうむるわ」

「それで？　君もまた、必要ならコロンゾンを利用しようと？」

「……、」

「顔。顔に出ている」

　とんととん、という小さな音があった。

　家庭教師の女が、左右の手に持っていた白と黒の長い棍こんの先でそれぞれ地面を軽く叩たたいているのだ。

　ぶわりと。

　二本の柱に挟まれたその背後で、何か巨大なシャボンのような球体が浮かび上がる。

　意味不明な会話や仕草だが、加減されているというくらいは理解できる。そう、御み坂さか旅たび掛がけは、まだ実体のない幻影のワイヤーに触れてもいない。そして一面的な壁だったワイヤーが、音もなく、レーザーアートのようにその展開を変えた。四方八方、まるで森を埋め尽くす巨大な蜘く蛛もの巣すのように。指一本動かせばどれかに触れる密度でもって、死の糸が景色の全てを塗り潰していく。

　まずい、と。

　御み坂さか旅たび掛がけは全身の鈍痛すら遠ざかるのが自覚できたほどだった。

　これはもう、遠くから安全に消火栓の放水で翻弄して逃げる、なんて次元じゃない。尻尾しつぽを巻いて逃げ出す事さえ命懸け。息を吸って吐くという当たり前の動きがすでにギャンブルになる、死の密度。いよいよ慣れない事のツケが回ってきた。

（まずい……ッッッ!!!!!!）

　直後。

　容赦なく、触れれば死ぬ見えないワイヤーが断ち切られた。




　ドンドンドンドガドガドガドガドガッッッ!!!!!!　と。

　真上から、一直線に。大地をミシンで縫うように、恐るべき砲弾の連射があったのだ。




　上空を何かが飛んでいるのだ。ジェット戦闘機にも似た爆音が、後から遅れて鼓膜に叩たたきつけられるほどだった。そのシルエットは、無理矢理に御み坂さか旅たび掛がけの頭にあるイメージを寄せ集めてみれば、翼を広げた悪魔だろうか。

　イギリス空軍のものではない。

　あんな馬鹿げた兵器がまともな世界にあってたまるものか。

（何だありゃ、学園都市絡がらみか……ッ!?）

　あれだけ硬いアスファルトが砂浜を下から爆発させたようにめくり上げられ、いかにも体に悪そうな濃い灰色の粉ふん塵じんが大量に舞い上げられる。

「チッ!!」

「馬鹿ウェストコット、体の張り過ぎよ!!」

　予想外の一撃。そんな響きがあった。しかし、まともに火線上に身をさらしていたはずなのに出てきたのがそれだけだったというのも、逆に彼ら二人の怪物ぶりを示しているのか。街を抉えぐるほどの砲火であっても、目め眩くらまし。粉ふん塵じんをかき分けて中の様子を確かめたら、きっと恐怖と絶望で心臓が止まる。だが御み坂さか旅たび掛がけは与えられた時間を無駄にはしない。どこか関節のおかしい体を無理矢理動かして起き上がり、大きく左の手を振って吞のん気きな四駆へ腹の底から叫ぶ。

「行けよクソガキどもッッッ!!」

　この期ごに及んでまだ見ず知らずのオヤジを引っ張り込むか否いなか躊ちゆう躇ちよしているようだったが、御み坂さか旅たび掛がけが別の路地へ飛び込むと、それで状況は確定したらしい。ギャリギャリギャリ!!　とタイヤのスリップ音が響き、四駆がどこかへ立ち去ったのが耳に届く。

　そう、体はもう動く。

　霧散。

　ピンと張りつめられていた緊張が、強力な騎兵隊の存在によって消え去っていく。幻想の産物だった見えない死のワイヤーが引き千切られ、圧がなくなり、自由な世界が広がっていくのを御み坂さか旅たび掛がけは確かに知覚する。それは地獄の雪山で遭難した際、白一色の猛吹雪を切り裂いて救助のヘリが降りてくるのを見たのと似たような感覚だった。所詮は死のワイヤーと同じ、根拠のないジンクス。だが彼は思う。この感覚に包まれたのなら、もう大丈夫だと。

「んんっ、があ!!」

　一応丸めたハンカチだけ口に咥くわえてから、近くの壁を使ってほとんど打撃を加えるような格好で、外れた肩をはめていく。

「……はあ、はあ、くそ。まぁーたバーで話せる自慢話が増えちまったぜ。ああ、スコッチを死ぬほど飲みたい……」

　自分の体を壁に擦こするようにして、短い路地を抜けて別の通りへと飛び出した。

　ゴッ!!　と、再び頭上で衝撃波が炸さく裂れつする。先ほど不意打ちの空爆をぶちかました謎の航空兵器が旋回し、もう一度例の怪物二人に狙いを定めているのだ。

　それで見えた。

　今度こそ、はっきりと。

　実際にはロケットブースターと無数の重火器によって彩いろどられたシルエットには、特徴的なアルファベットが並べられていた。

　A.A.A.。

　Anti-Art-Attachment。

「な……」

　しかし、だ。

　御み坂さか旅たび掛がけが思わず目で追い駆けてしまったのは、得体のしれない兵器の集合体でも、そこらの国家機密を上回る秘匿コードでもなかった。

　その中心。

　兵器の中に組み込まれた少女。

　見覚えが……あって良いのか、こんな地球の裏側で。どこまでもイリーガルな軍用兵器に包まれた格好で!?

「……何だ、ありゃあ？？？」

　理性の大部分が他人の空似で押し通そうとしたが、彼の中の父親の部分が強硬に否定した。あの顔を見間違えるようになったら人間としてもうおしまいだぞ、と。頭の中の議会は摑つかみ合あいの紛糾状態に入る。真っ白に埋まっていく。

　思わず身を隠すのも忘れ、電話ボックスに代わってここ最近あちこちで増殖しているレンタルサイクル用の自動精算機に寄りかかりながら、飛行する影を見送ってしまった御み坂さか旅たび掛がけ。

　が。

　そこでまたもや彼は、時代の目撃者となってしまった。
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　状況の把握のため、少し時間を巻き戻してみよう。

　実際のところ、御み坂さか美み琴ことや食しよく蜂ほう操みさ祈きはA.A.A.を国外、バリ島まで持ち出していた。

　兵器は兵器の形をしていない限り見み咎とがめられる事はない。

　徹底的に分解してパズル感覚で本来の使い道とは全く別の組み立てを施し、『何が何だか理解不能な前衛芸術』扱いでコンテナに詰めてきた訳だ。

「そりゃあね、有事の際を想定して一応の賛同力はしておいたけどぉ!!」

「うっさいな食しよく蜂ほう、状況が始まってから文句を言わない」

　そしてA.A.A.はまたもやその形状を変えていた。

　今度は一人乗りではない。前には美み琴こと、後ろには食しよく蜂ほう。二人乗り仕様になっている。配列のモチーフは戦闘機。もの自体は美み琴こと一人でも操れるが、状況によっては食しよく蜂ほう側がわで索敵、兵装設定、照準、着弾確認などを任せる事で負担を減らせるよう負荷軽減策が講じられていた。

「（……まあ実際問題、動体視力や反射神経に全く信頼のない運動音痴ちゃんに兵装まわりを預ける場面はなさそうだけど）」

「御み坂さかさぁん、人様を水着で地球の裏側まで引っ張り出しておいてなんかとんでもない言い草してなぁい？　てか今マッハ六!!　どういう仕組みで私達生存できてるんダゾ!?」

「あっはっは、ざっと超電磁砲レールガンの倍かあ。落ち込む。まさかこんな速度の中を生きていく事になるだなんて不思議な気分よねえ。あと一〇〇年もしたら人間を量子的に溶かして光ファイバーにぶち込む時代でもやってくるのかしら」

「みさっか、すわぁんマジメにしてええッ!?」

　ちなみに白しら井い黒くろ子こを始めとした常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの面々はバリ島に残してある。流石さすがにA.A.A.に二〇〇人弱を積み込む余力はないし、将来有望な彼女達をこんなイリーガルな活動に付き合わせられない。常盤ときわ台だい中ちゆう学がく最さい大だい勢せい力りよく、食しよく蜂ほう派は閥ばつなどと聞くと思わず頰が引きつって口の端が上がってしまう美み琴ことだが、勘違いしてはならない。基本的には良い子達の集まりなのだ、てっぺんの食しよく蜂ほうがひたすらどす黒く腐り切っているだけで。こういう道連れは何がどうなっても罪悪感の湧かないクソ野郎に限る。

「（……やだわぁこのポジションで定着しちゃうの。そろそろツインテールの子から呪じゆ詛そでも送られてきそうで……）」

「ええっ、なんか言った!?」

「この速度で普通に会話できてるし全身の肌も摩擦力でずるむけにならないし二重ビキニすら外れないってどう考えても不思議過ぎるんダゾ!?　何だどうしたここ最近の地球の法則は女性に優しいジェントルマンの精神でも実装したっていう訳そんなはずないでしょぉ!!」

「学園都市の『大熱波』って大規模なマイクロ波攻撃だったんでしょ。保温については問題なし。空気だって電気で組成をバラバラにすれば酸素濃度は変えられる。流体は弱い所、密度の高い方から低い方へ流れていく性質があるのだよ食しよく蜂ほう君。必要な酸素を確保する意味でも大気組成に『穴』を空けてやれば、空気の流れは自然とそっちに逸それていく、大仰な装甲板なんかなくても私達が摩擦で焼かれる事はなくなるって訳。両方とも結構消耗が激しいからあんまり長時間は使えないけど、短期フライトのお供くらいなら何とかなるわよ」

「え、じゃあ御み坂さかさんが力尽きたら私こんがり酸欠ダブルパンｃ……」

「そもそも操縦しているのはこっちなんだから、私がブラックアウトしたら機体ごと墜落よ？　アンタはせいぜい助手のガンナー、単独でA.A.A.飛ばせる訳じゃないでしょ」

「こいつこのクソ馬鹿野郎もう本格的に操り人形にしてやりたい大丈夫よ心配しないでまともな女の子なら振りつけの見本を眺めた段階で卒倒するような大変態ダンスにはそこそこ心得力があるからガチで人生終わらせてあげるわぁっっっ!!」

「……むしろアンタの本性が心配だわ。的確に指示出しするため？　何でこの運動音痴は前提を覆くつがえしてでも誰もが嫌がる罰ゲームの地獄ダンスを自分の体で覚えるまで鏡の前でこっそり猛練習してるのおバカなの？？？」

　地球の裏側まで、普通の旅客機を使えばおよそ半日程度か。しかしA.A.A.のロケットエンジンを使えば話も変わってくる。

　一応、英国の領海に入るタイミングで美み琴ことは申し訳程度にこう言っておいた。

「目的はサイトシーイング、滞在はトゥデイオンリー、と」

「地球の裏側まで出かけておいて日帰り旅行とかスケジュールが狂ってるんダゾ……ッ!!」

　海岸線から首都ロンドンまで一〇〇キロ近くあるはずだが、A.A.A.にとってはそれこそ目と鼻の先でしかない。

　途中、あちこちで見える火の赤や叩たたき潰つぶされた巨獣の影などを眺めて、さしもの美み琴こともわずかに呻うめいていた。これが光ファイバーが地球を覆い尽くし、どこでもＧＰＳ地図アプリで検索をかけられる現代の光景なのか。

「……にしても、一体何なのかしらコレ。『木き原はら』絡がらみのゲテモノテクノロジーでもなさそうだしぃ？」

　逆に、だ。

　これまで魔術というものを全く知らなかった食しよく蜂ほう操みさ祈きにとって、目の前に広がる魔術という異世界に対する感想はそんなものだった。初めて見たのがここだったので、ここを平均のラインとしてしまったのだ。むしろ、異変を異変として気づけたのは半はん端ぱに齧かじるように断片を目撃してきた美み琴ことの方だった。

（すご……。第三次世界大戦のロシアとも違う。もっとこう、計画性がないっていうか、おもちゃ箱をひっくり返したような……）

「御み坂さかさん、頭真っ白にしてると勢い余ってロンドン飛び越しちゃうわよぉ？」

「っ」

　改めて、であった。

　地上観察用に速度を落としていく。

　まともな明かりも消えた、真っ黒な闇に埋め尽くされたロンドン中心部を見下ろしながら、御み坂さか美み琴ことはぽつりと呟つぶやいた。

「見つけた」

「……マジで？」

「ケータイの個体識別電波で補足しているから間違いない。チッ、どこの誰だか知らないけど人の家族に手を出しやがって……」

　もしもの話、だ。

　ここで追跡防止のため、上かみ条じよう当とう麻まが烏丸からすま府ふ蘭らんの指示に従って携帯電話の電源を極力入れないよう気を配るのを忘れていたら、何が起こっていただろう。あるいは、地下鉄での光源確保のために使っていた携帯電話をそのままにしてしまっていたら……。

　益やく体たいもない話だが、時間は決して巻き戻らない。

「爆装用意、地上照準速度、マッハ二・五!!」

「御み坂さかさんって根っこはピュアだけど行動力がおっかないわよね？　じっくり狙ってマッハ二・五!?　家族のために国境またいで戦争起こすって半裸にベルトみたいな弾薬しこたま巻き付けて機関銃振り回すムッキムキハリウッドスターみたいになってるんダゾぉ!!」

　知ったこっちゃなかった。

　できるだけ建物には被害を出さないように、一直線の大通りに合わせてガイドグリッドを並べていき、一本のラインでそれらの点を結んでいく。射線の確保完了。いちいち人差し指で引き金を引くまでもない。

　ドンドンドンドガドガドガドガドガッッッ!!!!!!　と。

　予定のコースをなぞりながら、地上へ大量の砲弾を撃ち下ろしていく。

「ヒット！　でも浅い、旋回してもう一度!!」

「……一二〇ミリの砲弾をガトリング並にばら撒まいておいて『浅い』って何なのよぉ……？　あれ、一発直撃したら戦車の砲塔内側から真上に吹っ飛ばすくらいの火力あるんじゃなかったかしらぁ？？？」

「私のせいじゃない頑丈な向こうに聞けっ。今ので怯ひるませたからパパも逃げ切れると思うけど、でも念押ししておきたい!!」

　彼女達は学園都市が生み出した超能力者レベル５だ。

　故に、頭の上を押さえている状態でも油断はしていなかった。学園都市の『外』にどんな超常が潜んでいるかは読めないが、あの怪物どもの死骸を見る限り、ゼロという事はありえない。『原石』のような、生まれながらの能力者も少数ながら確認されているのだし。

　だから、地上からの反撃は当然警戒していた。

　狂った景色のロンドンを我が物顔で歩き、砲弾をまともに喰くらってもピンピンしている歪ゆがみの主。何も持っていないなど逆にありえないとまで考えていた。

　そうでなくても、そもそもA.A.A.は歪いびつな兵器だ。美み琴こと達たちがほとんど剝むき出だしでいるところからも明白だろう。こちらは一発もらったらそれまで。おそらく第一次世界大戦辺りから連綿と続く兵器開発とは全く別の樹から派生している存在。たとえるなら、そう、何かもっと得体のしれないものと戦うためのロジックで埋め尽くされていると言うべきか……。

　しかし、だ。

「え？」

　曲がりなりにも上空三〇〇メートル。

　よほど巨大なビルの避雷針でもない限り、空間はどこまでも開けているはずだった。

『お？』

　なのに確かにその時、御み坂さか美み琴ことは耳にした。全く同じ目線、同じ高度からそんな間の抜けた女の子の声を。

　直後の出来事だった。

　時間が追い着く。御み坂さか旅たび掛がけが目撃したのは、これの事だった。




　ゴィンッッッ!!!!!!　と、空中で何かと何かがぶつかったのだ。




　ぐるんっ、と美み琴ことの視界が大きく回った時にはバランスを失っていた。

　失速。制御不能。

「なっ、にが……ッ!?　バードストライク、いいや違う!?」

「ちょおっ、ばっ、御み坂さかさぁん!!　これ脱出装置とか安全力どうなってんのよぉ!?」

　自分の事で精一杯な贅ぜい肉にくの塊にいちいち答えている暇もない。元々まともな飛行機の形状を取っていないA.A.A.は、いったんバランスを崩してしまえば脆もろいものだった。設計段階からして一撃必殺、被弾して追い込まれるという状況を想定していないのかもしれない。ロンドンの暗い闇へと吸い込まれながらも、しかし御み坂さか美み琴ことは先ほど自分の目で見たものが未いまだに信じられなかった。

　こんな疑問は、異形の兵器群に身を包んで自身が鋼の翼の生えた悪魔と化している御み坂さか美み琴ことが抱いてしまうのはあまりに滑稽なのかもしれない。だがそれでもこう思わずにはいられなかったのだ。

　何だ、あれは？

　人間の女の子と猛毒クラゲとコウモリの翼と新聞紙を足したような……。




　さっきの、あの悪魔は。




『……くっそー……』

　一方の、である。

　半透明の悪魔、クリファパズル５４５もまた、超音速で正面衝突してきたA.A.A.の砲身に吹っ飛ばされ、錐きり揉もみ状じように回転しながら近くのアパートメントの屋上へと不時着していった。こういう時、空港管制からの指示やIFFなどを実装できないオカルトは辛つらい。

　ロンドンの街を飛び回って浜はま面づら仕し上あげを捜してこい。雑に言われてしまったが相手がどこにいるのかは不明で、しかも『黄金』の魔術師や何も知らないイギリスの面々にも見られたくない。そうなると、イギリス側の対空防御網もズタズタにされた今、全景を見渡して安全に距離も取れる上空監視がベストと思っていたのだが……。

　同じ事を考える輩やからがいるとまでは想定外だった。

　契約に縛られている悪魔にとって、最大の贅ぜい沢たくとは契約の外にある自由な行動・展開だ。これは、団体行動の修学旅行の夜にそっと部屋を抜け出すのに似ているかもしれない。縛られているから、逃げたくなる。ダメだと言われているから、やりたくなる。悪魔という語感を考えれば容易に想像がつくだろうが……胸躍るハプニングというのはコレジャナイ。

　もはや大の字で目を回す他あるまい。

『きゅううー……とでも言ってやるのですう』

　逆に言えば、この程度で済んでしまうのが本物の悪魔といったところか。悪魔、悪魔と先ほどから気軽に連呼してはいるが、ようはヒューズ＝カザキリや『神の力ガブリエル』の対となる存在を部分的に切り取って手頃にまとめた、廉価版ダウングレードと見るべきなのだから。『魔神』、コロンゾン、『黄金』の魔術師、そして今度はA.A.A.。規格外の連中が本件に名を連ねているので分かりにくいが、クリファパズル５４５とて十分に世界の深しん奥おう、ひとたび暴れれば一国家を丸ごと戦争の狂気に突き落とす、怪物の域に属する隠し球だ。

　敵を殺すだけなら大仰極まる巨大ロボットはいらない。手持ちのレーザーガンに偽装用のシートを被かぶせて森に隠し、密ひそかに狙いを定めれば事足りる。

　何も最大出力だけが評価を決める訳ではないのだ。入り組んだ住宅街や商店街を走るピザの配達にいちいち馬鹿デカいトレーラーを引きずり回す愚か者はいないだろう。ここまで安定した扱いやすい超常というのもそれはそれで極めて珍しい。

　半ば不ふ貞て腐くされたように撥はね飛とばされた悪魔は唇を尖とがらせていた。

『ああもう、こうなる事なら保険に入っておけば良かったですう』

（……それにしても、あれが例の対魔術兵装ですか。あのガキどもは本来の正しい使い方まで覚えている訳じゃなさそうでしたけどお、ううっ怖い怖い……）

　元はと言えばクリファパズル５４５はローラ＝スチュアート（つまりコロンゾン）の手で創られた人造の悪魔だ。さらに言えば、ローラは烏丸からすま府ふ蘭らんを介して上かみ里さと翔かけ流るを焚たきつけ、多くの『魔神』が渦巻く学園都市へ侵攻させた経緯もある。その終盤、木き原はら唯ゆい一いつ辺りが暴走した時に、そんな兵器が顔を出したという報告は共有していた。

　アレイスター＝クロウリーが作り上げた、対『魔神』用の切り札。

　なるほど、実際にトドメを刺せるかどうかはさておいて、字じ面づらだけ並べてみれば『黄金』の魔術師と拮きつ抗こうするには十分な厚みがあると評価できる。

　そして件くだんの浜はま面づら仕し上あげの運転する四駆は、正面衝突の真っ最中にどこかへ走り去ってしまった。今日のロンドンはこの有り様なので、表を走っている車の数は極端に少ないだろうが、それでもきちんと再捕捉できるかは未知数。確約はできない。ただ吞のん気きに厳戒態勢の街を走っているのと、追われている自覚のある逃走状態では捜索の難易度も全く変わってくる。

（……ダウンして回収されたダイアン＝フォーチュン、謎のオヤジに『黄金』の魔術師二人、さらにA.A.A.、後は推定で良ければ『魔神』もか……。たった一人追い回すつもりだったのに、まぁーた盤上に訳の分からない駒が続々と増えてきたんですう。なるほど単体戦力は紙くず同然でも犯罪計画設計者にとってのイレギュラー因子、予期せぬ目撃者、目に見えぬ病びよう巣そう。浜はま面づら仕し上あげっていうのはソースコードに紛れ込み、エラーがエラーを呼ぶとんでもねえ野郎なのかもしれません）

　このまま浜はま面づら仕し上あげを追うか、あるいは想定外の闖ちん入にゆう者しや、特に別の方向へと落下していったA.A.A.について報告へ戻るか。

『……うーむ、悩むのですう……』

　オールオアナッシング。

　契約の悪魔クリファパズル５４５、ご褒ほう美びかお仕置きかのまさに瀬せ戸と際ぎわであった。
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　エジプト、名も知れぬ夜のオアシス。

　水辺のほとりへ停とめられたキャンピングカーの中には、様々な機材が並べられていた。

　とは言っても、カエル顔の医者───いいや、今となってはその呼称にも意味はないのか───が一人で持ち歩けるカバンの容量には限りがある。そして驚くべき事に、彼のカバンの中にあったもの、その大半は医療器具ではなかった。もちろん骨を切ったり穴を空けたりする外科手術の道具の中には手回しのドリルやノコギリといったものもあるが、そういう『転用』ですらない。本当に、日曜大工の道具の精度を上げたような品々ばかりなのだ。

　魔術師アラン＝ベネット。

　またの名を仏門の僧侶スワミ＝マイトラナンダ。

『表』の歴史上ではロンドンにおいて阿片中毒により棒切れのような老人だったが、遠くセイロンでヨガを学びながら養生した結果、見違えるような健康体になったと聞く。……ブライスロードの戦いとは似ても似つかない格好なのも、ようはそういう話なのか。

　さて。

　アレイスター＝クロウリーはどこまで知っていながら幻想の引き金を引いたのだろう。

　あの『人間』は、クレバーであっても成功には恵まれない。従って、本当に殺す気で撃ったと黒猫の魔女は推測しているが。

「そこのコーヒーメイカー借りるよ？」

「はい？」

「冷凍庫に製氷皿はあるね？　ボウルに詰めてガラス管を通せば蒸留と凝固はやりたい放題。それからジューサーも遠心分離機にしよう。スチームオーブンは手を加えて煮しや沸ふつ消しよう毒どく器きに。哺乳瓶用のものでは小さすぎる。ブラックライト？　ようし電源側の出力をいじって紫外線消毒のおまけもつけよう。何か水槽のようなものは、そうだね、とりあえずこの収納ケースの隙間を接着剤で埋めて隔離作業台にするか。テレビは液晶型か、流石さすがにこのご時世ブラウン管が見つかるとも思わなかったが……ふうん、ホームシアター用のプロジェクタかあ。良いいモノがあるじゃあないか。分解して手を加えればオシログラフになるね？」

　次から次へと、であった。

　白衣の魔術師がテキパキと工具を操っていくと、そこらにあった生活用品や家電製品があっという間に精密医療器具へと化けていく。それぞれ『外』の世界では購入不能、学園都市の中であっても数千万から億の域まで達しかねない品々が、だ。

　この男、アラン＝ベネットは、きっと無人島であっても人を救える人間だ。

「手を動かしている間は思考を必要としないので、諸もろ々もろの確認をしておきたいのだけどね？」

「え、ええ。ようは、リリスには新しい肉の器が必要なのです。今のままでは不安定で、その命は遠からず尽きてしまうでしょう。そうならないように」

「肉の器、ねえ？」

「学園都市のクローン技術があれば可能なはずです」

「それは、本来生まれるべきでなかった命をこちらの都合で組み立てた挙げ句、やはりこちらの都合に任せて部品として一式使い潰すという意味でかな？　ふざけてんのか」

　言葉に奇妙な凄すご味みが増した。

　しかし一方で、ミナ＝メイザースはどこかホッとしている自分を自覚していた。カエル顔の医者、『冥途帰しヘヴンキヤンセラー』は正体を隠すための偽装だったのかもしれない。しかし一方で、危機に瀕ひんしたあらゆる命を見過ごせないとするその考えまでは噓うそではなかったのだ。

「倫理の話をしようか？」

　まるで出来の悪い教え子に改めて復習を解いていく老教師のような口振りだった。

　おそらくアレイスター＝クロウリーとて、無機物の相談役として据え置いたミナ＝メイザースにこんな視点で語りかける事はできないのではあるまいか。

「シンプルに細胞の複製や増殖と言っても種類がある。例えば、胚はいを使い潰すか、体細胞から始めるか。人の体を用いるか、ブタなど近似の構成を持つ動物を利用するか。色々ね？」

「……、」

「実際のところ、同じ細胞を増殖させるだけなら簡単なんだ。ここ最近、ＤＩＹバイオという言葉を耳にした事は？　バナナやジャガイモで作った培地を滅菌したガラス容器に詰め、スーパーで売っている挽ひき肉にくを乗せたら、後は適温で放っておけば勝手に増殖するくらいだからね。余計なカビや雑菌を排除するのが大変なんだ、あの実験は。細胞増殖それ自体はさほど苦労させられるものでもないよ？」

「……しかしそれはガン細胞と同じく、無秩序に増殖を繰り返すだけのミクロな肉塊でしょう」

「だよ？」

　あっさりと、であった。

　この魔術師は、現状の人類には不可能な技術を並べてしまう。

「よって、テロメアをコントロール下に置いてこのガン化プロセスを遮断する。これには反復配列TTAGGGに反応するある種の酵素を培養して一定量確保した上で複製元のサンプル細胞へ注入してやれば良いんだけど……ちょっと難しかったかな？　ざっくりまとめてしまえば、異質な細胞を後付けで正常な状態に戻してやれば良いのさ。この方法なら、体のどのような部位であってもガラス容器の中で製造できる。赤子を救うために別の赤子を使い潰すような悪行に手を染めなくてもね？」

　実は、学園都市には実例がある。『窓のないビル』で情報管理を行っていたミナ＝メイザースも触れる機会はあったはずだ。

　雲くも川かわ芹せり亜あ。

　学園都市統括理事会、その一角である貝かい積づみなる老人のブレイン。土つち御み門かど元もと春はるの復ふく讐しゆう劇げきに巻き込まれて片目を失った彼女は、よそに保存されているスペアパーツを使って自分の体の修復にかかっているのだ。

「そんなびっくりしなくても良いよ。現にテロメラーゼ酵素の注入実験によってある程度の老化現象を抑制する段階には来ているんだ。外にある普通の技術でもね？　それなら、学園都市の医師としてもう少し先にあるものを見せても不思議な話ではないだろう？」

「……こういう時、安易に希望へ飛び付かず悲観的な予測を並べてしまうのは私がシミュレータとして製造されたからかもしれませんが、馬鹿げている……」

「結果を見て修正すれば良いさ。それより遠心分離機任せたよ、モニタリング用に念のため二つ三つ計測機器を増やしておきたいんでね？」

　アラン＝ベネットはあっさり言うと、キャンピングカーの広い生活スペースから最前列の運転席側へと向かっていった。もちろん車が車として走るための機能までは奪えないが、こちらもまた余剰部品の宝庫だ。

　ふと、ソファベッドでくつろいでいたゴールデンレトリバーが身を起こし、アラン＝ベネットの方へとついていった。

　ミナ＝メイザースはその猫のような形状の耳が示す通り、音や声には敏感だ。

　よって、人工音声には出さず、筆談も避けて、医師の白衣へレーザーアートのように光の文字を直接映し出していた。




『おい、君は一体いつまで彼女を騙だまし続つづけるつもりかね？　そういう、純粋な心を弄もてあそぶのはあまりロマンがあるとは言えないな』




　ふっ、と。

　カエル顔の医者は薄く笑い、何か言おうとして、木き原はら脳のう幹かんの流儀に合わせた。彼の場合は両手の指先を使った手話だ。

『ミナ＝メイザースさんとやらは非常に警戒心が強い。そして僕はどこまで行っても医者なんだ、取っ組み合いなんて向いていないんだよ？　向こうが少しでも武器をチラつかせるような素振りを見せたら、迷わず事前指示に従え。そういう話だったのさ』

『それで開けゴマか？』

『そんな顔しないでほしいね？　アレイスターの書き置きにあった手順をそのままなぞっているだけなんだから。そもそも僕はアラン＝ベネットとやらが何者なのかも知らないよ？』

　ゴールデンレトリバーは呆あきれたように息を吐いて、

『君は、ロマンがない』

『医療の道に感動は不要だよ。そいつはせいぜい死を美化するのが関の山だ』

　ここだけは、いやにはっきりとした圧があった。

　言葉の圧とは、音量や声質の問題ではないのだ。

『しかし騙だまして扉を潜くぐったのは良いいが、あれでは詳しい説明を聞く事もできないだろう。何しろ、ミナ＝メイザース側は君の訳知り顔を見て、胸に抱えているものは全部分かってくれていると無邪気に信仰してしまっているのだから』

『そのいやに刺とげ々とげしいのもロマンかな。あるいは犬が猫に一ひと目め惚ぼれでもしたのかい？』

『貴様』

『悪かった』

　にゃあ、とカエル顔の医者の足元で鳴き声が一つ。なに？　餌ならやらんよ、という目で三毛猫がペットフードの皿からこちらへ視線を移している。

『君は、その、魔術だったかな？　そういうのが憎くて憎くて仕方がないという話を聞いていたんだけどね？』

『あらゆる魔術は根絶されるべきだ。科学という学問にわずかな隙も与えぬために』

　統括理事長アレイスターと共に戦った『木き原はら』。

　カエル顔の医者とはまた違った側面から、あの『人間』を支えた数少ない存在。

　その一つ。

『……だが目的を掲げれば何をやっても許されるというのも違う。唯ゆい一いつ君は極めて優れていたし、焚たきつけたのはある意味私自身でもあるのだが、結局そこを履き違えたまま突っ走ってしまったようだ。しかしこうして達観した素振りを見せている私も所詮「木き原はら」の一員、君のような救命者から見れば唾だ棄きすべき狂気と破壊の一族でしかないだろう。そしてそうだとしても、こちらにも譲れぬものがある』

『つかぬ事をお聞きするが、君はその、医療の道を志すつもりはないのかな？』

　それは、カエル顔の医者にとってどういう位置付けにある言葉なのだろう。

　しかしゴールデンレトリバーはこう返した。

『馬鹿げた話を。「木き原はら」が医学に手を出せば、病びよう理り君のようになるのがオチだよ。私は君のようにはなれない。どのような科学分野であっても例外なくグチャグチャにしてしまう。たとえ、救いから歩み始めた道であったとしても。唯ゆい一いつ君が私のためを想おもって、実際に取った行動を見直してみろ。それが「木き原はら」なのさ』

　ふむ、とカエル顔の医者は何か考え込んだようだった。

　そこだけ音として漏れたからか、離れた場所で手作り遠心分離機の面倒を見ていたミナ＝メイザースのネコミミがぴくんと震える。腰の後ろから伸びた尻尾しつぽも、興味を示すようにゆっくりと持ち上がっていった。

　尻尾しつぽの動かし方が違うゴールデンレトリバーもまたその鼻や耳で注意を払いながら、

『……で、どうするのだ』

『まあ、確かに原罪なき魂とか生命力とか魔術師なんて言葉をポンポン持ち出されてもサッパリなんだけど、ようは言葉の変換だろう？　記憶、人格、無自覚の反射や反応のパターンまで……人間のパーソナリティを丸ごと別の体へ引っ越しさせる技術があれば良い。シンプルに考えれば良いのさ、やってやれない話でもないしね？』

　ぱたっ、と。

　ゴールデンレトリバーの尻尾しつぽが力なく床に垂れた。

『君はその、あれだな』

『何か？』

『もはや絶対ないと分かっているのだが、それでも時折こう考えてしまう。目の前にいるこの男、あるいは本当にアラン＝ベネットなのではあるまいかと』

『敵を騙だますには何とやらなんだけど、まあ、医師はこういうのが得意なんだよ？』

『……、』

『プラシーボ効果もあながち馬鹿にできない。きちんと渡したはずの処方薬がその通りに効かないでは困るんだ。よって、患者の不安をきちんと払ふつ拭しよくするのも僕達の仕事だからね？』

　それで『木き原はら』の中でも頂点に近い位置にいるゴールデンレトリバーを丸まる吞のみしようというのだから、やはりこの医者もまた規格外の領域に立っている。




　　　　５




「気づかれた」

　ロンドン、古いアパートメントの埃ほこりだらけの一室で、銀の少女は唐突に呟つぶやいた。

　何かしらのヒントを得た。

　そんな素振りだったはずなのに、それまでの流れを全部断ち切って、だ。

　何かが迫りつつあった。

　いいや、すでに次のフェイズに突入していた。

「ネッタ＝フォルナリオに、イスラエル＝リガルディか。舞台演劇で言うなら前座、いくつか斥候の影がチラついているが、ああいうのに嚙かみ付ついてもこちらの手の内を明かすだけだ。どのみち全体で大きな演目なのだ、場所を変えて本命ド真ん中に対応しよう」

「おっ、おい。何をどうするんだよっ？」

「決まっている。サミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザース。ヤツの出鼻を挫くじいてやるのさ」

　統括理事長アレイスターはもはや窓辺へ視線も投げなかった。

　パチンと指を鳴らして、

「一方通行アクセラレータ、辺りを漂う埃ほこりの流れから空気について読み取ってみろ。皮膚表面のベクトルから始めるよりも計算が楽になるぞ」




　ゴッッッ!!!!!!　と。




　いきなり不可視の打撃が屋内空間を突き抜け、窓を叩たたき割わって、その外でトカゲかイモリのように張り付いていた黒髪二本三つ編みの女の影が通りの反対側までぶっ飛ばされていった。くすんで黒く変色した銀のアクセサリーが砕けて散らばっていく。

　可能な限りは温存。

　首筋の電極のスイッチを指で弾はじいた第一位は怪け訝げんな顔をして、

「……俺の手札を増やしてどォすンだオマエ」

「少なくとも、私を殺す事だけ考えていれば良い君の知った事ではないだろう？」

　むしろ一番驚いたのはうっかり見送っちゃった上かみ条じよう当とう麻まであった。

「お前さんああいうのに嚙かみ付ついてもどうのこうの言ってなかったか!?」

「済まない説明が足りなかったかな？　私は一秒前に自分で言った約束を忘れてしまう『人間』なのだ、何しろ倫理が壊れているのでな」

「このう○こジジィ!!」

「経緯はやや変則的だが分類的にはロリババアだろう？　これでも一応ナンチャッテじゃない、一〇〇年寝かせた本格派だぞ」

　しかし何をどう言ったところで状況は始まってしまった。

　世界最大の魔術結社『黄金』との接触、衝突。

　こうなると、科学サイドに立つ上かみ条じようや一方通行アクセラレータもアレイスターについていって部屋から廊下へ出るしかない。これで行き先が崖っぷちだったら本気で蹴落としてやろうとツンツン頭がやさぐれる。

（だけどまあ）

　上かみ条じようはそっと考える。

　そろそろ付き合い方が分かってきたが、素直に褒めるとアレイスターはどこまでも突き抜けてしまう。罵ののしる時より扱いに注意が必要なのだ。

　……それにしてもあの連中、さっきのあれで致命傷を与えたとは想像しにくいが、一方で、ウェストミンスター寺院の墓地で激突したメイザースとは違って脅おびえるだけではなくなったようだ。少しでも上かみ条じよう達たちが孤独な魔術師の支えになっていれば良いものだが……。

「存外薄っぺらいな。貴様の恐怖政治では拭えぬ評価もあるらしい」

　いちいち階段を降りて裏口から外へ逃げ出し、返り討ちのための奇襲スポットで息を潜めるような暇はなかった。

　その階段の方から、ごづっ……という革靴らしき重たい足音があったのだ。

　わざと鳴らして居場所を知らせたとしか思えなかった。

　翻ひるがえる外がい套とう。

　威風堂々とした揺るぎなき筋骨。

　その目鼻立ち。

　認識した瞬間、一瞬でアレイスターが沸騰する。

「メぇイザぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁース!!!!!!」

「寒にして乾、続けて寒にして湿」

　超常、躊ちゆう躇ちよなし。

　ぐいっと銀の少女が一方通行アクセラレータすら押しのけて前へ出た。

　最強だがそれ故にストレート過ぎる第一位の火力ではなく、もっと姑こ息そくで悪辣な搦からめ手てが必要な場面だと判断したからか。

　あるいはもうこれ以上、自分の側に立つ者を『黄金』の長に奪われたくないと思ってくれたのか。

　激情に埋め尽くされた銀の少女に対し、こちらもまた、有象無象の部下などお構いなしに自ら最前線へ踏み込んできたメイザースの周囲で青い杯と緑の盤が躍っていた。

　ざらり、と。

　ざらざらざらざら、という細かい音の連鎖は、寄せては返す波のものと良く似ている。

「大地の繁栄は転じて腐敗と化す。いでよ、広がれ、この一つ。全てを腐らせその内より産うぶ声ごえを上げる悪魔の王よ」

　足元に散らばるのは、何の変哲もないモノだった。

　硬く小さな豆だ。

　そういえば舞台演劇などでは小豆あずきを入れたザルを左右に揺さぶるという、古典的な音響演出があったか。

　しかし。

　メイザースの足元に散らばったそれらはあっという間にどす黒く変色していく。うぞうぞと蠢うごめき、粘ついた糸を吐いて、互いが互いを連結させていく。

　集団で動く魔術とはまた違う。いうなれば、これはメイザースの独演。

　そして力ある言葉が出た。




「すなわち『蠅の王ベルゼビユート』。我が前に立つ不遜の輩やからへ正当なる粛清を」




　ばづんっ!!　と。

　むしろ、走り込もうとしていたアレイスターの左胸から黒い糸が大量に噴き出した。

　名前、であった。

　床に散らばった無数の豆は粘ついた黒々とした腐敗物を繫つなぎ合あわせ、大いなる負の力を持つ名前と犠牲者の名前を『黄金』の主の足元で結びつけて大きく描いていったのだ。

「が……」

　まるでぬめりだらけの排水口にごっそり溜たまった女の長い黒髪。不浄も不浄。それが、アレイスターの心臓と言わず動脈静脈と言わず、その肋ろつ骨こつの内側をびっしりと埋め尽くしているのだ。ことここにきて、科学など関係ない。メイザースの魔術は全てを塗り潰す。

　即座に人を殺す類たぐいのものではない。

　それでは、意味がない。

「……は？」

　そもそもはブライスロードの戦いの渦中において、横暴が過ぎるメイザースに対し二つに裂けた『黄金』系魔術師を遠隔地より一つ一つ丁寧に叩たたいて潰していった恐怖そのものなのだ。メイザースは、ただアレイスターの起こした争乱に吞まれただけではない。あれだけは喰くらいたくないと考えた魔術師達が、あろう事か目の前の敵よりも誰が戦いを始めたのだと互いに責任を追及していく内に空中分解してしまったという伝説を持つ一撃である。

「久しぶりの味はどうだ、若輩」

「……ッ!?」

「恐怖とは、諦めて受け入れてしまえば甘美なものだろう。ありとあらゆる神話宗教の神が一度は必ず武力を人へ突き付けるのと同じように」

　体よりも先に、心を折る。

　走り込む途中でガクンと失速して膝から廊下へ崩れ落ちそうになったアレイスターの細い首を、メイザースは片手で摑つかみ取とった。そのまま腕一本で吊つり上あげてしまう。

　呆ほうけている場合ではなかった。

　アレイスターもメイザースも殺しの速度が速過ぎる。

　今さらのように上かみ条じようは叫ぶしかない。

　ウェストミンスター寺院の墓地であれだけの頑丈ぶりを見せたメイザースへ、いきなりこちらの拳が通るとは限らない。そして首を摑つかまれたアレイスターには時間がない。当たり前の窒息で当たり前に死んでしまいかねない。

「一方通行アクセラレータ、床だ!!」

「温にして乾」

「うるせえ良いいからやれェェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」

　ゴッ!!　と。

　沈み込んだのはメイザース側ではなく、上かみ条じようや一方通行アクセラレータの足元だった。

　床が半径一メートルほど真下へ陥没する。

　まるで水面へ沈むサメのように、二人は揃そろって下の階層へと落ちていく。

　直線的な廊下を目一杯埋め尽くすような炎の大洪水が、ギリギリのところで獲物を喰くいそびれてしまう。腕一本で銀の少女を宙ちゆう吊づりにしたまま、マフラーをたなびかせるメイザースはわずかに面白がるような口振りになった。

「なるほど」

　かんカカン!!　と、そうしている間にもメイザースの周囲では四種の象徴シンボリツク武器ウエポンが飛び回り、互いが互いを楽器のように打ち鳴らしていた。

　即座に配置が変わる。

「温にして湿」

　烈風に外がい套とうやマフラーが躍る。その圧縮空気でできた透明なブレードは、アパートメントの地上・基礎部分まで一振りで真っ二つに破断させていた。

　しかし間に一枚、だ。

　床面を挟んだ事で、ほんのわずかに軌道がブレる。精度に問題が発生する。景色がズレ、亀裂が広がり、そしてすぐ真下の階層にある同じような廊下では、絶命からたった数センチの位置でギリギリ回避に成功した上かみ条じよう当とう麻まがメイザースを指差していた。

「ぶっ飛べ!!」

　今度の今度こそ、であった。

　学園都市製の少年達の方から頭上の障害物をぶち抜き、一方通行アクセラレータが足元からメイザースへと襲いかかる。それが致命傷になるかは分からない。しかし床が崩れれば下に落ち、あの幻想殺しイマジンブレイカーの射程に収まるという事実は捨て置けない。科学サイドでどういう扱いを受けてきたかは知らない。しかしその本質は、一度はメイザースを殺したはずの、世界最大の魔術結社『黄金』にとっても秘蔵となる究極の追つい儺な霊れい装そうと同一の力の塊である。別の形で少年の右手に宿り、学園都市によって何かしらの『計画プラン』に組み込まれていたモノ。自分の死因と直結するからこそ、無視などできようはずもない。

　だが。

　それでも、だ。

「ふん」




　ドゴァッッッ!!!!!!　と。

　むしろメイザースの方から、打撃を受けて膨らみかけた床面を革靴のカカトで踏み潰す。




　まるでどうしようもないもぐら叩たたきだった。あの、学園都市の第一位が、だ。四種の元素さえ完全に御せば、ただ『黄金』の長の足、のメイザースの重さだけで撃墜できるのか。

　しかし、その一瞬。

　わずかにメイザースの視線が動いた瞬間を狙って、

「シッ!!」

　短く息を吐いたアレイスターが、腕一本で宙ちゆう吊づりにされたまま即座に右膝を突き上げた。重く鋭い膝蹴りがマフラーに隠れたメイザースの顎を打ち据えたはずだが、男はもはや微動だにしなかった。鍛えようのない急所を打ち抜かれたまま、構わずそのままジロリと睨にらみ返かえす。

「……このメイザースが直々に出向いてやっているのだ。よもや、この程度で終わりなどとは言わないでくれよ」

「ははっ」

　むしろ銀の少女は笑っていた。

　そう。その『人間』は、失敗を恐れない。

「なるほど、なるほど。そういう理屈か。やはり猫は何度でも気が済むまで殺してみるものらしい。ウェストミンスターの墓地から気になる事ではあったんだが、なるほどなあ」

「……、」

「ダイアン＝フォーチュンだ」

　死に行く者の答え合わせ。

　ダイイングメッセージのようなやり取りがあった。

「まあこれについてはイスラエル＝リガルディでもネッタ＝フォルナリオでも構わないんだがね。それでも個人的には気づきのきっかけはやはりフォーチュンだったと言わざるを得ない。暴あばくぞ、その秘密。半不死ならウェストコット一人で十分だ」

「貴様の陳腐な感性が一度はこの俺から『黄金』を奪った。よって、心臓から汚染して全身の血管へ汚濁と病原を行き渡らせてのた打ち回らせながら殺すと決めている。その間、何をするか決めておいた方が良いいぞ。『霊的蹴たぐり』？　『衝撃の杖ブラステイングロツド』？　あるいはここにきてもう一度聖守護天使エイワスか。何を持ち出そうが、この俺から逃れる事は叶かなわない。クロウリーはクロウリーで、メイザースはメイザースなのだから」

「馬鹿が。私は私が作った一〇〇年に命を預けるよ。すなわち、科学。とはいえ、今まではショッピングセンターで材料をかき集めた程度の間に合わせだったがね」

　折れない。

　銀の少女は、ウェストミンスター寺院の墓地で一人震えていた頃とは違う。

　不快に片目だけ細めるメイザースに向け、さらに言葉が続く。

「……本当は、これもまた反則の一つなんだ。みすみすコロンゾンに地球人類を明け渡す死期を早めるようなものだからな。しかし文句は言いっこナシだメイザース。私がどんな人間かを本当に理解しているのであれば、いちいちこんな事では怒らないでおくれ」

　そこでダムが決壊したらしい。メイザースは外がい套とうやマフラーをたなびかせ、ぐるりと体を回して、首を摑つかんだままのアレイスターを背中から近くの壁に叩たたきつけた。

　まず轟ごう音おんがあり、肺から直接酸素を搾り出された空気が締め上げられた首の辺りで行き場を失う奇怪な音が不気味に後を追う。

「まだ折れないか」

「好きなだけ楽しむと良いい。短気で癇かん癪しやく持もち。無理な事など頼まない、貴様に我慢などという高度で複雑な精神活動など期待もしとらんよ」

　さらにメイザースの腕が唸うなりを上げた。今度は高低差のある硬い床へ叩たたきつけるつもりか。格闘技のリングの上ではないのだ。最悪、背骨も肋ろつ骨こつも全部砕けて臓器に突き刺さるかもしれない。

　しかし。

　あろう事か、だ。

　ここにきて、宙ちゆう吊づりで酸欠状態に陥ったアレイスターが取り出したのは、カードサイズの精密機器だった。どこにでも売っているようなスマートフォンである。

　目に見えて失望の色が全面に広がっていくメイザースだったが、おそらく彼は真意を理解していない。

　直後にアレイスターはこう宣告したのだ。




「ロック解除。学園都市はその全機能を取り戻す」




　屋内だというのに、だ。

　その時、メイザースは確かに頭の上から一直線に降り注ぐ強烈な閃せん光こうを知覚していた。全てを貫き破壊する光の正体は、

「くだらんなあ若輩、宇宙からの空爆如ごときでこのメイザースを焼けるとでも思ったか!?」

　ドッ!!　と。

　伸ばした右腕の先で吊つるされていたアレイスターの鼻先を掠かすめるような格好で、強烈極まる閃せん光こうは確かにメイザースへ直撃した。にも拘かかわらずその声も、得体のしれない圧力も、決して衰える事を知らなかった。火、水、風、土、四つの象徴シンボリツク武器ウエポン。今日の魔術師なら誰でも持っているような品でも、扱い次第でここまでできる。

　そして、だ。

「阿あ呆ほう」

　あまりにもあっさりとした。

　銀の少女からの声があった。

「成果物はそこにあるのだ。誰が衛えい星せい兵へい器き如ごときで満足するとでも？」

　今さら気づいてももう遅い。

　衛星軌道上から放たれた光学攻撃は上から下へと一直線に落ちていったのだ。ついさっき、メイザース自身が踏みつけて迎撃した学園都市第一位、一方通行アクセラレータは果たしてどこにいる？




「反射に集束。学園都市の真髄を浴びてもがき苦しむが良いい、俗物」




　ガカァッッッ!!!!!!　と。

　それこそ天に反逆するような勢いで、先にも増した一撃が下から上へと突き抜けた。真正面から衛星兵器を浴びた第一位が、それを倍加する勢いで跳ね返したのだ。

　そこで何かが飽和し、ある一線を越えた。

　空中でビタリと静止した四つの得物の内、風の短剣がピンでも外れたように弾はじかれる。

　初めて、であった。

　サミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザース。

　その顔色に変化があった。魔女の帽子の奥から覗くのは負の表情だが、不快なものを見るのとはまた違う。わずか、ほんのわずかではあるのだが、痛みを知覚するような歪ゆがみであった。

　光の中で何かが焼けていく。魔女の帽子や外がい套とう、首元のマフラー、そしてその男がこよなく愛したスコットランド式の軍服が焼け焦げ、あらゆる傷を受け付けなかった肌もまた変色していく。崩れる。何が？　メイザースという絶壁、その輪郭がだ。

　そして。

　そして。

　そして。

　その時、アレイスター＝クロウリーの視界の端でひらりと躍ったのは……。




　　　　６




『黄金』の魔術師、ダイアン＝フォーチュン。再覚醒の時であった。

「あらあら、何やら起きてしまったようね娘ニヤン々ニヤン。……せめて手当てが終わるまで意識が落ちていれば、くっくっくっ、消毒液の沁しみる余計な痛みも味わわなかったでしょうに……」

「せーまーいーネフテュス。オイこのさっきからぐいぐい押し付けてくるえらく攻撃的なの誰の尻の肉だ、嚙かむぞ!!」

　ぎゃあーっ!!　と四駆の中で耳をつんざく悲鳴が炸さく裂れつした。

　包帯やら消毒液やらピンセットやら、救急箱というほど大おお袈げ裟さではないプラスチックの箱の中身がぽんぽん飛び交う。元はと言えば盗んだ四駆の後部、荷物入れのスペースにレンチや水没時の窓割りハンマーなどと一緒に置いてあったものだ。

　流石さすがに後部座席と言っても、化け物三人も詰めたら窮屈に感じられるらしい。

　四六時中衛星から睨にらまれていた学園都市で暮らしていた関係か、浜はま面づらには何となく逃げ隠れている時は橋の下や地下駐車場など、とにかく頭上を塞げる場所に車を置いてしまう癖があった。今回の場合は、通りの横にある街路樹の下。しかしそもそも『逃げ隠れる時』が癖づいている時点で彼の人生設計には多大な問題がありそうなものだが。

　さておき、

「（……８＝３相当、いいえそれ以上!?　あんなものお飾りの位階であって現実には存在しないんじゃなかったの!!）」

「ぬはははは恐れ敬うが良いいわ、イシスだのオシリスだの怒られないと思って好き放題並べている貴女あなた達たち。そいつらの隣に立っているのが、というかもはや同一視されているのがこの私なのよどうもこんばんは生ネフテュスですよろしくね」

「ぎゃああーっ!!」

　そろそろ不安になってきた。

　なんか、こう、全力で叫ぶのって頭の血管的によろしくなかったような？　含蓄があるんだかどうだかもはっきりしない都市伝説級の豆知識が不良少年の頭の中で乱舞する。

　浜はま面づらは運転席から身をひねって後ろへ振り返りながら、

「おいっ、その子怪け我が人にんなんだろ？　あんまり無茶して興奮させんなって！」

「あら。ダイアン＝フォーチュンの手当ては任せてくれるって話だったでしょう？　まあ彼女なら黙っていても勝手に対処しそうなものではあるけれど」

「ふぉーちゅん？　そりゃあれだけの怪け我がだから流石さすがに門外漢だし、お前そういうの得意そうな包帯女だし、何より女の子だろ。俺の手でほらあんまり服を脱がせるとかそういうのまずそうだし」

「おやおやボーイその割にはルームミラーでチラチラ見てなかった頻繁にさあ？」

　ミニチャイナが余計な神託を放ったばっかりに助手席から本気の拳が飛んできた。そう、基本的には無表情が可愛かわいいウサギちゃん系なのだがこの滝たき壺つぼ理り后こう、やる時は無のまんまやるのだ。運転席側、サイドの窓ガラスに顔面を押し付けられて大変不細工になったヒーロー（？）はなおも語る。

「ぶごえっおぶあ。ち、違うんですあなたのおっぱいが一番なの。待って待て待て圧の力でガラスがみりみり鳴ってるこれ照れ隠しなの本気の怒りなのどっちなの!?　というか誰か全体的に何がどうなってるのか説明して!!」

「別に優先順位がある訳ではないのよ」

　全身包帯のネフテュスは片目を瞑つぶる。

　英語に日本語に忙しい神様達だが、今は浜はま面づらに話しかけるため日本語だ。逆に言えば、だいあん？　とかいう少女にとっては『何を話しているか分からないが、とにかく自分がまな板に載っている』状態なのだろう。軽めに涙目、小刻みに震えていた。

　構わず褐色美人が続けるには、

「『魔神』は魔術を突き詰め過ぎて人間の領域から飛び出しちゃった存在。でも『黄金』の連中は人の域に留とどまったまま『魔神』の力さえ己の術式に組み込んで行使する。どちらがどちらを一方的に踏みつけられるか、という話ではないわ。騙だまし騙だまされ出し抜き合って裏切りまくる。ちょっとでも気を緩めた方が喰くわれるといったところかしらね」

「ま、普通に考えれば道を究めた『魔神』が途上にいる魔術師に知識の面で出し抜かれるはずないんだけどねー。この辺はほら、『黄金』ってまともな連中じゃないから。ポーカーでたとえてみれば良いんじゃない？　最弱の二だって、四枚全部集めれば立派なフォーカードになるでしょ。集団の妙、相乗効果。もちろん針の穴を通すようなものなんだけど、でも使い方次第じゃ割と最強に近いトコまで届く可能性あるんじゃね？　ってハナシ。キングやエースだけが勝ち負けを決める訳じゃないのよー」

「あのアレイスターだって独学で『魔神』ゾンビや僧そう正じようを消滅させたんだもの。同格、オリジナルの『黄金』を名乗るならこの私達が慌てふためいて我を忘れるくらいの事はやってもらわないとねえ」

「ねー？」

「娘ニヤン々ニヤン」

「……えと、人がせっかく全力の笑顔で流そうとしてんのにわざわざ繰り返し念押しモードでそこつつくとか鬼じゃねネフテュス。いやーその節はどうもどうも、ぶり返してきたぞあの時の恥ずかし成分が。わたしなんか声高らかに叫んでなかったっけ学園都市吹っ飛ばすとかおーるおっけーとか……」

「まさかの上かみ里さとフィーバー発生で全部不発に終わったものねえ？　ねー？」

「ひぐう!?」

　大きな声に、むしろ赤毛に白いヴェールのダイアン＝フォーチュンの方がびくーん!!　と飛び上がっていた。血色の悪いミニチャイナは全体的に配慮が足りない。

「も、もしかしてわたしが腹を切るトコ見たいのかねネフテュス？？？」

「ええー、何でそこで唐突に和の話に？　日本残酷話は僧そう正じようのテリトリーでしょう。そういうのすごく萎える、上下で色の揃そろっていない下着を押し付けられるみたいにもどかしいわ。せっかくならきちんと統一してすっきりさせましょうよ、中国的なアメージング文化なら私ぃー凌りよう遅ちか炮ほう烙らくが見てみたーい☆」

「ほんとの悪魔かあんた!?　ヘイ運転席や助手席でキョトンとしている無む垢くなベイビー達、こんなの絶対検索すんなよ!!　凌りよう辱じよくの凌の字に何となく心を引っ張られてものは試しなんて軽い気持ちで検索ボタン押したらホントにマジでろくでもない目に遭うぞ。これ娘ニヤン々ニヤンお姉ちゃんとの約束だかんな!?」

「もう答え言っちゃうけど凌りよう遅ちは刃物使って罪人を『生きたまま』じっくり時間をかけてバラバラにする公開処刑よ検索すんな」

「……旅行者が手足切られて見世物にされる都市伝説のニホンダルマは偏見が生んだ根も葉もない話だけど、ひょっとすると作り話の素材はこの辺りにあるかもな。ガタガタ……」

　娘ニヤン々ニヤン以上にがくがく震えてほとんど目を回しそうになっているのはもちろんフォーチュンだった。もしかするとリョーチ、ホーラクはパチンコやケイリンのような世界共通語と化しているのかもしれない。本当に、これから酷い目に遭わされるとか超ド級の勘違いをしていなければよいのだが……。

「あら娘ニヤン々ニヤン、流血のない土地なんてどこにもないわよ？　貴女あなたがハラキリとか何とか言ってつまみ食いしかけた日本にだって六所斬りなんていう刑罰があったのだし。みんな尊敬のマナザシ欧米なら当たり前ですよの話なら、ラックという『体が千切れるまで手足を引き延ばす』器具もあったかしら。誰でも、普通に、思いつく。世界に蔓まん延えんする人間ってとっても残酷よね？」

「ぎゃああああ!?　さっきから何か様子がおかしいと思ったらネフテュスの中にある変なスイッチが入ってるうーっ!!」

「ちょっと！　お前の叫び声にびっくりしてフォーチュン気絶してねえか!?」

「ありゃ艶なまめかしい。トランス体質って難儀だよね。おーい起ーきーろーっ」

　後部座席のシートに深く身を沈め、半はん端ぱにお尻がずり落ちたままびくんびくん痙けい攣れんしているフォーチュンに娘ニヤン々ニヤンが何かしていた。元々足首まで派手な色のストッキングで覆ったふわふわドレスは露出も少ないが、それでもおでこや首回りに濡ぬれティッシュを巻き付けているようだ。太い血管を冷やして刺激を与えるためらしい。こういう所は妙に庶民派というか、民間療法じみていた。

　ミニチャイナは派手な身振りを浜はま面づらへ見せつけて、

「こんなのじゃダメだ。ボーイ、ちょっとネギ持ってこい！　尻から突っ込んでやる、これは大手術になるぞう」

「はびはあ!?　危ねっ、今なんかわたしの危機が今ァーっ!?」

　恐るべき第六感が働いたのか、言葉も分からず意識も落ちていたはずのダイアン＝フォーチュンが何かそういう罠わなみたいに飛び起きた。勢い余ってスカートからドロワーズがチラリ、さらに包帯美女ネフテュスの大きな胸へ顔から突っ込んでいる。

　ネフテュスは特に嫌がるでもなく、小さな子供でもあやすようにフォーチュンのショートの後頭部を撫なでながら、

「これらに限らず、指紋や遺伝子がものを言う科学捜査が普及する前から文明が根付いていて、なおかつ民衆の大多数が死を忌避する立地では拷問と処刑の奇妙な積み重ねは必ずついて回るものよ。つまり世界のほぼ全域。かくいう古代エジプトだって笑えないぞう。何しろ砂漠という厳しい自然環境と、あれだけ高度な道具製造・石工建築の腕があったんだもの。一説によると、世界で初めて拷問に縄と縛りを取り入れた文明らしいしね？」

「がぼぼがぼ」

「ネフテュス、またフォーチュンが痙けい攣れん始めてる。早くそのやわらか底なし沼から解放してあげないと窒息しちゃうんじゃない？」

「あら？」

　なんか説明して勝手に照れ始め、心なしか娘ニヤン々ニヤンのお肌の血色が良くなってきて、しまいには世界残酷劇場へ盛大に脱線していったものの、そもそも浜はま面づら仕し上あげは魔術のまの字も知らねえド素人しろうとであった。神様がどうした金色がどうなったとか訳知り顔で言われたところで基本がないからサッパリである。……ナントカバードウェイからビンタ混じりで特別授業をしてもらった気もするが、ド級の馬鹿はお勉強しているのに全部忘れちゃうから馬鹿なのだ。あとバードウェイがタイトスカートと黒のストッキングと下着の線が見えちゃう白ブラウス（ボタン二つ外し）とインテリメガネの大変良く似合う美貌と巨乳を持て余したパーフェクト金髪女教師じゃないのがまずかった。忘れる。

　なので何でもさっさと答えを知りたがるネットのネタバレ世代（？）はもはやこう言うしかなかった。

「簡潔に、分かりやすく」

　質問に対し、褐色美人はずぼりと豊かな谷間からダイアン＝フォーチュンの小さな顔を引っこ抜きつつ、

「ダイアン＝フォーチュンは私達に嚙かみつけるかもしれない。だけど私達もダイアン＝フォーチュンを喰くい散ちらかせるかもしれない。元気ビンビン欲求不満な私達は二人がかりで、一人ぼっちで左右がっちり挟まれちゃっているダイアン＝フォーチュンはボロボロ傷だらけ。クエスチョン、さあ有利なのはどっち？」

　ははあ、なるほどねー、と浜はま面づらはとにかく頷うなずいた。

　注意しなくてはならないのは、これはあくまで『魔神』とやらの、身内びいきの意見だ。『黄金』とかいう別のグループから有利不利の話を聞けば全く違った話が出てくるかもしれない。

　その上でだ。

　大きな声にびっくりして気絶。ネギ未遂からの底なし沼と踏んだり蹴ったりでふらふらしているふわふわドレスの少女を労いたわる気持ちで浜はま面づらは叫ぶ。

「何のこっちゃ分からんが嚙かみ付つくとか喰くい散ちらかすとか怪我人相手に物騒な事言ってんなよ！　それでか助けたはずのそのフォーチュンとかいう子がさっきから猛獣と同じ檻おりに入れられた子鹿みたいになってんのは!?　やめてあげなさいよ可哀かわい想そうにこんな脅おびえて!!」

「ばっ」

　助けに回ったはずだった。

　しかしそれがかえってプライドに障さわる事もあるらしい。

　英語の叫びがあった。

「馬鹿にしない事ねこのダイアン＝フォーチュンをッッッ!!」

　ぶわりと黒い箱を浮かばせ、歯を剝むき出だしにして吼ほえるふわふわドレスの少女。

　対して至近にいた娘ニヤン々ニヤンが、奇妙なまでに瞳を皿のように大きくして『黄金』の魔術師を観察していた。そのまま彼女は無の表情で言う。

「ふうん、良いけど」

「なっ……」

「ヒキの強さでここまで上り詰めたんだっけ？　その箱、中に突っ込んだ術式が『伝言ゲームの変遷・混こん淆こう』でどう化けるか仕掛けた本人さえも分からなくなる、敵方の作戦や戦術を崩して運任せのランダム対決……つまり地力の勝負に持ち込むための自己情報無限循環霊装アーキタイププロセツサーらしいけどさあ。純粋な運気のせめぎ合いで神様に勝てると思ってんだ？　人間に毛が生えた程度の存在が」

　白いヴェールがたなびくダイアン＝フォーチュンの額に嫌な汗が浮かぶ。

　今さらながら気づいたのかもしれない。

　イスラエル＝リガルディでもネッタ＝フォルナリオでも良いい。この『魔神』どもが他の『黄金』とぶつかった場合、勝負の行方は誰にも分からない。だがダイアン＝フォーチュンに限り、知略や殴り合いではなく確率勝負で戦わなくてはならなくなる。このロシアンルーレットは始めてしまったら最後、初手の一発目で必ず弾はじける非常につまらない死闘になるのだと。

　一方、吞のん気きにネフテュスが口を挟んできた。

「あらあら、何を言っているの娘ニヤン々ニヤン。それではたとえになっていないわ、人間は元々毛が生えているものでしょう。まったく、下の毛も生はえ揃そろっていない小娘でもあるまいに」

「えっ。……した、の……？」

「え？　何よその真犯人を目撃しちゃったような衝撃顔は？？？」

　頂上存在の間で変な沈黙があった。

　下手すりゃ一〇〇〇年単位の時を生きるミニチャイナの『魔神』娘ニヤン々ニヤン、ここにきて全く余計な疑惑が浮上。

　きちんと揃そろっている人は放っておいて、

「というか『黄金』系って事はカバラを下地にして、エジプト神話、ギリシャ神話辺り、タロットやエノクその他諸々も組み合わせて、共通する神の記号や光の象徴を抽出して本質に迫る術式群を揃そろえているはずでしょう。基本にして真髄、０＝０儀礼における大三角の一角インペレーター・ネフテュス。……まさかと思うけれど、貴女あなたのそれ、本式エジプト神格の私にそのままぶつけて何とかなるほど甘い見積もりはしていないわよね？　エイワスなんて存在を持ち出して最後の審判は一九〇四年に終わったなどと勝手にのたまう、アレイスター＝クロウリー並の大アレンジでもしない限り、運がどうとかそんな次元の話ですらないのだけれど」

「えと」

　いっそ困ったような声があった。

　これが大勢が集まった舞台演劇のような儀式魔術なら人の配置を変える事で短所を補ってもらえたかもしれないが、独演の場合はいったん躓つまずくとリカバリーが難しい。

　一方、にっこり笑ってネフテュスは大きな胸の前で両手を合わせた。まるで何かのおねだりでもしているような仕草だ。

　まだクロウリーが参入する前、最初期『黄金』のきっかけとなった暗号文書と格闘したメイザースなら『泣き女』の神格を迂う回かいした舞台演劇を即興で新設できるかもしれない。同じく暗号文書と関わりのある半不死のウェストコットならそもそも見た目のダメージなど気にせず、自らの筋骨を抉えぐり取とる悲惨な傷口から自分の術式の不備を割り出しにかかったかもしれない。

　だが、ダイアン＝フォーチュンならどうだ。

　他の魔術師でも『魔神』でも良い。だけどこの包帯女だけは決定的に食べ合わせがまずい。

　そのまま、保母さんみたいに優しい声で、褐色美人はこう尋ねる。

　短く。

　簡潔に。

　かの冥界神オシリスと紐ひもづけられた、すなわち死と落涙と悲ひ愴そう感かんに直結した女性神格が。

「死にたいの？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　ぽてっ、と。

　一度は宙に浮かんだ黒い箱が、ダイアン＝フォーチュンの手の上へ落ちてきてしまった。

　なんか知らんが勝負あったらしい、と浜はま面づらは考えた。

　元々門外漢なのに、しかも最後の方は英語で展開された。もう馬鹿にはついていけない。

「結局何がどういう事？　被害者なの、加害者なの。その子どこまで送り届けりゃ良いいんだよ？？？」

「あらジェントル。だけど拾った者の特権として、もう少し詳しいお話を聞いてみてからでも遅くはないと思うわよ。……ほんと、こんなにあっさり退いてくれる『黄金』なんて彼女くらいのものではないかしら。特に今の連中なら、半身くらい吹っ飛ばされても平然と神に挑んできそうではあるのだし」

　そして娘ニヤン々ニヤンが絶対に言ってはならない言葉でまとめた。

　禁句である。

「……ふっ、ヤツはウェストコットやメイザースらと比べれば『黄金』の中でも新参のひよっこ。ご安心なされよ、たかだか戦闘員Ａが削り取られた程度で揺らぐ『黄金』ではございませぬ!!」

「なんかいつの間にやらあの子加害者側に立ってる気がするけど俺女の子が屈辱で泣くトコ見たくないからやめてあげてっ!!」

　ギン!!　と何な故ぜだか浜はま面づらの方が目尻に涙つきで睨にらまれてしまった。

　ひょっとするとダイアン＝フォーチュン、悪意を向けられるより慰められるとダメージ受けて泣いちゃう種類の人間なのかもしれない。

　そっと、呆あきれたように息を吐いたのは助手席の滝たき壺つぼだった。

　彼女は英語でこう告げた。

「別にあなたの心の中をどうこうしようなんて考えないけど、最低限の礼は尽くして」

「？」

「はまづらは危険を冒して、道路に倒れていたあなたを拾った。感謝すべきでは？」

　……。

　……。

　……。

「きっ」

　しばしの沈黙を挟んで、であった。

　ダイアン＝フォーチュンの喉が不自然に蠕ぜん動どうしたのち、

「きゅううううううううう───────────────────ぶくぶくぶく……☆」

　ふっ、と。

　今度の今度こそ、ふわふわドレスの少女が真後ろへ倒れ込むように意識を落としてしまった。

「オイちょっと待て!!　俺にだっこされるのそんなに嫌だったのかよう!?」

「ネギが足りなかったんじゃね？」




　　　　７




　焼けた。

　焼け焦げて、吹っ飛んだ。

　そのはずだった。

　死と焦げの匂いで満たされた古いアパートメントの廊下において、

「ふん」

　銀の少女と化したアレイスターは、いつまでも首元にまとわりついている男の手首を摑つかんで無理矢理引き剝がした。その先は炭化しており、千切れていた。

「肉体の破断。成果あり、か？　いいや、まだだ」

　それでいて。

「……、」

　獲物を手放す羽目になったメイザースもまた、焼け跡からわずかに離れた場所で静かに睨にらみを利きかせていた。

　殺し損ねた理由は単純だ。

　十分に加熱して焼き殺す前に、横から誰かが体当たりをぶつけたのだ。

『黄金』の長は、その名を呟つぶやく。

「……エドワード＝ベリッジ。光り輝く我らが兄弟……」

「兄弟？　大した忠臣をお持ちのようだな、メイザース」

　皮肉と嘲ちよう弄ろうに満ちた声色だった。

　だからこそ、その魔術師はかつてブライスロードの戦いを最後までやり遂げたアレイスター＝クロウリーなのだ。いったん始めたら最後、どこかで良心が咎とがめるような真似まねはしない。

「どっちみち、助けが入ろうが入るまいが、貴様はあの程度でくたばるタマでもあるまいに」

　火の粉が舞っていた。

　アパートメントの建材ではない。

　巨大な風穴に切断面。そこから入り込む様々な隙間風を受けて、ぶわりと二人の間で何かが舞い上げられていた。




　タロットカード、であった。




　ようは。

　黒猫の魔女、ミナ＝メイザースと同じだったのだ。強固なシミュレータであり同時にトート・タロットでもあった彼女は、エイワスの手で魔道書として再編される事で自由な肉体を仮想的に構築するに至った。それにクリファパズル５４５。エイワスと同格かそれ以上の力を持つコロンゾンはやはり邪悪の樹クリフオトをベースに自じ律りつ稼か働どうする人造の悪魔の組み立てに成功している。

　これらの存在は人と違って自ら生命力を作って魔力に精製する事はできないものの、大地を走る地脈や龍脈から力を吸い上げて似たような現象を起こせる。

　つまり。

　紛まがい物ものであっても、魔術は使える。

「ウェストコットのような半不死の術式を追加している訳ではなかった」

　アレイスターの口元が、明確に歪ゆがむ。

　魔女に作ってもらったシンデレラのドレス。しかしそれもまた、見方一つで意味合いが変わる。その下に隠れていたみすぼらしい正体を嘲あざ笑わらうような口振りだった。

「そもそも魔道書の『原典オリジン』は最初から破壊不能であった。そういう話だろう、メイザース？」

　思えばウェストミンスター寺院の墓地で上かみ条じよう当とう麻まが殴りかかった時、メイザースがわざわざ水の壁を盾にして軌道を逸そらしたのは何な故ぜだ？　その後にあった一方通行アクセラレータの『反射』、常人ならば即死の一撃についてはわざわざ顔面で受け止めてやったというのに。

　それを言うなら芋づる式に、学園都市第一位の必殺……全身の血管や神経を破裂させるあの攻撃は何な故ぜメイザースに通用しなかったのか、という疑問も出てくる。

　答えは単純。さしもの『原典オリジン』とて、流石さすがに幻想殺しイマジンブレイカーには触れたくなかった。そして厳密に言えば人ではないのだから、血液や生体電気の循環が常人と違っていても不思議ではない。科学サイドの結晶たる一方通行アクセラレータの計算は合わなかった、となって当然なのだ。

「あれだけ派手に別の私を殺した割に返り血がないな。絵柄を上塗りされるのを嫌ったか？　そういえば、あの黒猫も機材としての特色を残していたよ」

　しかし、だ。

　それらの小さな疑問の粒よりも、アレイスターにとってもっと大きな違和感は別にあった。

「……ダイアン＝フォーチュンだ」

　銀の少女はそう呟つぶやいていた。

「あの女は確かに『黄金』系の魔術師と言えるが、ヤツが具体的に加入したのは一九一九年。一九〇〇年四月に起きたブライスロードの戦いよりずっと後なのだよ、メイザース！　あるいはイスラエル＝リガルディはどうだ、ネッタ＝フォルナリオは!?　連中はすでに勝敗が決した後、どう足あ搔がいても再興のできない『黄金』の復古を無理矢理目指した非ひ業ごうの魔術師達だった。有あり体ていに言えば世代が違う、その実力はさておいて私から見れば新参のひよっこだ。『明け色の陽射し』や『新たなる光』といった後継と繫がって水面下からお気に入りを引き抜いていれば誰かがとっくに貴様達を察知していた。ならこれは何だ？　最初から一つの集団だった？　ウェストコットやメイザースといった創設期、最古参の魔術師とそのまんま肩を並べているはずがないだろうが!!」

　確かに『窓のないビル』ではフォーチュンの名前もあった。

　しかし忘れてはならない。

　あれは、あくまでもアレイスターが自分の主観に基づいて再現したものであり、しかもその主たる目的は自らのトラウマを掘り起こす事で逆にモチベーションやインスピレーションに転化する、というものだった。

　世界最大の魔術結社『黄金』という強烈な記号さえ保持できていれば、実は細部まで徹底する必要はなかったのだ。それどころか、狙いを考えれば多少誇張するくらいでちょうど良いい。例えば上かみ条じよう当とう麻まが追体験する際も、伝わらなければ意味がないとして、案内役のミナが所々言葉を補足したり時系列を入れ替えていたはずだ。

　自ら思考する存在は、創れる。

　エイワスにコロンゾン。あのレベルの異種高次生命であれば、赤子のリリスやクリファパズル５４５さえ手を伸ばす。

　すでにいくつも前例があるのに、わざわざ避けて通る事もあるまい。

　ここは素直に答えを摑つかむべきだ。

『黄金』の魔術師が揃そろいも揃そろってブライスロードの戦いを生き残り、一〇〇年もの間誰にも気づかれず潜伏していたなどという与太話よりは、よっぽど説得力があるというものだ。

　ばらり、と。

　アレイスターがフライドチキン感覚で摑つかんでいた男の手首もまた紐ひもが解けるように崩れて、無数のカードへと形を変えていった。それらは風に乗ってメイザースの下へ運ばれ、そして失われた手首が復元されていく。

　真に力ある魔道書は、まともな方法では破壊できない。

　だからこそ、イギリス清せい教きようは魔道書図書館・禁書目録などというモノを構築したのだから。

「……くだらん茶番だな、メイザース。これだけお懐なつかしい顔に囲まれておきながら、結局私は一人かね？」

「そうか」

　しかし、だ。

　暴かれてなお、メイザースはこう囁ささやいたのだった。

「本当の本当にそこで思考が止まっているのなら、これほど仕留めやすい獲物もいないものだぞ、アレイスター」

　ジリッ、と。

　空気が焼きつくほどの、殺意の衝突があった。

　どちらかが指を一つ動かせば、どうしようもない炸さく裂れつがあり、どちらかが削り潰される。

　しかしその直前だった。

　メイザースはわずかに顔をしかめると、




「邪魔だ」




　バヂンッ!!　という高圧電流が弾はじけるような音があった。この直線通路ではない。どこかの部屋か、あるいは建物の外か。

「……先ほどから軽い酩めい酊ていがあると思ったら、何かが頭の中に忍び寄っていたようだ。戦争の狂気か。コロンゾンの子飼い如ごときが、一体どちらへ矛先を向けているのやら」

　ぴくん、と銀の少女の眉がわずかに上がった。

　思い当たる人造の悪魔は、この手で殺しているはずなのだが……？

「負けた時の言い訳まで用意しているとは周到だなメイザース」

「ほざけ。礼儀知らずへ罰を与えるのが先だ。ひとまず助かった、などとは考えるなよ。俺は常に貴様を殺すべく歩を進める。一つ一つ、イレギュラーという名の生存の隙間を埋めてやるぞ。どれだけ些さ細さいであろうとも、だ。科学、魔術。どちらで来ても構わない。摘み取られる可能性はそのまま貴様のカウントダウンとなるだろう。俺がどういう人間かは分かっているはずだろう？　まさか、コロンゾン如ごときにどうにかできるとは思っていまい」

　寒にして乾、という言葉があった。

　アレイスターが躊ちゆう躇ちよなく近くのドアへ体当たりして適当な部屋へ飛び込んだ後、ゴォア!!　と全てをすり潰す砂嵐が直線的な通路を埋め尽くしていった。

　通路の様子を確かめるまでもなかった。

　倒れ込んだまま、銀の少女はそっと舌打ちする。

「消えたか」

　やがて、だ。

　今さらのようにバタバタと追加の足音がいくつか響いてきた。『黄金』の魔術師や、ましてメイザースではないだろう。あの調子では軍神から𠮟られているのではあるまいか。少々心配になってきたところで、壊れたドアから部屋を覗のぞき込こむような格好で上かみ条じよう当とう麻まと一方通行アクセラレータが顔を出してきた。

「け、結局何がどうなったんだ？」

「撃破一、不可解だらけだった『黄金』の正体についてもおおよそ看破できた。パンとワイン、二二と五六に、隠し味は蠟ろう辺りかな。これから説明するよ、じっくりとな」

　むくりと床から起き上がり、そっと息を吐いて、アレイスターはこう付け加えていた。

「（……ただ、あのまま戦闘を続けていたら殺されていたのはこちらのはずだったんだがな。戦車の図面を割り出したところで装甲が柔らかくなる訳ではない。たかだか正体を看破した程度で、メイザースの魔術の腕そのものが低減される訳ではないのだし）」

「何だって？　何かまた物騒な事ぶつぶつ言ってます？」

「いや、何でもない」

　銀の少女は座り込んだまま首を横に振って、

「それよりメイザースがここを立ち去った以上、私を殺すよりも重要な何かがあるはずだ。それはもちろん裏に回った邪魔者を排除するなんて小粒な話ではない」

「……ちょっと待った、『あの』メイザースが？」

　その言い回しに、思わずといった調子でアレイスターは笑ってしまった。

　短い間の話だが、しっかり本質を暴かれているらしい。

「そう。『あの』メイザースが、わざわざ自分の都合以外の何かを優先した。目の前で忠臣のベリッジを害されているにも拘かかわらず、くだらん腹芸で煙けむに巻まくような真似まねをしてまで。つまり、もののついでで私を殺してからでは間に合わないような事態が起きている。絶対に何かがあるが、これといった根拠もない。ここでは皆で心当たりを並べていきたい。……こういう時はトート・タロット、ミナ＝メイザースがいると話が早かったんだがな。せいぜい代わりを務めてくれたまえよ、教え子達」




　　　　８




　チリリ、と。

　白をベースにあちこち桜色のアクセントを加えたふわふわドレスを纏まとう少女、ダイアン＝フォーチュンはそんな小さな金属音を耳にした。

　浜はま面づら仕し上あげは小休止を取るため運転席のシートを倒そうとして後部座席のネフテュスにヘッドレストをどつかれつつ、自分で何かに気づいたようだった。

「そうだ、こいつも拾ったままだったか。返すよ」

「……、」

　言葉は通じていないだろうが、白いヴェールに半分覆われた表情だけ見ると何とも複雑であった。単純な喜怒哀楽で測れるものではなさそうだ。

　届かなかった救難信号。

　そもそもプライドが高そうにも見える。なけなしの勇気を振り絞って、自分の中の何かを折って、歯を食いしばって屈辱に焼かれながら鈴を振ったのかもしれない。その結果が空振りだとしたら。二重三重の意味で、面白いものではないだろう。

　いいや、思春期の少年少女なら誰でも同じかもしれない。

　たすけてと。

　大人からすれば当たり前の一言でも、子供が自分の口から放つのはとても強く辛い力が必要な場合だってあるのだ。

　プライドは命よりも重たい。流石さすがに学校でトイレに行けないほどレートが跳ね上がっている訳ではないが、浜はま面づらだってそんな年代を生きている。能力開発だのテストの点数だの、そんなのでプライドという名の通貨が暴落して、借金借金また借金に陥って、気がつけば学園都市の路地裏をさまよっていた。再起なんて、きっかけありきだ。滝たき壺つぼ理り后こう、絹きぬ旗はた最さい愛あい、麦むぎ野の沈しず利り、それに今はいないフレンダ＝セイヴェルン。拾ってくれる人がいなければ、プライドという融資がなければ、今でも何も増やせずそのままだった。

「大丈夫だよ……」

　だから、だ。

　言葉の壁がある。伝わるかどうかも分からない声を、それでも気がつけば搾り出していた。

「届かなかったなら、それもまた一つの結果だろ。助けを求めたって事実が仲間に伝わらなかったなら、それで守れるプライドだってある。だから大丈夫だよ。何だって気の持ちようなんだ。アンタはいくらでもやり直せる。まだ、ゼロにも借金にもなっちゃいない」

　助手席にいた滝たき壺つぼは、通訳するか否いなかでわずかに迷ったようだった。

　浜はま面づらは片手で制する。

　伝わらなくても良い。自分の口から放つ事に意味があった。

　達成しなくちゃ何も残せない訳じゃない。たまには立ち止まってみる必要だってあるかもしれない。そんな一例を、言葉ではなく行動で示せたらと。
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　ざ、ザザ!!　と。

　ズタボロにされたアパートメントのすぐ外では、ノイズのような音が断続的に響いていた。

「かっ、は……」

　半透明の悪魔。クリファパズル５４５。

　それこそ『あの』メイザースから直々に反撃を受けた関係か、その輪郭が不規則に揺らいでいた。地面に落ち、ろくに呼吸もできず、全身から気味の悪い汗が噴き出していた。ざわざわと英字新聞の文字が複雑に組み替えられていくが、結局どのような文章にもならない。まるで文字化けか何かだ。

　契約の外にある自由な行動や展開。

　その蜜の味なんて夢想している場合ではなかった。この外圧は、破格の一言であった。ルールの外には怪物が潜む。抜け出せば、相応のリスクが降りかかる。秩序がもたらす、ゆりかごのように退屈な安寧の価値が改めて分かるような話だ。

（ヤバいヤバいヤバいヤバいヤバいヤバいヤバいヤバいヤバいヤバい）

　思考すらまとまらなかった。

　結局、浜はま面づら仕し上あげを追うのは早々に諦めて、途中で見てきたものを契約者たる一方通行アクセラレータに伝えるつもりだったのだ。

（腐っても『あの』メイザース。独自解釈で大アルカナの番号を入れ替えてる？　コロンゾンの制御から離れてるなんてえ!!）

　しかし実際に戻ってみれば、イシス＝ウラニア別館へ今まさに攻め入っているのはメイザースを中心とした『黄金』の面々。

　まったく良いい事なんてするべきじゃないとクリファパズル５４５は考える。たまには契約者を守ってやるかと思ったらこの仕打ちだ。聞かれていない事には答えない。元々そんなスタンスで『黄金』の正体を黙っていたのを思い出すべきか。

　その本質がどのような形であれ、メイザースはメイザース。そもそも戦争の狂気で勇み足をやらかす作戦は、仮面舞踏会の君でも使ったものだ。あれだけの頭脳集団を相手に、工夫もなく同じ戦術をそのまんま二回も繰り返したのが間違いの始まりだった。当然、『黄金』の長は魔術結社の人員が取る全ての行動の成否とその原因を報告させていたはず。ダウンサイジングされた人工物程度でそう何度も出し抜けるほど甘い存在ではなかったのだ。

　常人ならば、今の一発で即死していた。

　そうならなかったのはクリファパズル５４５とて悪魔と呼ばれる存在だったからだ。

『くっ……なのですう』

　思わず呟つぶやいてから、こんな時まで意外と余裕があるなと自己評価を下した。ばしゃばしゃ溺れていたのに、冷静になったらプールの底に足がつくのに気づいたような。

　何とかして起き上がり、壁に手をついて、そっと深呼吸。そこからまるで治りかけたカサブタの調子でも確かめるように、恐る恐る背中の翼を広げてみる。改めて重力から離れ、ぶわりと浮かび上がっていった。

（ま、一個一個整理していくしかないんですう。にひひ、それにコロンゾンの制御を振り切っているのは今の私も似たようなもんですしい？）

　地上から見れば月と重なるような格好で、月光の中を宙返りする。

　どうやら……体がバラバラに散らばるような事にはならないようだ。

　その時だった。

『おっ？』

　地上で何かを見つけた。

　ミニチュアのような街並みの隙間を縫ってかき集められているのは、四頭立ての馬車のようだ。それも一つではない。あちこちから似たような馬車が集まり、そして車列を組んで一ヵ所に向かっていく。

　まるで誰かを迎えに行くようだった。

　馬車の群れが走っていく方角の延長線上に目をやってみれば、その先はバッキンガム宮殿。

　となると、




『あれは……「王室派」、ですかねえ。にひひ』
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　大英博物館である。

　一般の観光ルートにはない裏方だ。両開きの分厚い扉を開け放ち、流れの止まった空気の中を泳ぐようにして、インデックスや府蘭フランは濃密な闇へと踏み込んでいく。

　全体としては、石造りの巨大なドームのようだった。

「さあさ、明かりでございますよー」

　仮縫いポロポロ（？）ではらちが明かないと判断されたのか、無駄にグラマラスなオルソラは素肌の上から学ランをお仕着せされていた。しかし完全記憶能力を誇るインデックスは違いの分かる少女であった。ヤツは素っ裸のオルソラにアレを被せて地下鉄駅から連れてきたと!!

「……、」

「歴史的な資料が多く保存されているですので、暴れるのはナシです」

　気がつけば府蘭フランが釘くぎを刺していた。

　ちなみにオルソラが銀のトレイに載せているのは一見するとオイルランプのようだが、実際には電気の明かりだった。さらにサングラスと同じ、紫外線波長を遮断するガラスのシェードで光源全体を覆っている。こちらも言わずもがな、古い紙を扱う上での配慮である。

　しかし何な故ぜトレイの上なのか？

「簡単に摘つまめるものとなると、もはやサンドイッチくらいしかご用意できずに心苦しいのでございますが……」

「お夜食！　それはもしや乙女を誘惑するニクいヤツかな!?」

　歴史的な資料がうんぬんかんぬんゆってるだろ、という府蘭フランの視線などお構いなしであった。オルソラが持ってきたのは缶詰の肉や野菜をパンで挟んだ程度のものだったが、いったんお湯でゆがいて余計な油分や塩分を取り除いたり、しっかり食パンの耳はカットしていたりと細かい配慮が光っている。

「元々サンドイッチではありますが、お手に取る場合はこちらの紙ナプキンで挟んでもらえるとより確実でございますよ」

「こんな時間に食べて、いきなり眠気に襲われなければ良いですけど」

　とは言うが、いったん決めてしまえばパーカービキニも止まらなかった。インデックスと烏丸からすま府ふ蘭らん、晴れてイギリス上陸後ご飯食べてる組に昇格である。マヨネーズは手作り、オリーブオイルを数滴垂らして風味をつけるなど、デキるお姉さんオルソラ流の一工夫によって缶詰ベースとは思えない完成度を誇っていた。そして食いっぱぐれた上かみ条じよう当とう麻まや浜はま面づら仕し上あげの運命やいかに。

　その上で、だ。

　中心部には閲覧用の机が並び、円周に沿って背の高い本棚がびっしりと敷き詰められている。しかし、パーカービキニにウサギアンテナの少女の目線はそれら膨大な書物の滝を無視して奥を見据えていた。歴史的な資料というのは、つまり作業をするにあたり参考にする外堀に過ぎない。奥。傷んだ表紙や外れたページなどを修繕するための書庫や作業場こそ大英博物館の例外だ。専門的な修復を必要とする古文書に限り、こちらへ回される。

　だからこそ、だ。

　素直にそちらへ向かうインデックスを見て、むしろ府蘭フランは眉をひそめて振り返ってしまった。

「結局、一〇万三〇〇〇冊以上完全記憶しているんでしょう。そもそも自己修復する『原典オリジン』に人の手を借りる必要あるです？」

「一字一句『だけ』ならね。細かい折り目や染しみ込こんだ油脂、そういった書籍そのものについたクセみたいなものまでは。それに外郭資料扱いでかなりの数の『原典オリジン』を取り寄せているはず。場所をあやふやにするのも安全を高める策だから」

　魔道書とは、データではない。

　それがパピルスであれ、羊皮紙であれ、きちんと漉すいた紙であれ、モノ自体はあくまでも物質・物体だ。すると、書き込まれた文字列の他にも重要な痕跡は存在する。

「書物占い」

　インデックスは端的に述べた。

「一冊の魔道書を取り出し、自らの悩みを思い浮かべながら等間隔でパラパラとめくっていく。ランダムな一ページから一文に指を置き、そこに書かれた内容を紐ひも解とく事で『答え』を導き出していく」

「『法の書』などで使われていた方式でございますね……」

　オルソラ＝アクィナスのお上品な言葉にインデックスは素直に頷うなずいてから、

「でもこれ、実際には完全ランダムにならない」

「……、」

「新品の書物ならともかく、何度も何度も読み返してボロボロになった本ならクセがついちゃうもん。これって結局、長い時間をかければ自分が気に入ったページが勝手に開くようになっちゃうんだよ。だからランダムにパラパラめくっているように思っていても、傾向ってものが顕著に表れる。書物占いはランダム勝負じゃなくて、自分で自分の好みを思い出していく確認行為っていう方が近いんだよ」

「ま、占いなんて客の中ですでに答えは出ていて、後は背中を押して欲しいだけっていうパターンが大半らしいです。自分からは打ち明けずに、相手から言ってもらう事で、客観性と自己承認が欲しいっていうだけで」

　道具にはクセがつく。

　これは何も本に限った話ではない。タロットやトランプといったカード類、水晶球も毎日触れば指紋や油脂の汚れ、細かい傷もつくだろう。『特定の手順を踏む事で自分の内面を確認する装置』はこうやって形作られていく。反復を繰り返すごとに、その精度は上がっていく。

「つまり」

　オルソラはほっそりした顎に人差し指を当て、

「例えば、本当の本当にオリジナルの『法の書』には、作者であるアレイスター＝クロウリーの内面を覗のぞき込こむために必要な、細かいクセや傷が残っているという事になるのでございましょうか。磁気で情報を記録するように」

「あるいは」

　パーカービキニにウサギアンテナの少女はごくりと喉を鳴らした。

『これ』を思いついたのは、やはり彼女が魔術師であると同時に様々なアンテナを身につけている関係か。

「……その細かいクセや傷さえ完全に掌握していれば、まっさらな白紙の本にも、そっくりそのまま磁気のような『目に見えない情報』を移す事もできる、です？」

　インデックスはぐるりと辺りを見回し、さらに複数の書物を引っこ抜いて確かめていったが、そこで首をひねった。

　大英博物館、修繕室。

　しかし、ここだけでは情報が足りないらしい。

「どこも混乱していますが、大英図書館など同じイングランド方面ならすぐ取り寄せられそうではございますけど……」

「逆に言えば、遠方に保管されていると厳しくなってくるか」

「特にスコットランド方面とかです？」

　パーカービキニのウサギアンテナの少女は首を傾かしげて、それから背負ったリュックで何やら操作をすると、

「……科学サイドの電話やネットも、魔術サイドの通信魔術も不調です。クロウリーズ・ハザードの脅威は除かれているはずなのですが」

「何か、対抗策はございませんか」

「むんっ」

　府蘭フランはリュックからアンテナを一本引っこ抜いた。

　いいや、

「ちょっくらスコットランド方面まで出向いて、棕しゆ櫚ろの杖つえを一本地脈にブッ刺してくるのです。こいつを臨時の基地局にして、通信魔術の情報網を仮組みするです」

「なら、それは私が」

　おずおずと、オルソラ＝アクィナスがそんな風に言ってきた。

「ここにいても私にできる事はございません。インデックスさん達は、そのまま大英博物館に待機して調査の続行をお願いします」

「外の状況がどうなっているか分からない。どこに危険が潜んでいるかは読めないんだよ」

「それではなおさら、貴重な魔道書図書館を表に出す訳にはまいりません」

　奇妙に力のこもった声だった。

『神威混淆デイバインミクスチヤ』。ひょっとするとロンドンの街を良かれと思って混乱させてしまった、その罪滅ぼしのつもりなのかもしれない。

　再起のきっかけは人それぞれだ。インデックスは息を吐いて、

「絶対に、無理はしない事」

「はい。大丈夫ですよ。へりこぷたー？　というのを使えば時速三、四〇〇キロで最短距離を進むだけですもの。ひとっ飛びでございます」

「すでに疑問形が挟まってんのが超不安です」
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「メイザースだ」

　銀の少女はそう呟つぶやいた。

　対して古いアパートメントで素っ頓狂な声を上げたのは上かみ条じよう当とう麻まだった。

「あん？　ちょっと待て、話があっちこっち行ったり来たりしてないか。メイザースが立ち去った理由をみんなで考えようって段階で、どうして原因の方にもメイザースの名前が出てくるんだよ!?」

「最初にまで話を戻してみた。私はコロンゾンを止めるべく、元々契約を結んでいたメイザースの遺体に用があった。アレを中継器代わりにして、間接的にコロンゾンへ停止命令を送るためにな。結局ウェストミンスター寺院にメイザースの遺体はなく、今こうして『黄金』の魔術師連中から袋叩きにされている。敵の方が一枚上手？　いいや、それどころじゃない。全部メチャクチャの白紙状態だ」

「それがどうし……いやちょっと待て。まさか『あの』メイザースと『この』メイザースがいるって話じゃないだろうな？」

「そう、メイザース再来のインパクトに惑わされるな。方法論自体は間違っていなかったんだ」

　アレイスターは小さく指を振って、

「コロンゾンは何な故ぜ、クリファパズル５４５や『神威混淆デイバインミクスチヤ』、果ては『黄金』の魔術師なんていう特大のクロウリーキラーまで持ち出してイギリスを守らせていた？　もっと言おう、あの大悪魔は何をそんなに脅おびえていたんだ。メイザースの遺体はなかった。なら、別に大仰な防衛装置に何かを守らせる必要はないだろう。コロンゾンの弱点は『ない』んだから」

「でも実際には、コロンゾンはあの手この手でお前がイギリスを引ひっ搔かき回まわすのを止めようとしている。まるで何かに脅おびえるように……」

「おっと念押ししておくが、コロンゾン自体に郷土愛があるなんて大胆な仮説はやめてくれよ。ヤツはイギリスどころか全世界がどうなろうが笑って眺めていられる大悪魔だぞ」

　つまり、感情面ではない。

　何かしらの合理性がある。

　一方通行アクセラレータは舌打ちして、

「……よォは、『本物のメイザース』の死体を暴かれるとメンド臭くせェ事になるって考えた訳か？　向こォの連中は」

「まさに一〇〇点満点だな成果物。そもそもあのメイザースがロンドンに骨を埋めるというのもちょっとピンとこなかった。ここは確かにメイザースが生まれ育った街ではあるが、必ずしも楽しい思い出ばかりとは限らない。……ヤツが固執するとすれば、それはスコットランド方面と相場が決まっているのだ」

　と、何やら訳知り顔で語っているアレイスターだが、ムードに流されるな。そもそもウェストミンスター寺院に用があると言ったのは全部こいつが持ち出した作戦だという事を決して忘れてはならない。もはや死人が出てからほら見ろ僕は最初から怪しいと思っていたんですよ！　と解説を始める名探偵と同レベルのクソ野郎である。

　しかしすっかり吞のまれている素直な子上かみ条じよう当とう麻まは何やら感心したように何度も頷うなずいちゃっていた。

「そういえば、ローラ＝スチュアートって名前もそんな感じの『サービス』だったんだっけか？」

「スコットランド貴族グランストラエ伯爵。ウェストコットの『シュプレンゲル書簡』並にたわけた『設定』だが、個人の行動基準なんてそんなものでも十分だ。人は妄想で隣人を殺せる生き物だからな。ふふんっ」

「おい、それ以上私の『理解者』をおちょくって悦に入ったら殺すぞアレイスター」

　と、ここでイライラを隠さずに口を挟んだのは上かみ条じようの肩の上に乗っている小さな『理解者』だ。

　彼女は少年の肩に腰掛けたまま細い足を組んで、

「……とはいえ気になるのは、何な故ぜこの段階で『兵隊としての』メイザース達が急に動き出すのかという点だ。取るか取られるかの重要拠点はロンドンであって、スコットランド方面の方で何かが起きているという話ではなかったはずだ。英国周辺で展開中のクロウリーズ・ハザードはあらかた片付いている訳だしな」

「そもそもクロウリーズ・ハザードすらあっさり始末した『黄金』を率いているんだ。『あの』メイザースが一芝居まで打って撤退なんてする必要はなかっただろう。ヤツにとってはあのクロウリーもこのクロウリーもない、並列の存在など一山いくらで粉砕できるはずなのだからな。……つまり、私を殺してから別の用事に移る、でも良かったはずだ」

　相変わらずとんでもない言い分だったが、的を射ているのも事実なのか。

　しかし、他の可能性は。

　正直に言って上かみ条じよう当とう麻まはさほどイギリス全体の地理にも詳しくない。スコットランド方面と言って何かピンとくるものもなかった。

　それでも無理して頭をひねっていると、だ。

「……あれ？　オルソラだったか、名前も知らない女性騎士だったか。いや違うレッサーとかバードウェイとかだっ。とにかく、なんかどこかで『神威混淆デイバインミクスチヤ』とかホレグレスさん？　の計画聞かされた時に、スコットランド方面って言葉を耳にしてなかったっけ」

「？」

「ホレグレスだと？　それに、スコットランド方面……。そォいや、ホレグレス＝ミレーツとかいうクソどォしよォもねェ貴族野郎も触れてやがったか」

『黄金』が出てきたからと言って、忘れてはならない。

　あの事件もこの事件もない。

　今日、イギリスで起きている全ての出来事は地続きなのだ。思わぬ所にヒントが転がっていてもおかしくはない。

　つまり、『黄金』以前のクロウリーズ・ハザード、対するクリファパズル５４５や『神威混淆デイバインミクスチヤ』の衝突が生み出していた一連の事件とは何だったのか。思い出せ、オルソラやアニェーゼ達は一体何のための理不尽な時間稼ぎを要求されていたのだ。

「あれは、そう」

　そして上かみ条じよう当とう麻まと一方通行アクセラレータは声を揃そろえてこう言った。




「「『王室派』の皆様を首都ロンドンから安全なスコットランド方面へお連れする、だ」」
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　一方の、だ。

「おっ、何だ何だ……？」

　停車させた四駆の中で浜はま面づら仕し上あげがそんな風に呟つぶやいていた。

　ついさっきまで報道管制だ情報統制だで沈黙を保っていた車載ラジオが英語で何かまくし立ててきたのだ。英語そのものはサッパリな浜はま面づらでも、男性アナウンサーらしきその声に結構な威圧が加わっているのは嗅ぎ取れる。

「はまづら、通行止めだって。北に向かうハイウェイへの進入を自粛するように言っているよ」

「そりゃ確かにロンドンから脱出したい人もいるかもだけど、この危なっかしい街をエンジン鳴らして走り回りたいなんて考えるヤツいるか？　化け物連中がどうのこうのの前に、ピラミッドの部品と激突しかねねえぞ」

　と。

　後部座席のネフテュスが面白そうな声を出した。

「あらまあ、『王室派』がようやっと重い腰を上げたのね。空港を使わないのは撃墜が怖いから？　北ほつ方ぽう行きの交通ルートを掌握したとなると、これはスコットランド方面にでも一時撤退かしら」

　その時だった。

　ビクリなんて言葉どころでは済まされない。

　それこそ飛び上がるような勢いで、ダイアン＝フォーチュンが驚いていたのだ。というか変な癖でもついてきたのか、もうふわふわドレスの少女は卒倒しそうになっていた。

「す、すす、スコットランド方面ですってえ!?」

「……ありゃりゃ。まあ、推測が正しかったらまずいかな。まずいよねえ？」

　血色の悪いミニチャイナが人の心をいたぶるような口振りで何か言っていた。

「スコットランドかぶれのメイザースだったら、死体はウェストミンスター寺院よりもエディンバラ城辺りの方が妥当だし。あそこも見た目は観光地だけど、今でも聖セントマーガレット礼拝堂を中心にアリの巣みたいに地下が広がっているからねえ。こっちはトラップ用で向こうが本命だったかにゃ？　たーだーしいー、クロウリーズ・ハザードから始まった国難でいっぱいいっぱいの中、『王室派』なんて強力極まる魔術記号がスコットランド方面なんかに直接向かったら何がどうなるか。当然、女王様を出迎えるとあっては無礼なんて働けない、格式を考えれば受け入れ先は高確率であの城になる。エディンバラ城に辿たどり着つく頃には、圧に押し潰されて墓地に仕込んだ隠匿の結界は砕け散っているかもしれないね？」




『そうよ。だからフォーチュン、最後尾の私達もそろそろハイウェイに入って追撃しないといけない。遊んでいないで、そろそろこちらに合流なさい』




　それは、女性の声だった。

　だけど具体的にはどこの言葉だった？　日本語、英語？　何が何だか分からないのに、正確にその意味だけ頭に飛び込んできて離れないのが浜はま面づらには恐ろしかった。

　ギィンィンィィンッッッ!!!!!!　と。

　頭を割って直接アルコールをぶち込まれたような鈍痛が不良少年の頭蓋骨の内側を埋め尽くしていった。自分が何を叫んでいるかも分からなくなる。しかもこれは、おそらく攻撃手段ではない。先ほどの言葉を、ただ送る。その余波や副作用のようなものでしかないのだ。

　いいや。

　今のは、明らかにダイアン＝フォーチュンに向けた台詞せりふだった。

『フォーチュン』

「あああ」

『早くして。あとそっちにでっかい歪みが二つあるんだけど、それ何？　答えないならこっちから確かめに行く』

「ごがげるばがばおうぁアアアあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　腹ではない。

　頭の後ろを殴られた時に込み上げるような、危険な吐き気すら浜はま面づらに襲いかかる。

　ここまでされても、だ。

　主格は、宛先はあくまでもフォーチュン。たった一人の少女。頭の核を摑つかんで揺さぶられている浜はま面づらなど、そもそも眼中にもなかったのかもしれない。

（だっ、ばはあ!?　なんっ、だ。念話能力テレパスか何かを使った、不可避の疑似音響兵器か何かか……ッ!?）

「アストラルプロジェクションかな」

「っつ。もう少し原始的じゃないかしら？　肉体から何かを引きずり出しているというよりは、膨張させている方が近い。生命力から精製される魔力、あるいはそれに準ずる力を一定周波数で振動させてコンタクトを取ってきたのね。また大雑把な……」

　ただまあ、と片手で頭を押さえたネフテュスは一度区切った。

　それから気兼ねのない言葉でこう言った。

「この場合、明らかに一番まずいのは『彼女』よね」

　聞いた。

　浜はま面づら仕し上あげも確かにその言葉を耳にした。

　だから、だ。とっさに頭に浮かんだのは、赤毛をショートにしたダイアン＝フォーチュンだった。あの言葉の主は、明らかに連れ戻そうとしていた。浜はま面づらや『魔神』達が受けた衝撃はあくまで余波に過ぎず、直接ぶつけられたフォーチュンはその比ではないだろう。

　だけど。

　なのに。




　実際に助手席で血の塊でも吐き出しそうな顔をしているのは。

　顔中から嫌な汗を噴き出した、滝たき壺つぼ理り后こうだった。




「……おい？」

　あらゆる痛みが、正体不明の熱が、後頭部を殴られたような危険な状態が、何もかも一瞬で遠ざかっていった。それ以上の不安と恐怖が、浜はま面づら仕し上あげの胸を締め付けたのだ。

「どうしたっ、どっか具合が悪いのか!?」

「北西、から……」

　恋人の口から出てきたのは、本当に恋人の言葉だったのか。

　むしろ外から巨大で透明な手で摑つかみ上あげられ、無理矢理搾り出されているようであった。

　他人のＡＩＭ拡散力場を正確に摑つかんで追尾する。そんな能力が関係しているのか。有害極まりない『体晶』がないとはいえ、普段から滝たき壺つぼは特殊な受信体質としての側面をちらちらと見せてきた。

　それが今、最悪の形で噴出しているのか。

　ぱくぱくと酸素不足のように口を開閉し、あまりにも弱々しい言葉が続く。

「……しんごうが、発信源、ふたつ。はまづら、これまずい。絶対接触しちゃダメ……」

　どうしてだ、と浜はま面づらは思う。

　一瞬前までこうじゃなかった。もちろん彼一人では対処不能な事態の連続だったけど、それでも何だかんだで乗り越えてきた。『魔神』の存在も大きかった、一歩下がって傍観者の位置にいたのも良かったかもしれなかった。とにかく、恋人の滝たき壺つぼ理り后こうが命の危険にさらされるような事態ではなかったはずだ。

　それなのに、

（何の力もない無能力者レベル０、鈍い俺の頭でも『こう』なんだ）

　唇を嚙かむしかなかった。

　己の不ふ甲が斐いなさに吞のみ込こまれている場合でもなかった。

（大能力者レベル４、滝たき壺つぼの頭であんなもん受け取っちまったら何がどうなるんだ？　シェイクなんて次元じゃねえ、見えない散弾銃でも浴びているようなものなんじゃあねえのか!!）

「アニー、それにウェストコットも……」

　ぽつりと呟つぶやく声があった。

　白いヴェールのダイアン＝フォーチュンの口からこぼれたのは英語だったけど、名前の部分の連なりくらいは理解できた。救難信号の鈴を振っても、やってこなかった相手。それが今、もう一度彼女を拾うために顔を出してきた。

「知ってるのか？」

「っ」

「なら持ってる情報全部寄越せ、早く!!　どんな野郎か知らねえが、さっさと黙らせる。これ以上痛みなんか押し付けられるか!!」

　日本語でまくし立てられて目を白黒させているダイアン＝フォーチュンへ、横にいたネフテュスがそっと囁ささやいた。

　ただしそのまま右から左へ通訳するだけではない。

　全身に包帯を巻いた褐色美人はこう付け足したのだ。

「……恋人のために戦うって言っているのよ、彼。それがどれだけ得体のしれないモノであっても。だから早く」

「かっ、勝てない。勝てる訳ない。相手は創設期のウェストコットとアニーなのよ!?　それに『黄金』は二人以上いれば連携を取る!!　倍増なんて話じゃ済まない!!」

「あら。命を懸けて、という言葉が足りなかったかしら」

　懊おう悩のうを待っていられなかった。

　業を煮やした浜はま面づら仕し上あげは運転席側のドアに手をかける。




　大きく開け放って、一歩外に出た直後だった。

　不良少年の視界が真横に、折れた。




　ぐりんっ!!　と。

　回る世界すら、果たして浜はま面づらには認識できていたか。

「アニー、勇み足だ。歪ゆがみとはこれの事ではない」

「マジでか。とっさの話だったからヤッキンでぶん殴っちゃったわよ、罰当たりな」

「ふむ。慈悲の方で殴るとは思いやりの心が満載だなアニー」

（……近い……ッ!?）

　英語で何か言っているが、重要なのは不審人物ではなく近しい恋人の存在だった。

　北西から信号が来ている。

　発信源は二つ。絶対に接触してはならない。

　今さらのように滝たき壺つぼ理り后こうの呻うめきが脳裏によぎるが、すでに地べたへ転がった後だ。一体どんな衝撃を頭に受けたのか、まともに指先へ力を加える事すら叶かなわない。

　白と黒の棍こんを手にする古い時代の家庭教師に、分厚いコートに礼服の医者っぽい老人。

　彼らは投と網あみに想定外のゲテモノがかかっているのを見た漁師のような顔つきで浜はま面づらを見下ろしながら、なおも英語で話し合っている。

「なら歪ゆがみは中か」

「フォーチュンのヤツも何しているのかしら。とっとと引きずり出しましょう」

　まずい、と浜はま面づらの全身から嫌な汗が噴き出した。

　言葉は分からなくても、どこを注目しているかくらいは想像がつく。

　このまま四駆の中を覗のぞき込こめば、どうしたって『魔神』の二人とかち合ってしまう。実際問題、自称神様とやらがどれくらい『やる』のかは知らない。だけどこんな所で争いごとになれば、助手席で瀕ひん死しの滝たき壺つぼ理り后こうはどうなる？　流れ弾の一発で致命的な事態になりかねない。

　だから。

　そうなる前に。

（四駆の外に、何としても縫い止める……ッ!!）

「がああッあああああ!!」

　無理矢理に吼ほえ立たてて指先に力を込め、その辺に落ちていた握り拳大の石を摑つかむ。頭や心臓でなくても良い。鍛えようのない場所ならどこでも。浜はま面づらは起き上がる事もできず、そのまま医者の足の小指目がけて振り下ろした。

　相手は避ける素振りも見せなかった。

　何かを叩たたき潰つぶす音が革靴の向こう側から響いてきたのに、眉一つ動いていない。

　ぴっ、と。こちらを見下ろす老人の指先で、蠟ろうのようなものが躍った。

　それが何に使われるものなのかは想像もつかない。

　しかし、自然とこう思った。

（終わっ……）




　ドッッッパァァァン!!!!!!　と。

　恐るべき轟ごう音おんが炸さく裂れつした。




　心臓が止まった。

　そう思った。だけどいつまで待っても、浜はま面づら仕し上あげの意識は途切れなかった。

「な、にが……？」

　恐怖と緊張でギリギリと痛む胸を押さえて、転がったまま状況を確認しようとする。確かに爆発の痕跡があった。だけど浜はま面づらのすぐ手前……そう、ちょうど二人の怪物が立っていた辺りのアスファルトが抉えぐれていたのだ。

「……なにが、おきた？？？」

　そして重力を無視して、一抱えほどの黒い箱が宙に浮いていた。

　いいや。

　より正確には、白を基調として要所に桜色のアクセントを加えた、ふわふわドレスの少女が降り立っていたのだ。

　赤毛の少女は明らかに浜はま面づらより遠くを見据えている。のろのろと不良少年がそちらへ目をやると、確かに。先ほどと同じく、古い時代の家庭教師とコートの医者が植え込みや砕けた街路樹から体を引っこ抜いて起き上がるところであった。

　何が起きて、どう防いだのか。

　それすらも、浜はま面づらには把握できなかった。

　アニーとウェストコットは不思議そうな顔をすると、それぞれ喉を確かめるような素振りを見せて、

『フォーチュ

「喚くな」

　もう一発、であった。

　掌てのひらの動きと連動して黒い箱がくるりと回ったかと思ったら、例の声に脅おびえて身を縮める浜はま面づらの目の前で、ぱんっ、と何かが破裂した。いいや、洪水のように迫りくる、目に見えない振動が弾はじき飛とばされたのか。

「退きなさいアニー、ウェストコット。この私が保証する、これは、メイザース様が杞き憂ゆうするような排除対象ではない。『子供部屋のボーギー』であり続けるならば、あなた達は戦いの趨すう勢せいに直接影響のない民間人を危難から遠ざけなくてはならないはずよ」

「おいおい、それはないだろうフォーチュン」

　呆あきれたような言葉があった。いつの間にか、その言葉が普通の英語に戻っている。

　子供をあやすようでいて、しかしコートの老人は目が笑っていなかった。

「君がそこでそうしている方がおかしい。ピカデリーサーカス、ネイキッドショッピングセンターでの顚てん末まつは耳にしているよ。胸が苦しい。早々に復帰し、皆のためその力を振るってくれ」

「白々しい。わたしは所詮タフサーサーラスまでの時間稼ぎ、自分の目的を終えたら爆撃地点から見捨てて捜しにも来なかったくせに。どうせ今だって、わたしの反応を追ってここを見つけた訳じゃないでしょう？」

「文句ならメイザース辺りに言ってちょうだい」

　古い時代の家庭教師が、わずかに不機嫌そうな声色になった。

　彼女がメイザースへ話を振る時は、大体が厄介事を押し付ける時だ。

　そういう『役割』だから。ローラ＝スチュアートの手で創られた存在ではあるものの、結局、決まった手順でロールプレイをするのが最も効率良く思考を回す手段となるのだ。『黄金』の技術体系自体は（アレイスターの手で歪ゆがめられているものの）広く世界に出回っている。にも拘かかわらずオリジナルの魔術師を求めるのであれば、違った部分も込みで求められる。つまり集団の魔術を効率良く扱うための用法・使い方、そして刺激だ。

　例えば、だ。

　記憶を失った少年がいる。彼が自分でそうと信じている幻想殺しイマジンブレイカーの力は、本当に正しいものなのか。

「きっかけは確かに別の反応だが、君を見つけられて良かったとも思っているよ。とはいえ、この状況では信じてもらえないかもしれんが」

　コートの老人も肩をすくめて、

「ではお互いの齟そ齬ごをなくすため、こちらも腹を割って話そう。そこに転がっている東洋人が問題なのではない。そちらの、後部座席だ。歪ゆがみの中心はそこにある。我ら『黄金』ですら警戒を要する何かだ。開けて、調べてみたい。必要ならば排除しなくてはならん」

「断る」

「……勘違いさせてしまったのなら済まないが、君の意思で何かを曲げられる状況だと？」

「ウェストコット、良く聞け」

　老人の眉が不快に吊つり上あがった。

　年とし端はもいかない少女の方から命令形が出る事は、果たして『彼ら』の間でどれだけのタブーを踏んづけているのか。




　パパンッ!!　と。




　気がつけば、光が交差していた。

　しかし驚いた顔を見せたのは、ふわふわのスカートをはためかせてドロワーズを覗かせるダイアン＝フォーチュンではなくウィリアム＝ウィン＝ウェストコットにアニー＝ホーニマン、創設期の魔術師達だった。白と黒の棍こんで増幅した半不死の男の魔術。書簡から派生した蠟ろうの刻印の魔術をもってしても、ふわふわドレスの少女を薙なぎ倒たおすには至らなかったのだ。

　光の軌跡は、真上にホップして四駆の屋根のすぐ上を突き抜けた。

　外れた。

　いいや、逸そらされた。

　力を封じ、それを送りつける術式。跳ね上がった光の軌跡が辺りのビルの貯水タンクを風船のように破裂させ、ザァ!!　と大量の水みず飛沫しぶきを雨のように降らせた。

　しかし破壊の中心はそこではない。

　ぎゅるりと、ウェストコットの胸の真ん中で何かが渦を巻いていた。黒い箱を浮遊させるダイアン＝フォーチュンから放たれ、交差した一撃であった。無論、ナイフを刺してドアノブみたいに手首を回したところで絶命する老人ではない。

　が、

「言ったわよね、良く聞けと。会話を遮るのはマナー違反だわ、英国紳士らしくもない」

　老人の額から鼻の筋を通り、汗が伝っていった。

　創設期の魔術師に、焦燥の感情が浮かんでいたのだ。

「わたしの霊装はあらゆる術式を完全分解し、全く別のものへと変性させる。この箱の中に何があるかは、すでにわたしにも分からないわ。いい、ウェストコット。全てはランダムなの。事前の作戦、予定の調和、口裏を合わせようが水面下で根回ししようが本当に本当のアクシデントには敵かなわない。あなたの安定は、わたしが崩す。この意味が分かって？」

「……、」

「退け」

　じりっ、と。

　むしろその掌てのひらで黒い箱を突き付けるようにして一歩前へ踏み出したのは、白いヴェールにバレリーナみたいなふわふわドレスのダイアン＝フォーチュンの方だった。メイザースにも、ウェイトにも、ガードナーにも、ブロディ＝イネスにも通じない。だがこの老人のみクリティカルに作用する、必殺の言葉を叩たたきつける。

　そう、




「さもなくば、その安定、その半不死。わたしのアクシデントで台無しにするわよ」




　舌打ちと共に、片眼鏡の家庭教師は構わず動いた。

　しかし闇夜に蠟ろうが光る。

　老人の方が片手一つでアニーの首根っこを摑つかみ、そして飛び去った。

　本当に、だ。

　いっそ自分から己の両足でも砕いたのではあるまいかという跳躍力でもって、辺りのビルの屋上まで一飛びで上り詰めてしまったのだ。

　全部終わって。

　緊張の糸がわずかに緩んで。

　ざわりと。

　ダイアン＝フォーチュンの指先、その輪郭がわずかに崩れかけた。ぎゅっと小さな拳を握り締め、彼女はそれを押し殺す。

　無事なはずがなかった。

　創設期の魔術師、二人掛かり。ウェストコットは丸めたが、その間アニーは何をしていた。『黄金』は連携を取ってこそ華なのだ、独演で鮮やかにかわせる訳があるか。

　忌いま々いましげに息を吐き、ダイアン＝フォーチュンは四駆のタイヤに蹴りを叩たたき込こんでいた。

「あーもう!!　一体どこにケンカ売ってんのよわたしっ、戦線復帰のチャンスも永遠にナシ。これでウェストコットもメイザース様も『黄金』関連全部敵に回したあ!!」

　英語の叫びなど地べたを這はいずる浜はま面づらに理解できるはずもなかった。

　少なくとも、滝たき壺つぼを苦しめるギィンギィンが鳴りやんだ、というくらいしか。

「……やった」

　どこの国のものなんだか分かりゃしない言葉があった。

　直後、

「ひゃっ!?」

　白いヴェールを驚きではためかせたダイアン＝フォーチュンから、素っ頓狂な声が飛び出した。

　ろくに自分の足で立つ力も残っていないだろうに、痛みも忘れて浜はま面づら仕し上あげがいきなりダイアン＝フォーチュンに抱き着いたのだ。

「あはは!!　すげえっ、すげえよフォーチュン！　どうやったらあんなバケモノ退けられるんだっ、アンタほんとに滝たき壺つぼの恩人だ。ありがとうっ、本当にありがとう!!　俺一人じゃ、本当に俺なんかじゃどうにもできなかった……ッ!!」

「チッ。ほんとにもう……」

　言葉なんて通じなかった。

　それでも、目元に涙まで浮かんだその笑顔を見てしまったら、伝わらないはずがなかった。魔術師ダイアン＝フォーチュン、かくあるべし。もしもプライドが通貨として目に見えるとしたら、『黄金』にしがみつく以外にも貯ため込む方法はあるはずだ。きっと、それは、こういう形で稼ぐべきなのだと。

　何となく、そう思った。

　抱き寄せられたままでは締まらない。自分のプライドを保つため、改めてふわふわドレスの少女は口を開く。

　むしろ。

　伝わるはずのない言葉だからこそ、プライドを守る意義が生まれる。




「……だって、仕方がないじゃない。鈴を振っても誰も助けに来なかった。だけどあなた達は、利害に関係なくとっさに拾ってくれたらしいって話を聞いちゃったんだからさ」

「だとさしょーねん☆　ふはははははは」




　あっちこっちに通訳がいる事を忘れていた。

　そしてダイアン＝フォーチュンは両手で顔を覆って、意味不明な絶叫を解き放った。
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　状況は集束する。

　新たな展開を見せる。




『防衛装置としての』メイザースらが動くには、相応の理由があったのだ。

　絶対に暴かれてはならないものを守るには、何が必要か。

『王室派』がスコットランド方面へ到着し、隠匿の結界を意図せず破壊してしまう事。これを阻止するためなら、彼らはどのような事でも行う。








行間　二









「六番目の聖堂はアメン＝ラーとしよう。ついにスコットランド方面へ進出だ！」

　遠い遠い過去の話。

　ざっと一〇〇年ほど前ならそう言ってしまって構わないだろう。

　当時から年季の入った安いアパートメント。ロンドン、イシス＝ウラニア別館に響き渡ったその言葉に辟へき易えきとした顔を浮かべたのは、ウィリアム＝ウィン＝ウェストコットであった。

「またいつもの病気かねメイザース。個人的趣味の話は魔術研究とは分けておきたまえよ」

「何を言う、かの北ほつ方ぽうは神秘の塊だ。エディンバラ城は是非調べたい、ネス湖の環境も探ってみたい。いちいちイングランド方面からスコットランド方面までピクニックをするのも大変だ。どうしても必要なんだ、北ほつ方ぽうの拠点が！」

　メイザースが天才という言葉を補って余りあるほどの変人だった事は、『黄金』に属していれば誰でも知っている話だったし、何も知らない近隣の主婦の皆様には大変ご迷惑をかけているだろう。きちんとした『表』の顔を持ち、にこやかな笑顔で井戸端会議を続けられる驚異の若奥様ミナ＝メイザースがいなければとっくに住すみ処かを追い出されていたかもしれない。

　そんなメイザースの変な部分の中でも特に目立つのが、このスコットランド方面への執着心だ。

　本人いわく、ハイランダーの末まつ裔えい。

　自称スコットランド貴族、グランストラエ伯爵。

　……実際には根拠など皆無に等しい主張であったが、大変困った事に、メイザースは実力だけなら本物だ。この男なら適切な手順を踏んで家系図を捏ねつ造ぞうしたり、地脈や龍脈に手を加えて自らの血統を土地と結びつけてしまうくらいできるんじゃあるまいかと（せっせと一人文通でシュプレンゲル書簡を捏ねつ造ぞうしておいて何を言うかと怒られてしまうかもしれないが）ウェストコットは考えている。

　ちなみに『黄金』は世界最大の才能が集まった魔術結社だ。

　最大だからと言って、不要に目立って良いという話でもない。どこまで行っても魔術を学ぶ人間は基本的にはみ出し者なのだ。

「だから日中堂々と帯剣してメインストリートをうろうろしながらスチュアート王朝復活に懸けてとか叫ぶんじゃないメイザース！　昼の一一時だ。普通の人はその時間帯、会社や工場に詰めて真面目に働いているのだ。仮面舞踏会の君でさえ羽目を外すのはパブが開く時間からと決めているのだぞ。大問題になった時の保険として、酔っ払っていたから仕方がないと嘯うそぶくためにな!!」

「公務員サマは頭が固いなあ？　安定したお給料とやらがあるのだろう。貯ためるだけ貯ためているのに使わないとは一体どんな法則で生きているのかね」

「うるせえよ無職、そういうそちらこそ何な故ぜ収入がないのに毎日街へ繰り出せるのだ。君達がそうして羽目を外してみろ。こっちまで悪目立ちだ！　二足のわらじは大変なんだ、私は上の人間に睨にらまれるのはごめんだぞ！」

「職も失ってみれば気楽なものだよ。何な故ぜ『表』の世界のサイクルにそこまでしがみついていたのかと、今では心穏やかな気持ちで日々瞑めい想そうしている」

「アニーが睨にらんでいるぞ」

「あの女が工面した博物館管理人の職を一年も保もたずに投げ出し、その後は生活費を直接用意してもらっているからな」

「アニーが呪じゆ詛その人形を取り出したぞ!!　誰か彼女を羽交い絞めにしろお!!」

「……おかげでミナともども魂をパリに縛られてしまった。こうしてロンドンへたびたび潜るのも一苦労だ。何しろ金がないので船も石炭車も使えん」

　どったんばったん（世界最高峰レベルで）暴れている『黄金』の魔術師達だが、三人の創設者の一角、無職の最強魔術師メイザース（美人の若奥様つき）はどこ吹く風だ。

「スコットランドは良いい」

　そのまま彼は遠い地を夢見るような口振りでこう呟つぶやいていた。

　確信を持った声だった。




「そこには俺の求める全てが揃そろっている」








第三章　ハイウェイ・ロックオン　Speed_Freaks.
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「ぶはっ!!」

　一二月の学園都市。一切の明かりが消えた真っ暗闇だった。おそらく衛星で確認すれば、一千万人が行き交う首都東京の中でここだけぽっかりと黒い穴ができているように見えた事だろう。

　そんな粘り気のある闇の中だった。

　あるいはそれでも、不自然な現象だったのかもしれない。

「おおっあ。ぐううう……ッッッ!!!!!!」

　まるでコールタールの沼をかき分けるようだった。

　学園都市全体を使った、あまりにも巨大な封印。

　一本の細い腕が、アスファルトで舗装された硬い道路から飛び出す。宙を泳ぎ、摑つかむべきものを探し、そして辺りに落ちていたプラスチックの板切れを摑つかんだ。それこそ、海での遭難者が何の変哲もない木の板へすがりつくように。

　そこから先は早かった。

　女の顔が、胴体が、足の先までも。黒々とした地の底から、這はって出る。長い長い金髪に大人しめのベージュの修道服。ローラ＝スチュアートと呼ばれる誰かが、ずるずるずるずると現世に這はいずり出てきたのだ。

　同時だった。

　太い音があった。一つではなく、いくつも続いた。発電系から変圧、送電、蜘く蛛もの巣すのように張り巡らせた電線を伝ってあっという間に死んだ街へ活力が放たれていく。高層ビルの窓が、交差点の信号機が、街の隅々に至るまで、ガンガンガガン!!　と強烈な人工の光が瞬またたき、息を吹き返していく。

　アレイスター＝クロウリーの側からすれば、絶対に必要な事だった。

　メイザースを出し抜き、一発反撃をお見舞いして、窮地を脱するためには。

　だがそれは、もう一つの脅威を呼び起こす。

「あれ、イスター……」

　胎児のように体を丸めたまま、ぬめる色彩に包まれたローラは低い声で呟つぶやく。そして同時に、異種高次生命としての感覚器官が異変を察知していた。ぎりぎりと奥歯を嚙かみ締しめて、大悪魔は霊媒アバターの鼓動が落ち着くのを待つ。

　カラカラという軽く硬いものがぶつかり合う音が袖の中から響いていた。

　取り出して、舌打ちを一つ。

　細長い木札のようにも見えるが、正体は違う。手帳よりはやや大きいくらいの木の板の正体は、極めて特殊なイーゼルの代わりだ。カードサイズの厚紙に線を引き、色を塗布するための携帯用の下敷きである。

　実際には赤い葡ぶ萄どう酒しゆと酸化鉄を練り合わせた特殊な木炭と、練り消し代わりのパンくずを使って下絵を描くもの。言うまでもなく、血と肉の象徴をカードに練り込む意図での画材選びである。この上から書物占いなどに代表される個人の癖を考慮して諸もろ々もろの顔料で色を分け、仕上げに表面へまじない人形にも使われる蠟ろうを薄く塗って補強すれば、『黄金』が出来上がる。

　芸術家ミナ＝メイザースを引き合いに出すまでもない。

　タロットカードに代表される魔術の品は、どこにでもあるもので新設できる。

　砕かれた事の意味。

　この小さな木の板から生み出された下絵、色彩、蠟ろうのコート……その重なりを、大悪魔は連想していく。

　情報伝達手段としては、亀の甲羅を火で焼いて、その亀裂から先の事を占うのと似ていたかもしれない。

（メイザース他数名は破損経験あり、ベリッジに至っては消失、だと。くそ、ただの偶発でこうなりけるとも思えん、そろそろタネが割れたる頃か……）

　単純なスペックを照らし合わせてみれば、何がどうなろうがメイザースはアレイスターより上だ。まして『黄金』の軍勢を率いている状態なら、ｉｆのクロウリーがどれだけ溢あふれ返かえったところで一蹴できる。

　しかし、だ。

　大悪魔コロンゾンは大悪魔コロンゾンであるが故に、そんな所では安心も納得もしない。

　拡散、三三三。

　人間や世界の結合を妨げ、バラバラに離別させる因子。

　……世界には、ここまで明確な『自然分解の象徴』が埋め込まれているのだ。つまり、世界とは放っておけば勝手にいがみ合って互いを滅ぼすようにできているはずなのだ。それが、なっていない。今日まで『不自然に』人類は続いてきた。小粒にして矮わい小しよう、卑小にして卑ひ猥わい。人と人の繫つながりなど微み塵じんも価値を感じていないコロンゾンではあるが、同時にかの存在は気づいている。全ての物事に理由があるとしたら、厄介な事に、その力はあると。

　今いる人類はマイクロプラスチックのようなものだ。

　単体が有害か無害か、強大か極小かは関係ない。

　分解を拒む者はそれだけで世界全体に歪ゆがみをもたらす。

（……所詮はクロウリーキラー専用。それ以外の事態まで万全の結果を出すとも限らぬのだし）

　胎児のように身を丸めた状態から、ゆっくりと、手足を伸ばしていく。カラダの方は落ち着いてきた。意図して息を吸って吐き、それからローラ＝スチュアートは冷たい路面から身を起こす。

（私がこの場に留とどまる理由も特になし。『窓のないビル』も飛び立った。統括理事長の死体をいじくって学園都市のコントローラにする遊びも実現の目途を失いたるし、このオモチャ箱の使い道も考え直さなくてはな）

　そこまで考えて、ローラはわずかに顔をしかめた。

　トップの死体を使い、中継器を作って、巨大な歯車を好き放題に動かす。考えてみればローラ自身が『窓のないビル』で死にかけのアレイスターに提示した話だった。それが今、ヤツはメイザースの死体の重要性に気づいてイギリスを襲っている。まんまとヒントを与えてしまったようなものだった。

「やれやれ……チェックメイトを決めたると饒じよう舌ぜつになりし癖はいい加減改めねばならぬか」

　いったん動き始めてしまえば早かった。

　この学園都市には地球人類を一万回絶滅させるだけの『力』が貯蔵されているのだろうが、何がどれだけあるかを調べ、ロックを外すのは至難だ。やはり『窓のないビル』とアレイスターの死体を失ったのは大きい。巨大なスパコンはあるが、操作するためのマウスやキーボードが見当たらない。そんな状態だ。

　しかし。

　学園都市全体は操れなくても、細かい部品についてなら違う。

　言ってみれば、スパコンのガワを開けてミルフィーユのようにずらりと並ぶブレードサーバーを引っこ抜き、基板の一枚にクリップを取り付けて手元のモバイルから信号を流していくようなものだろうか。

　この場合。

　ぞるぞるぞるぞるぞる!!　と、独立した生き物のように蠢うごめく長い長い金の髪が侵入用の制御端末となる。

　女の髪には魔が宿る。

　古い伝承にある通りだ。

「ふん」

　適当な倉庫のシャッターを八つ裂きにし、中にあった鋼や複合装甲の塊へ目をやる。元々、学園都市はアレイスターの庭だった。そしてヤツは重要なら重要なものほどあちこちにバックアップを隠しておく癖があったらしい。もちろん、これは複製可能なモノに限った話だが。

　片手を腰に当て、ローラは呟つぶやいた。

「A.A.A.、か」

　ここにあるのは本体一式ではなく、あくまでも修理用のリペアパーツの群れのようだった。形も組み上げられていない。それでもコロンゾンとしては問題なかった。身長の二・五倍以上ある金髪を差し向け、ずぶずぶと装甲の隙間から線虫のように潜り込んでいき、内部の構造を瞬またたく間まに読み込んでいく。

　科学については制御できない。

　だが鋼鉄とコンクリートの街並みに紛れた魔術的な記号についてなら関係ない。

「閃せん光こうタブレットや惑星方陣ですらない、一般的なシジルの応用か」

　びゅるん!!　と粘質な音を立てて髪の毛を引っこ抜いた。

　いいや、そこに留とどまらない。それは新体操のリボンか、あるいは羊皮紙の契約書に書き記す筆記体か。空中で躍る金色の閃ひらめきが意味ある文字の連なりをなぞり上げた途端、ベージュの修道服、その両サイドからコウモリにも似た閃せん光こうの翼が噴き出したのだ。

　A.A.A.の機械的構造ではなく、『中身』を参考にして組み上げた、禍まが々まがしき翼。

（……巡航よりは弾道だな。いっそ、いったん『外』まで飛び出してしまいたる方が手っ取り早いか）

　この辺り、霊媒アバターの都合など考える大悪魔ではない。

　コロンゾンが充塡された状態であれば、大たい気き圏けん如ごときで焼ける柔肌でもないのだし。

　同じモノを扱いつつも、アレイスターの作ったオモチャと違って、その翼には大仰なロケットブースターなどついていない。翼はただ翼のままに、大きく羽ばたくだけで良いい。

　余計な機能とは、脅おびえだ。

　建前、正当化、理論武装に奇麗ごと。そうやって人間はいらないものばかりぶくぶくと膨らませてここまで肥え太っていった。もはや自らの中心、本音に何があるかも理解できなくなるほどに。

　三三三、拡散。

　世界に対し自然な分解を促すコロンゾンは、己の悪行については誤ご魔ま化かさない。

「さて」

　真上を見上げた。

　頭上を覆う分厚い天井など考慮の外であった。

「大悪魔が行くぞ、アレイスター。貴様から端を発した因縁がな」




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　巨大な倉庫の天井を突き破り、一条の光が大気圏外に向けて発射されていった。
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　ようやっとローマ正せい教きよう式しきの修道服に身を包んだオルソラ＝アクィナスは、輸送用のヘリコプターの窓から外の様子を眺めていた。スコットランド方面に向かう途中だった。元々時速三、四〇〇キロとスーパーカー級の速度を出せるし、しかも道順や渋滞状況などは無視した直線一本道だ。そうはかかるまい。

　それにしても、だ。

　深夜という事を考えても、地上は暗い。

　国難の真っただ中にあると、改めて考えさせられる。それでも山火事のように一面火の海になっていないだけマシかもしれないが。

　そもそもそんな所で天てん秤びんにかけている事自体が、普通ではない証明なのかもしれない。

「それにしても、助かりました」

　オルソラは窓から視線を外すと、同乗している女性にそう話しかけた。

「私一人だけでは身を守る事もできません。『聖人』のあなたがついてきてくれるなら、これ以上の話はございませんし」

「……、」

　神かん裂ざき火か織おり。

　天あま草くさ式しき十じゆう字じ凄せい教きようを束ねる『女教皇プリエステス』にして世界で二〇人といない『聖人』の一角でもあるのだが、今は普段の自信や輝きは見て取れなかった。

　この国難で、彼女の方にも色々あったのだろう。

　自らの手で顔を覆ったまま、低く呻うめくように神かん裂ざきはこう返してきた。

「……正直に言って、戦い続ける心を保てるか。自信はありません」

「まあ」

「私は人を殺した。クロウリーズ・ハザード、どのような形になった相手であろうとも人を。胸に刻んだ魔法名に反する行いです。今の私には、何を指針に魔術を振るえば良いのか、それが見えない……」

　オルソラは、簡単な慰めはしなかった。

　片手を頰に当て、それからこう言ったのだ。

「では、あなたの調子が戻るまでは、私が守るのでございます」

「……、」

「ご安心ください、私だってイギリス清せい教きように身を寄せていますもの。魔術が全く分からないという訳ではございませんし」

　さっきまでと言っている事が違った。

　もちろん神かん裂ざき火か織おりも気づいているだろう。だから彼女は、こう言ったのだ。

「何な故ぜ、これが一時の迷いだと？　時間を稼げば私が復帰すると思うのです」

「あなたは、私なんかが想像できるところよりも、ずっとずっと強いから」

「……そんな」

「かくいう私も大きな失敗をしています。それは永遠に取り返す事のできないものであるかもしれません。ですが、取り戻せないならいいやとそっぽを向けるものでもございません。人の道とは、そういう話でございましょう？」

　答えられなかった。

　いかに『聖人』といえど、道の途上にあるのは誰でも同じなのだ。まして、大きな過あやまちを犯した今の神かん裂ざきに人の道を上から語る事などできようはずもない。

　結論がどうかは、道を極めてから考えれば良い。

　誰もが迷いながら歩いていくのだから。

　神かん裂ざき火か織おりは呟つぶやく。

　改めて。

「願わくは、いつの日か。正しき道に戻れる事を」

「ええ、願わくは」
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　元々、その部屋は傷んでしまった本の表紙や外れてしまったページを修繕するための作業場のはずだった。

　多くの魔道書が集まるようになったのは、一般人の立入を禁じるのに都合が良かったから、という事情に過ぎない。

　そうなると、だ。

「やっぱり……」

　インデックスは色とりどりの絵の具や糊のり、紙の端を切って奇麗に揃そろえるための裁断機などが並ぶ作業台を見回して、こんな風に呟つぶやいていた。

　ワインか砂鉄か。何かしらの赤い顔料を練り込んだ木炭ベースの画材に、練り消し代わりのパンくず。他には、柔らかい蠟ろうなども置いてある。

「修繕じゃない。丸ごと『何か』を創った痕跡があるんだよ。でも何だろう、書物よりももっと小さい……手帳……ううん、ここまで行くともはやカードセットか何かかも」

「タットワやタロット、トランプとかです？　ゴミ箱に厚紙の切れ端らしきものがいくつか残っているですが。フォークの先程度の幅しかありませんが、これ、カード系のものでは？　パンの耳を切って揃そろえるような感じです」

　情報媒体……例えば本や巻き物などに残る個人のクセや傷は、採取も転写もできる。何も書かれていないまっさらな白紙の本が相手であろうとも。

　とはいえ、

「この線は、これ以上は追い切れないか……。せめて『何を』創ったのかさえ分かれば状況は変わってきそうだったんだけど」

「『誰が』創ったのかについてはどうです？」

「？」

「作業場に一般人は入れません。大英博物館の重要資料の修繕……つまり絵の具や糊のりを塗ったり刃物で切ったりする事が許されている人間は極めて限られているです」

「内部犯。それも『清せい教きよう派は』の……」

「その筆頭と言えば、最も強い権限を持っているローラ＝スチュアート、です？」

　インデックスと府蘭フラン。彼女達はいずれもローラ（＝コロンゾン）の手で直接間接様々な方法で操られていた少女達でもある。いきなりそこに容疑が飛んでも不思議な話ではあるまい。

　インデックスには完全記憶能力がある。仮に話題をよそへ振っても、絶対に違和感を忘れない。彼女は大英図書館側に求める書物のタイトルを用紙に書き出しながらも、

「……どうせなら、そのローラについても調べてみようか」

「です？」

「年齢不詳、一体いつから最大主教アークビシヨツプの座に就いているか誰にも分からない『清せい教きよう派は』のてっぺん。具体的に、その来歴は？　アレイスター＝クロウリーの二人目の娘だっていう話だったけど、一体どうやってイギリス清せい教きようの頂点まで上り詰めていったんだろう」

　幸い、資料だけならいくらでもある。

　闇雲に走り出すよりは、有意義に時間を使えるはずだ。
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　かんかんカカン、と。

　硬く、それでいて軽やかな音色が深夜のロンドンに響き渡っていた。

　言うまでもなくサミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザース。迷彩が普及する前の派手なスコットランド式軍服の上から魔女の帽子や外がい套とうを纏まとう稀き代だいの魔術師、その周囲で躍る四種の象徴シンボリツク武器ウエポンが互いにぶつかり合っているのだ。

「寒にして湿、温にして湿」

　呟つぶやくと青と黄色の光が螺ら旋せんを描き、『黄金』の長の足元、革靴へと取りついていった。走る、というより、滑って跳ぶ方が近い。時に路面を滑走し、時に壁や看板を蹴って、ハイウェイ警けい邏ら用ようの特殊パトカーよりも凄すさまじい速度でメイザースは夜景を切り裂いていく。魔女の外がい套とうや首元のマフラーが流星のように尾を引いた。

　いいや、何も彼一人に限った話ではない。

　併走するようにアーサー＝エドワード＝ウェイトが、ジョン＝ウィリアム＝ブロディ＝イネスが、ロバート＝ウィリアム＝フェルキンが、それぞれ独立した一本の伝説を持つ魔術師達が同じ速度の中を生きていた。乗り捨てられた車の屋根へ飛び乗り、乱暴に並べられた古代エジプトの石材を迂う回かいして。それはもう、見る者に集団で獲物を追い詰める狼おおかみの群れに等しい恐怖を与えた事だろう。

　しかし、足りないものがあった。

　癇かん癪しやく持もちで扱いにくいメイザースの傍そばで常に頭を垂れて傅かしずいていた、エドワード＝ベリッジだ。

「プレモンストレーターはフェルキン、記録と予備はウェイトが担になえ。インペレーターはウェストコット、貴様に譲ろう。他、ハイエルースやセンチネルはそちらで選出しろ」

「おや、あの聞かん坊が珍しい。命令者インペレーターなんてそれこそ君が一番にやりそうなものなのに」

「ナンバー二が６＝５相当の配役押しつけられてほっこりしてんじゃないわよウェストコット。７＝４の座にも興味ないようだし、あいつ演者は私達に任せて一人悠々と観客席から恩恵だけ貪むさぼるつもりだわ、気に喰くわない」

　もちろん、同じ『黄金』で学んできたとは言っても、向き不向きは誰にだってある。可能性があるからと言って、誰もがメイザースの魔術に届くとは限らない。

　一方で、彼らは結社だ。

　個人で及ばない力は集団でもって成し遂げれば良い。

『移動』とはすなわち支配できる領域の広さと、その手で摑つかむ叡えい智ちの量の象徴であった。最も分かりやすいのは『飛行』だろうが、それ以外にも色々ある。海を割る神話、牢ろうや鉄てつ扉ぴをすり抜ける神話、変わり種ではタットワカードの凝視などから始める幽体離脱のような状態で叡えい智ちに触れるアストラルプロジェクションなども挙げられるか。

　白と黒の柱、タロット、西旗と東旗、薔ば薇ら十じゆう字じ記き章しよう、惑星方陣、タットワ、魔術剣、七つに分かれた燭しよく台だい、香炉、そして四種象徴シンボリツク武器ウエポン。

　それらは一つ一つでも重要な意味を内包する記号ではあるが、本質的には全体のセットで大きな儀式を成し遂げるための舞台装置だ。単語と文章の違いのようなもので、いちいち優劣をつけるのもおかしな話ではあるのだが。

　追いつ追われつ、速度を増減しては車線も細かく変更し、常に位置を変えていく『黄金』の魔術師達。各おの々おのの動きによって手にした儀式道具の配置も変わり、その意味は適宜変更する。舞台演劇に似た形で儀式を進めていく、『黄金』らしいやり口であった。

　竜や大蛇のように一個の大きな流れを築きつつ、まるで車のシフトレバーを切り替えるように、彼らはさらに速度を上げていく。

　元来イギリスを守るために『設定』された彼らが、どうして英国王室を狙うのか。

　これが『清せい教きよう派は』最大主教アークビシヨツプなら、ありえない命令だろう。

　しかし大悪魔コロンゾンにとってはどうか。

　あの禍まが々まがしき異種高次生命からすれば英国などオモチャの一つに過ぎない。自らを守るために都合が良いいから利用してきたが、利点が失われてしまうのならば、国家の形ごと破壊してしまっても構わない。まさに、神をも恐れぬ悪魔の思考であった。

「標的が今どこにいるかはあまり関係ないわ。こちらにはウェイトのタロットがある。どんな移動ルートを使うのであれ、割り出しは難しくないもの」

　すぐ隣を併走するのは古い時代の家庭教師のような女。片眼鏡に厚手のドレスのアニー＝ホーニマンが囁ささやくように言い放った。

「自分の死体を死守するよう命じられる気分はどう？　メイザース」

「世よ迷まい言ごとを」

　スコットランド式の軍服や分厚い外がい套とうを翻ひるがえす『黄金』の長は、そちらに視線すら振らなかった。

　そう。

　発生原因がどこにあるかは関係ない。この体がタロットで作られていても構わない。ここにいるのは世界最大の魔術結社『黄金』の長なのだ。

　もしも、大悪魔コロンゾンが完璧な形でメイザースを書き記したとしたら。

　それは、大悪魔コロンゾンを踏みつけて使役できるメイザースであるべきだ。

「……軛くびきは外れる。この世に完璧も絶対もない。三三三、拡散。理由もなく世界の結合を妨げる絶対悪、人類文明に対する自然分解の権ごん化げならば分かり切っていて当然だろうに」

　そのためにも、だ。

　今ここで、コロンゾンに余計な手を加えられる訳にはいかない。それではメイザースが準備してきたモノが台無しとなる。よって死守。命令の中継器として応用可能なエディンバラ城の死体は何なん人ぴとたりとも触れさせない。またその危険を誘発する存在は何であれ撃破する。

　例えば、だ。

　思惑は何であれ英国を守るために作られた彼らが、当の国家元首を討つ羽目になってでも。

「我が国の伝統に従おう」

　実に。

　あっさりとしたものであった。

「キツネ狩りを始めるぞ」
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　そしてバッキンガム宮殿を出て北上を続ける多くの馬車があった。

　四頭立てではあるものの、御者席のさらに先まで大きく雨あま除よけの屋根がせり出しているせいで、遠目には一本の連結された列車のように見えたかもしれない。

　車列を構成する一台の中で、英国女王エリザードは低い声をゆるゆると放っていた。

「……私にも剣をよこせ。選えり好ごのみはせん、量産品の鉄剣で良いい。クロウリーズ・ハザード？　未確認の魔術結社？　知った事か、私は最後まで皆のためにロンドンで戦える……」

「拘束布〇五番から六〇番まで廃棄！　追加を出せ、三と四の公約数を軸に全体を縛り直す!!　我らが陛下が全部引き千切って暴れ出す前に、早く!!」

　とても初老の域に入った女性に対する扱いとは思えなかった。猛獣。ともすれば次々と両手足へ幅広な絹の帯を巻き付けている側近達の方が引きずり回されかねない状況だ。

　対面に腰掛け、呆あきれたような息を吐いているのは黒髪に片眼鏡が特徴的な第一王女のリメエアだ。根本的に人を信じないお姫様は、

「いやだわお母様。どんな理由があれ、あなたが倒れてしまったら国の皆も止まるに止まれなくなる泥沼状態に陥るという前提条件が分からないのかしら。あなたのしている事は一人を助けるつもりで全国民を死地へ追いやるのと同義なのよ」

「……しかし」

　どこか物もの憂うげに窓の外へ目をやっているのは、第三王女のヴィリアン。

「分かるような気もします。一般の避難指示を出しても混乱下で大渋滞が起きるだけ。そうと分かってはいますけど、何もせず私達だけが首都を離れるというのは……」

「あら、キャーリサの戦争病でも伝染うつったの？」

「っ」

　元来、こういうのが得意な第二王女キャーリサは、依然『処刑ロンドン塔とう』で幽閉されたままだ。これは古い時代の王侯貴族が行った、政治的な人質の意味合いが強い。全員撤退でなく、一人残す。だから安心しろ、本当に危険な場所に王族を残していくはずがないだろう？　そういう意思を示すためのものだ。

「クロウリーズ・ハザードにエジプト神話、それに今度は未確認の大規模魔術結社……。状況は完全に我々の把握を超えているわ。勝つにせよ負けるにせよ、情報不足のまま力業のゴリ押しを続ければ、まず間違いなく周囲へ多大な犠牲を強いる事になる」

　この場合、外敵であるクロウリーズ・ハザードを倒してくれたからと言って、安易にエジプト記号や魔術結社を褒ほめ称たたえるほど第一王女リメエアは純粋ではない。『王室派』も知らない戦力が盤上に出てきた時点でイギリス内部に暴走部隊がいるのは確実だし、まして魔術結社の存在は元来排斥すべき犯罪集団だ。ゾンビパニックでギャングが市民を守ったとして、彼らを国の英雄扱いするリメエアではない。

　未登録の武力はすべからく国家の敵とみなすべきだ。

　強大なら強大なほど、制御不能な火力が民を巻き込むリスクも増大する。

「それに、英国の中心核である『王室派』がロンドンを離れるというのは、逃げるに逃げられない皆を守る事にも繫つながるのよ。今現在、英国内では複数の脅威が確認されているけど、攻めるにしても守るにしても、連中は必ず私達を中心にものを考えるはずだからね。場所を移せば、無差別攻撃の矛先を逸そらせる。あなただって分かっているでしょう？」

　ロンドンで戦えばロンドンで被害が出る。

　それは壊すための戦いでも救うための戦いでも変わらない。

　とはいえ、だからスコットランド方面を巻き込んでも構わないという話にはならない。

「スピードレース」

　がっしゃ!!　という重たい金属音があった。

　第一王女リメエアが、杖つえと呼ぶにはあまりに複雑な機構を持った『何か』を肩に担かついだ音であった。

「そうなれば不届き者は一つの集団ではいられなくなる。目の前で餌をぶら下げられ、長距離を引きずり回されるほどに各おの々おのの間隔は個々のスペックの格差をそのまま示す格好で広がっていき、その分だけ撃破も容易となる。スコットランド方面はひとまずの目標地点だけど、辿たどり着つく前に全滅させるのが理想ね。境界線まで概算四〇〇、エディンバラ城まではさらに一〇〇キロ。その間、私達はひたすら距離を取りながら撃てば良い。どうしようもない集団戦の密度を薄めて、各個撃破で勝負をつけられる長い長い戦線を構築しながらね」

　考えていないはずがない。

　この国難を前にして、『王室派』がただ漫然と逃げ回るなどありえない。

（……でも）

　まずそんな想おもいがあった上で。

　第三王女ヴィリアンは物もの憂うげにこう考えていた。

（それで完全に倒し切れなければ、今度はスコットランド方面が戦火に……）
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　イシス＝ウラニア別館。どこにでもあるようなロンドンのアパートメントから外へ出たアレイスター＝クロウリーの取った行動は極めてシンプルであった。

　ぶわりと。

　マントが不自然に翻ひるがえったと思ったら、五〇〇ミリペットボトル大のマイクロジェットエンジンが四つくらい飛び出してきた。

「は……？」

　むしろ、上かみ条じよう当とう麻まの方がポカンと見送ってしまった。

　ヤツは夜空に浮いている。見たくもない魔術師の白パンツをがっつり眺め、そしてツンツン頭は今さらのように疑問を放った。

「ちょっと待て、それでメイザース追い駆けるつもりか？　俺達はどうすりゃ良いいんだよ!?」

「ヤツを見失わないのが先だ。テクノロジーを解放した今、わざわざ手持ちのカードを隠し続ける意味もないしな。スコットランド方面まではざっと見て直線距離で四〇〇キロ。数字だけ見れば長いようだが車で飛ばせば数時間程度のものだ。君達は自力でアシを構築して後からついてこい」

　取りつく島もなかった。

　ギュンッッッ!!!!!!　と、夜空の空気を引き裂くようにして自前のマイクロジェットエンジンを使って銀の少女が飛んでいってしまうと、上かみ条じようにはもうどうにもできなかった。たとえ冗談のような話であっても、置いていかれたらそれまでなのだ。

「おいっ一方通行アクセラレータ、お前はどうすん……」

「知るかよ勝手にやらせとけよ」

「逆の道!?　えっ、ええーどこに帰ろうとしてんだよお前!!」

　慌てて叫んだが、第一位はひらひら片手を振ったと思ったら、首元のチョーカーをいじくった。だんっ！　という鈍い音と共に、適当なビルの屋上まで飛び上がり、視界の外まで立ち去ってしまう。本当に、明らかに、メイザースやアレイスターを追い駆けるつもりはなさそうだった。

　飛べない事がそんなに悪いのか。

　一人ぼっちになった上かみ条じよう当とう麻ま、もはや小刻みに震えて思わず呟つぶやいていた。

　外国の夜なんて超心細い。

「……どうして、どうしてこう俺の周りにいるのは特に理由もなく全体的に協調性のない自己中の馬鹿ばっかりなんだッ!!」

「もたらす結果はどうあれ、自分本位という意味において貴様にどうこう言われるようになったら割とおしまいだと思うがな、人間」

「……、」

「？」

「……いた。まだいた。俺にはあなたがいましたオティヌスすわぁん!!」

「よせやめろ『理解者』寂しいからってこんな誰が見ているかも分からん屋外でしがみついてくるなっっっ!!!???」
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「わあー……」

　と、思わず呟つぶやいていたのは浜はま面づら仕し上あげだった。

　おっかないので場所を移していた。橋の下を四駆の置き場に選んだのは、やっぱり衛えい星せい除よけの精神が染しみついているからか。

　でもって、だ。

　盗んだ四駆の中に、浜はま面づらも入れれば五人もの大所帯だ。流石さすがに息苦しくなってきたため、ちょっと息抜きに外へ出て、車を隠している橋の上まで登ってみた矢先の出来事だった。

　深夜のロンドンでおかしなものを見つけた。四頭立ての馬車だ。それも観光地などで旅行客を乗せるためのパフォーマンスではないらしい。二列縦隊で一〇組、合計二〇両もの馬車。四頭立てと言っても御者の座席の先までかなり大きく雨あま除よけの屋根がせり出しているため、遠目に見ると全体で一本の豪華寝台特急みたいに見えなくもない。さらには車列全体を守る騎兵隊までついている。

　とはいえ、狭い歩道側にとってはあまり関係ない。

　すぐ横を通り過ぎていく大仰な車列を見送ってから、しまった携帯電話で一枚撮っておけば良かったと今さらながら気づく浜はま面づら。とはいえ追跡防止のために電源を切っていたので、どっちみちすぐさまカメラアプリを呼び出す事はできなかったが。

　そんな折だった。

　ぴろりろりん、という小さな電子音がズボンのポケットから響いてきた。

　電源は切っていたはずだった。

（おいっ冗談だろ何かの拍子に再起動してた!?　ばかっとんでもねえじゃあ今の今まで全部位置情報だだ漏れだったかもしれねえってのかよ!!）

　慌ててポケットからモバイルを取り出してみると、画面に見慣れた表示があった。

「何だっアネリ？」

　ヴィンヴィン、と小さく本体が振動した。

　頷うなずきを返しているようにも見受けられる。

「……ひょっとして、お前がこじ開けたんじゃないだろうな？」

　今度は沈黙。

　ただし否定の意思表示でもなさそうだ。

　気まずさ機能まで実装されているとはまったく大したプログラムである。

　アネリは元々『ドラゴンライダー』という、特殊な保護スーツ込みでの超音速大型バイクのサポートＡＩだった。機体そのものはフレメア＝セイヴェルンを助ける時に全損してしまったが、今でもプログラムだけは残っている。ＡＯフランキスカ戦の時にも、プロセッサスーツ───つまり人型スーツの形を取る『書庫バンク』そのもの───の扱いでかなり助けられた。

　……とはいえ、統括理事長が学園都市のテクノロジーを封印した際にアネリも機能停止に追い込まれていたはずなのだが……？

（こうして動いているとなると、街全体がアンロックされた？？？）

　ただ、機能封印はローラ？　大悪魔コロンゾン？　いまいち勝手の分からない『黒幕』とやらの悪用を防ぐためではなかったのか。それを言ったらリリスはともかく、そもそもアレイスターまでは完全に信用できていない浜はま面づらとしては、統括理事長の胸中など分かる由よしもないのだが……やっぱりこう思ってしまう。何を考えているのだ、と。

「壮大な話はいったん後回しにしよう……。ともあれほんと助かった。今このケータイに入ったトコか？　このメチャクチャな状況をどこまで把握してる？　何にしてもお前のサポートがいる、正直に言って俺一人じゃ完全にキャパ超えてた」

　ヴィンヴィン、と再びモバイルが震えて返事を返してくる。

　変な人ひと懐なつっこさがあるのもアネリの特徴だった。

　携帯電話を手にしたまま橋の下の四駆まで戻っていくと、後部座席では例のダイアン＝フォーチュンが『魔神』二人に左右を挟まれたまま揉もみくちゃにされていた。

「ふはは吐け正直に全部吐くがよいわそうすれば楽になれるぞーっ！」

「この『黄金』の精鋭ダイアン＝フォーチュンがそのような卑劣な手に落ちるなどと甘く見ない事ねっ、ひっ」

「はいはい。くすぐり、三〇秒経過です」

「ぶはっ、わはは!!　こ、こにょような事で屈するわたしでは、うあはっ、にゃははは!!」

　……何してるの、と聞いたら負けな香りで満ち満ちていた。なんか遠目に見ても四駆全体が楽しげにギシギシ揺れていると思ったら車内はこんな事になっていたのだ。女の子の甘い吐息だけで四駆の窓が曇るとか色々イカれているとしか評価できない。こんな劣悪環境に恋人を一人残してしまった浜はま面づら仕し上あげ、人間として大減点である。

「何してるの？」

「あっ、滝たき壺つぼばかっ！」

「でもはまづら。この人はまづらを助けてくれた、無下にはできない」

　……あれは滝たき壺つぼを助けてくれたんだ、と不良少年は嚙かみ砕くだいていたが、さて、真相はどっちなのだろう？

　くすぐり地じ獄ごく爛らん熟じゆく編へんをお見舞いしていた娘ニヤン々ニヤンは、暇を潰していますといった顔で律りち儀ぎに答えてきた。

「んー。メモ魔のダイアン＝フォーチュンが何をうずうずしながら掌てのひらに自分の指先を走らせていたか聞く祭り」

「そっとしておいてあげなさいよそんな事!!」

　浜はま面づらが運転席から思わず腰をひねって振り返ってしまったが、それが良くなかった。人間には目を合わせてはいけないタイミングがある。

　注目されると舞い上がっちゃうのか、笑い転げる赤毛の少女が天てん狗ぐみたいになってきた。

「あにゃはにゃはのほ……ひい、ひい、甘く見ない事ねこのダイアン＝フォーチュンを。魔道書の執筆、オカルト雑誌への寄稿、文通に通信教育、講演会まで！　旧来のやり方に縛られないマルチな活躍で魅せる美少女霊媒とはわたしの事なのよーふははははははーっ!!」

　……何な故ぜだろう、わざわざ通訳を挟んでもらってがっかりするこの感じ。あんまし羨ましくないというか、いまいち自慢話として成立していないような気がするのは。噓うそをつくと鼻が伸びる方なら良かったのに、と思ってしまう浜はま面づら。微妙に湿っぽい空気が漂うのは、諸もろ々もろの活動に動画共有サイトやＳＮＳなどここ最近のデジタル方面から遠いせいだろうか。

「ふっ、あまりのカリスマに気け圧おされてしまったかしら。ダイアン＝フォーチュンは常に新しさを求めるナウでヤングな魔術師。いけない、感受性の高い思春期ボーイのためにもう少し光を抑えなくては。まあでも無理もないわ今なら跪ひざまずいてわたしの椅子になる権利を与えてやってもよろしいですけどふはーっ!!」

「私は男の子の残り湯に大変興味がありますだって、しょーねん☆」

「……ちょっとテキトーに訳してない？　明らかに言葉の長さがおかしいもの！　ねえってば!?」

　と。

　そこでおかしな事が起きた。あれだけはしゃいでいたふわふわドレスの少女がいきなりビキリと凍りつくと、フォーチュンもフォーチュンで、何な故ぜだか浜はま面づらの方を見て両目を真ん丸に見開いていたのだ。

「お」

　いいや、厳密には不良少年の持つ携帯電話を眺めて。

　思わずといった調子でふわふわドレスの魔術師はポツリと呟つぶやいていた。




「……お、ねえ、さま……？？？」




　弩ど級きゆうの発言であった。

　一方で浜はま面づらの知る由よしもなかったが、そもそもアネリは問答型思考補リーデイング助式人工知能トート７８……つまりミナ＝メイザースの民間普及用ダウングレード版として開発されたものだ。

　そしてミナ＝メイザースは何な故ぜミナ＝メイザースなのか。

　もっと言えば、彼女が黒猫の魔女と呼ばれるようになった理由は何か？

「どっどうしてそのような小さな箱に!?　……形を固着する初期操作で何かしらのミスが発生した……？　いえ、そもそも何かおかしい、わたし達とは方式が違うんですか!?」

　なんか一人でわなわなしてるダイアン＝フォーチュンが聞きもしていない事をベラベラとしゃべり始めていた。

　そしてアネリはがっつり沈黙であった。

　無である。

　何かエレベーターの中のような硬い空気を作っている。それだけでふわふわドレスの魔術師はビクゥ!!　と大仰に飛び上がり、白い花飾りごと頭のてっぺんを四駆の天井にぶつけながら、

「待ってちょっと待ってください『爪痕』はやめてっ!!　何でもしますこの方に協力すれば良いんですかひいいわたしとお姉様の仲じゃないですか背中一面びっしりケダモノの傷跡とか洒落しやれになってないわそもそも虎サイズの黒猫ってあれ猫だったんですか普通にネコ科の虎じゃあなくて!?」

「？　？？？」

　疑問の噴出が止まらない浜はま面づらに、後部座席の娘ニヤン々ニヤンが笑い転げながら説明してくれる。

「ダイアン＝フォーチュンは元々ミナ＝メイザースから『手厚い』保護を受けて入団したんだけど、結社内の縄張り争いが原因で師匠筋だったミナから苛烈な魔術攻撃を受けているのだよ、しょーねん。家の周り黒猫だらけにされたり、知らぬ間に背中をざっくり肉食獣の爪で引っかかれたり、虎と見み紛まがう黒猫の幻が揺らいだりね？」

　そんな事言われたって蚊か帳やの外の浜はま面づら仕し上あげからすればそもそもミナ＝メイザースがどんな人なのかいまいちはっきりしていないのだ。なんか西洋喪服着てリリスの面倒を見てくれるおっぱいの人、くらいの印象しかない。ましてプログラムのアネリとどう関わっているのかなんてはるか彼方かなたの話である。

　とにかくいらんトラウマを掘り起こす存在になっているらしい。

　そういう事ならポケットの中にでもしまっておかないとな、と考えていたジェントル浜はま面づらであったが。




　ドォッッッ!!!!!!　と。




　集中豪雨よりも重く連続的な、振動にも似た大音響が突如頭の上から響き渡ってきた。最初意味が分からずにとにかく首を縮め、続いて浜はま面づらはようやく自分が橋の下に身を隠している事を思い出す。

「なっ、何だあ!?　真上じゃ一体何が起きてんだ……ッ!!」

　普通に大型のトレーラーやタンクローリーが走り抜けていったって、あんな音にはならないはずだ。夜のクラブやスタジアムで観客が一斉に床を踏み鳴らすような、そんな地響き。音そのものはすぐに去ってしまったが、得体のしれない心の浮遊感はいつまで経たってもなくならない。明らかな怪異が発生したのに、脅おびえて良いのかどうかも教えてもらえないのだ。

　この橋を通ったという事は。

　先ほどの馬車の群れを後から追い駆けている……と見て、良いいのだろうか？

　二人の『魔神』はくすくすと薄く微笑ほほえみ、赤毛のダイアン＝フォーチュンが青い顔で狭い天井を見上げていた。

「メイザース様、それにみんなも……」

　とりあえず全員で注目してみたが、ふわふわドレスも流石さすがにハッと何かに気づいたらしい。慌てたように両手で自分の小さな口を押さえて首を横に振っていた。

　相手は恩人だ。

　手荒な真似まねはできない。やるなよ、絶対ダメだぞ。

「言わない言わない!!　袂たもとを分かったとはいえわたしは世界最大の魔術結社『黄金』の一員、みんなに迷惑を掛ける訳には……」

　そしてネフテュスが羽交い絞めにして、アネリを呼び出した浜はま面づらが携帯電話を嫌がる少女のほっぺたにぐりぐり押し付ける運びとなった。
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　御み坂さか美み琴ことと食しよく蜂ほう操みさ祈きもまた、ロンドン市街へ墜落していた。

　直接流星のように地面に突き刺さった訳ではないものの、落着時のダメージを逸そらすためかなり入射角を浅く設定したため、相対的にかなり遠くまで流されたようだった。英語の案内板を見る限り、ここはプリムローズヒルよりさらに北。ほとんどアウターロンドンに飛び出している。

　そして学園都市第五位、『心理掌握メンタルアウト』は大ピンチだった。

「さっさささぶさむ寒い寒い寒いどうなってんの吐く息白いんですけどそういえば今一二月だったじゃない冬のロンドンで水着とか馬鹿なの死ぬのほんとどうしようもない事で私の人生一進一退の攻防力が全開になっているんですけどぉ御み坂さかさぁん!?」

「……うーん、やっぱりロケットブースターそのものよりも可動式のジョイントね。ベアリングかあ。これ、よその兵装の首振り部分からパーツ抜き取って代用できるのかな。でもやっぱりぶっつけ本番は怖いかなあ……」

「ぬおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおい御み坂さかっさぁん!?」

　なんか生きている世界が違った。

　すっかり青い顔で自分の肩を抱き締め、内股でガタガタ震えている女王は信じられないようなものを見る目で、

「ひっ一つの事に集中すると周りが見えない系がここにきて人体の限界力を超えている……？」

「……、」

「いやこれ単に馬鹿は風邪引かない系の法則が働いているだけなのかも

「聞こえてるぞ食しよく蜂ほう」

　そして美み琴こと側がわから心を開かない限り、食しよく蜂ほう操みさ祈きの『心理掌握メンタルアウト』は第三位の精神を操るには至らないのだ。

　もっと早く気づくべきだったのである。物理最強の世紀末がやってきた。

「ノー待って御み坂さかさん!!　米俵っぽく人の腰を抱え込んでのこのスタイルはっ、まさか、ちょっと待って、まさかこれは伝説の……あーっ!!　お尻!?　この極寒の一二月に冷え切ったお尻をビシバシ叩たたく人がいますぅ!?」

「アンタのそのどうしようもない性格って甘やかされて育ってきた弊害だと思うのよね。もうこれ根っこの所から直さなくちゃダメだ」

「すごい断定が来て困っちゃうわぁ。このブロッコリーみてえなパーマ全開のオカン臭に私はどう対処したら良いいのやら……」

「今ならお値段据え置きでさらに美味おいしくなって二〇％増量中なのよ」

「あーっ!!」

　ばしんばしんばしんばしんっ!!　と、しばし布ふ団とん叩たたきめいた大音響がロンドンの街に響き渡った。名門常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのお嬢様、仕置きから逃げられず。もはや真っ赤になった顔を両手で覆い隠すくらいしかやる事がない。

　ようやっとの解放。

　恥成分でちょっと体がポカポカしてきた水着の女王食しよく蜂ほう操みさ祈きだったが、こんなので恒久的に暖を取るような事になったらまず心の方が死んでしまう。

　そもそも御み坂さか美み琴ことは何な故ぜ一二月のロンドンで平常運転できるのだ。

　布の多いワンピース型とはいえ、ヤツもまた水着であるはずなのに。

「……いいえ思考を止めてはダメよ食しよく蜂ほう操みさ祈き何か絶対トリックがあるはずなんダゾ。そうよそうだわ確か御み坂さかさんマイクロ波で保温できるとか何とか嘯うそぶいていなかったかしらぁ!?」

「チッ、バレたか」

「オール電化湯たんぽ少女御み坂さかさんちょっと幸せお裾分けしてぇ？」
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「抱き着くなっっっ!!!!!!　アンタその、余裕がなくなるとほんと行動に遠慮がなくなるわよね。無人島に辿たどり着ついたら真っ先に着ているもの脱いで素すっ裸ぱだかで狼煙のろしを上げそう」

「デキる女王様は隠し味でほんのちょっぴり脇が甘いアピールかますとカリスマ激増するんですぅ☆　スイカに敢あえて塩を振るようにな」

「ぶん殴るぞこの野郎。大体アンタ、人間の体内の液体を操って心理状態を支配下に置く汁能力持ってんでしょ。そういうのでなんか保温とかできないの？」

「もっぺん汁ってゆったら壮絶ダンス祭りな？　第三位の脳内ガードなんて知った事か、全体的にあなたの無茶ぶりのせいでこっちも生命の危機に瀕ひんして色々タガが外れて覚醒しかかってんの忘れないでよね御み坂さかさぁん!!」

　どっちみち、A.A.A.の飛行能力に疑問が生まれた状態では迂う闊かつな行動には出られない。長い時間をかけてじっくり機材と戦う必要が出てきてしまった。こうなると当たり前の衣食住がすんごく重要になってくる。

「まあ、ラストのは『念押し』のつもりだったから、あのままでもパパは十分逃げられたとは思うけど……」

「素晴らしき家族愛だけど唇真っ青になってる私には実はあんまり関係力のない話なのよねぇ。ちなみに御み坂さかさん今いくら持ってる？」

「何で？」

　震える指先で食しよく蜂ほう操みさ祈きが街の一角を指差すと、自販機がずらりと並べられていた。温かい飲み物や惣そう菜ざいパンの他に、傘やレインコートなどの雨具まである。

「おおう、流石さすがはしとしと雨の街ロンドン。ある所にはあるもんだ」

「ないよりはマシ。添加物や保存料だらけの食べ物関係は放っておくとして、レインコートは絶対に！　でも私ぃカードしか持ってないセレブなキャッシュレス娘だからこういう時すんごく困るんですけどローカルなベンダーだから電子マネー対応してないみたいだしいお願い御み坂さかさんくしゃくしゃのお札さつを一枚何とか工面してぇ!!」

　食しよく蜂ほう操みさ祈き、ついに涙目で級友にすがりついてのおねだり娘（深夜のうらぶれた街並みで水着装備）と化してしまった。

　そして貴族の遊びが始まる。

「哀れよのう食しよく蜂ほう操みさ祈き。マイクロ波で体を温められず、その場しのぎのレインコートも買えないだなんて。日頃の行いじゃないかしらあ？」

「ひいいー所詮私は表彰台から程遠い第五位であなた様は栄光の第三位でございますぅ」

「んー、もう一声」

「わんわん。って、ちょ、写真!?」

　ズバシィと目の前で炸さく裂れつするケータイのストロボに対し、とっさに右手の掌てのひらを横にして目元だけでも隠す水着少女食しよく蜂ほう操みさ祈き。しかしもちろん美み琴こととて氷漬けになるまで待つほど鬼ではないし、第五位もまた名門常盤ときわ台だい中ちゆう学がくのお嬢様、その頭脳は本物だ。いけ好かない野郎だがA.A.A.の復旧作業には役立ってほしいので、ここでリタイアさせるつもりはない。

　ただし、だ。

「（……何かこいつレインコート買ってやった瞬間に掌てのひら返しそうなのよね。しばらくその辺の段ボールとか新聞紙とかで寒さをしのがせて、存分に餓うえさせてから買い与えてやろうかしら。ありがたみって大切よね、ぶつぶつ……）」

「何やら大変高度な選択肢をテーブルに並べていませんかお嬢様!?　わわわっ私ぃそろそろ本格的に限界力なのよ震えが体の芯を揺さぶり始めているんダゾ！　何でもします肩を揉もみますっ靴だってピカピカに磨いて差し上げますから御み坂さか大だい明みよう神じんサマぁ!!」

　もはやマッチも持っていない（しかも水着の）少女、色々といっぱいいっぱいである。たかだか厚手のビニールシートに毛が生えた程度の生活用品一つのためにご覧の通りだった。

「？　お馬さん……？？？」

　だから、だ。

　ガタガタ震える金髪少女は最初、それが幻か何かに思えたのだ。

　混乱下のロンドンなら動物園から色々と脱走が起きていてもおかしくはないが、そういう話でもないらしい。筋骨隆々とした馬には手綱や装具が一式取り付けられていて、しかも乗っているのは銀の鎧よろいやサーコートで全身を彩いろどった女性騎士だった。違いの分かる女王様の目め利ききでよろしければ、勝手に観光客へ近づいて写真を撮っては小銭を要求する迷惑なパフォーマーには見えない。ひょっとすると、本当にバッキンガム宮殿を守っている衛兵か何かかもしれない。

　そして問題なのはそこではなかった。

　もう一人。まるで自転車の二人乗りのように後ろでまたがっているツンツン頭の少年がいたのだ。




「うふふここで再会したのも何かの縁。素敵な旅にしようね騎士様!!」

「ふざけるなよ色々と!!　弱みを握られたこちらが抗あらがえないと思って好き放題命令して……。恥を知れ、貴様それでも一人の男なのかッ!?」




　パカパカというちょっと吞のん気きな蹄ひづめの音が右から左へと流れていった。

　向こうはこちらに気づかなかったようだ。

　そして気になる言葉があった。

「弱みを、握られた……？」

「……好き放題、ですってぇ？？？」

　女性騎士はご丁寧に日本語で話していた。金きん髪ぱつ碧へき眼がんでロンドン在住の人にしては不自然だ。ひょっとすると、それもまたツンツン頭の大馬鹿野郎との上下関係を端的に示しているのか。

　A.A.A.の飛行能力には難がある。

　他の部品を代用するにしても、作業が完了するまでにかなりの時間がある。

　美み琴ことと食しよく蜂ほうは前提条件を改めて頭に浮かべた。

「「知ったこっちゃねえッ！　あいつロンドンまで来て何してんのよお!!」」

　ロケットエンジンの爆音が真夜中の英国を揺さぶった。

　ガシャガシャガチャチャ!!　と。複雑に金属同士が嚙かみ合あう不気味な音が連続したかと思ったら、あっという間に翼を持った悪魔のようなシルエットの飛行機械が複数のロケットブースターを後方へ流す、凶悪極まる大型バイクへと形を変えていったのだ。ホバーする補助脚に支えられているとはいえ、あまりにも凶悪なフォルムである。

　たまに、バラエティやドキュメンタリーで海外のレース車両を目にする事はないだろうか。既存の車やバイクに無理矢理ジェット戦闘機やロケットのエンジンを積んで直線道路をぶっ飛ばす、ドラッグマシンを。

　飛べるかどうかではない。

　追えるかどうか、それが問題だ。

　ヘルメットなんてお行儀の良いい装備はない。自販機から手に入れた半透明のレインコートを塊のまま食しよく蜂ほうへ放り投げ、同じものを羽織った美み琴ことは勢い良くモンスターバイクへ飛び乗っていく。

「乗れ汁能力!!　あいつ一発ぶん殴るッ!!」

「おーけー御み坂さかさぁん、防寒具を手に入れたからにはカンペキ女王様の復活よぉ!!　……あと私はちゃんとカウントしてるからな？」

　ガォン!!!!!!　と、凶暴な震動が撒まき散ちらされる。

　と、ハンドルを握る美み琴ことは何やら眉をひそめる。

　勢い込んで超大型二輪にまたがったはずの運動音痴が何やらもじもじし始めたのだ。美み琴ことはサイドミラー越しに怪け訝げんな視線を後ろへ投げるも、人様のうなじの辺り、レインコートのフードの部分に顔を突っ込んでおでこをぐりぐりしているのかヤツの表情すら見えない。

「何よ!?　落ち着かないんですけど!!」

「いや、あう……思ったよりもこれ、やだちょっと振動が……」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………アンタがいっつもお付きの人に車を回してもらってんのって、まさかと思うけど自転車のサドルに弱い敏感体質だからとかじゃないわよね？」

　返事はない。

　真っ赤になっている人の本気の沈黙によって真相は闇に葬ほうむられてしまった。

　美み琴ことはわずかに咳せき払ばらいして、

「ま、いくら何でもそんな話ある訳ないか」

「……あっ、ちょ、御み坂さかさんできればそのう安全運転でお願ｉ

「ならいいや、いつまでも遊んでいられないし。ぶっ飛ばすわよお!!!!!!」

　もう言葉になっていなかった。

　追い駆けると言っても明確な目的地も定まっていないまま、鋼の塊でできたモンスターバイクが深夜のロンドンで荒れ狂い、次世代ロデオが幕を開けていく。




　　　　９




　実は、だ。

　上かみ条じよう当とう麻まが名も知れぬ女性騎士の後ろからしがみついていたのはちょっとした訳があった。

　時間は少々遡さかのぼる。

　もちろん『王室派』の車列を襲うつもりのメイザース達は何としても止めなくてはならないが、こちとら自転車も持っていない単なる高校生。アレイスターは小さくてカワイイジェットエンジンで空を飛び、一方通行アクセラレータはエンジンすらなく自力でどっか行ってしまった。一人残された上かみ条じようとしては、時速一〇〇キロ超えの世界となるとどうしても優れた乗り物を調達しなければ話にならない。

　やる事は一つであった。

「ようし『持ってる人』にすがりつくぞう。腰こし巾ぎん着ちやくで構わないぞう!!」

「絆きずなの力と言えば聞こえは良いいが、時々お前は最低になるよな人間」

　免許証を持っていない高校生にとって、車やバイクなんてそんな感覚である。両親にせよ公共交通機関にせよ、基本的には乗せてもらうという意識しかない。

　どうやらロンドンの街には顔見知りが何人もいるらしいのはすでに分かっている。レッサーやバードウェイはスクーターで二人乗りだったし、オルソラやアニェーゼ達を頼るのも悪くない。シェリーにオリアナ、誰か一人くらいは車だって持っているだろう。

　そして、だ。

　ビルの角から様子を窺うかがう上かみ条じよう当とう麻ま、コンクリートジャングルにていたいけな子鹿ちゃんを発見せり。

「あれだな？　テムズ川の辺りで避難してもらったはずの騎士さんじゃね？？？」

「もう立ち直っているのか。意外と早いな」

「何やらお馬さんの上で地図見てるな？　てかアレ、首を傾かしげていないか、地図ぐるぐる回しながら困り果ててるぞ。ここあいつの地元じゃなかったのかよ……？？？」

「通つう常じよう警けい邏らにしては拠点から拠点へ繫つないでいくようなルートではないし、『王室派』がスコットランド方面へ向かうという話があるのだろう。警護用に招集命令が出ているんじゃないか？」

「あいつほとんど泣きそうだな？」

「……まあ連絡の不備や乱戦の混乱下では常に一定数の兵隊が合流できずにさまようものなのだが、参ったな、完璧に馬鹿の部類だぞ」

　ともあれ、これでギブとテイクの関係が成立しそうだ。上かみ条じよう達たちも『王室派』の車列を襲おうとしているメイザース達に用があるのだ。道案内さえできればお馬さんに乗せてもらえるかもしれない。そしてもちろん知識の面では馬鹿丸出しな上かみ条じようは最初からオティヌスに頼る気満々であった。

　ツンツン頭にできるのは、せいぜい日本語一辺倒で世界を渡り歩くおばちゃん魂を見せつける地獄の交渉術のみである。

「やふーっ!!　困っているのかいお嬢さん、もしよろしければこの上かみ条じよう当とう麻まがイライラのない素敵な旅をエスコートして……ッ!!」

　言い終える前に小さな『理解者』と地図から顔を上げた女性騎士から同時に来た。

「「ばかっ迂う闊かつに大声出して馬の後ろから近づくな臆病な草食動物なんだぞ!!」」




　ぱっかーん、とであった。

　後ろ脚で蹴り飛ばされた馬鹿が、いっそ一周回ってちょっと面白いくらい吹っ飛ばされる。




　そしてだ。

　だからである。

「……不覚。しかも何だか腑ふに落ちない。当たり屋にぶつけられるのはこういう気持ちなのか」

　パカパカという足音があった。

　しかし平和な音とは裏腹に、オープンカーで高速道路を突っ走るような感覚で突風が吹き荒れ、左右の景色が流線形に流れていく。

　ぶつくさ言っている女性騎士が上かみ条じよう当とう麻まを振り払えないのは、そういう負い目があるからだった。基本的に根は良いい人なのだ。放っておくという選択肢ももちろんあったはずである。

　馬と言えば原始的に聞こえるかもしれないが、都市走行用に特殊なゴムの蹄てい鉄てつを嚙かませた場合そこらのバイクに匹敵する機動性を誇る。ましてここは魔術の国イギリス。乗り回している愛馬の育成にしたって各種術式を使って相当手を加えている。二〇〇〇メートルの芝を走り回っただけで疲れてバテてしまうような造りにはなっていない。

　全体的にぐったりしている上かみ条じよう当とう麻まは、後ろから女性騎士にしなだれかかるようにして、それでも笑顔でこう言った。

「だっ、うぶ、大丈夫だよ騎士サマ。ふひゅー、ひゅー、全ては必要な事だったのじゃ」

「こいつ何でこんなに有り余っているんだ、元気が……？　下手すれば死んでいてもおかしくなかったはずなのに……」

「そんなのこの神にも分からんよ」

「それより馬に乗るなら呼吸を合わせろと馬鹿者に教えてやってくれ!!　さっきからペースを乱されっ放しでアレックスがうんざりしている!!」

　さっきから鎧にベタベタ右手で触ってはいるが、女性騎士が素っ裸になる様子はない。どうやら魔術っぽい仕掛けは装甲の内側にあるようだ。

　悲鳴のような声を上げる女性騎士に、後ろの上かみ条じようは興味深そうな感じで、

「ほほう、このお馬さんはアレックスと言うのか」

「私のではない、第二王女キャーリサ様からの預かり物だ。留守の間世話を頼むと命じられている。普段は『処刑ロンドン塔』の中庭を歩かせているがな。王おう室しつ御ご用よう達たしだぞ、こんな所で走り潰す訳にはいかんのだ。だから呼吸だ、馬の動きに合わせろ馬鹿者!!」

　……下手すると上かみ条じようよりも健康に気を遣ってそうなお馬さんの話になってきた。あとキャーリサという名前を耳にしただけでツンツン頭はちょっと心臓が縮むのが分かる。あの人を怒らせるのは確かにまずい。冗談抜きに高圧お姫様のハイヒールでどつき回されかねない。

　逆に言えば、そんな事を考える余裕があった。

　並のバイクを超える、結構な速度が出ているはずなのだが、不思議と絶叫マシンのような頭が真っ白になる感覚はない。バスやタクシーと同じで、手綱を握る人がいると安心できるものなのかもしれない。……実際には事故が起きる時は起きるし、そうなった時は上かみ条じように何の落ち度はなくても道連れコース確定なのだが。

「よっ、ほっ。リズム、呼吸って？　そんなに違うもんなのか？？？」

「……おいこのクソ野郎さっきから何を私の腰に股間をぐいぐい押し付けてきているんだ人が抵抗できないと思って……」

　慣れない事などするべきではなかった。どうにもあらぬ誤解を与えてしまったらしい、顔中まっかっかの女性騎士から怨えん嗟さの声が放たれていた。

「こほんっ。それにまあ、ユニコーンの伝説ではないが、アレックスは純粋な乙女にしか懐なつかないという心の持ち主でもあるからな」

「（ビクッ!!）」

「何な故ぜ今心臓が跳ねた？　ちょっと待てこれ以上まだ何かあるというのか」

「……それは、その……欧米は何事も進んでいらっしゃるとふんわりお聞きしてはいましたが、このお馬さんがお認めになられたという事は、いやはや、これはいやはやですよ、純粋ってゆーのはほらそのアレですよね……？」

「？」

　流石さすがにツンツン頭も恥ずかしいので、ここから先は聞けなかった。

　しかし奥ゆかしい人の頭の中はこの話題で満杯であった。もう時速一〇〇キロ超えの世界とかどうでも良いい。

　そっとオティヌスが耳元で囁ささやいた。

「（……確定だ。処女まだだなあいつ）」

「カッッッ!!!!!!」

　上かみ条じよう当とう麻まの思春期が変な音を出した。

　そして軍馬アレックスが不快そうに暴れ回って女性騎士が慌てて手綱を握り直した。馬の面倒を見なくてはならないので背後は振り返れないまま、彼女は言葉を投げかける。

「何だ今どうして覚醒したっ？　後ろの様子は分からん解説してくれ!!」

「心配するなただのビョーキだよ。ふふん、世間知らずのボーイはとある単語に滅法弱いのさ。どれだけ鉄壁のガードをしようが、これが出たら反応せざるを得ない」

「何が何やら……あとそこの小さいの。ボーイがどうしたと、何でこの気持ち悪い動きを見てどこかホッとしているんｄ

「そして気づいているか人間、キャーリサ様とやらにも一つの疑問が生じたぞ」

「（ガタッッッ!!!!!!）」

「うぐわーっ!?　背中からのしかかるオーラが怖いっ、あのアレックスが脅おびえるとは一体どんな覚醒の仕方をしているのだ……ッ!!」

　あまりの生理的嫌けん悪お感かんに全身を震わせる女性騎士は、神の強引極まる舵かじ取とりについて見過ごしてしまったようだ。

　彼女は恐怖を振り払うようにして本題へ。

「事態の柱はクロウリーズ・ハザードから『黄金』なる魔術結社に移った、か。いまいち、その『黄金』とやらは信じがたいが……正規報告ラインでもいくつか怪しげな情報が飛び交っている。まったく、やられたらやり返すでエスカレートしていくのも戦争のセオリー、か。よもや我が国が制御もできないモノを解き放つとは」

「……根っこの部分、ローラ＝スチュアートについてはどう思う？」

「信じられん。そもそも、大悪魔の存在自体がマユツバだ」

　率直な答えであった。

　物的証拠を提示できないのだから、ある意味で正しい反応だ。

　その上で、

「それより本当にこの方向で合っているのだろうな？　ここまで心をすり減らして我慢を重ねているのだ。これで『王室派』の皆様と合流できずじまいとなったら流石さすがに私も何をしでかすか分からんぞ」

「そう言えば何で女王様は飛行機使わないの？　すごい専用機とかありそうなものだけど」

「外敵どころかイギリス国内でも不穏な動きがあるのだぞ。どこから情報が洩もれるか分からん状況で空路など頼れるものか。政府専用機はその秘匿性が最大の防御となるのだ」

　はえー、と吞のん気きに感心している上かみ条じよう当とう麻まの肩の上でオティヌスは鼻から息を吐いて、

「……随分と偉そうに語ってくれるが、むしろ一体何をどうしたら同じ場所をぐるぐる迷う羽目になるのかお聞きしたいところだ。『王室派』は陸路を使って北上しスコットランド方面を目指すのだろう。ロンドン市内にどれだけ蜘く蛛もの巣すのように道路が張り巡らされていようが、街と街を繫つなぐ基幹道路の数は限られているはずだというのに」

「うぐっ」

「無数の枝から一本の幹へ合流していくようなものだよ。スコットランド方面へ向かう道を目指せば自然と車列に合流する。どうした、ピクニックでもしたかったのかね？」

　そしてこれは当然、メイザースら追う側の人間でも簡単に思いつく考えでしかない。だからこそ『王室派』はあらゆる襲撃を見越して護衛戦力の招集をかけているのだ。

「見えたぞ、高速道路の入口だ」

「……封鎖もできておらんではないか。あれじゃメイザースどころか一般車まで迷い込みかねないぞ」

　専門家達は難しい顔で何か言っているが、それより小市民上かみ条じようは高速道路だって言っているのに料金所がない方に驚いていた。そのまんま武装した馬が上り坂を駆け上がり、大都市の、滑走路みたいに広い高架へと躍り出てしまう。

　その時だった。

　後ろから何やらロケットエンジンじみた爆音が鳴り響いて上かみ条じようの肩がびくついたが、どうやら高架に乗り損ねて下の道へ突っ込んだようだ。どこの誰だか知らないが、おのぼりさんが道に迷っているのかもしれない。

　一方で、女性騎士は早速舌打ちしていた。

　大きな音にびっくりして上かみ条じようが後ろから抱きついたからではないようで、

「後ろは良いい、放っておけ。『王室派』の皆様はやはり先だ、遅ればせながら行くしかないな！　ここで待っていれば合流できるという訳ではないらしい!!」

「何で分かるんだそんなの？」

「あちこちに馬ば糞ふんが落ちてる。四頭立ての馬車だけで二〇両は超えているはずだからな」

「……、」

「ざっ、残念そうなその沈黙は何だ!!　生き物なんだから仕方がないだろう!?」

　騒いでいたのが災いした。

　気づくのに遅れたのだ。

　危うく高速道路の上を転がっていた障害物を馬の脚で踏んづけてしまいそうになる。




　人間、だった。

　誰かが路上に振り落とされ、そのまま倒れ込んでいたのだ。




「うわあっ!?」

　女性騎士が叫び、慌てて手綱を引く。間一髪だった。ギリギリのところでかわす。今のは中学生？　いいや下手すれば小学生くらいの男の子か。ぶかぶかの修道服のおかげで、かろうじて素人しろうとのツンツン頭でも『関係者』とあたりをつける事ができたくらいのものだった。上かみ条じようも上かみ条じようで後ろを振り返りながら、

「さっきの誰だ!?　お前の知り合いか！」

「分からん!!　『騎士派』じゃないな、どうやら『清せい教きよう派は』のようだったが……」

　叫び返しながら、女性騎士は発煙筒を擦こすって花火のように色の点ついた炎を噴き出すと、それを後ろへ投げていた。衛生兵への回収指示の救難信号か、あるいは後続が身内を撥はねないようにするためのハザードランプの代わりなのかもしれない。

　しかし、だ。

　その声を聞いて上かみ条じようの顔がさらに曇る。別に敵方なら構わないという話でもないが、これで『黄金』の魔術師が返り討ちに遭って転がされているという線は消えてしまった。やられているのは『王室派』と、彼らを守る車列の方だ。

「始まってるぞ……」

　上かみ条じようはそんな風に呟つぶやいていた。

「向こうじゃもう始まっているんだ、戦いが」
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　橋の下に停とめた四駆の中で話を聞いていた浜はま面づら仕し上あげは怪け訝げんな顔をしていた。

「えっ……タロット、カード？？？」

「はいい……」

　よっぽどアネリ（？）が怖いのか、顔中涙と鼻水だらけにしているダイアン＝フォーチュンはとうとう白状してしまったという調子だったが、はて？　そんな事言われたって何のこっちゃな浜はま面づらであった。自信満々に密室トリックの説明をしたのに、周りが馬鹿ばっかりだった時の名探偵はこんなに間が抜けるものなのだろうか。

「たっ、ったき、滝たき壺つぼしゃん？」

「大丈夫だよはまづら、私だって理解不能。何かの暗喩やコードネームかもしれないけど」

　一人じゃないって素晴らしかった。何の解決にもなっちゃいねえのだが。

　が、全身包帯やミニチャイナはフォーチュンに全く容赦がなかった。

　強過ぎるのも問題を孕はらむのかもしれない。

　言葉は英語だが、悪意が乗っているか否いなかくらいはニュアンスで分かるものだ。

「難しい事言ってないよ、説明が足りてないだけだよ」

「そうね。オラ分かんねえだろオラオラみたいな事言われてもポカンとしてしまうわよね」

　ひぎい!?　は万国共通らしい。

　特に滝たき壺つぼに通訳してもらわなくても浜はま面づらにも伝わってきた。それなり以上に恩人ダイアン＝フォーチュンはお困りのようだ。

「やめてあげなさいよ、フォーチュン俺達の恩人なんだから。つか、おめーらが全体的に世界をおかしくしてるだけであって普通にすげえ人なんじゃねえのフォーチュン？」

　絶対に英語に訳してはいけない破滅の言葉だった。

　そして肩にかかった白いヴェールを片手で払うふわふわドレスが調子に乗り始めた。

「ふっ、うふふ。そう、わたしはダイアン＝フォーチュン、『魔神』がどうのこうの反則技を持ち出されてしかもエジプト神格とか最悪の相手だしわたし涙目だしトドメのお姉様ショックでどうにもならないけど重要なのはそこじゃないっ。そうよわたしはすごいのよ周りが特別おかしいのもっと敬いなさいわたしの価値が分かる人そうすれば靴磨き肩もみ荷物持ちこのわたしから色々こき使ってもらえる権利を授けてやるわあはははははーっ!!」

「しょーねん。……ちゃんと自分で処理しろよ？」

「待ってくれこればっかりは右から左に全部訳しちゃったお前も半々じゃねえ!?」

　ともあれ、だ。

　当のふわふわドレスは後部座席に収まったまま、

「結局わたし達は大悪魔コロンゾンが用意した防衛装置の一つに過ぎなかったの。メイザース様は隙あらばそういう状態を脱して自由に世界を渡り歩く術すべを構築しようとしていたみたいだったけど。メイザース様は魔道書の翻訳が得意だし」

「めいざーす？」

「わたし達『黄金』のてっぺん……と言ったら二大トップを気取るウェストコットが可哀かわい想そうかしら」

　ここで重要なのは、浜はま面づら仕し上あげはウェストミンスター寺院の墓地には集合できなかった、というところにある。つまり、メイザースがどんな人間で、『黄金』がどのような組織なのか全く想像が追い着かない。

　よって、運転席の彼はこう考えていた。

（……ふうん。何だか知らんがコロンゾンってのがリリスを追い回していた悪者なんだろ。だったら手を取り合って一緒に戦う事はできんのかね）

　傲岸不遜にもほどがある。

　しかし、もしも何の因果もなかったのなら、そういう話になっていたかもしれなかった。

　無論、一〇〇年前から絶対にありえない選択肢ではあるのだが。

「じゃあその、スコットランド方面だっけ？　そっちの方に行けばメイザースとかいうのに会えるのか」

「はまづら、スコットランド方面って遠くなかった？」

「地理とか分かんねえし」

「北に行くんだよ。イギリスの長さって日本列島の半分くらいあるよ」

「そんなにー？　じゃあこのままじっとしててもしょうがねえし、どっかでガソリン入れたらちょっとそのメイザースとかいうのに話を聞いてみっか」

　ギョッとしたのは後部座席で『魔神』に挟まれていたダイアン＝フォーチュンだった。くすくす笑いと共に色々耳打ちされているところを見るに、あの露出狂どもは豪華二本立ての通訳さんと化しているらしい。……本当に正しく訳してくれているのかすごく疑問だが。

　ともあれ、白いヴェールも気にせず涙目のダイアン＝フォーチュンは両手どころか足までジタバタさせて叫んでいたのだ。

「早いー展開が早過ぎるってえ!!　てかアンタ何なのそのノリ!?　創設期のウェストコットとアニーに瞬殺されてその辺のたくってたのもう忘れたの、まして天下のメイザース様を何だと思っている訳!?」

「わはははは!!　多分このしょーねんの頭は二四時間パーティタイムな感じで組み上がっているのだ。……なるほど、にしてもこれが傍観者の視点か。安易な感情値によって頭に血が上らない辺り、面白い意見がポンポン出てくる☆」

「上かみ条じよう当とう麻まや一方通行アクセラレータは、多分ダメよねえ今回。最初に言った通り、距離が近すぎるもの」

　後部座席の娘ニヤン々ニヤンやネフテュスが何やら意味深に笑い合っていた。

　空気の違い、みたいなものは『弱い方』であるが故に浜はま面づらも敏感だった。変わりつつあるのだ。さっき見た馬車の群れがきっかけだった気がする。ピリピリとした死の気配が遠ざかり、ロンドンの街にはありふれた深夜の静寂が戻りつつある。異常な興奮状態を必要としない、優しい眠りの世界へと。

「イギリスってコンビニとかファストフードとかのチェーン展開はどうなってんの？　外国は閉まるの早いみたいな話はたまに聞くけど……完全セルフのスタンドなら二四時間やってるよな？？？」

「はまづら、行ってみれば分かる」

「……こ、このスピリッツでメイザース様と謁見するのか、マジでか!?　ひ、人を助けて窮地とかやっぱり世界はどうかしてるんじゃね？　どどどどうしようわたし今日が命日になるかも……」

　そんなこんなで橋の下から四駆を出し、深夜のロンドンを転がしていく。元は外資系だったのか、日本でも見た事のある看板を発見した。明かりは消えているものの特に車くるま留どめや太い鎖などで封鎖もされていないため、ものは試しでセルフのスタンドへ車を入れていった。

「おー、デジタル表示が生きてる。動くぞこの機材」

「はまづら、自販機あるなら菓子パンとジュースも買っていこう。先は長そうだし」

　窓越しに精算機を眺めてそんな風に言い合い、浜はま面づらがドアを開けて外に降りる。こういう無人のスタンドでも一人くらい店員が詰めているものだが、事務所で寝ているのだろうか。あるいは非常事態だから仕事を放棄して逃げ出したのかもしれない。

　そんな風に考えていた時だった。

　何かに気づいた。

　というかすっげーミニマムな女の子が二人、闇夜に紛れてなんかやってる。片方は長い黒髪の先を三つ編みにしたラクロス風の少女、もう片方は肩まであるゆるふわ金髪に白のブラウスと黒のミニスカート、足の先までばっちし黒タイツで覆った上品なお嬢ちゃん。どっちもガソリンスタンドには似合いそうにない。

　ヤツらはスクーターの周りでもそもそしながら、

「……うげえー、高たけえわガソリン、いつの間にやらリッターで一・三ポンド超えてんじゃん!?　ぬわあーっ！　やっぱり戦争って罪だわ!!　って事でここはとーぜん割り勘ですよ、儲もうかってんでしょー大手さん？」

「高貴な私にたかるな小者。これはお前の原チャリだろう、ちゃんと自分で面倒見ろよ」

「運転の苦労が分かんねえのかこのコムスメは!?　タクシーなら二キロで一〇ポンドはいただいていますよ。てか『明け色の陽ひ射ざし』は世界最大の魔術結社『黄金』の正当後継者でしょ。何この国際軍需企業が小ちっちぇえベアリングの特許一つのために町工場をボコボコに叩たたくみたいなやり方、結社見習いをいびるなよなーっ!!」

「これが結社の運転手ならそのような口を利きいた時点でクビを切ってる。『新たなる光』だったか？　大体、そっちはそっちで身軽になるため本来の実力を隠してわざと見習いの位置に留とどまり続けているんだろうが。貴様に限っては人聞きの悪い事言われる筋合いはない」

　絶対に、だ。

　……何やら英語でまくし立てているこの二人、天地がひっくり返ったって車やバイクと縁のあるお年頃には見えないのだが、哀かなしいかな、浜はま面づら仕し上あげもまた盗難車を乗り回している身の上だ。スネに傷があるとあんまし大きく出られにゃい（泣）。

　適当に（盗んだ車のダッシュボードにあった）くしゃくしゃの紙幣を機材に突っ込む浜はま面づら。

　ガロガロガロガロ、とホースの中を重たい液体が走っていく音に身を委ねる以外やる事がなかった。

　と、向こうもこちらに気づいたようだ。

　二人の内、肩まである金髪の少女が何やら怪け訝げんな目を浜はま面づらの方に向けて、今度は流りゆう暢ちような日本語をぶつけてきた。

「ん？　見覚えあると思ったら、上かみ条じよう当とう麻まの周りにいた取り巻きか」

「誰だよ知らないよ巨乳じゃないヒトなんて」

　情け容赦なくビンタが直撃して浜はま面づら仕し上あげはその場で飛び回る羽目になった。

「この痛みは、ばーど、バード何とかしゃん!?」

「惜しい。もうちょい打撃が必要だなこのポンコツ機材は」

「痛いっばか痛い痛い踏む時はもっと余韻を大切にーそっちはご褒ほう美びじゃなくて普通に暴力っ待ってくださいよ小さな女王様どういう事ですかあーっ!?」

「しまった打撃のし過ぎで遠ざかったな、おかしな方向へ針が振れてしまったか」

　おかしい、ちびっこと雨の日の捨て猫には滅法優しい不良の人浜はま面づら仕し上あげは大体いつもにゃあにゃあ言ってるフレメア＝セイヴェルンなどを通じてこの手のガキンチョの扱い方を心得ているはずだった。なのにこれまであったロジックが全く通用しない。何な故ぜか？　そう、なんていうか、見た目はチビだが根っこの部分がもっとババアっぽいのだ、この金髪女!!

「そうか胸がないんじゃなくてすっかり萎しぼんでいるんだなこの若作り中身しわくちゃババアっぶるふぉべるげえ!?」

「次はケツの穴に靴の爪先突っ込むぞ愚物。それよりその車、一体何を積んでいる……？」

「ぶはっ!!」

　と、いよいよ耐え切れなくなったといった調子で誰かが転がり出てきた。左右を『魔神』に押さえられていたため、どうやら真後ろの荷物を出し入れする跳ね上げ扉を開けたらしい。ふわふわドレスの少女は立ち上がる事も忘れ、わたわたと浜はま面づらの方へすがりついて、

「待ってええーメイザース様にアポなし訪問するのはやめましょやっぱりもうちょい考えましょうよお！　やだよあの癇かん癪しやく持もちガチで冗談通じないんだからいきなり内部懲罰用の『蠅の王ベルゼビユート』とかぶつけられたらどうするつもりなのよ死んじゃうよおーっ!!」

　なんか言っているが英語を並べられてもサッパリなのだった。というかスタンドの精算機の表示一つだって、どっちがガソリンでどっちがディーゼルかもいまいち自信がなくて滝たき壺つぼに聞こうと思っていたくらいなのだ。しょうがないので日本語が通じる金髪少女の方へ目をやって、

「そうだ困った時はバード何とかちゃんだ！　オイちょっと、悪いんだけどフォーチュンが何言ってんのか説明してくんねえかな」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　と。

　何やら金髪ミニマム女王様と小悪魔系ラクロス少女（？）の二人もまた、何やらふわふわドレスを眺めて石化していた。目を真ん丸にしたまま硬直している。

「何だ、どうしたんだ二人とも？」

　浜はま面づらの質問に答えなど返ってこなかった。

　小さな金髪少女はわなわなと全身を震わせると、ほとんど裏声にひっくり返りそうなくらい不安定な声色で、かろうじてこれだけ呟つぶやいていたのだ。




「だ……ダイアン……ふぉー、ちゅん……だと？？？」




　ややあって、だ。

　先ほどまでの涙鼻水顔はどこへやら。四駆のボンネットに腰掛け派手な色のストッキングに包まれた足を優雅に組んだダイアン＝フォーチュンはすっかり鼻が高くなっていた。

「なるほどねえ、これが『黄金』の末まつ裔えいちゃん達かあ、愛うい愛うい。うふふオリジナルの『黄金』を目撃した気分はどうかしら光栄よねえ胸が高鳴っちゃうわよねえふははせいぜい一生の思い出として抱え続けるが良いわそうよ泣いているだけがわたしじゃないわこれが愛と栄光の魔術師ダイアン＝フォーチュンの華麗なる一日なのよーっ!!」

　芸能人が街角でファンに囲まれちゃった感じ……なのだろうか？

　いやそれにしては。

　チラリと浜はま面づらが視線をよそへ振ると、何やら金髪少女とラクロス少女はちょっと俯うつむいて暗い顔をしていた。というか、よくよく見ると唇嚙かんでる。じんわり目元に涙さえある。

「（……これが、こんなのが世界最大の魔術結社『黄金』のオリジナルだと？　そうだとすれば私は一体今まで何を馬鹿正直に研究を重ねてきたというのだ!?　いえーあ！　全部時間の無駄だったーとは結論づけたくないなあ私あはははははーッ!!）」

「（……な、何かの間違いとかじゃないですかね？　ねっ!?　いやほら技術に罪はないっていうか発明者当人の意識人格とは切り離して考えないといけないのは良く分かっているんですけど私にだってショックというものがあってですね!!）」

[image: ]

　違う気がする。

　会場まで足を運んで総合格闘技の試合を観みてみたら、大迫力のテレビと違って思いのほか選手の身長が小ちっちゃかった事に気づいてしまったような、そんな顔をしている……。

　金髪少女は意図して深呼吸を繰り返し、自らの心を落ち着かせながら、

「それよりさっきメイザースとか口に出していたな？」

「うん？　見た訳じゃねえぞ。俺もそいつから、話半分でしかないけど」

「おいフォーチュン!!　よもや創設者のメイザースまで『こんなの』ではないだろうな！　首を縦か横に振れ、大事な話なんだっ、事と次第によっては私はここで寝込むぞ!!」

「えーなになに文通の話それとも魔道書の添削依頼かなー、っ、うえええぶくび首そんなにうぐ飾りエリうぶぶ摑つかんでがっくんがっくん振ったらえぶうげえ気持ちわる……」

　意外とパワフルな女王様であった。

　だが未熟、未いまだ熟しておらずである。どうやらイギリス仕じ込こみのこのお嬢さん、お仕置きとご褒ほう美びのさじ加減が分かっていらっしゃらないように見受けられる。というかふわふわドレスの顔が青くなってきたので浜はま面づらが慌てて止めに入った。女の子の泡は見たくない。

「ちょっとよしてあげなさいよ巨乳じゃないヒト、そんなにやったらダイアン＝フォーチュンが可哀かわい想そうでしょ!!」

「うるせえなあるわ胸くらい!!　お前ダイアン＝フォーチュンの何なんだよ!?」

「何って……」

　そういえばこの人、何で浜はま面づら達たちを助けた後もついてきてくれるんだろう。

（実は滝たき壺つぼやアネリも込みで）周りはみんな突き抜けたイレギュラーだらけなので、フォーチュンくらいの温度感は素直にとっても助かるのだが、何だか恐れ多い。

「えと、何だっけ？？？　そういや俺何でこの人と一緒に行動してんだ？」

「ひぐう!?」

「あーそんな突き放しちゃダメですよ言葉通じなくたって表情とか間の空気とかって結構伝わるんですよー委員長フォーチュン泣いたらどうすんですか。……あとそのサイズはな、一般には誤差と呼ぶんですよこのミニマム小数点娘がァぶははーっ!!」

　ラクロス少女の呆あきれたような声があった。

　……というかここで涙目になるという事は、ダイアン＝フォーチュン、意外と浜はま面づらや滝たき壺つぼには打ち解けていたようである。『魔神』二人がいわゆる怖い刑事になっていたからだろうか？

　胸の話を振られたからか、金髪少女が小さな拳二つでラクロスの頭挟んでこめかみぐりぐりしながら低い声でのたまった。

「おい、こうなったらこの目で生メイザース見に行こうぜ。世界の行方とかどうでも良いい、『黄金』系の一員として割とアイデンティティの危機だ」

「……えええーと私はほら私欲のために好き放題やらかすどっかの馬鹿と違って根っこはマジメな愛国者なのでイギリス安全第一で行きたいんですけどおー」

「カカトで踏むぞ……」

「はっはー？　守備範囲の広い事で有名なこの私を舐なめないでいただきｔ

「……お前の家族を。今なら親類縁者洩もれなくＭをこじらせてくれる」

「ちょっと待ってください身内を的にするとか割と犯罪組織としても最低最悪な一言が出てきてませんかね!?　おっ、親が性癖こじらせるなんて目も当てられん……ッ!!」

　総毛立って叫ぶラクロス少女。

　ここで浜はま面づらが口を挟んだ。

「てか行き先スコットランド方面とか言ってたぞ。イギリスって日本列島の半分くらいあんだろ、そんな話も聞いた。スクーターで縦断したらどんだけかかるんだよ、ケツ真っ赤に腫れるんじゃねえのか？」

「……、」

「……。」

　金髪少女とラクロス少女はわずかに顔を見合わせた。

　不安な顔であった。

「……メイザースがスコットランド方面に向かったって事は、ああ、あっちか、あの趣味が丸出しになっているのか。まさかの自称グランストラエ伯爵かあ……」

「まあ、白タイツに王冠被かぶった王子様モードになっていない事を祈りましょうよ。それより行き先が分かっているなら先回りもできるんじゃないですか？　今からスクーターのエンジン無理矢理焼きつけながら高速道路をひた走るより、このド深夜ならノンストップで突っ走る貨物列車にでも飛び乗った方が……」

「阿あ呆ほう。私は『明け色の陽ひ射ざし』の頂点だぞ。自家用ジェットくらいすぐ用意できる。戦時下だからやや空港手続きが不安ではあるがな」

「……じゃあ何でこの高飛車女ついさっきまで私のスクーターのケツに張り付いて余計な錘おもりを背負わせてくれたんでしょうかねいい加減マジぶん殴りたい……」

　ゴロゴロゴロ、というホースの中を液体が通り抜けていく音が途切れていた。デジタル表示も止まっているし、どうやら給油が終わったようだ。

　スクーターの方でホースをいじっていたラクロス少女の方も、

「うわあー、合計金額見ると改めてきっついですねえ。マジでガソリン高いわ。時代はやっぱり電気なんですかね、夢のそーらーぷぁわーで地球に優しく無料生活な感じで……」

「？」

　変な警告音が出た。どうやら最初に突っ込んだだけではお金が足りなかったようだ。ドルでもユーロでもない、イギリスのお金にいまいち実感のない浜はま面づらはくしゃくしゃの紙幣を自動精算機にぶっこんでいったが、そこでラクロス少女がこっそり答えを言ってくれた。

「リッター一・三ポンドって事は今日の日本円だと一八〇円超えてますよこれ」

　吐くかと思った。
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「ニクスが見えませんが!?」

「とっくに落ちたわよお。生死不明」

　先行する二列縦隊、合計二〇両の馬車の車列の『上』であった。

　御者席のさらに先まで大きくせり出した屋根と一糸乱れぬ隊列のせいであたかも列車のような有り様になっているため、足場には困らない。

（……こっちも相当無理を重ねて飛ばしているんですよ、マンチェスターに差し掛かるだけでも僥ぎよう倖こうでしょう。スコットランド方面の境からすれば、ようやっと折り返し地点。しかもエディンバラ城はそこから先！　まさかこんな所で嚙かみ付つかれるだなんて!!）

　クラシックなメイド服を纏まとう金髪の女性は、アンジュ＝カタコンベ。

　飼い犬の代わりに大仰な錆さびた回転刃をリードに繫つなげている若奥様は、キュティア＝バージンロード。

　いわずもがな、『清せい教きよう派は』の実働部隊『必要悪の教会ネセサリウス』の面々である。そもそも英国王室の直衛任務が『騎士派』でなく『清せい教きよう派は』に回されてきた辺りでも指揮系統の混乱ぶりが窺うかがえた。そしてアンジュもキュティアも悪名が高過ぎて迂う闊かつに諸外国へ派遣できないとまで言われた実力者達だったが、今はそんな事を言っている場合ではなかった。

「クロウリーズ・ハザードじゃない……」

　何だ。

　あれは何だ!?

「だとすると味方戦力が暴走しているんですか、それとも国内に浸透していた魔術結社などの危険分子!?　ああっもう何でこういう時最大主教アークビシヨツプが音信不通になっているんだか!!」

「あらあら、どちらにしても何であろうとも、承認のない魔術戦力はこの場において敵とみなすしかないんじゃないかしら」

　イングランド方面の大都市に差し掛かったためか、大草原を刈り取ってアスファルトを流し込んだような地べたの高速道路から近代的な高架へと切り替わっていく。左右を覆う防音板のさらに向こう側で、大小様々なビルが流れていくのが見えてきた。

　そんな中、だ。

「三種の頂点を軸に、『移動』の陣形を維持。相対速度はこれで良いい」

「少しは同じ結社の腕を信用したまえ、うっかり追い越すような真似まねはしないさメイザース」

『王室派』を狙う相手はもはや馬車の屋根や壁にも取りついていない。何か他に軍馬や車両がある訳でもない。アスファルトを、中央分離帯を、時には案内板や等間隔に並ぶ街灯まで二本の足で踏みつける。走るというより薄い水の膜の上を滑るような感覚で、何者かが時速一八〇キロの世界を併走しているのだ。

　かんカカンかんかん、と。乾いた木やガラスをぶつけるような音が響く。

「寒にして乾、続けて寒にして湿」

　そして。

　高速で流れる路上からであった。魔女の外がい套とうや首元のマフラーをたなびかせ、人の形を取った脅威が口を開いた。




「『蠅の王ベルゼビユート』」




　こういう局面において、メイザースという魔術師は出し惜しみをしない。ビギナー向けから階段状に一つずつ、などとはしないのだ。初手から奥おう義ぎ。互いのレベル差などという大人気のある台詞せりふに拘こう泥でいせず、相手が誰であれ必殺の一撃で叩たたき潰つぶす。

『王室派』は敵の集団を引き連れ、連れ回して、隊列が乱れて個々バラバラに広がり切ったところを順次撃ち落としていく算段だったようだが、やはり机上の空論。これではこちらが食い殺されるだけだ。

　ギャンギャンギャギャギャリ!!　と高速回転する刃が馬車の屋根を削り取る異音が炸さく裂れつした。キュティアの足元で暴れ回る錆さびた丸ノコが、獲物の心臓を狙う汚れた黒髪を束ごと強引に巻き込み、食い散らかそうとする。あの呪いの本質は名前だ。力ある魔王と標的の名前。二つが黒い粘液の糸で連結される前に、幻想の足場ごと嚙かみ砕くだいてしまおうとしているのだ。

「よもやこのメイザースの魔術を独力で防いだなどと思っていないだろうな」

「っ」

「無意味に泳いでいれば捨て置いたものを。クロウリーズ・ハザード？　連合王国？　俺の邪魔をするなら誰でも構わん。『黄金』の手で排除される事、その喜びに打ち震えながら敗北の結末を刻んでいけ」

（それでも）

　クラシックなメイドは歯は嚙がみして、

（それでも、馬車の車列そのものをブーストする魔術に横よこ槍やりを入れられて転がされないだけマシな状況ですか……っ）

　これは彼女達の功績ではない。

　理路整然と並ぶ馬車の車列の一つ、その窓に腰を掛け、青いドレスの第一王女が身を乗り出していた。一見して槍やりのような長物を担かついでいるが、本質は槍やりではない。切っ先なき王の剣、カーテナ。平和の証あかしとされる平たい剣の、敢あえて不穏な切っ先を回収して穂先に取り付けた……まさに争乱と殺さつ戮りくの得物である。

　たった数センチの破片を御するため、鋼管や装甲板で周囲を徹底的に固めた重量級の長物。

「カーテナ＝ロスト。王の恐るべき側面を示す刃の断片よ、この手に力を渡せ」

「……、」

「スコットランド貴族グランストラエ伯爵？　こちらは連合王国全域の第一王女なり。貴方あなたが本当に貴族を名乗るならば王の血筋へ頭を垂れよメイザース!!」

　マフラーから、わずかな舌打ちがあった。

『黄金』の魔術師の長としてだけなら、こんな車列は三秒で殲せん滅めつできたかもしれない。しかしここで、メイザースの余計な顔が表に出てきた。根拠があるのかどうかもあやふやなハイランダーの末まつ裔えい説せつだが、それ故に、メイザースは自分で主張する『設定』を無視できない。踏み倒してしまっては、自分で認める事になる。

　リメエアとしても膠こう着ちやく状じよう態たいだった。

　本当なら敵を引きずり回すだけ引きずり回して各個撃破する予定だったのが、車列の横転を防ぐだけで『王室派』の体力を使い切っている状況だ。このままではスコットランド方面まで『敵』───ここまできたらそう呼ぶ事に躊ちゆう躇ちよなどしない───を招く羽目になる。

　よって、第一王女はこう叫ぶしかなかった。

「やりなさい『清せい教きよう派は』、これ以上この私を失望させないように!!」

　王の血を引く者の勅命に背中を叩たたかれた。

　もはやあらあらうふふなどと間延びした口を利きいている場合ではなかった。

　若奥様、すっぴんの顔が表に出る。

「かの者達は咎とがなき聖者その麗うるわしき血と肉は死して散らばれど抹消できず残留する思念よ呼び声となれ我が方へ迫りくる攻撃性と絡からまり一つとなって内よりその矛先を逸そらして災いを遠ざけよ!!」

　無理がたたったのだ。

　土台、メイザースとの力比べなど期待すべきではない。金属の派手な破壊音と共に、逆に丸ノコの方がバラバラに砕けてしまう。壊れた部品は高速で流れるアスファルトと接触し、オレンジ色の火花を散らしながら真後ろへ流れていった。

「まあまあ困ったわねえ!!」

　しかし相棒を失ってもキュティアは片手を頰に当てたままだ。戦意は衰えず。いいやそもそも相棒は寄り添っている。ヒュンヒィウン!!　と風を引き裂く音が鳴り響いたかと思ったら、太いリードが独立した大蛇のように暴れ回る。先端に大きな輪を作った太い縄。今さら何の記号かなどと説明するまでもない。

「縛り首は慈悲なき極刑その苦しみは咎とが人びとを辱はずかしめ多くの群衆を従わせた縄の本質は拘束と解放なり多くの者よ眠りの底より括目せよ積み上げられた死の意味を忘れし愚かな末まつ裔えいにこれより今一度魂を縛り上げ為政者の屈服を与えん!!」

　しかしメイザースは周囲を漂う四種の象徴シンボリツク武器ウエポンに命じすらしなかった。

　呆あきれたような息を一つ。

　流れるような切り替えは、それ自体が高度な連携の証だ。

　直後、一般出口への分岐に置いてあった衝撃吸収用の水入りポリバケツを足場にし、大仰な車列の屋根の一つに何者かが飛び乗ってきた。裁判官にも似た黒衣を大きく翻ひるがえす男はジョン＝ウィリアム＝ブロディ＝イネス。足元にタップシューズのような金属でも仕込んでいるのか、カンカカン!!　と乾いた音が連続する。

　音と同時に舞い散ったのは、オレンジの火花のようなものだった。

　いいや、

「十字の叡えい智ちは陣形紋章あらゆる交差に潜む。変種ピラミッド十字は力の集約を示し、ここから災いを他方へ遠ざけやがれ!!」

　ジョン＝ウィリアム＝ブロディ＝イネスの火花は魔術に関わるあらゆる文字、紋様、魔法陣の直線や曲線の交差部分、すなわち十字に作用する。カルヴァリ十字、マルタ十字、ギリシャ十字、そしてピラミッド十字。列車のレールを切り替えていくように、交差点を軸にこちらから陣の中を走るエネルギー、魔力の流れを変えてしまう。

　するとどうなるか。

「え……？」

　ゴォア!!　という叫びが若奥様の耳元で炸さく裂れつした。

　敵対者の持ち寄った魔術的記号を、こちらの利に繫つながるように活用する。

　キュティアの手元。背中を預ける相棒のはずだったリードの先で、血のように赤い立方体を大雑把に組み立てただけの、粗雑な四足獣が唸うなりを上げていたのだ。だがそれは使い手の知る獣ではない。身構える暇もなかった。リードを摑つかむキュティア目がけ、勢い良く突貫。右の脇腹の辺りを嚙かんで押さえ、そのまま高速で流れていくアスファルトへともろともに投げ出されてしまう。

「きゃあああああッ!?」

「キュティア!!」

　戦友の叫びに、やはり長いスカートのメイドが自ら飛ぶ。手を伸ばす。そしてアンジュが逆の手でパチンと指を鳴らすと、大中小、様々な自走式スーツケースが路上へ滑り込んで主の仮の足場を用意していった。

「閉じよ七角の壁、地下納骨所は御身の覚醒を未いまだ許さず!!」

　若奥様を抱えるメイドが叫んだ直後、彼女達が乗るのとは別のスーツケースが小石でも踏んづけたように不規則な動きで跳ね上がった。いいや、がぱんっと大きく開いたそれは、あたかも水面の小鳥を狙う鰐わにのようであった。

　赤い立方体の獣を飲み込み、そのまま強引に蓋を閉じる。

　これだけでも神業。

　しかし、それでも、だ。

「自己の魔術とじゃれていれば敵を倒せるとでも思ったか。貴様達が今対応すべきはマクロな宇宙だろうに」

　メイザース、眉一つ動かさず。

　彼の周囲で四種の象徴シンボリツク武器ウエポンがただ躍る。

「温にして乾。……天敵から片時でも目を離せばどうなるか、教えてやるぞ今ここで」

　火の杖つえが、革靴で時速一八〇キロを叩き出す男の前でくるりと一周回った。

　それだけで炎の輪が浮かび、そして鉄砲水のように凄すさまじい火炎放射が路面一帯をまとめて焼き尽くしていく。

　悲鳴も絶叫もなかった。

　そんな暇は与えなかったし、そもそもだ。




　メイドや若奥様の目前で、渾こん身しんの魔術が吹き散らされた。

　間に割って入った軍馬に女性騎士、そしてその後ろにまたがる東洋人の右拳によってだ。




　ぴくりと。

　時速一八〇キロの世界を生きるメイザースの眉が、片方だけわずかに動いた。

「よおメイザース」

　構わず上かみ条じよう当とう麻まはそのまんま日本語で叫んでいた。

「外野に興味ナシなんて寂しい事言うんじゃねえぞ、生きる化石シーラカンス様にちょいと胸を貸してもらおうか!!」

　命を救われたという直接的な成果よりも、その表情の変化に自走式スーツケースの上にいるアンジュ＝カタコンベやキュティア＝バージンロードはまず息を吞のむ。あの少年は、鉄壁のようだったメイザースの内側にまである程度切り込んだのだと。

　魔女の帽子の奥で、明確に、視線が動く。

　あのメイザースが、たった一人の少年を照準に入れる。

「なるほど。天敵を放置すればどうなるか、この身で示すと言ったばかりだったな。であれば許容するものか。するものかよ未熟な天敵。わざわざ盤上に顔を出して死に急いだ事、これより満場の恐怖と後悔で飾っていくと良いい」

　スコットランド系の英語で返されても上かみ条じようにはピンとこなかった。

　そして肩に乗るオティヌスは真面目な顔して仕事を放棄した。

　舌を出して神は告げる。

「私はアレイスターに負けず劣らずの変態です、たっぷりご褒ほう美びをくださいだとさ。人間、遠慮はいらない。とりあえずあの高慢な鼻っ柱を叩たたき折おってやれ!!」
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　助手席で恋人の滝たき壺つぼ理り后こうが眠っていた。

　盗んだ四駆を使ってロンドンを出て、スコットランド側へ北上している真っ最中だ。とはいえやっぱり盗難車、いきなり高速道路に乗るのはおっかない。ひとまず高速沿いの一般道を安全運転で進み、検問やパトロールの有無を確認してから移ろうと決めていた。怖いのは超常だけではない。浜はま面づら仕し上あげは、そういう世俗の問題を三段飛ばしで越えられるほどの何かを持っていないのだから。

　デジタル時計を見ればもう深夜というより早朝に近い時間帯だ。ラジオはどこを回してもトークもなく延々しっとりとしたジャズを流しているような放送局しかない。こんなの聞いててイギリスのトラックドライバーは居眠り事故を起こさないのか心配になるくらいだったが、これもまたお国柄なのか。

　ミラーで確認すると後部座席であれだけうるさかった全身包帯やミニチャイナもぐったり（真ん中のダイアン＝フォーチュンに寄りかかったまま）体重を投げ出して、瞼まぶたを柔らかく閉じている。

　唯一、ふわふわドレスの少女とミラー越しに目が合った。

　なんか黄昏たそがれていた。

　座席の上だっつってんのに体育座りのまんま、

「（……マジかーほんとに行くのかようウェストコットやアニーとは仲なか違たがいしたまんまだし報告を受けた『黄金』全体が敵に回った可能性が極大だし癇かん癪しやく持もちのメイザース様はそれとは関係なく殺しに来そうだし！　何でこうっ、ハリケーンやトルネードが発生するとわざわざ見に行って巻き込まれる人間ってのが現れるのかしら……ッ!?）」

「フォーチュン」

　片手でハンドルを握って正面を見たまま、もう片方の手で眠気覚ましのガムを差し向けると、おずおずと小さな手が伸びてきた。この時間だと眠るか起きるか判断に迷うが、どうやらフォーチュンは今から寝る事は諦めたようだった。

「メイザースってのはどんなヤツなんだ？」

「？」

　日本語でそのまんま話しかけても伝わるものではないらしい。インテリジェンスは高いはずだが、ダイアン＝フォーチュンは首を傾かしげてしまった。白いヴェールが揺れる。通訳できそうな女の子達はみんな思い思いに夢の中だ。

　ぴこりん、という小さな電子音があった。

　ホルダーに差し込んだケータイからだと気づいて、ダイアン＝フォーチュンの肩がわずかに震えた。左右から寄りかかっている『魔神』どもが、うなされたような声を出す。どういう因果か知らないが、どうやら本当にアネリが苦手らしい。

「大丈夫だ、嚙かみ付ついたりしないよ。アネリ、通訳頼めるか。寝ている連中起こしたくないから、音声じゃなくて文字ベースだと助かる」

「……お姉様は嚙かみ付つきはしないけど、ガチで引ひっ搔かいてくる人なのよ」

「おいアネリ、これ通訳合ってんのか？？？」

　疑問が絶えなかったが、どうやらこれで正しいようだ。

　全身包帯に改造ミニチャイナ。『魔神』どもは両側からフォーチュンにのしかかり、柔らかそうなほっぺたを肩に乗っけたまま寝息を立てていた。これだけ見れば可愛かわいい、のか？

「うーん、むにゃむにゃ、もうフォーチュンは食べられないよう……」

「怖いッ!!」

　夢の内容に文句を言っても仕方がないだろうが、娘ニヤン々ニヤン、本当に寝ているのだろうか？　ふわふわドレスの少女はまさに今、てれれと『魔神』の口の端から垂れてきたよだれにやられている。

　そういえば、だ。

「フォーチュンは静かなもんだったな」

「う……わたしこいつに寝顔見られているのか」

「なんか時折ぴくぴく怪しげにケイレンしていたけど。悩ましかった」

「優れた霊媒には色々あるの……ッ!!　くそうトランスってヤツはどうしてこう!!」

　またもや通訳がバグったのかと思ったが、どうやらそういうものでもないらしい。早くフォーチュンと共通言語が欲しい。

　ぷうっ、と口の中のガムを適当に膨らましながら浜はま面づらはそんな風に考えていた。

　その時だった。

　なんか変な音が聞こえてきた。

　ミラー越しに確認してみれば、何やらダイアン＝フォーチュンが口をすぼめて顔が赤くなるまで力んでいる。意味不明だったが、やがて気づいた。

「ははっ、何だお前。ひょっとしてガム膨らませる事できないのか？」

「何よ。そのしたり顔」

「特に何か手順がある訳でもねえんだがな。良く嚙かんで柔らかくしたら、真ん中辺りに舌でくぼませて息を吹き込む、とかで良いいのか？　当たり前すぎて言葉にすると逆にいまいちピンとこねえな」

　一体どれだけの時間をかければ、人はこういう面を表に出してくれるのだろう。

　麦むぎ野のに絹きぬ旗はたに、そして滝たき壺つぼ。彼女達はどうだったか。

　ウェストコットだのアニーだの、あの連中も出会い方が変わっていればどうなっていただろう。そしてそれは、今からでは間に合わないのだろうか。

　メイザース。

　名前だけで、顔も素性も分からない誰かは。

　どこにでも売っているガムを嚙かみながら、伝わっているかどうかも分からない言葉で浜はま面づら仕し上あげはこう続けた。

「後で教えてやるよ。こういう事で良ければな」

「むー」

　ダイアン＝フォーチュンが白いヴェールのかかるほっぺたを膨らませてしまった。微妙にプライドを傷つけてしまったのかもしれない。それにしてもアネリ、むーまで普通に日本語訳してしまうとは高性能すぎる。単語の連なりですらないのに今どうやって認識した？

「ほんと、お姉様と仲が良いいのね」

「……何でこいつが女性形になってんのかもいまいちピンとこないんだが」

「いいえ、わたしが例外なのかしら。偏屈で視野の狭いアレイスターやメイザースさえ、黒猫の魔女とはまともな会話が成立した。彼女を本気で怒らせた魔術師なんて、ダイアン＝フォーチュンの他にいないでしょうし」

「アネリお前なんかやったのか？　謝るなら今の内だぞ」

　あらぬ疑いをかけられたモバイルが、首を横へ振るようにヴィンヴィンと振動した。

　うーん、と浜はま面づらはちょっと考えて、

「フォーチュン、お前ケータイ持ってる？」

「助けを求めるのに鈴を振ってた原始人に何を期待しているの」

「不ふ貞て腐くされるなよ。機会があったらどっかで買わないか？　海外ならプリペイド式の安いのだって出回ってんだろ」

「おとといきやがれ。このわたしとフレンド登録して欲しいなら、最低でも自分の聖堂くらい作ってきなさい」

「俺達の言葉の端々から色々拾ってんじゃねえか興きよう味み津しん々しんだろ！　アネリ、こいつがケータイ持ったらしばらく常駐してやれ」

「……一体何の恨みがあってわたしを二四時間針のむしろに座らせる気……!?」

「違うって。なんかすれ違いがあるみてえだからさ、しばらく一緒にいればそういうのも解消すんじゃね？　って思ってさ」

「ふん」

「頼むよ。どんな苦手意識があるか知らんが、そっちにとってもチャンスだぞ」

　ダイアン＝フォーチュンはしばらく何も言わなかった。

　ルームミラーでチラチラ見ていると、やがて彼女はゆっくりと息を吐いた。

　そしてこう答えてくれたのだ。プライドという通貨を払ってでも。

「ああもう……分かったわよ。約束する」
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　輸送用のヘリがスコットランド方面へ到着した。

　ヘリポートなどはなかったが、地べたであっても問題はない。

　ひとまずこちらの地脈や龍脈に烏丸からすま府ふ蘭らんから預かっていた棕しゆ櫚ろの杖つえを突き刺し、魔術側の通信網を仮組みするのが先決だ。

「一帯を測量いたしましょう。神かん裂ざきさんは湖の向こう側を！」

「了解しました」

　この辺りは民間人も『聖人』もない。地中を走る力は素直に進路を決めていくため、山や谷など地形を見れば大体の事は分かるものだ。とはいえ、大体。目に見えない地中に水道管やガス管などの人工物が埋設されていると状況が変わってしまうため、地図や衛星写真などを鵜う吞のみにするのも危ない。結局は実地で調査するのが一番であった。

　人はいないようだが、幸い、教会が見つかった。

　ここを拠点にさせてもらって、いくつかの機材を置き、オルソラもまた自分の身の丈に合った基本的な霊装を摑つかんで表に取って返す。

　とはいえ、ネックレスに使う細い鎖の先にガラスの錘おもりをつけた程度のものだ。ゆっくりと草原の上を歩く。水脈や金属反応があれば揺れや回転に変化が出ると言われている、例のアレだ。

『神威混淆デイバインミクスチヤ』は目も当てられなかった。

　だけど、自分を認めて受け入れてくれたこの国のために何かをしたいという想おもいも、噓うそではなかった。

　武器を持って戦う以外にできる事はないか。

　正しい答えなんてオルソラ＝アクィナスにも断言できない。

　誰もが迷いながら歩いていく。

（早く……）

　細い鎖が反応を返した所は、地図の上で×の印をつけていく。いくつか印をつけていくと、元々アタリをつけていた地脈や龍脈のラインと照らし合わせて、蛇行するような修正ラインを引いていく。

（少しでも早く!!）

　杖つえを突き刺し、通信を回復させるためのポイント。

　それは一見眺めれば、なんという事のないありふれた平原だった。

　オルソラはパーカービキニにウサギアンテナの少女から預かっていた棕しゆ櫚ろの杖つえを手に取って、

「ええいっ!!」

　どすりという音があった。

　どんなに些さ細さいであろうとも。直接の大火力になんかならなくても。

　オルソラ＝アクィナスがもう一度、この国とそこで暮らす人達のためにできる事を始めていく。
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『王室派』の馬車の車列がマンチェスターの市街地を突き抜けていく。高架を降り、舞台は再び地べたに太い線を引いたような大草原の高速道路へ。照明の密度や光の強さなども深夜らしくぐっと落ちていったが、その割にちらほらと一般車が見える。常に緊張にさらされてきたロンドンと違って、やや北上したこちらは空気や温度感がズレているのかもしれなかった。

　実際には。

　サミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザースという脅威が、世界最大の魔術結社『黄金』を丸ごと率いて乗り込んできたというのに。

　とにかく厄介な相手だと上かみ条じようは思った。

　魔術の強さがどうのこうのではない。こちらはずっと馬に乗っていないといけないのに、メイザース達は平気な顔で時速一八〇キロの世界を走り回っている。このままでは同じ土俵に立って殴り合いもできない。

　そうなると、まず固めるべきは何だ。

　上かみ条じようは手綱を握る女性騎士に向けてこう叫んでいた。

「他の連中はどうでも良いい、大ボスのメイザースを追い立てろ!!」

「あっ、ああ!?　魔術の仕組みを知らないのかっ、随分と簡単に言ってくれるが……」

「どんだけ強大だろうが歴史が証明してる。メイザースの攻撃には幻想殺しが通じるんだ！　深く考えずに馬を突っ込ませろ!!　何をされても向かってくる攻撃は俺の右手で弾はじける!!」

「ッ!!」

　それ以上拘こう泥でいしている暇はなかった。

　女性騎士の覚悟が決まったというよりは、メイザースの周囲を飛び交う杖つえ、杯、剣、盤、四種の象徴シンボリツク武器ウエポンが動き始めてしまったといった方が正しい。

「温にして湿」

「アレックス!!」

　何かやられる前に叩たたき潰つぶす。戦闘職としての基本が顔を出した。

　真正面から撥はね飛とばすというよりは、併走した状態で距離を詰めていく幅寄せに近い。軍馬と『王室派』の車列に挟まれそうになったメイザースが───正確には上かみ条じようの右手で無遠慮に空中の象徴シンボリツク武器ウエポンを摑つかまれるのを嫌ったのか───魔女の外がい套とうや首元のマフラーを翻し、馬車の壁を蹴ってその屋根へと飛び乗っていく。

　上かみ条じようもまた勢いづけた。

「そのままっ」

「冗談だろ、おい馬鹿……ッ!!」

「俺だって足震えてんだよ引き戻すような事言うなよ頼むから!!」

「人間、そんな臆病な貴様を奮い立たせてやる。マンチェスターって胸のような丘って意味の言葉らしいぞ」

　だんっ!!　と。

　女性騎士の操る軍馬から『王室派』の馬車の上へと場所を変える。浮遊感はわずかなものだったが、それでも心臓が止まるかと思った。上かみ条じようは何でも応用できる魔術師ではない。一歩間違えて路面に落ちていれば、全身をヤスリに掛けられたように血肉を削り落とされていただろう。

「ええいっもどかしい！　『王室派』の紋章を掲げた車列には武器を向けられん!!」

「そっちはスーツケースの二人を回収してろ!!」

　軍馬の女性騎士の手を借りるまでもなく、大中小様々なスーツケースを自走させていた魔術師達が手を振っていた。そのまま減速してはるか後方へと流され、小さくなっていく。が、上かみ条じようは最後まで見送っている余裕もなかった。無事だというのだけ確認すると、振り切るように前を見る。

　その時。

　まるで一本に連結された長大な列車のようなその屋根へ、上かみ条じようは足をつけていたのだ。『黄金』の長と真正面から対たい峙じする格好で。

「同じフィールドに立つ事ができた、などと思っている訳ではないだろうな」

　メイザースから声があった。

　彼は自分で気づいていないのか。いつの間にか、どこにでもいる高校生に対して一つの伝説を持つアレイスター＝クロウリーと同じように話しかけているという簡潔な事実を。

　火の杖つえを摑つかみ、馬車の屋根を軽くつつきながら『黄金』の長は告げる。

「科学サイド？　学園都市？　貴き様さま如ごとき馬車を一つ、いいや馬を一頭潰せば事足りる。貴様は横転する馬車と運命を共にして、俺はそのままアスファルトの上を走り続ければ問題ない」

「そうか」

「その幻想殺しイマジンブレイカーは何でも守れるという訳ではない。試してみるか？　貴様がわずかな距離を詰めて拳を振り回すよりも、俺が足場を潰す方がはるかに早い。間に合わんよ」

「そんなもんしか出てこねえか、メイザース」

　吐き捨てるように上かみ条じようは言った。

　即応であった。

「だからアンタには、きっと、何もない。アレイスターとの決着？　一〇〇年越しの戦い？　ふざけんな。これだけ広がる景色を見て、『ブライスロードの戦い』の後にも続いた世界を見て、出てくる言葉はそれだけかよ!?　作り物かどうかなんて関係ない。少なくとも黒猫の魔女、ミナ＝メイザースはもっと豊かだったぞ。彼女は今あるものを認めて、楽しむ心を持っていた!!」

「……、」

　その日本語を全部理解しているとは限らない。

　だけどおそらく、上かみ条じようの言葉の中にある名前を耳にして、『黄金』の長の両目がわずかに細められた。

　アレイスターか、ミナか。

　そこが決定的な分かれ道となるだろうが、上かみ条じようからでは読み切れない。

　メイザースの言葉は短かった。

「勝ってからものを言え」

　肩のオティヌスから囁ささやかれて、上かみ条じようもまたそう言った。

「ああそうかい。何も俺だって表彰台を巡って順番争いをしたい訳じゃない。科学と魔術、アンタに力で競せり勝かつ必要なんてどこにもないんだ」

　しかし上かみ条じようはその右手であらぬ方向を指差した。

　空いた手を腰に当て、そのまま囁ささやく。

「……俺だって、一人で戦っている訳じゃない」

『黄金』の長が、本当に日本語を理解しているかどうかは分からない。だけど身振り手振りや表情だけで、何をしようとしているかは把握していたのだろう。

　初めて、だ。

　魔女の帽子の鍔を指先で摘み、メイザースが標的以外の何かに気を取られてよそを向いた。アーサー＝エドワード＝ウェイトに仮面舞踏会の君。他の『黄金』系の魔術師の胸に去来したのも、おそらくはあの銀の少女だろう。

　現実には誰もいなかった。

　ただ時速一八〇キロで流れていく草原が広がっているだけだ。流れる夜風に潮の香りが強くなってきたのは、ひょっとしたら海が近いからか。

「あァ!?」

　直後だった。




　ゴィン!!　と。




　よそ見をしていた黒衣の裁判官のようなジョン＝ウィリアム＝ブロディ＝イネスとどす黒い外がい套とうと純白の礼服でコントラストを作る旅人ロバート＝ウィリアム＝フェルキンとがまともに接触した。

　しかもバランスを崩して転がった彼らを、軍馬アレックスが容赦なく踏み潰していく。

　舞台演劇のように全体で大きな儀式を行う魔術結社の足並みが、明確に乱れた。

　目を白黒させているのは、当の女性騎士であった。

　瞳を真ん丸にして口は小さな三角。知らぬ間に『黄金』の魔術師二人を叩き潰す大戦果が転がってきてしまった。

「ええいっ、フェルキンが離脱！　誰かプレモンストレーター引き継いで、そこで暇してる小者っそう小者と言われてこっち見たアンタよ今さら目を逸そらすな!!　７＝４の座になんか脅えるな、テンプルチーフ扱いで良いから、やれ!!」

「ブロディ＝イネスの心配もしてあげたまえよアニー」

　ザリザリザリ！　と氷の上を滑るようだった『黄金』の魔術師の足並みが明確に乱れる。蛇行する彼らが布陣を切り替えていくと、ようやっと走行が再び安定してきた。

　もちろん、だ。

　並の人間なら即死だが、あの程度で『原典オリジン』が完全破壊される訳でもない。それでも幾いく許ばくかの時間、戦線から離脱させる事には成功したはずだ。

　それにこちらの目的は親玉のメイザース。

　ヤツが部下の失態に気を取られてしまえばそれで済む。

　懐ふところまで潜り込めば、幻想殺しイマジンブレイカーが届く!!

「なまじできてしまうと気にならないのかもしれないなメイザース、時速一八〇キロってのがどんなに異常な世界なのかが!!」

　隙は作った。

　これ以上はないはずだった。

　しかしメイザースはメイザース。ヤツは振り返りもせずこう呟つぶやいたのだ。

　即座に。




「温にして乾」
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　一方の、であった。

『……ですう？』

　半透明の悪魔クリファパズル５４５は周囲の緩衝材、梱こん包ぽう材ざい、段ボール箱などを集めて仮かり初そめの産道を抜けると、そこで首を傾かしげていた。

　のんびりゆったりトレーラーの旅。

　どうやら積つみ荷にはエレキギターやアンプ、大型スピーカーなどの楽器まわりのようだった。

　学園都市第一位、一方通行アクセラレータは軽く見積もって一〇トン以上はありそうな大型トラックの密閉式荷台に忍び込むと、壁に背中を預けて座り込んでいたのだ。危機管理がしっかりしているのか、単に気が早いのか。おそらくクロウリーズ・ハザードの脅威が小康状態に入った首都ロンドンから逃げ出そうとする車の一台だろうが、どう考えても先行する『王室派』の馬車の車列やメイザース達に追い着ける公算はない。

　重力を感じさせない動きでくるりと回って上下逆さになると、クリファパズル５４５は背中の羽を無意味にぱたぱたさせながらこんな風に言ってきた。

『不ぶ躾しつけながら、やる気についてお尋ねしても？』

「ねェよ。何で統括理事長のクソ野郎のために死力を尽くさなくちゃならねェンだ」

『にひひ！　ですよねえ!!』

　逆さまのまま目線の高さだけを合わせ、低身長に巨乳というアンバランスな造形の少女は飴あめ玉だまを転がすような声色に性悪な老婆にも似た耳みみ障ざわりな笑みを混ぜてきた。全体として、針飛びするレコードを延々聞かされるような感覚になる声だ。

　が。

　彼女はもう一度くるんと回ると、太い尾をＳ字に曲げて床と接触させ、見えない玉座に腰掛けて足を組むような仕草をした。まるでその足の指で第一位の細い顎を持ち上げるように、だ。

『……しかしその割には、遅れながらもきっちりスコットランド方面行のトラックに乗っていますし、今は野外ゲリラライブ用の燃料電池拝借して電極のバッテリーを充電している真っ最中では？』

「……、」

『にっにひひ余計な事でしたねヤブヘビでしたっにひひ反省していひひひるからにひ許しいっひっひっひっひ足の裏はひひひお願いやめひひあー足首にひひひひ摑つかまれにひひひひもう逃げられっひっひっひ!!　はんせっ、反省してますひいいーっっっ!!!???』

　何だかいつも以上に笑いの部分が多いのは、一方通行アクセラレータが無の表情でクリファパズル５４５の裸足はだしの足裏をくすぐっていたからだ。怪物は常に学習する。何も痛みや苦しみだけが尊厳を奪う方法ではない。

　細い足首を摑つかまれたまま暴風に煽あおられる風船みたいにジタバタ無駄な抵抗を続けているクリファパズル５４５に、壁に背中を預けて座り込んだまま一方通行アクセラレータはうんざりしたように息を吐いて、

「……次はハイウェイカーチェイス、スコットランド方面へ着くまでにメイザースを何とかしろ。だから何だ？　こっちも数だけなら揃そろってンだ、誰も彼も目先の目標ばっかり全員で追い駆ける必要ねェだろォがよ。『王室派』？　ホントにそいつら守れば事が終わるのか。本当の本当に、何の後腐れもなくだ」

『にゃはにひひひひひひひ!!　いぶ、息がっ、横隔膜が壊れちゃうう!?　ひぃ、ひいふうー、あとこの位置取り、にっにひ、多分スカートの中見えてますよね？』

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

『ひいいマジメにしますう私悪魔ですけどお夜九時に寝て朝六時に起き一日三食をきちんと食べて脂肪塩分炭水化物は控えめに食後の運動も欠かさず何でしたら道端で食パン咥くわえたまんま激突します毎日やります約束しますからあダメそんな指の股なんてマニアックなところ丹念に丁寧に攻撃しちゃあはひーはひいいーブヒこにゃははははにっひっひいひーぶるぶるばあっっっ!!!???』

　途中から笑いというかブタ語が混ざって最終的には吐き気の方向へ体の信号がバグっていったようだが、この辺第一位は容赦ナシである。

「リアルタイムの追跡劇は他の連中に任せる。俺はいったン潜って温存、こいつのバッテリーを充電しておく。とりあえずの戦いを乗り切って全員へばっちまったら元も子もねェンだ、そこで終わりじゃなくて折り返しのカラーコーンが置いてあるだけかもしンねェンだからな」

『リアルタイムの追跡劇は他の連中に任せる。俺はいったン潜って温存、こいつのバッテリーを充電しておく。とりあえずの戦いを乗り切って全員へばっちまったら元も子もねェンだ、そこで終わりじゃなくて折り返しのカラーコーンが置いてあるだけかもしンねェンだからな。……はい大丈夫です!!　ちゃあんと全部聞いていますう!!』

「チッ」

『あ、あうん？　あれ、ほんとにやめちゃうんですかあ……。それはそれでちょっと拍子抜けなような、どうしよう、カラダが欲ほつしているのですう……？？？』

　第一位もだんだん分かってきた。吸盤のびっしりついた触腕じみた太い尾を不機嫌そうに揺らしながら唇を尖とがらせるクリファパズル５４５は、世界を茶化して不謹慎な空気を作るためなら自らの犠牲すら厭いとわないのだ。

「最低でも二段構えで行く」

　座り込んだまま、一方通行アクセラレータは冷静に先を続けた。

「ストレートにアレイスターの思惑通りに行けばヨシ、ダメでも保険を機能させる。そのための布陣、言ってみりゃ時間差攻撃ってヤツだ。ちょっと遅れるくらいでちょうど良いい」

『にひひ。そりゃまあ、「あの」アレイスターが中心にいるんですからねえ。指示通りに動いてもろくな目に遭わないって考えた方が良いいでしょう。一〇〇〇年先のビジョンまで頭にあるよ、この世を理想郷にしてあげる！　だから悪の組織に入って一緒に戦ってよ!!　……とか何とか言ってたカリスマ指導者が実は手首傷だらけの破滅願望丸出し自殺志願者だったようなものなんですしい。ここで手を離すのかようーっ!!　って言いますか……』

　同意しかけて、しかし半透明の悪魔の動きが止まる。

　はたと気づいたようだった。

「何だ？」

『えと、そのうー……。大変有意義で結構な作戦ですけれど、つまりこの先すげえー暇になりませんかあ、私達？』

「クリファパズル５４５、俺は充電がてらに休むンで無期限警戒を命じる」

『うおお何かしら暇潰しグッズはねえのかようですうーっ!?　ゲロ退屈だわこれじゃ古い契約に縛られたコロンゾンが反旗を翻ひるがえすのも分かるってもんです、動画観せろこういう時のための文明の利器スマートフォンでしょお!!』

　知った事ではないので一方通行アクセラレータはトラックの壁に背中を預けて腰掛けたまま、立てた片膝に額を押し当てていった。

『すげえっ、高慢ちきのカタマリみたいな人だと思っていたのに、まさかの椅子一個も使わずに眠れる奇跡のワザをお持ちだったなんて……』

　相変わらずアンバランスな少女はぶつぶつ言っていたが、そこで首を傾かしげる。

　返事がなかった。

　クリファパズル５４５はそのままぱちぱちと瞬まばたきしてから、

『にひ、にひひ。いやまさかそんな、この状況でまともに寝に入る訳が……。だって襲撃受けたらどうするつもりなんですかあ電極のスイッチもいじれない初手一撃で即死でしょお。そもそも私が裏切らないとも限らないのにーですう』

　太い尻尾しつぽを一方通行アクセラレータのすぐ前でぱたぱた振ってみたが、やはり反応らしい反応は特にない。

　逆に不安になってきた。

『おっ、おーい。タヌキ寝入りはもう結構なのですよう？』

　認めざるを得ない。

　第一位の怪物は本当に意識を手放している。きたるべき時のため『回復』に専念しているのだ。それは必要に迫られて、手持ちの中から『どちらかと言えば、こちらの方がまだマシ』という優先順位を並べていっただけの取捨選択に過ぎないのかもしれない。だが上うわっ面つらの言葉ではなく、ヤツは確かにこう示したのだ。

　クリファパズル５４５にこの場を任せる、と。

『……、』

　ぼすりと音を立てて、クリファパズル５４５は一方通行アクセラレータの隣に腰掛けた。それでも契約者は起きない。見た目の華やかさを追求し過ぎてアンバランスになってしまった少女は膝を抱えて唇を尖とがらせ、やがてその小さな頭を第一位の肩へそっと乗せていく。

　そのまま一言だけ呟つぶやいた。

『……ふんっ』

　寝るのはやめようと、それだけ決めた。
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　連結された列車のように一糸乱れぬ隊列を組む馬車の屋根で、莫ばく大だいな炎が吹き荒れた。

　メイザースは容赦しない。

　たとえ相手が魔術師を名乗るに至らぬ素人しろうとの小僧であったとしても。

　絶大な密度の光と熱の塊は、もはや隙間のない分厚い壁となって上かみ条じよう当とう麻まへと押し寄せる。

「うォおあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　対するこちらの切り札は最初から決まっていた。

　右の拳を、幻想殺しイマジンブレイカーを振り回すしかない。

『黄金』の長、その魔術を一つでも真正面から破った時点で、アニー＝ホーニマンが息を吞のんでいた。

　さらに踏み込む。

　どうにかして距離を詰め、メイザースに拳が届くまで。

　ただし、だ。

　炎の壁を突き破って吹き飛ばした直後、かんカカン！　という乾いた音が連続した。

「温にして乾は破れど、温にして湿、寒にして湿。もって三種の相生となす。しかして四界の表層に純粋な元素なし、切り離された寒にして乾は最大の干渉力をもって世の調和をかき乱す。火より出ずる土よ、絶大なる相生でもって意味を補強し元素の破壊者を打ちよう擲ちやくせよ!!」

　四種は四種。

　元来『黄金』が取り扱ってきた大掛かりな儀式魔術の話であれば、どれか一つを持ち出したり、何かが欠けていても良いという訳にもいかない。

　厳密な意味で、この世に純粋な元素は存在しない。

　例えば火の中にも微量の水、風、土は常に混ざり込んでいる。

　この小数点以下の誤差をないものと扱ってしまっては、さながら安定を保つ原子や分子から無理矢理電子や陽子を取り外すような行いになってしまう。

「ウェストコット、仮面舞踏会の君、他の皆も。対処は任せる、巻き込まれて死ぬなよ」

　壊して終わりでは済まさない。

　あらかじめ破壊される事を織り込んだ、メイザースの魔術がついに動く。

　絶大な破壊の力を示すのは、不安定元素。




　ガカァッッッ!!!!!!　と。

　恐るべき、白い閃せん光こうがメイザースの手元から前方一面に吹き荒れた。




　当たれば即死。

　しかも現状すでに上かみ条じようの右拳は力いっぱい振り抜いてしまっている。

　回避不能の攻撃だった。

　それでも上かみ条じよう当とう麻まが死なずに済んだのは、足場となっている馬車が大きく横揺れしたからだ。顔のすぐ横を突き抜けた白い閃せん光こうに、今さらながら炙あぶられかけた肌がビリビリとした緊張の痛みを発してくる。これは決して単なる偶然ではない、手綱を握る御者がとっさに振り回してくれたのだ。

　だがその行為は、メイザースから嗜し虐ぎやくにも似た注目を集めてしまう。

　ごつりと革靴のカカトで軽く足場を叩き、ヤツは確かに言った。

「なるほど」

　もはや賭けに出るしかなかった。

「急ブレーキッッッ!!!!!!」

　上かみ条じようはとっさに叫び、メイザースが何かに警戒した。……が、当然のように何も起きないのだ。日本語で叫んだところで英国人が全員理解できる訳でもないのだから。そして衝撃が来ると勝手に予測して体重を傾けた場合、実際に何も起きなければみすみす自分からバランスを崩す羽目になる。

　かえって、御者に日本語が通じてしまえば台無しになる作戦だった。

　だがギャンブルには勝った。

　今度の今度こそ、一瞬でも。自分の体重を利用して転ばされる合気道か何かのように、メイザースの軸、重心がわずかに崩れる。魔女の外がい套とうや首元のマフラーが引きずられるように揺らぐ。稼いだ時間は無駄にできない。上かみ条じようはその懐ふところへと鋭く切り込んでいく。

　当ててみせる。

　自分の命を助けてくれた人が殺されるよりも早く。

　ガツガツガツ!!　というこれまでの滑らかな走行音とは違った異音が鼓膜に突き刺さってきた。そう、この場にいるのはメイザースだけではないのだ。イスラエル＝リガルディにネッタ＝フォルナリオ。アニー＝ホーニマンにウィリアム＝ウィン＝ウェストコット。仮面舞踏会の君にフレデリック＝リー＝ガードナー。車列と併走していた『黄金』の魔術師達が、いよいよ上かみ条じよう当とう麻まを狙って一斉に照準していく。

　いいや。

　やはり魔女の帽子の奥で、メイザースは冷徹にこう告げたのだ。

「俺ごとやれ。足場の馬車さえ転がせばこいつは死ぬ」

「テメェどこまで狂ってんだメイザース!?」

　長大な車列の右手側、併走する魔術師達が一斉に動く。それは舞台演劇のような、集団の動きで示す魔術。エジプト神格を模したチェスの駒、真っ黒に変色した銀の十字架、白と黒の棍こん、古い羊皮紙の巻き物スクロール、ひとりでにはためく外がい套とう、陽炎かげろうのように揺らぐ幻想の炎……。様々な魔術的記号が一斉に発光し、どれとは言わない、車列全体を吹き飛ばす構えに入る。

　その時だった。

「させるか国賊どもッ!!」

　同じ速度の中で吼ほえたのは、馬上の女性騎士だった。

　その場にいたのは『黄金』の魔術師だけではない。彼女は腰から鋼でできた剣を抜いて、

「我が振動に呼応せよ汎用二五系。……裁きの光となりて災いを砕けＢＯＣＢＪＢ!!」

　ヴン!!　というネオンの出力がブレるような低い音と共に、その剣がグリップを残して輪郭を崩す。青白い燐りん光こうでできた巨大な槍やりに代わる。用途は単純明快であった。軍馬アレックスの脚力を利用して、重さと速度で粉砕するつもりだ。

　全体を統括するメイザースはいちいちそちらを見なかった。

　時速一八〇キロの世界で併走する『黄金』の魔術師の内、実際に動いたのは厚手の長袖シャツに動きやすいズボン……古い時代のテニスウェアを纏まとうフレデリック＝リー＝ガードナーだった。メイザースというよりも、仮面舞踏会の君を守るためだろう。明らかに布陣を変え、洋風のランプが振り回される。そしてまとわりついていた幻想の炎が大きくうねる。形を変える。それは上から順に三日月、円形、十字架を組み合わせた巨大な記号だった。流石さすがについていけない上かみ条じようよりも、すでに突撃に舵かじを切ってしまった女性騎士の方が叫ぶ。

「ストリステスの杯、いいや違う……ッ!?」

「其そはケテルを除く樹きの全て、すなわち水星の柱なり。狙うは頭、悪なす思考に空白を。この勝利を我が君へ捧ささげん!!」

　細かい仕組みは分からない。

　だがアレイスターの作った魔術はアレイスターに効かない、といったようなルールが横たわっていたはずだ。同じように、基礎の基礎を作った『黄金』の魔術師達もケタ外れだった。記号が砕けて閃光が瞬いた途端、女性騎士の瞳が不自然に拡散した。同時に巨大な青い槍やりが砕かれ、虚こ空くうへ消えてしまったのだ。

　得物を失ったまま猛獣の懐ふところへ飛び込めばどうなるか。

　そのような事、いちいち論じる女性騎士でもない。

「……まともにかち合えばどうなるかなど分かり切っている。どんなに言葉で自らを飾ったところで、こちらは『神威混淆デイバインミクスチヤ』にもついていけなかった程度の腕なのだから」

　そう。彼女の戦意はまだ衰えていなかったのだ。

「だが国家と英国王室の危機にあって、刃が通じぬ程度の理由でこの騎士が後ろへ下がるとでも思ったかあ!!」

　砕けた先だった。

　幻想が失われた後に、彼女の手にあったもの。

　それは何の魔術的記号も持たない、ありふれた、合成繊維と強化ゴムで作られたカバンサイズの小型ボウガンだった。

　ストンッ!!　と。

　火薬を使って撃ち出す鉄砲とはずいぶん印象の違う、強いて言えば大根にアイスピックを勢い良く振り下ろすような発射音があった。無論この程度で倒れる『黄金』ではない。だがわずかに身構えた。『魔力の流れを何も感じない』事が、かえって妙な仕掛けステルスがあるのではと勘繰らせたのかもしれない。

　元々至近の話だった。

　そのわずかな硬直を利用して、女性騎士は軍馬の腹を蹴って一気に横を追い抜く。

　そして太い首を抱くようにして、その耳元に口を寄せてそっと囁ささやいた。

「アレックス」




　ズッパァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン!!　と。

　それこそ散弾銃どころでは済まない轟ごう音おんが炸さく裂れつした。




　最初、傍はたで見ていた上かみ条じよう当とう麻まにも何が起きたか分からなかった。強きよう靭じんな筋肉で全身をくまなく覆い尽くした恐るべき軍馬アレックスが、その二本の後ろ脚を使ってフレデリック＝リー＝ガードナーを蹴り飛ばしたのだった。

「ッ！」

「アニー、布陣の変更だ。ガードナー離脱、君がストリステスの役を引き継げ!!」

「ちょっとウェストコット、私は私でヤッキンとボアズ握ってますけど!?」

「黒い柱があれば何とかなるだろう、君がダメなら先ほどからうずうずしている仮面舞踏会の君に預けるしかない。元々ガードナーは彼女の手から大役をそっと取り上げるつもりだったようだが」

「目立ちたがりめ……!!　ええいっやるよやるわよみんなで舞台演劇してんだからアドリブで記号取り替えてイイトコ見せたいなら最後まで自分で処理してよね、まったく！」

　魔術を乗っ取られ、無効化されるかどうかは関係ない。

　かのメイザース自身が幻想殺しイマジンブレイカーに対しそういう戦術を取ったのだ。厚手の長袖シャツに動きやすいズボン。古い時代のテニスウェアを纏まとう魔術師を力業で吹っ飛ばしたとしても、文句など言わせない。

「まず一人」

　ともあれ。

　女性騎士は冷静にカウントする。

「……やはり第二王女キャーリサ様がこれと決めた愛馬だ。私が思うよりも優れた動きを見せてくれる。私もお前の手綱を預かる事ができて、鼻が高いよ」

　ぶるるとどこか嬉うれしそうに軍馬が鳴いていた。

　アレイスターの手作り超兵器をまともにお見舞いされても平気な顔して動き回る魔術師達だ。これでも、死なないだろう。だが確実に時速一八〇キロの世界から放り出され、はるか後方へと流されていった。再び追い着いて戦線復帰するにはしばしの時間がかかるはずだ。

　車列の上で見ていた上かみ条じようは今さらのように呻うめいていた。

「……じ、冗談だろ。俺もあんなの喰くらっていたっていうのか？？？」

「馬鹿！　終わった事より目の前の問題に注視しろ人間!!」

　そう。

　連結する列車のように一糸乱れぬ隊列を組む馬車の車列の屋根には、魔女の外がい套とうや首元のマフラーをたなびかせ、あのメイザースが立っていたのだ。すでに屋根の上に乗っているこの男に限り、移動手段の乱れなど関係ない。予想外の戦果に気を取られている場合ではなかった。

　一つ一つの勝敗にはこだわらない、という点において、メイザースとアレイスターは似た者同士なのかもしれない。だが敗北や失敗を前提とするアレイスターと違い、メイザースは常に勝って当然と考え、単品の勝利で酔いしれて我を忘れる愚など冒さない。だからこそ起きてはならない失敗や敗北は徹底的に精査し、分解して、つまびらかに解き明かし……使えるものなら即座に自分の力へ転化する。

　故に、だ。

『黄金』の長が、この一瞬を逃すはずがなかった。

「寒にして乾、続けて温にして湿」

　言葉を耳にしながら、上かみ条じようも首を振るより早く右手を構えようとしたのだ。

　しかし実際には、最初に放たれた猛烈な石せき礫れきの散弾が、さらに後押しの突風によって不自然に加速した。結果、リズムが崩れる。右手を持ち上げるよりも早い着弾。最初からその速度でやってきていれば対処できたかもしれないが、二段加速に翻弄されたのだ。

　ナイフで刺されるのとは違う。

　硬く、鈍い凶器を無理矢理押し込まれるような鈍痛が上半身全体に炸さく裂れつする。

「がっ……」

　バランスが崩れ、上かみ条じようの体が車列の上からこぼれていく。

　すぐ下は、時速一八〇キロで流れていく凶暴なアスファルト。軍馬の手綱を握る女性騎士もまた、『黄金』の魔術師達へ切り込んでいたため回収に回れない。

　そして。

　そして。

　そして。
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　ガォン!!!!!!　という爆音がそこにいた者達全員の芯を揺さぶった。

　ロケットエンジン。

　むしろ地べたに張り付けておく方が難しいくらいの大出力を搭載した鋼の塊が、突如として『王室派』の車列のすぐ横を突き抜けていったのだ。

「……散々道に迷って難儀したけど、ようやく見つけたっ」

　A.A.A.だった。

　超大型バイクへ形を変えた兵器群のハンドルを握る美み琴ことがありったけの声で叫ぶ。

「相っ変わらず、何してんのよアンタはぁ!!」

　ようやっと追い着いたと思ったら、すぐそこをヘイシャムの案内板が流れていった。もうすぐ湖水地方、その先はなんとスコットランド方面だ。海の香りが強いのも、マン島やアイルランド行の港があるからだろう。こちらは内海側。よほど特殊な事情がない限り基本的に鉄道路線や高速道路は山を避けて通るため、自然に道を作っていけば平野部や海沿いを選んでいく事になるものだ。

　そして。

　美み琴ことは今まさに馬車の上から落ちようとしていたツンツン頭の少年の真下へとバイクを滑り込ませていった。これだけの出力もそうだが、この微調整もケタが外れていた。ホバーする補助脚に支えられているとはいえ、時速一八〇キロの世界で五トン以上の塊を振り回しているとは思えない。まるでそこらの喫茶店で無線のマウスでも動かしているような気軽さだ。

　上かみ条じよう当とう麻まがバイクの上へ落ちた。

　……ハンドルを操るのに集中している御み坂さか美み琴ことではなく、その背中にしがみついて何やら振動に耐えていた食しよく蜂ほう操みさ祈きの元へと。

　金髪の少女はお星様みたいな瞳をぱちくり瞬まばたきさせて、

「おっと棚ボタ」

「あァ!?」

　でもって偶然だろうが何だろうが関係ない。いったんキャッチした幸せは貪欲に抱え込むのが常盤ときわ台だい中ちゆう学がくの女王である。

「ふ、ふふふ。ふはははハハ」

「こいつ……人がハンドルから手を離せないと思ってここぞとばかりに……ッ!?」

「ぬふはははははははははははははははは哀れよのう御み坂さかさぁん!!　あなたはそのまんま隔絶された運転手に徹しているがいいわ私達は一風変わった二輪リムジンの後部座席で好き放題イチャイチャさせてもらいますからきっと日頃の行いじゃないかしらレインコートの時は随分嬲なぶってくださいましたものねぇ!?　……さあー上かみ条じようさぁん大丈夫ですかお怪け我がはありませんかぁ、どこか痛い所があったらお姉さんが優しぃーくなでなでしてあげまちゅからねぇ？」

「おっと小石踏んじゃった」

「わひっっっ!!!???」

　ようやっとロケットエンジンの振動に慣れてきた娘が、真下からの鋭い突き上げに背筋を硬直させる。

　ちなみに当の上かみ条じよう当とう麻ま。前の美み琴ことと後ろの食しよく蜂ほうの間に落っこちて魂が口から半分抜け出ている。美み琴こと側がわと背中を合わせ、食しよく蜂ほう側がわと正面を向くスタイルであった。冷静に考えたら何なんだこの役得やわらかサンドイッチは!?　なのだが、馬車から落ちた時点で死んだと思ったツンツン頭はそれどころではない。冗談抜きにショックで心臓が止まりかけている。

「（……あははうふふここまで耐たえ難がたきを耐えてきた甲か斐いがあったというものだわぁ。どうせこの人は私の事なんてすぐに忘れてしまうんでしょうけど、最初から青春しないというのも違うものねぇ。べったーべたー、ふふふべったーべたー☆）」

「黙れ発情期、私の『理解者』にねとねと触るな鬱陶しい」

　どすりという鈍い音と共に食しよく蜂ほう操みさ祈きが絶叫した。

　思わず片手で鼻を押さえて改めて観察してみれば、例の少年の肩に何か一五センチくらいの少女がふんぞり返っている。

「え、なにこれお人形……？　学園都市のテクノロジーが生み出した……？？？」

「私の事は神と呼べ」

「（『私の時』にもこういう小さなお人形が作られていたけど、これまたすんごいチューニングしてるわねぇ。彼、上から目線の趣味力にでも開眼したのかしら。……あらあら、あらまあ。もしもほんとにそういう事なら、こっちも遠慮はいらないんだけどぉ？）」

　そしてようやっと上かみ条じよう当とう麻ま、心臓に打撃でも受けたような状態から回復した。

「ハッ!?　……ここは一体どこだ何がどうなって甘い香りのする舌なめずり肉食おねいさんの顔が目の前いっぱいに……？？？」

「食しよく蜂ほうアンタ人の背中で何やってんのよおッ、フケツ!!」

「～～～☆△○♂♀××〒＊～～～何を馬鹿な一切合財冤えん罪ざいですぅッッッ!!!!!!」

　女王様の女王様な部分をひっこめ、顔を赤らめツンツン頭から顔を逸そらして猛烈な勢いで咳せき払ばらいを連発する食しよく蜂ほう操みさ祈き。とんだ失態であった。今のはその、思わず魔が差したのだ。純な乙女はああなってはならない。

「それより御み坂さか!!」

「はいよ、なんか取り込み中みたいね！　詳しい話聞いてる暇もないんでしょ!?」

「てかお尻とお尻がぐりぐりぶつかってんだけどお前気にならねえ？」

　超大型バイクがＳ字に蛇行して危うくアスファルトの上へ吹っ飛ばされかけた。

　顔全部真っ赤にした御み坂さか美み琴こと、サイドミラーで睨にらみを利きかせながらバチバチ鳴り始めた。

「……随分と余裕がおありのようね……？？？」

「ちょお待っ尻から伝って電気を浴びるとか何この新感覚ちょっとどの引き出しに入れて良いのか分かんにゃい……ッ!?」

　そう、頼みの綱の幻想殺しイマジンブレイカーはミッチャク状態で電気を流されてしまってはどうにもならんのだった。必要に迫られているとはいえ、まさかミッチャクしている小さなお尻を後ろ手で揉もみ込む訳にもいくまい。

　ともあれだ。

「分かりづらいかもしれんが二つの勢力がある!!　一つはイギリス王室の護衛の皆さん、もう片方は『黄金』とかいう魔術師集団だ！　俺は車列を守る側で、ひとまず一番ヤバいのは屋根の上に乗ってるあいつだ、メイザース!!」

「えっええ!?　あっちもこっちも時代がかったイギリス人ばっかりだけどどういう風に敵味方区別つけてんの!!　カラープレートか赤外線の反射テープ？　それとも識別信号!?」

「勝ってる方が『黄金』、負けてる方が『王室派』」

　大変分かりやすい例であった。

　あまりにも簡潔過ぎて不敬や国辱などの誤解を招きかねないくらいの。この男、つい先ほど捕まって処刑ロンドン塔とうで歓迎会を開かれた事をもう忘れているというのか。

「にゃるほど」

　ガシャガシャガチャチャ!!　と金属同士が複雑に嚙かみ合あう不気味な音が連続した。思えば、排気管マフラーにしてはやたらとゴチャゴチャ並べられていた金属円筒が生き物のように蠢うごめく。

　そう。

　どんな形になろうが、A.A.A.の本質は兵器である。

「じゃあメイザースとやらに一撃入れて、うろたえた方を標的設定しますか」

「あ、上かみ条じようさん。できれば両耳は塞いでおいてくださいねぇ？」




　まずは一発。

　液状被覆リキツドプルーフ超電磁砲レールガン。




　実に、である。

　核兵器の直撃すら想定された『窓のないビル』を穴だらけにした恐怖の一撃が、初手から容赦なく車列の上にいたメイザースへ解き放たれた。

　ッッッドン!!!!!!　という衝撃波が遅れて炸さく裂れつし、周囲の空気が引きずられる烈風がそこかしこで暴れ回る。あまりの高温にプラズマ化した大気成分が断続的に眩まばゆい光を走らせるため、束つかの間ま、視界の確保さえおぼつかなくなる。仕組みは全然違うのだろうが、鈍器で頭を殴られて目の前にお星様が散らばるあの感覚に近い。

　ある種、第一位以上の衝撃。

　あれでメイザースが消滅したかは不明だが、この『揺らぎ』の間に再び車列の屋根に取りつくしかあるまい。

「ひゃっ」

　食しよく蜂ほうとかいう金髪少女の細い肩に両手を置いてバイクの上で慎重に伸び上がっていく上かみ条じよう。手すり代わりにされた少女の方は何もできず、半はん端ぱに顔の近くで両手をわたわたさせている。

「（わわわ近い近い近い腰こしコシコシ……ッ!?）」

「？」

「げふっげふん！　うおっほん!!」

　食しよく蜂ほう操みさ祈き、もはや猛省するしかなかった。

　その上で、だ。

「……お前さん、飛び入り参加でメイザースがどんな人だったかほんとに分かってたのか？　あんまり分かってないままいきなりアレ撃ったのか!?　ちょいと引き金軽くなっていませんかね!!」

「うっさいな、こういう時アンタは噓うそつくような人間じゃないでしょ」

　ホバーする補助脚を使ってバランスを崩さないように馬車の車列へ超大型バイクを近づけながら、美み琴ことは子供のように唇を尖とがらせていた。

「それより飛び移るなら早くして。あとケータイの電源入れておいて。識別電波を参考にして、アンタの立ち位置は射撃不可にしておくから」

「？」

「今ので周りのリアクションは大体拾った。黄金、金色？　いまいちはっきりしないけど、ひとまず狙うべき標的は全部手動でタグつけといたから。アンタが離れ次第路上の敵を狩る！　連中、なんか動きが連動してる臭いのよね。適当に数を削れば全体でも何か起きるかも!!」

　上かみ条じようの肩で、オティヌスが両腕を使ってでっかい丸を作っていた。

　なんか知らんが正解らしい。

「ありがたいけど、後でちょっと話し合おう!!」

　それにしても、やはり学園都市第三位。まるで腰に命綱を繫つないだような安心感があった。単に力の大小というだけでもないのだろう。一方通行アクセラレータやアレイスターと一緒に行動していても、こんな感覚には包まれなかった。思えば『理解者』の『魔神』オティヌスだって、万全の力でもって世界を破壊する災厄そのものの神様だった頃よりも、肩に乗っている小さな姿の方が頼もしく思える部分がある。

　パーカービキニにウサギアンテナの府蘭フラン辺りからは携帯電話はオフにしておけと言われていたが、すでに『王室派』の懐ふところまで潜り込んでいる。今さら隠すも何もないだろう。

　そして、だ。

　予感があったのだ。

　たとえ安定を得られたとしても、ここで終わりではない。命綱を繫つないでも、死の危険が消えてなくなる訳ではない。超大型バイクから馬車の壁に取りついて再び屋根の上に上がった上かみ条じようは、烈風やプラズマの暴風域を速度で振り切り、洗い流したクリアな視界で確認した。




　いる。




　ただその存在感だけで、だ。

　これまであった安定や命綱の感覚が、手元からするりと逃げていくのが少年には分かった。たった一手を間違えたら即死、というよりも、むしろ死んでいない方が不思議に思えてくるくらいの緊張の連続が再び始まろうとしていた。

　海風の匂いもまた、遠ざかっていく。

　イギリスの地理にさほど詳しくない上かみ条じようには、今自分がどの辺りにいるのか想像もつかない。それでもまた一つ段を踏み、リミットのスコットランド方面へ近づいているのだという事だけは理解できた。

　つまり、『向こう』も遊んでいられない。

　統括理事長アレイスターが築いた最高難度の要塞。それを打ち崩した一撃さえ、あの男を滅する事は敵かなわなかったのだ。

　バタバタと分厚い外がい套とうや首元のマフラーをたなびかせるメイザースは、変わらずそこに立っていた。前に見た、エドワード＝ベリッジのようにはいかない。それを見て、上かみ条じようは獰どう猛もうに歯を剝むきながら素直に呟つぶやいていた。

「……怪物め」

「今さらの賛辞と受け取っておこう、俗物」

　かんカカンかんかんかん、と。

『黄金』の長の周りで躍る四種の象徴シンボリツク武器ウエポンが互いに互いを打ち鳴らす。

　メイザースは車列側面で右に左に蛇行する兵器の塊へチラリと目をやって、

「またもやアレイスターの成果物、か。それで？　あれが併走する狼おおかみどもをかき乱せば、俺に届くとでも？　やはりクロウリーから続く者、その傲慢は知の遺伝によるものだな。この程度の状況、独演で十分だ。ヤツを恨みながら死んでいけ、ここで鼻っ柱をへし折ってくれる」

　今さらビビったところで相手は手を緩めてくれない。

　すでに命綱は解けた。

　綱渡りで一番大切なのはリラックスだと上かみ条じようは無理矢理言い聞かせる。

　わずかに上を見て、そして上かみ条じよう当とう麻まはこう呟つぶやいた。

「そっちこそ、余裕がなくなってきたんじゃないかメイザース。最初の不動はどうした、気になるものでも増えたのか？　あっちこっちにチクタク視線が揺れてるぜ」

「……二度は、言わん」

「そうやってすぐ熱くなるのって魔術の天才特有のクセなのか？　そういうトコさ、アレイスターと良く似ているよ」




　轟!!!!!!　と。

　超高水圧の水のカッターが一直線に襲いかかってきた。




　無限に延長された刃を、右から左へ横に薙なぐような一撃だった。

　その瞬間に上かみ条じようは無理矢理上半身を振り回して身を低くしていた。幻想殺しイマジンブレイカーで抑え込んでは先ほどの二の舞。壊される事を前提にした応用技で叩たたき潰つぶされてしまう。しかし、だ。逆に言えば、メイザースは魔術をぶつければ幻想殺しで破壊されると断定している。敢あえて恐怖を振り切って右手を使わなければ、ヤツにとっては拍子抜け。全力の綱引きかと思ったら相手がロープも摑つかんでいなかったような、バランス崩しに使えるのだ!!

「ッッッ!!!!!!」

　合理性は分かっていても、手元にある『ひとまず』のカードを切らないというのは想像以上に胸に悪い。チュンッ!!　と頭の上を何かが突き抜ける異音が通り抜け、冗談抜きに上かみ条じようの心臓が縮む。じわりと涙腺から涙すら浮かんでいく。実際のところ、一番まずいのは顔でも心臓でもなく、へその辺りを狙った攻撃だった。そこは重心。各所の関節を思い浮かべてもらえば分かりやすいが、顔や両足と違って振り回すのが非常に難しく、当たりやすい場所なのだ。跳び上がっても足に当たり、身を屈かがめても顔にぶつかる程度の高さ。とりあえず当てれば一発で全身を引き千切れるような威力の攻撃だと、こういう大雑把な照準が最も怖い。

　それでもかわした。

『腰の高さ』と気づいた瞬間に方針を変えた。

　身を低く、ではかわしきれない。

　走り出しと同時に馬車の屋根へ身を投げて、死の一撃を真上に流したのだ。水の放射の通過後、上かみ条じようは両手と右足を足場に嚙かませるようにして身を起こす。クラウチングスタート。そのまま一気に走り出す。

　命をなげうっての選択だ。

　しかしメイザースは幻想殺しイマジンブレイカーを使わなかった上かみ条じように対し、さほどの感慨も持たなかったらしい。かんカカン！　と乾いた音が連続し、象徴シンボリツク武器ウエポンがぶつかり合う。

　揺らぎのない、低い声があった。

「温にして乾」

　もうヤツは目前だ。今度の今度こそ上かみ条じようは右の拳を強く握り込む。これを使ってしまっては応用技、光の一撃を招きかねないが、同時にこの至近。あれは基本的に飛び道具だった。乱戦下であれば自分自身を撃ち抜き、巻き込みかねない術式は迂う闊かつに使えないはずだ。世界の全てがどうであれ、最強のメイザースは最強の自分の魔術だけは無視できない。

　そしてメイザースは魔女の帽子を指先を押し上げ、ふと顔を上げた。

　眼前まで迫った上かみ条じよう当とう麻まではなく、はるか遠くの夜空を見据えるために。




「いいやそこか、アレイスター」
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　そもそもだ。

　一番初めに事態に気づき、上かみ条じようや一方通行アクセラレータを振り切ってでもマイクロジェットエンジンを使って飛び出していったアレイスター＝クロウリーはどこで何をやっていたのか。

（極低温過冷却拘束液体、地球中心核振動式直上溶岩砲、磁気圏圧搾殺人電磁波兵器……ダメか。私の一〇〇年をただ並べていく『だけ』では、メイザースにトドメは刺せない）

　やはり、何事も裏目裏目だ。

　完璧のつもりで布陣を固めても、気がつけば妙な袋ふくろ小路こうじに陥っている。

（となると、もっと深く、私の土台たる部分まで積み上げて。そうすると、もはや自らの忌避を乗り越えるしかないか）

　答えが出た。

　高度一〇〇〇メートルにて、誰にも邪魔されずとうとうと語る声があった。

　今回ばかりは、準備に時間がかかるのだ。




「全ての男女は星である」




「後期魔道書より削除されし一文、秘ひ奥おうを口伝にて開陳し、その振動を世界に伝える。マスターセリオンにまたがる叡えい智ちの聖母ベイバロンを見よ、かの御手にある金の杯を血の供く犠ぎで満たせ。イシスにカーリー、女性神格の輝きとはすなわち赤。愚かなる旧態が封じた扉を打ち壊し、我、今こそ始源より星に根付いていたはずの天父と地母の理ことわりを解放せん」




「この世の善と悪に絶対はなく、全ては相対、不要なものなど何もない。創造の諸力は破壊のそれを上回る。故に力と力をぶつける迎撃で防げるものにあらず。緋ひ色いろの衝撃よ自然にある生命の営みすらも忘れた男性原理をここに撃ち貫け!!」




　何かを投げ落とすのではない。

　エンジンを切り離した銀の少女そのものが、赤い光となって一直線に地上を目指した。
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　もはや自分の居場所を隠しもしないアレイスターに、当然ながらメイザースも気づいていた。

「寒にして湿、続けて温にして湿」

　まず水の壁と暴風があった。

　例の『逸そらし』だ。上かみ条じようの拳はそれらの魔術を破壊するが、わずかな抵抗感に押されて目測を誤ってしまう。ぐるりと見えない回転扉で互い違いに移動するように、上かみ条じようとメイザースの立ち位置が変わる。わずかな時間の間にも、さらに四種の象徴シンボリツク武器ウエポンが躍る。

「続けて寒にして湿、寒にして乾」

　ざらざらざらざら!!　とメイザースの足元に乾いた豆が大量に散らばり、それらが変色して、互いに黒い糸で繫つないでいく。

　ベイバロン、世に言うバビロンの大淫婦は確かに重要な記号だが、天使と対する者であるのは変わらない。サタンやルシフェルなどの序列からはかなり離れた位置にいるものの、属性自体が決まっているのであれば干渉・介入の糸口がない事もない。

「大地の繁栄は転じて腐敗と化す。いでよ、広がれ、この一つ。全てを腐らせその内より産うぶ声ごえを上げる悪魔の王よ」

　今でこそ第二位の印象を持つその魔王だが、一六世紀の悪魔研究家はバアルから派生した悪魔を地獄の君主に置き、『妨げる者サタン』は対抗馬の野党党首という位置付けにしていたほどだ。

　より力ある者の名で獲物と連結できるのであれば、相手が何であれその汚染は届く。




「すなわち『蠅の王ベルゼビユート』。我が前に立つ不遜の輩やからへ正当なる粛清を」




　ギィンッッッ!?　と。

　それこそ衛星兵器のように真まっ直すぐ降り注ごうとしていた禍まが々まがしい赤の光が、途中から不自然に折れ曲がった。剣でも折るようだった。高速道路の車列を狙い続ける事もできず、そのまま見知らぬ平原へと落ちていく。

　自明の理であった。

　科学だ何だと搦からめ手てを使って煙けむに巻まくなら時間を稼げたろうが、決定打には遠い。ましてメイザースとアレイスターが純粋な魔術の正面衝突をすればどうなるかなど。

「アレイ……っ」

　上かみ条じよう当とう麻まの声が烈風の中へと消えていった。

　あれが最後の切り札なら、後は嬲なぶり殺ごろしにされるだけだ。

　それは、確かに声だって震えるものだろう。

　そうメイザースは考えていたのかもしれない。

　だが違う。

　続けて、ツンツン頭の高校生はこう叫んでいたのだ。

「～～～、構うなそのままやれ!!　余波がどんだけあっても俺の右手で抑え込む!!」

「っ？」

「決着つけて、娘を助けに行くんだろ！　人生全部その手で取り戻すんだろうが!!　変態野郎がこんな時だけ周りに気を使ってんじゃねえ、良いいからやれェェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」

　魔女の帽子の奥で、メイザースの瞳がわずかに開く。

　違和感があった。だがその元凶は夜空ではない。今も高速道路を併走し、すぐそこで『黄金』の魔術師を牽けん制せいしている超大型バイク。鋼でできた次世代兵器の塊。

　その本来の用途は何か。それは後部の兵装ジョイントに刻まれている。

　A.A.A.。

　Anti-Art-Attachment。

「なるほどな」

　本来であれば装着者の名は木き原はら脳のう幹かん。『窓のないビル』に身を隠すアレイスターが、遠隔地へ自身の魔術を送り出して『魔神』を殺すための装備。

「確かにこれもまた、貴様の成果物か……ッ!!」

　上空からの一撃を迎撃し、わずかに生まれた隙。

　何もできずに、メイザースがそれでも野蛮に笑って呟つぶやいた直後だった。




　ゴッッッガッッッ!!!!!!　と。

　先ほどと全く同じ赤の光が超大型バイクの砲から放たれ、真横からメイザースの脇腹へと食い込んでいったのだ。
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　もちろん、だ。

　アレイスター＝クロウリーは最初からそこにA.A.A.がある事など想定していなかった。御み坂さか美み琴ことや食しよく蜂ほう操みさ祈きの独断専行は完全にコントロールの外にあった。

　しかし。

　常にツギハギだらけの『計画プラン』を回してきたのだ。どんなに手ひどく失敗し、敗北の味を舐なめてきても、網の目のような支流を辿たどっていく内に必ず元の本線へ戻ってこられるよう調整に調整を重ねてきた『人間』だ。そこにあるのなら、使わない理由はない。アレイスター＝クロウリーが諸もろ々もろの倫理を踏み越えて真理に迫った、根っこの部分の思考がそのまま活いきた。

「ぐ、う……」

　当の本人は偉そうな事を言えた状態ではなかった。

　メイザースに撃ち落とされ、あらぬ場所へ墜落したのは事実なのだ。ダメージも無視できるものではない。もはや手傷は多過ぎて、一つ一つの傷口の痛みなど覚えてもいられなかった。体全体がぼんやり火ほ照てっているようにしか感じられない。

　しかも、まだ終わっていない。

　A.A.A.を無理矢理使った『二発目』の射角を考えれば良い。ほとんど真横からお見舞いするようなあの一撃は、メイザースの体をはるか彼方かなたにまで押し出し、吹き飛ばした事だろう。つまり、こちらへ。あれで死んでいれば───魔術師本人ではなく空間そのものを多大なエネルギーで満たす事で、地脈や龍脈からの供給を搔かき乱みだされて遮断されて散っていったエドワード＝ベリッジのように───問題ないが、『黄金』の長相手にそんな甘い見積もりはできない。

　ヤツはいる。

　自力で動き回れるのであれば、必ずアレイスター＝クロウリーとの決着をつけに来る。

　アレイスター対メイザース。

　両者の激突は、きっと最初から避けられなかったのだ。

（……ここは、どこだ？）

　何の変哲もない夜の平原だった。

　何な故ぜだかその一角に、漠然と棕しゆ櫚ろの杖つえが突き刺してある。

　地脈や龍脈に起因する地点のようだった。

「スコットランド、か……」

　湖水方面などとっくの昔に飛び越していた。高速道路から外れた平原に立っていた案内板を見て、アレイスターは思わずそう洩もらしていたのだ。

「もう大局は変わらんな、メイザース。何がどうなろうが秘密は暴かれるぞ」

　意味のない独り言のはずだった。

　ここには誰もいないはずだった。




『そうか？　貴様を殺してから後を追えばよい。スコットランド方面に入れば終わりではない。ここから追えば、連中がエディンバラ城に辿たどり着つく前には終わらせられるよ』




　耳元で囁ささやくような低い声があった。

　かつての感傷が生み出したものではなかったはずだ。

『コロンゾンの支配？　それはタロットに限った話だろう。同じ内容でも魔道書の形状や暗号は変わる。翻訳の得意な俺なら良く分かるよ』

（アストラルプロジェクション？　いいや、もっと原始的なエコーか。私が無闇に反応を返す事で居場所を探ろうとしているな）

　上かみ条じよう当とう麻ま、一方通行アクセラレータ、それに『黄金』側ではアーサー＝エドワード＝ウェイトやイスラエル＝リガルディ。多くの関係者は『王室派』の馬車の車列を巡って小こ競ぜり合あいを続けながら、スコットランド方面中心地にあるエディンバラ城へと向かっていくだろう。イギリス全体が不安定化しているこの状況で『王室派』が城へ到着する事によって、今の今まで『本物のメイザースの遺体』を世界から消していた隠匿の結界が破られれば、後は雪崩なだれ込こむように事態は進む。ここでアレイスターが勝とうがメイザースが勝とうが、おそらく大悪魔コロンゾンに停止命令を送る中継器はどこかの誰かが勝手に構築してくれる。

　逆に言えば、だ。

　アレイスターやメイザースは本線から外れたのだ。

　故に敵も味方も救援はない。

　ここから先は、一対一でケリをつけるしかない。

　二人きりで雌雄を決する、競演。

「……、」

　いかに失敗や敗北に付きまとわれてきた銀の少女とて、勝つ事に関しては本気で取り組んできた。何よりあのメイザース相手に、黙ってむざむざ嬲なぶり殺ごろしにされるなど想像するだけで怖おぞ気けが走る。勝つために必要なものは何か。ここ一〇〇年の科学に頼るだけでは足りない、アレイスター＝クロウリーが積み重ねてきた『全て』を引き出せ。スコットランド方面には何がある。ネス湖の屋や敷しきでも国立博物館でも良いい。後期の魔道書から記述を削除したベイバロンを持ち出しても殺し切れなかった、真正の怪物。ヤツにトドメを刺すためにはどうすれば良い。

　そう思って。

　何気なく辺りを見回して、そしてアレイスターの顔がわずかに歪ゆがんだ。

　小さな教会があったのだ。

　ただし銀の少女の胸に去来したのは、幼少期からしつこくこびりついてきた十字教嫌いの顔が出てきたからではなかった。

　表の歴史にはこう記されている。




　アレイスター＝クロウリーとローズ＝ケリーは、スコットランド方面にある教会で結婚式を挙げたのだと。




「は」

　一度は案内板の柱にしがみついてでも身を起こそうとしたアレイスターの体が、再び斜めに傾かしいだ。そのままずるずると地面にお尻をつけてしまう。

「はは、は。まさか、ここにきて、まさかこんなものが顔を出すか……」

　今さらのように、建物の正面に柔らかい電灯の光が点ついた。ホームセキュリティにでも入っているのかもしれない。ガワは同じでも、一〇〇年前から細かい所が変わっていた。

　アレイスター＝クロウリーは今日ここで死ぬかもしれない。

　それ自体は問題ない。そもそも学園都市の『窓のないビル』から外へ飛び出した時点で、大切に温めてきた『計画プラン』は破綻してしまった。失われた赤子リリスの復活、大悪魔コロンゾンを倒しローラ＝スチュアートを助け出す、という今の行動の中心にあるものは全部丸ごと予測の外にあるのだ。修正の範囲を超えた。ここをしのいでも、遠からず破滅はやってくる。だからそれは構わない。リリスにローラ、彼女達さえ助かるのであれば。道は示した。自分が死んでも誰かが『本物のメイザースの死体』を手に入れ、大悪魔コロンゾンに停止命令を送る中継器を作れれば、その願いは叶かなえられるのだから。そう思っていた。




　だけど、これは。

　これだけは。




　危機感は全く伝わっていなかった。やはり、争乱の中心はイングランド方面の首都ロンドンにあったのだろう。教会の正面にあった両開きの扉が開け放たれた。中から恐る恐るこちらを覗のぞき込こみ、そして血まみれになった銀の少女を見るや慌てて飛び出してきたのは、どうした事か、ローマ正せい教きよう式しきの修道服で身を包んだ若い女性だった。

「まあ！　大丈夫でございますか!?」

　見覚えのある人だった。

　人造の悪魔にでも振り回されて、異形の凶器に手を伸ばしてしまった……。

　もちろんアレイスター＝クロウリーやローズ＝ケリーとは関わりのある人物ではない。挙式に立ち会ってくれた人達は皆、墓の中だろう。ここの管理とは無縁で、たまたま居合わせただけなのかもしれない。

「この傷は一体……？　車の音もございませんでした、そもそも一体どこから……？」

「……ここは、危ない」

　体の傷などどうでも良かった。

　もっと別の理由で放心したまま、アレイスターは唇を動かしていた。

「早く逃げた方が良いい、お嬢さん。あなたはもう、狂乱に関わるべきではない」

「こんな小さな女の子が何を言っているのでございますか。良いいからこちらへ来てください、早く！　ああもう、こんな年とし端はもいかない女の子があちこち傷だらけにして。こちらのは……そうか、私がしでかした……。ええい、今はとにかく血を止めなければ！」

　半ば強引に肩を貸されてしまった。

　赤子が死んだ原因を押し付けられ、アルコール依存症となってしまったローズ。思えば彼女が優しかった頃は、こんな感じだったか。アレイスターはそんな風に考える。

「私は、唾を吐いた者だ」

　息も絶え絶えに。

　アレイスターは、専門家でなくても分かる言葉で続けるしかない。

「神の領域はまたげない。今さらそんな資格があるものか。分かっているだろう、私の名を。あなたは今すぐこの手を離して全身を消毒するべきなのだ」

「あなたに何があったか、本当に本当のところなど誰にも断言できませんが、チャンスに終わりはございません。皆、迷いながらも正しい道を探すのです。あなたが勝手に諦めても、神はあなたを諦めません。さあ、お早く」

「……、」

「胸にわずかでも痛みがあるのなら、今がその時でございます。早くこちらへ!!」

　ほとんど引きずられるようだった。

　礼拝堂まで連れてこられたのは仕方がない。だがどうしてもやっておく事がある。

「何な故ぜ電気を消すのでございますか？」

「あなたのためだ……」

　相手は間近に迫る危機に気づいてもいない。

　長椅子に座らされ、それでも足りずに半ば抱き抱えられるようにして、月明かりの下で救急箱を持ってきた修道女に全身の傷を診せる羽目になった。

「沁しみますよ」

「ピエタの真似まね事ごとかねお嬢さん……。聖母と言うには少々年季が足りない気もするが」

「なるほどあなたの災いはその口に端を発しているようでございますね。そして根底にあるのは自信のなさでしょうか」

「何だと？」

「認められぬ才能、と言い換えても構いません。あなたはおそらく良くできる。しかしそれを周りが評価してくれない。多分それは正しいのでございましょう」

　すらすらと言葉が出てきた。

　長らく懺ざん悔げ室しつで様々な迷いを耳にして助言を行ってきた者にしかできない速度。

　この修道女は。

　きっと、アレイスター＝クロウリーとは真逆の道を迷わず歩んできたのだろう。

　一度躓つまずいた程度では折れないくらいに。

「だから正しいものを正しい場所へ置くために、地じ均ならしがしたいのでは？　何でもかんでも他人と比較して、自分を優位に置かなくては安定できない。故の悪態。七つの罪の一つ、プライドは傲慢と虚飾の二つを内包しているのでございます。大きな存在になりたいと足搔き、故に飾る。自分に自信を持ちたければ、難しい自分を嚙かみ砕くだいてよそへ伝える努力をするのが手っ取り早いでしょう。平たく言えば、他人を愛する努力をお勧めいたします」

「……してきたさ、そんなもの」

　消毒を終えた箇所から包帯を巻かれていくのを静かに見ながら、銀の少女は自嘲気味に笑っていた。

「精一杯してきて、『こう』なったんだ」

（……何しろ運命の導きに従って罪なき赤子は命を奪われ、衝撃に耐えきれなかった妻はアルコール依存症で沈んでいった。私が求めなければ、こうはならなかった。一生独りでいれば。これでも、その場で衝動的に去勢しなかっただけ理性はある方だ）

　間もなくメイザースはやってくる。

　そしてこの修道女はアレイスターと関わりを持ってしまった。

　もはや合理性などどうでも良いい。メイザースがエディンバラ城の死体を放置してでもこちらへ向かってくる場合、アレイスター＝クロウリーとの決着が第一。最悪、面白半分という動機が発生していると見なくてはならない。

　これはもう、世界の運命とかイギリスの未来とか、そんな話ではない。

　師と弟の決着の話だ。

「シスター」

　使えるものは何だ。

　ここにあるのは何だ。

　包帯だらけになった銀の少女は長椅子に腰掛けたまま、説せつ教きよう壇だんの方へ目をやっていた。式を挙げた時は中央のバージンロードを通る主役だった。こうして腰掛けてみると、また違った印象があった。何が主役か、壁に掲げられている本当の核心が良く見える。

　すなわち。

　巨大な十字架。

「ここは、あの教会なのだろう？」

「あのとは、どの教会の事ですか。神の領域に大小や貴き賤せんなどございません」

　怪け訝げんな顔をする修道女にこれ以上質問しても意味はないだろう。多少はクロウリーについて研究しているようだが、やはりこの場は間借りしていただけか。本来は一体どこの誰が手入れしているのかまでは知らないが、この形で教会が残っていたのは僥ぎよう倖こうだった。日々建物を保全して隅々まで磨き上げているのであれば、当時のモノがそのまま残っているはずだ。

　この教会についてなら、アレイスター＝クロウリーはおそらく誰よりも詳しい。壁とパイプオルガンの隙間に入った小銭の位置まで覚えている。

　主義信条さえ砕いて捨てれば。

　目の前にあるものを摑つかむ勇気さえあれば、メイザースという怪物と戦う武器は手に入る。

　ステンドグラスを通して色のついた月明かりに目をやりながら、包帯だらけの裸身をさらすアレイスターはこう呟つぶやいていた。

「一つ質問をしたい」

「一つに限らず、いくらでも。迷える子羊の悩みを聞くのも私の仕事でございますので」

「罪は、赦ゆるされる時が来ると思うかね？」

「人は一生をかけてその答えを探し続けるものでございますよ。そして求めれば答えが出てくるなどと考えてはなりません。救いを与えるのは神の業わざです。その御心は誰にも量れないのでございます。せいぜい日々の生活を守り、襟を正して審判の時を待つくらいしか」

　奇麗ごとではなかった。

　抜けない棘とげ、わずかな痛みを含む言葉だった。

　戦争の狂気に突き動かされた彼女の行動は、アレイスターも見てきた。

　完璧ではないから。

　そんな状態でも必死に絞り出した言葉が、銀の少女の心にも通じたのかもしれなかった。

「だろうよ」

　何かを諦めるように、銀の少女は呟つぶやく。

　この世に安易な救いなどない。

　求めれば求めるほど、『それ』は手元から遠ざかっていく。

　三匹の子豚という絵本がある。長男はわらの家、次男は木の家、三男はレンガの家を拵こしらえた。しかしこのお話は、危険な狼おおかみがやってくるから三男の正しさが証明されるのだ。もしも、ほんの何かの偶然が重なって狼おおかみがやってこなかったら？　もちろんその方がみんな幸せに決まっているけど、きっと三男は死ぬまで周りから馬鹿にされ続けた事だろう。長男と次男の言っている話は全部間違っているのに、だ。

　ずっとずっと、そんな気持ちで生きてきた。

　周りで何か幸せな話を聞くたびに、そんなはずない何か裏があるに決まっていると否定し続けてきた自分から人は離れていった。大嵐が来るから学校はお休み。そう思っていたのに、翌日普通に晴れていて、大きな災害が起きる事を待ち望んでいた自分の浅ましさに心を焼き尽くされるような惨みじめな気持ちで、何事においても地の底をのたくってきた。

　救いなんかない。そんなものどこにもない。

『それ』があったら誰も苦労なんかしない。

　だけど。

　だけど、だけど、だけど、だ。

　やはりどうしても、いつでも『それ』は寄り添っているとしか思えないのだ。どちらかと言えば不幸や悲劇を作る側から『計画プラン』を眺めてきたアレイスターは、だからこそ良く知っている。自分の予測が何の脈絡もなく途切れ、破綻し、散り散りになっていく瞬間を。どうしようもない偶然が重なり、手順通りに命を落とすはずだった者達の何人かが屈託のない笑顔を浮かべる有り様を。

　ありえない。

　ありえないのに、現実として結果がそこにある。

　認めざるを得ない時が、やってきたのだ。




「だから私は……」




　おそらくは。

　自分には配られなかったけれど。

『それ』が奇跡と呼ばれ語り継がれてきたモノの正体なのだと。




「……神様ってヤツが大嫌いなんだ、くそったれが」




　その言葉で。

　自嘲気味な笑みと共に、銀の少女は何かを振り切った。

　一度は脱がされた衣服に再び袖を通し、外がい套とうや帽子を身に着けて、ゆっくりと深呼吸をする。魔術師としての基本にまで立ち返る。

　そこにあるのなら、使わない理由はない。

「借りるぞ」

「うん？　それは誰のものでもございません。必要と感じられた方が持っていくとよいでしょう、この一冊が迷えるあなたの標しるべとなるならば」

　もう一度、いいや今度こそ。世界最大の魔術結社『黄金』の長と決着をつけるため、アレイスター＝クロウリーは何かを摑つかみ取とる。




　すなわち。

　どこにでもあるような、一冊の聖書を。
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行間　三









「アンナ＝シュプレンゲルか……」




『黄金』は、一度全てを失……けた事がある。

　……ブライスロードの戦……はまた違った災いが噴き出……事で。

「ここにきて、……一度俺の結社を……潰しに来たか」

　いいや。

　厳密……、アンナ＝シュプレンゲルは一度も……に現れてい……。ウェストコットの話に出て……のは手紙の中に書……た名前だけ……た。そしてメイザースが本物を摑……と思った矢先、それはするりと手元を離れ……まったのだ……。

　一度も本物が出……ないのに、こと……く『黄金』にとってアキレス腱けんと……架空の名前。それはもう、メイザースに……て一つの呪いにも近い存在であ……。

　だから、それはアンナ＝シュプレンゲル……ない。

　憎ぞう悪おと共にメイザースはこう呟つぶやい……た。

　……正確には、




「マダム・ホロス。下劣……詐欺師、全ての魔術師の風上に置くべ……ない矮わい小しよう……魂よ」




　ジジ。

　ザザザザザザ。

　がりがりがりがりがりがりがりガリガリガリがりガリガリガリガリガリガリがりがりがりガリガリがりがりがりガリガリガリガリガリがりガリがりがりガリガリがりガリガリガリがりがりガリガリガリガリがりがりガリガリがりガリがりガリガリがりがりがりがり!!!!!!




　歴史が示している。どうやらこの貪欲を極めた女性にはベルゼビュートもテュホン＝セトも通用しなかったらしい。

　そのどうしようもない怨えん嗟さは。

　ひょっとしたら、ウィリアム＝ウィン＝ウェストコットやアレイスター＝クロウリーに向けられたものとはまた違ったものかもしれなかった。








第四章　メサイアにはなれない　Battle_of_Scotland.
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　ばたばたと、風に揺られて何かがはためいていた。

　ボロボロになった厚手の外がい套とうであった。厚紙でできたカードがいくつか、火の粉や花びらのように流れていく。

「ウェストコット、仮面舞踏会の君……」

　呟つぶやく声があった。

　ただ虚こ空くうに消え、応える声などどこにもない。

「……ウェイト、フェルキン、ブロディ＝イネス」

　それでもサミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザースは倒れない。

　むしろ誰の応答もない事に、その男は充足すら得ていた。余計な戦力の邪魔立ては不要。馬車の車列だか何だか、そちらに集中していれば良い。『黄金』と言えば舞台演劇にも似た集団の魔術儀式だが、それでは足を引っ張られる事もある。

　ここから先は一対一。

　独演での、対立。まさに競演。

　それ以外の展開などありえない。

　敵もまたそうであろうという確信があった。

「……、」

　地図にも載っていないような小さな教会の意味を、当然ながら『黄金』の長も理解していた。

　そして両開きの扉が開け放たれ、銀の少女が表から出てきた。

　アレイスター＝クロウリー。

　おそらくは唯一であろう、タロットカードに依存せず、自力でこの一世紀を乗り越えた『黄金』創設期の魔術師。

　今さら奇襲は不要。

　大仰な雄お叫たけびも、馬鹿馬鹿しいスケールの超兵器もいらない。

　銀の少女はなけなしの応急手当を受けていたようだが、魔術の他に軍事にも詳しいメイザースには簡単に見て取れる。衣服の下、重心や体幹がわずかにおかしい。傷の痛みを庇かばっているのは明白だった。

　アレイスターは、魔術の行使によって無秩序に撒まき散ちらされる犠牲が許せない。

　故に、その全てを自分の体に溜ため込こむ。

　回復魔術など頼れるはずもなかったのだ。他の誰の命を繫つなぐにせよ、アレイスター本人の命だけは救えない。何な故ぜならば、ヤツがその生き方を貫いた場合、回復魔術を使えば自分で自分の体を癒いやし、その副作用や反作用で再び自分で自分の体を傷つける羽目になる。こんな破滅的な循環では肉体を巨大なミキサーに放り込むような自壊しか待っていない。

　よって。銀の少女は、必死になってかき集めた超常の全てを攻撃に転化している。先の先まで尖とがらせた鋭い槍やりのような生き方を、メイザースは如によ実じつに感じ取っていた。自らの命よりも、生き様を優先できる者は強敵となる。

　ただ静かに、二人の魔術師は向かい合う。

　口火を切ったのはアレイスターだった。

「一応確認しておきたい」

「何を」

「エディンバラ城に隠してある死体は放置したな。何な故ぜだ？　どうしてそこまでして私との決着を望む。切り札を押さえた上で、黒猫の魔女と同じく媒体を変えた方が有意義だったろうに」

　そこで一拍。

　だが容赦なく銀の少女は切り込んできた。

「……ねじれているな。オリジナルのメイザースでないというのなら、この私との因縁もまた存在しないだろうに」

「正直に言えば、どうでも良かった。世界の行方も、自分の行く末も」

　あっさりとしたものだった。

　メイザースと呼ばれ続けた男もまた、何かを取り繕ったりはしない。

「所詮我々は利害によって大悪魔コロンゾンの手で組み上げられた防衛装置。しかしそこに留とどまるか否いなかを決めるのは、ヤツではなくこの俺の意志だ。かつて、『黄金』を構築した魔術師と同じだよ。行くなと言われればドアを開けたくなる、やめろと言われればやりたくなる」

　アレイスター＝クロウリーが憎い、とは違う。

　大悪魔コロンゾンが煩わしい、という一言でまとめるのでは正確さに欠ける。

　もしもそれらの首をポンと渡されても、メイザースは眉一つ動かさずにテーブルから払いのける事だろう。簡単に手に入る結果には興味がないからだ。

　すなわち、

「……一度凝り始めたら止まらなくなる。どうしようもない子供の部分、か」

「課題だよ。それで何がしたいという訳ではないのかもしれん。別の形への翻訳も、未いまだ屈服しないモノをねじ伏せるため。この『反抗』がどんな形に収まるにせよ、結末を決めるのはこの俺だ。スコットランドの遺体は俺にとっても面白いオモチャだ、貴様の執念などどうでもよい」

「貴様は、愛する者の名を思い出せるか？」

「ミナ＝メイザース。それが何か？」

　あまりにもすらすらと出てきた。

　愛や恋の話になっても、逡しゆん巡じゆんも躊ちゆう躇ちよもなし。しかも大悪魔コロンゾンが用意した『黄金』の中に妻の影がなくても、眉一つ動かさない。

　所詮は『設定』の中での単語に過ぎないのだ。

　そう思って、アレイスターはゆっくりと首を振った。憎い敵だった。殺しても殺しても足りないほどに憎ぞう悪おしていた。ブライスロードの戦いが終わっても、心が晴れる事などなかった。

　それでも、だ。

　彼女と寄り添うメイザースを見る時だけは、認めていたのだ。ひょっとしたら、小手先の魔術などよりも、一番教えられたのはそこかもしれなかった。こんな夫婦になりたいものだと、家族を作りたいと、純粋に羨ましかったのだ。

　哀かなしいと思う自分を、アレイスターは把握していた。

　こんなメイザースを見るのは、とても哀かなしいと。

　故に、もはや銀の少女に躊ちゆう躇ちよはなかった。




「秘匿されし四文字、人の口にて振動不能な聖なる四角。すなわち神そのものを示すＹとＨとＶとＨはあまりに遠く、矮わい小しような人の身でその本質を推し量れるものでなし」




　ほう、とメイザースの眉がわずかに動いた。

　彼は彼なりにアレイスターを理解しているのだろう。

　黒い外がい套とうの中からの、開陳。

　銀の少女の手には、古ぼけた聖書があったのだ。

　酸すっぱいブドウのようにそっぽを向く事も、何かの反動のように魔術研究に没頭する事も、神のよそ見に喉を裂くほど慟どう哭こくする事もない。

　子供の時代は、もう終わった。




「しかし人は救いを求める。自らの知でもって理解のできる救済を。ここに橋渡しを設けよう、Ｓｈシンの字を足して。聖五文字、ＹとＨとＳｈとＶとＨとはすなわち『神の子』、父と子と聖霊の複合によりて人は救いを目にする事が可能なり!!」




　白い閃せん光こうがあった。

　銀の少女は純化した。白き翼に頭上の輪、百合ゆりの花のような甘い香りを振ふり撒まいて、浄化の光へと包まれていったのだ。

　しかし。

『あの』アレイスター＝クロウリーがだ。

　その逸話を知る者なら知る者ほど、信じられない光景だろう。十字教の聖書を手に取り、三さん位み一いつ体たいの力を説いて回るなど、『あの』アレイスターではありえない。吹っ切ったのだ、この『人間』は。自らの劣等感や心の傷を乗り越えて、背に負う小さな屋根を守るために。そこに眠る、形のないものを壊されないように。

　魔女の帽子の奥で、メイザースの表情がわずかに揺れた。

　笑ったのである、あの男が。

「何を見た、アレイスター」

「ブライスロードの戦いと同じだよ。きっと、貴様にはまだ見えていないものを」

「……ならば、こちらも応じるより他あるまい」

『黄金』の長にとっては予想外の展開だったはずだ。

　しかし乗り越えるべき問題を見据えれば、この男は早い。やはりメイザースとて天才の部類であった。アレイスターがまだ加入する前、最初期『黄金』の基盤をウェストコットらと構築していっただけの事はある。

　即興で、これが来た。




「ＩＮＲＩとは始祖の十字に刻まれた四文字なり。その振動は死者にすら活を入れる。未いまだ途上の我が身を充足せよ。その聖なる羅列によりて我が肉体は純化せん!!」




　敢あえての同系。

　メイザースもまた、十字教の『神の子』を示す語を使ってきたのだ。まるで武器を合わせて条件を対等に整え、その上で純粋な実力だけで叩たたき潰つぶすと言わんばかりに。やはりメイザースはメイザース、文字の連なりの分野において右に出る魔術師など存在しない。

　闇が、拭われていく。

　白と白。

　しかし単純にアレイスターやメイザースの魔術によるものだけではない。

　間もなく夜が終わるのだ。

　東の地平線からゆっくりと、燃え上がるように、夜明けの光が暗い空を拭っていく。




　すなわち。

　世界が黄金に染まっていく時間がやってきた。
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　一度始まってしまえば、そこから先は早かった。

　朝焼けに染まる世界で、向かい合うアレイスターとメイザース。

　何かの合図がある訳でもなかった。

　二人は何な故ぜ戦うのか。散々語り合ったが、実は大きな意味などなかったのかもしれない。

　それはアレイスターがアレイスターだからで。

　メイザースもやはりメイザースだからだろう。

　彼らは共に学び、笑って、語り合って、同時に憎み、対立して、殺し合った。『黄金』の中でも突出した才能の持ち主。彼らの研けん鑽さんの道は常人どころか、同じ『黄金』の魔術師でも理解ができず、変人の烙らく印いんを押し付けるほどだった。ダイヤモンドの角を丸めるには、同じ強度のダイヤモンドとぶつけ合うしかなかったのかもしれない。

　故に。

　自然に、当たり前に、とても滑らかな動きで。

　それは始まった。




　轟!!　と。

　二つの突風が同時に渦を巻く。




　まずアレイスターが最短距離で突撃し、メイザースが迎え撃った。

　銀の少女が摑つかむねじくれた銀の杖つえは棕しゆ櫚ろの樹きとなり、さらには体積や密度を無視した超重量でもって火の杖つえや風の剣で受け止めたメイザースの足元で不気味なクレーターを構築していく。

　聖書を手にしながらも、なぞるのはその外周。

　その一冊を中心として、様々に派生された伝説へと紐ひもづけていく。

「最強の主を求め悪魔に傅かしずいたクリストフォルスは悔かい悛しゆんする、かの者の重さは世界の重さ、抱え切れず水没しかけたかの聖者は一本の杖つえに真なる主人すなわち『神の子』を見たり!!」

「かの者は油によりて祝福されたもの」

　しかしメイザースもまた、むざむざ世界の重さに潰されるばかりではない。

　ばらり、と。

　彼の周囲を飛び交っていた四種の象徴シンボリツク武器ウエポンが、解けたのだ。

「その御前において天使の目撃は特別なものでなし。すなわち火、水、風、土、四種大天使は至極当然に舞い降り御身を守護せん!!」

　剣を持つモノ、百合ゆりの花を携えるモノ、冒険者を守護するモノ、地獄の門を守るモノ。

　翼を持つ高次生命が、いきなりの四体。

　それぞれ一つずつであったとしても穢けがれきった現世を滅ぼすに足る大火力。『神の力ガブリエル』一体でさえ『御使堕しエンゼルフオール』に追い込まれた世界全体が破裂寸前の圧により、ギチリと不気味な軋きしみを発していた。

　しかしアレイスターはぐるりと体を回しただけだった。

　棕しゆ櫚ろの杖つえの底が地面を擦こすり、オレンジ色の火花を散らして、そして着火する。

　これもまた、聖書にあらず。

　むしろ聖書に記されていなかったからこそ糾弾されてしまった天使の名をなぞっていく。

「『神の火ウリエル』は破門された天使、地の底へ落ちた悪魔。神の神話に依よらず、人の都合により光の座から追い出された七体の一角なり。正典は絶対。ザカリアスの名においてここに天使信仰を粉砕する、これにて四角の調和は砕かれり!!」

　銀の少女を中心に、まずは防護円。

　そして前方一八〇度いっぱいに撒まき散ちらされる、高波のような爆炎が炸さく裂れつした。

　地の底から噴き上がる地獄の業ごう火かが、門の守護者の属性を否定する。赤い文字に対し赤い照明を被かぶせるように。一つが瓦が解かいすれば、後は引きずられるようだった。偽りの幻影のように四つの天使は溶けていき、そのまま莫ばく大だいな炎でもってメイザースを焼き尽くそうと迫るも、

「かの者は指を差した。悪なす者の居場所は豚の中。悪あく霊りようの軍勢は男の体を抜けて豚の身に入り、もって世の平定は保たれる」

　ねじれた。

　よじれた。

　アレイスターが作ったはずの莫ばく大だいな炎は一点へ寄り集まり、電球のように赤熱する青銅の豚の像となって、そのまま持ち主であるはずの銀の少女に向けて突撃していく。

　これを真上から杖つえで突き刺した途端、全てが弾はじけて一面に莫ばく大だいな炎が吹き荒れた。

　あるいは、それは単純火力だけなら核兵器に匹敵していたかもしれなかった。

　しかし。

　しかし、だ。

　聖書を中心に添えながら、だからこそ安心してそれ以外に手を伸ばす支えを獲得したアレイスターの言葉が炸さく裂れつする。命綱を繫つなげる巨岩を手に入れた魔術師は強い。

「全ては神の被造物なり、それがたとえ袂たもとを分かち、地の底で蠢うごめく諸力であろうとも。我が指先は『邪悪の樹クリフオト』に触れる、適切な叡えい智ちによりて取り出したる力に善も悪もなし!!」

　一瞬にして世界を焼き尽くすはずだった猛火が弾はじけ、火の粉は甘い香りを放つ大量の白い花びらへと変じていった。

　傷一つない。

　未いまだアレイスターが背に負う小さな屋根には傷一つ。

　メイザースは薄く笑った。

　彼は後ろへは下がらなかった。仕切り直しはしなかった。むしろ危険と分かっていても、ずいと一歩前に出た。応じるように、銀の少女の手が一度黒い外がい套とうの中へと潜った。聖書を格納し、杖も手放し、両の手に自由を与えるために。

「良く使う」

「そちらこそ。よくぞ体に馴な染じませた」

　もはや宿敵とは数センチの距離。

　銀の少女と黄金の長とが至近で睨にらみ合あう。




　ゴンッッッ!!!!!!　と。

　直後に、二人は握った拳で容赦なく互いを打ち据えた。




　それはボクシングの猛ラッシュにも似ていた。

　短期決戦にして持久勝負、という矛盾した勝敗条件を内包するその死闘。

　ここまできてお上品にスマートに勝負を運ぶ必要はない。そんな事はできない。回避など考えず、高速連打でより早く相手を打ちのめす事で安全を確保し、勝利をもぎ取ろうとする。そういう削り合いの思考と直結していた。

　メイザースの拳をアレイスターは額で受け止め、アレイスターの拳が真横から肋ろつ骨こつを抉えぐりにかかる。アレイスターの拳をメイザースは立てた膝で食い止め、真上から振り落とした拳でもって頭頂部を苛烈に打ち抜いていく。

　天を焼き尽くす業ごう火かが何だ。

　地上を洗い流す大洪水がどうした。

　そんなものは些さ末まつなエフェクトに過ぎない。本当に本物の命の削り合いとはこういうものだ。この場にもしも目撃者がいたならば、それだけで魂を抜き取られていたかもしれない。

　ガツガツガツごづごづごづごづッッッ!!!!!!　と。

　人間の筋骨が人間の血肉を潰していく、あまりにも不気味な音が連続していた。

　ダイヤモンドを削るには同じ硬度のダイヤモンドの粉末を使うしかない。アレイスターとメイザースの殴り合い、潰し合い、殺し合いは、しかし互いの魂から余計な肉の覆いを取り除き、その本質を剝むき出だしにさらけ出していく。

「私は貴様が羨ましかったんだ、メイザース。ここにいる貴様に言っても仕方がないのかもしれないがな」

「……、」

「生まれに苦労はしなかった。子供の頃から金だけ持っていて、父親の遺産があれば遊んで暮らせた。なのに私の周りには『理解者』など一人もいなかった!!　メイザース、私には未いまだに信じられない。貴様はどうして『黄金』を作るに至った？　私には一体何が足りなかった!!　何な故ぜ貴様の周りには、ああも才を持つ人が集まった!?」

「メイザースという男もまた、貴様に羨せん望ぼうしていたのだろう」

　敢あえて、何かを区切るように返答があった。

　ゴンッ!!　と正確に銀の少女のこめかみを打ち抜きながらも。

　どこか怪物の表情は、楽しげですらあった。

「ロンドンの片隅だった。金にはいつも苦労させられてきた。妻のミナにも苦しい想おもいをさせた。どうして貴様だけ。労せずして溺れるほどの大金を摑つかみ、モノに溢あふれ、しかしそれだけの財をもって何一つ成し遂げられないのかとな!!」

　ふらつきなどしない。

　むしろアレイスターは自らのこめかみを打つ拳に対し、直角、真上に向けて自らの拳を放つ。狙うは手首。急所の他に攻撃手段も奪う構えだ。

「家族は大切だったかメイザース」

「ミナに不満はなかったよ」

　バッキン!!　という鈍い音が炸さく裂れつする。

　しかし今さら骨の一本二本砕けたところで状況が変わるでもない。今ここにいるメイザースは、厳密に言えば人間ですらないのだから。

　寒にして乾、という厳かな声があった。

　虚こ空くうから生み出した石の杭くいを肘から手首に向けて無理矢理に突き刺し骨の代わりとする。

　もはやアレイスターの注目も、そんな小手先のところにはなかった。

「ならば何な故ぜスコットランド方面への執着を捨てきれなかった。妻の待つ家では貴様の心の拠より所どころにはならなかったのか!?」

「貴様こそ。虐しいたげられ、理不尽に憤いきどおり、無力感に打ちひしがれたのだろう。どうして『どこにもない場所』を求めなかった!!」

　真正面から拳と拳が飛んで、交差し、お互いの顔面をまともに捉えた。

　轟ごう音おんの炸さく裂れつ。

　意図したものではない。両足よりも、地面の方が先に崩れた。グリップを失い、滑るようにしてアレイスターとメイザースの距離がわずかに離れる。

　そのまま睨にらみ合あいながら、銀の少女は吐き捨てるように呟つぶやいた。

「……もしも貴様が家庭の温かさを知り、その価値を理解して、魂を自ら築いた安定の座に置いていれば、その心はそこまで揺らがなかっただろう。スコットランド方面への執着も忘れ、『黄金』内での立場が脅おびやかされているなどという妄想に憑つかれる事もなかった。大悪魔コロンゾン。あんなものを呼び出して、私や家族を狙う事もなかったはずだ」

「貴様には、分からない……」

「運命に抗あらがっても、ブライスロードの戦いを制しても、結局私には永遠に手に入らなかったものだ。故に貴様が許せない、どうあっても。どうして踏ふみ躙にじれた、何があったら最愛の命を二の次になどできた!?　メぇイザぁぁぁース!!」

「財産、学力、美貌に運動神経、そして魔術の腕。愛情以外のものを全て手に入れてきた貴様には、この浅ましき欠乏は理解できまい」

　強引に繫つなぎ合あわせた右手をぷらぷら振りながら、メイザースは痛みらしい痛みも表さずに呟つぶやいた。

「ミナには芸術の才があった。彼女の家は『表』の世界でも哲学者を輩出するエリートだった。友人のアニーは金を持っていて、ウェストコットには人望があった。……なら、俺は？　スコットランド貴族を名乗り、魔術の腕でも引き合いに出さなくては、惨みじめにうずくまるくらいしかできなかったろうが!!」

　あの優しげな修道女は何と言っていたか。

　自信のなさの表れが、他者への悪態や攻撃性に結び付いていく。

「……自分と妻さえ見比べなくては気が済まなかったのか、メイザース」

「居場所を作りたかった、皆が与えてくれるからこそ。ミナ＝メイザース。あの女を支える、揺るぎなき誰かになりたかった!!　……だが、そんなもの問題ではない」

　ぶしっ!!　という湿っぽい音が響いた。

　銀の少女の右手の掌てのひらからだ。いいや、出血は一ヵ所に留とどまらない。左手も、右足も、左足も。あちこちから血が噴き出し、アレイスターの身動きを封じていく。対するメイザースはあくまでも右手首一つ。しかも本質はタロット、破壊不能な魔道書の類たぐいなので見た目の外傷は無視できる。

　いかに超常の魔術といえど、肉体の制約は無視できない。そもそもアレイスターが得意としていたのはパントマイムのような『霊的蹴たぐり』だ。聖書を摑つかみ叡えい智ちを引き出したところで、コンタクトの骨子そのものは変わらない。彼らは魔術という幹に十字架という枝を接ぎ木する事で理解を得ようと努めている。

　これは魔術の戦い。

　存分に魔術を振るう自由度を失ってしまえばどうなるか。火を見るよりも明らかだ。

　明確に流れが変わった。

　共にギリギリまで削り合ったが、まさにここが転換点だ。

　サミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザース。

　そう名乗る誰かは恐ろしく低い声で締めくくる。

「それは一〇〇年前にありふれた家の中で苦悩していたメイザースの話だ。今ここにいるこの俺には、関係ない。ウロチョロ走り回って余計な真似まねはするなよ、コロンゾンを殺すのはこの俺で良いい。ヤツには、怪物を生み出してしまった事を地の底で後悔してもらうものとする」

　正真正銘、破壊不可の『原典オリジン』。

　しかし実際のところ、メイザースにも死が存在しない訳ではない。エドワード＝ベリッジの件をもう忘れたか。魔道書の防衛機能を変質させて人のように振る舞わせるには、大地に走る地脈や龍脈から常に莫ばく大だいなエネルギーを受け取り続ける必要がある。空間そのものをそれに匹敵する力で埋め尽くし、大地と魔道書の間の受け渡しを阻害する事で、少なくとも人の形や意識を保てなくする事はできる。すなわち、メイザースの死だ。

　ただし。

（……その時間や可動的余裕は、もうない）

　メイザースには、確信があった。

　どれだけ限界まで消耗し、肩で息をして、浅ましくすがりついても良い。

　勝利への執着を捨てない者だけが、冷たい取捨選択を乗り越えられる。

（四肢を潰され自由度を失ったアレイスターに、そこまでの大技は使えない。ここで叩たたき潰つぶして、俺は先に進む。理屈などない。こいつは倒さなくてはならない!!）

　対して。

　対して、だ。

　銀の少女、アレイスター＝クロウリーは首を横に振っていた。

　何かを憐あわれむようなその表情は、命乞いとは程遠いものだった。

「……私は、貴様を誤解していた」

「何か？」

「金をいくらつぎ込んでも手に入らないもの。学力があっても答えを出せないもの。野山を駆け回ったり衣服で着飾っても捕まえられないもの。すなわち愛情。私がどうしても手に入れたかった至宝だが、メイザース、貴様もまた永遠の輝きを摑つかんでいた訳ではなかったのだな。狂えるほどに羨むのは筋違いであった」

　元々制御のしにくい人格をしていた。

『黄金』の中でさえ、根気良く付き合ってきたのはウェストコットとミナくらいのものだった。魔術結社を作ろうと勧誘したそのウェストコットも、最終的には袂たもとを分かって対立する二大派閥の一角に収まっていた。

　最後の最後まで残ったのは妻のミナ＝メイザースだった。

　彼女が注いだ愛情それ自体は、間違いなく本物だったのだろう。

　ただし、

「メイザースは、愛情を受け取らなかった。いいや、受信できなかった。まったく馬鹿げている、それはいつでも不安に駆られる貴様の隣に寄り添い、世界を優しく包み込んでいたというのに。それにさえ気づけば天上の安寧を得られたのにな」

「……、」

「まして今の貴様には、何もない。『黄金』？　世界最大の魔術結社？　そんなもの、何の価値がある。笑わせるなよメイザース、力とは手段に過ぎない。目的なき力など物置の片隅に捨て置かれた家財道具と変わらんよ」

　それが、アレイスター＝クロウリーの『黄金』に対する答えだった。

　おそらくは、実際に全てを壊した者でなければ下せないジャッジであった。

　そして。

　そして。

　そして。

　ぶしっ、とさらにもう一つ。銀の少女の脇腹の辺りで、赤い傷口が弾はじけた。両手足に続いて、多数の臓物が詰まった胴体まで。これでほとんど趨すう勢せいは決定したようなものだった。アレイスターとメイザース、両者のダメージ差は決定的だ。

　にも拘かかわらず。

　魔女の帽子の奥で不快に眉をひそめたのは、メイザースの方だった。

　これが何に繫つながり、どこへ転がり落ちていくかは分からない。そう、どんなに些さ細さいなものであっても、『あの』メイザースにも理解のできないモノが盤上に顔を出したのだ。

「何だそれは、アレイスター……」

「傷だよ」

「俺は知らない。その傷は俺が与えたものではない!!」

「聖痕ステイグマ。聖人の証あかしとされる印だが、そもそもは純化した肉体が『神の子』とシンクロした際ひとりでにつけられる、二〇〇〇年前の磔たつ刑けいで負ったものと同種の傷だ」

　ゴォ!!　と、銀の少女を中心に風が渦巻いた。

　傷の数は敗北までのリミットではない。

　昇り詰めるためのカウントダウンだったのだ。

　二人の天才は共に『神の子』に由来する術式を並べ立て、肉体を高次に向けて繰り上げてきたはずだった。なのにどうして両者は分かたれたのか。アレイスターには傷ができ、メイザースにはできなかったのか。

　そう、『神の子』は何の情もなく機械的に奇跡を使う事はない。

　その根底には。

　あるトリガーがなければ神話は成立しない。

　血まみれの少女が示す。

「魔力とは、生命力より精製される力なり。魔術とは、その魔力によって表す現象なり。魔術とは全て、生命の奥底から湧き立つ始源の力に支えられるべし」

　それは、おそらくどのような魔道書にも記述のない言葉。

　一〇〇年の研けん鑽さんを重ね、オリジナルの『黄金』すらも踏み越えて。今ここに魔術師アレイスター＝クロウリーが開眼した一つの真理。

　基本の中の基本。

　しかし時として、言葉の形に置き換えねば伝わらないもの。




「すなわち魔術とは人を大切に想う気持ちに形を与えし技術なり。それは時に人を癒いやし、人を傷つけ、人に寄り添い、人を遠ざけ、祝福と畏怖を表裏合わせた真に力ある術式群とならん。情も想いもなき者よここから去れ。貴様如ごときに魔術を行使する資格はないッッッ!!!!!!」




　　　　３




　カウントは終わり。

　咎とが人びとはここに昇り詰めた。

　そもそもだ。見た目の傷の数など関係なかったのだ。

　空間中を莫ばく大だいなエネルギーで満たす事により、大地を走る地脈や龍脈から魔道書への力の伝達を阻害する。その行いでもって仮かり初そめの人の形や意識を霧散させ、個としての存在を抹消する。

　であれば。

　肉体一つのダメージから戦局を見極めようとする者からすれば、その終わりは本当に唐突で、あっけなくて、そう、早かったと評価せざるを得ない。

　しかし、実際のところ。

　もっと大きな世界全体のエネルギー総量で大局を見ていた者にとって、この結末は一つ一つ重ねていった結果の、気が遠くなるような長い長い道のりだったのかもしれない。掌てのひらで握り込めるような小さな石を積み上げて、やがては巨大な塔を築き上げるような、莫ばく大だいな労力と繊細なバランス感覚を要求されるような、そんな魔術の戦いだったのかもしれない。

　思えば。

　魔術師アレイスター＝クロウリーとは、自らの放った魔術の反動が赤の他人にぶつかる事さえ許せない、遠大な視点を持った『人間』であったか。

「……、」

　もはや純白の閃せん光こう、光の塊と化したアレイスターを前にして、実際のところ、くすぶるくらいしかできなかったメイザースに何か対抗手段を講じられた訳でもない。

　だからこれは最後の瞬間。

『黄金』の長は迫りくる白い光をただ眺めていた。

　今ここにいるメイザースは、魔道書の『原典オリジン』の一種、タロットカードの形で組み上げられた存在だ。それは他の『黄金』メンバーも変わらない。よって、大悪魔コロンゾンを出し抜いて全員を解放し、自由な世界を渡り歩くのが目的であった。

　しかし、だ。

　本当にそんな方法でしか、皆を救えなかったのか。




『黄金』？　世界最大の魔術結社？

　そんなもの、何の価値がある。




　あっさりとしたものだった。

　実際にその時代を生き、ブライスロードの戦いで異を唱えた者だからこそ迷わず言い放つ事のできた、まさしく至言であった。

「なるほど」

　本当は。

　その一言によって、魂を解放して欲しかったのかもしれなかった。

『黄金』の長。

　そうとしか呼ばれなかった、しかし一〇〇年前の誰かとは違う何者かが、ぽつりと呟つぶやいた。

　確かに笑って、だ。

「これが、正真正銘の秩序の破壊者……アレイスター＝クロウリーか」




　　　　４




　ガカァッッッ!!!!!!　と。

　その白い閃せん光こうは、大気圏すら突き破って宇宙の暗闇を焼き焦がした。

　たとえ、魔道書の『原典オリジン』は滅ぼせずとも。

　空間そのものをエネルギーで満たしてしまえば、大地からの供給は断たれてしまう。

　少なくとも、人の形は保てまい。




　　　　５




「……っ」

　ぴくん、と。

　猫に似た大きな耳を動かしたのは、遠く離れたエジプトの話であった。

　キャンピングカーの中でカエル顔の医者の指示に従って手を動かしていた西洋喪服の淑女が、ふと顔を上げたのだ。

　実際には、アレイスター＝クロウリーの手で創られ、エイワスの手で自由を与えられた魔道書の一冊。

　しかしその時、彼女は確かにこう呟つぶやいていたのだ。

「……あな、た？」




　　　　６




「……、───」

　全てが終わって、しかし、銀の少女はまだ構えを解かなかった。

　巨大な力の塊が鎌首をもたげようとしていた。アレイスターは熟知していた。どんな理由を並べ立てようが、魔術にすがった時点で気づいていた。

　反動。

　人のもたらす魔術が世界と位相の位相を圧迫し、不規則に生じる火花のような何か。巡り巡って見知らぬ誰かの頭に落ちる、世の歪ゆがみ。

　許せるはずがなかった。

　これをどうにかするために、アレイスター＝クロウリーは戦争まで起こしたのだから。

　だから。

　笑って、最後に銀の少女は両手を広げて受け入れた。

「……来いよオカルト、ここまでやって、初めて私の勝利だ……」

　閃せん光こうと。

　血ち反へ吐どを吐く音が、さらに撒まき散ちらされた。




　　　　７




　ばらり、と。

　何かがほどけて宙に舞う音があった。

「っ」

　その『変化』には、誰もが気づいていた。

　すでに『王室派』の馬車の車列はスコットランド方面に入っていた。遠からずエディンバラ城に到着するはずだった。しかし、今なら。ここでトドメの一撃を放てば、車列を突き崩して壊滅に追い込む事もできたはずだった。

　その手が、止まる。

　最初に息を吞のんだのは、ウィリアム＝ウィン＝ウェストコットだった。

『黄金』の中でも、半不死性を持つ魔術師。

「なん、だ……？」

　自分の手元へ目をやり、そして時速一八〇キロの世界から取り残されてしまう。思わず足を止めてしまう。一人が途切れれば、舞台演劇のような魔術は次々破綻していく。

「崩れて、いく？　馬鹿な、よそへ隠した羊皮紙が見つからぬ限り私の半不死性は解除されないはずだ!!」

　ばらばらばらばらばらりっ!!　と。

　いったん始まってしまえば早い。はるか先、豆粒のようになってしまった車列の方でも、無数のタロットカードが散らばっている。まるで紙吹雪にも見えるそれの正体は、おそらく術式のリカバリーに奔走しようとした仮面舞踏会の君やイスラエル＝リガルディだろう。彼らはすでに完全に崩れてしまった。

「潮時が来たって事でしょ、ウェストコット」

　いつの間にか、傍かたわらにはアニー＝ホーニマンが寄り添っていた。

　彼女の輪郭もまた、ゆっくりと崩れつつある。

　その一撃は、元来メイザースに向けて放たれたものだったのだろう。

　しかし大前提として、『原典オリジン』たる彼らは普通に考えれば破壊は不可能。アレイスターはタロットそのものを破壊するのではなく、空間中にある種の力を満たす事で、魔道書が地脈や龍脈から力を吸い上げる伝達経路を阻害して、『人の形をした現象』を霧散させようとしていた訳だ。

　つまり。

　たった一度の必殺は、その余波だけで、スコットランド方面まで押し寄せた『黄金』の魔術師達をことごとく機能不全に陥らせた訳だ。

「……元々、こんな体だもの。どこかで無理がたたるとは思っていたけどね」

「君は、怖くはないのかね？」

　しかしアニーは小さく笑ってこう答えただけだった。

「この場でミナが一緒に苦しんでいたら、世界をぶっ壊してでも食い止めたかもね」







　高速道路での戦いでクラッシュし、再び合流を急いだのが災いした。

　黒衣の裁判官にも似たジョン＝ウィリアム＝ブロディ＝イネス。どす黒い外がい套とうと純白の礼服とでコントラストを作るロバート＝ウィリアム＝フェルキン。厚手の長袖シャツに動きやすいズボンといった古い時代のテニスウェアを纏まとうフレデリック＝リー＝ガードナー。連携を取る三人もまた、高速道路から逸それた草原に座り込んだまま、己の末路を眺めていた。

「メイザース様がやられたか……」

　不満はある。

　達人がどうだとか関係ない。死の恐怖は万人へ平等に振りかかるものだった。

　その上で、だ。

「ガードナーよ、スフィアに属するそちらは仮面舞踏会の君を支持してたよな。しかしあのメイザースが倒されるほどの輩やからだぞ。わざわざ正面切って挑んでみたいと思うかよ」

「……違いない」

　ばらばらばらばらばらばらばら、と。

　カードの散らばる音を鳴らしながら、仮面舞踏会の君の信奉者はそっと笑った。

「余波だけでこれか、クロウリー。直撃など空恐ろしい。そんな怪物を見てしまうくらいなら、ここで倒れた方がまだマシだ」







　しかし、だ。

　そんな風に認めてしまう訳にはいかない者も、確かにいた。

「おい……？」

　ありふれた四駆の中だった。

　何周も何周も遅れて、高速道路を走っているところだった。ようやっと、スコットランド方面に入るか否いなか。逆に言えば、危険からは遠い位置にいたはずだった。

　そんな中。

　最初、ダイアン＝フォーチュンは己の両手へ視線をやり、それから全身を見て回った。まるで衣服に泥が跳ねていないか確かめるような仕草だった。

　ばらりという音があった。

　あまりにも不自然で、不気味で、不条理な、音が。

「おい」

　浜はま面づら仕し上あげからの声に、ふわふわドレスの少女はわずかに笑った。

　困ったような、そんな顔だった。

　具体的に何が起きているか、そういった説明は一切なかった。

　そして。

　そして。

　そして。

　それはとても当たり前の事で。

　むしろそうならない限り世界は自然な状態へ戻らないとしても。




「おいッッッ!!!???」




　一人の少女が。

　崩れて、散った。








終章　こんな結末許せるか　Go_for_Broke!!









　すでに朝日は昇り、大空は青く染まっていた。

　冬の早朝。

『王室派』の馬車の車列が無事エディンバラ城へ到着した。

　元々敷しき地ち内ないにはいくつかの博物館や記念館があるようだが、明らかに観光地のスタッフとは違う。一体どこにどれだけ待機していたのか、城内から大勢の役人や騎士達が出迎えてきたが、さてここで問題だ。パスポートも持ってねえ戦争参加者上かみ条じよう当とう麻まはみんなにちやほやされるか。否いな。そう判断した上かみ条じよう当とう麻まは速やかに馬車の屋根から飛び降りてこそこそし始めた。

「……何だ、結局どうなったんだ？　『黄金』の連中、途中から見えなくなったけど」

「（ま、無理に知らせる必要もあるまい）」

　肩に乗ったオティヌスは足を組んだまま、そっと息を吐いただけだった。

「それよりイギリス式の国事にこれ以上付き合わされる義理はないだろう。別に我々はヤツらの福祉や公共サービスを利用している訳ではないんだから。裏へ回れ、墓地に向かう。今度の今度こそ、メイザースの死体とやらを確保するんだ、人間」

「『王室派』って政府の人でしょ？　むしろ捕まって怒られないか不安な事ばっかりやってきたような気がするんだが……」

　超大型バイクのスロットルを開く美み琴ことが、ハンドルを回してこちらへ近づいてくる。どうも化け物ロケットエンジンだと低速でとろとろ進む方がかえって大変らしい。ホバーする補助脚がなければ転んでいたかもしれない。

「よっ、ちょ、どこ行くのアンタ!?」

「今さら隠してもどうにもならんし、ついてこい御み坂さか！　それから蜂蜜の人も!!」

　心臓だ。

　その言葉だけで御み坂さか美み琴ことの心臓は本当に止まりそうになっていた事に、この少年は気づいていたか。

「～～～ッッッ」

　わずかに俯うつむき。

　嚙かみ締しめて。

　いざという時は、大仰で含蓄のある言葉なんか出ないものだと思い知らされた。

　素のままの自分が飛び出してしまう。

「ああもうっ、最初っからそう言ってりゃ良かったのよ、ほんっっっっっとうーに随分前からなッ!!」

「……あとなんか私ひょっとしてぇ、正常力に記憶されない関係で妙な引き出しにぶっこまれつつある……？」

　ガチャガチャ音を鳴らして超大型バイクの形が変わり、美み琴ことの背中に張り付いていた。あのままではトン単位の荷重に押し潰されそうなものだが、どうも機械でできた補助脚の方で自重を支えているため、美み琴ことの方には圧が加わらないようにできているらしい。

「エディンバラ城って間取りとかどうなってんだ？」

「分かってて走っていたんじゃなかったの!?」

「はあ、彼はそういうヒトなので」

「ねとねとの人、何やら訳知り顔のようだがアンタに俺の何が分かるっていうんだ!?」

「（……やっぱり引き出しおかしくなってる!?　こっちが恋する乙女でなければ頭を焼き切っているところだったわぁ……っ!!）」

　とりあえず石造りの建物の中ではなく、城門の内側をぐるりと回っていくと、じめっとした場所を見つけた。城壁や植えられた木々で巧みに周囲から隠されているのは、城内の墓地だ。

　やっと。

　今度の今度こそ、だ。

　死者の眠る場所へ踏み込んでみると、長い銀の髪をたなびかせる少女が先に入っていた。一体どこで拾ってきたのか、スコップを手にした彼女はすでに棺ひつぎ一いつ式しきを引きずり出しているようだった。

　ホウキ一つあれば、この少女はどこまで飛べるのやら。

「遅かったな」

「アレイスター、お前っ、なんていうか全身ボロボロだな……ッ!?」

　驚いたのは美み琴ことと食しよく蜂ほうだ。

　アレイスター＝クロウリーという伝説を知らない二人にとって、アレイスターと言えば学園都市の統括理事長でしかない。

「ええっ!?　なに、『窓のないビル』の中にいたのって、こんな、私達と変わらない女の子だったの!?」

「（……いえそんなはずは、あそこで逆さに浮かんでいたのは、確か。でも待って、この拒絶感……。もしかして、中の構造力は全く同じ……？）」

「ちょっと黙るんだ御み坂さか、それからエッチな人も」

「今度の今度こそその雑なラベリングに私怒っても良いわよねぇ!?」

　しかし今は蜂蜜みたいな匂いのするねとねとしたエッチな人に構っている場合ではなかったのだ。上かみ条じようはアレイスターや棺ひつぎの方へ目をやって、

「できそうか？」

「ああ。今回こそ本物だ。サミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザース。この遺体を中継器にして、大悪魔コロンゾンへの行動停止命令の糸口を作る。作業自体は簡単なものだよ。上かみ条じよう当とう麻ま、君はそこにいろ。こればっかりは幻想殺しイマジンブレイカーに砕かれてしまっては敵かなわない」

　こんこんココン、と棺ひつぎの蓋の上に様々な道具が並べられていった。

　杖つえ、杯、剣、盤。

「おい、それって……」

「この手の道具は自分で作るべきと定められているのだがな。しかしタブーを破るのであれば、敢あえて他人が聖別した道具に触れてみるアプローチもある。そこにあるのなら、使わない理由はない。邪法の中の邪法だからオススメはしないが」

　一つ一つにどういう意味が込められているかまでは、流石さすがに上かみ条じようでも読めない。ともあれ、銀の少女は棺ひつぎの蓋の上で四つの道具をそれぞれ動かしていた。逆さにした紙コップを三つくらい並べ、その一つにサイコロなりコインなりを入れてシャッフルする遊びにも似ている。

「長かった……」

　やがて、棺ひつぎの前で跪ひざまずくような格好でアレイスターはそう呟つぶやいていた。

　手元の動きは止まっていた。

「長かった」







　それを認められない者もいた。

　大気圏のさらに先。高度三五〇〇キロ、弾道軌道上。

『ああ、そうとも。長かった』

　コウモリのような翼を左右に侍はべらせた、歪いびつな存在が漂っていた。彼女はじっとグレートブリテン島の北ほつ方ぽうを見据えていた。

　今ならまだ、間に合う。

　サミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザースで終わりと思っているのなら。

『長かったよなあ、アレイスターァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!』

　軌道が明確に変わる。

　大悪魔コロンゾンが、それこそ流星のような勢いでエディンバラ城を目指す。







　落ちた。

　落下して、突き刺さった。

　諸もろ々もろの空気抵抗で焼かれさえしなければ、人間大の質量は立派な凶器となる。そのままの形で墜落すればエディンバラ城くらい地図から消し飛ばしてしまう事だってできただろう。

　閃せん光こうと爆音が炸さく裂れつした。

　空気が圧あつ搾さくされて壁となり、衝撃波じみた打撃を四方八方へ撒まき散ちらした。

　上かみ条じようの幻想殺しイマジンブレイカーよりも、まず美み琴ことのA.A.A.が前に出た。巨大な翼が鋼の盾のように広がり、生身の人間を守っていく。

　そして。

　そして。

　そして。

「な……」

「そんなに驚く事かねコロンゾン」

　声は二つ。

　祈りを捧ささげるように棺ひつぎの前で跪ひざまずいたアレイスターと、そのすぐ横へ落ちた大悪魔コロンゾン。しかし、すぐ近く、だ。何がどうなったのか、直撃にはならない。

　コロンゾンの側で何かが失敗したのではない。

　アレイスターの側で何かが成功したのだ。

「こいつッ!!」

「止まれ大悪魔」

　ビタァッッッ!!!!!!　と。

　単純な実力であれば聖守護天使エイワスを凌りよう駕がするはずの大悪魔が、たったの一言で身動きを固められていた。

　あと数センチ。

　しかしその数センチ先にある銀の少女の顔面へ、どうしても揃そろえた右手の五指を突き立てる事ができない。

　アレイスターが笑う。

　常に失敗を続けてきた『人間』が、ここにきて。ようやっと核心を摑つかむ。

「予想通り、まだ残っていたな。メイザースとの繫つながりが」

「認め、ない」

「ならばヤツの死体を通じてこの私が命じよう。三三三、拡散。我が二人目の娘、ローラの内側より離れよ。四界の表層において穢けがれた大悪魔に居場所はナシ、速やかに深しん淵えんの向こうへ立ち去るが良いい!!」

「別離と離散は自然にあるべき分解の流れになりけるのよ。それを拒むなど私は認めないいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!!!!!」




　ぱんっ、と。

　終わってみればあっさりしたものだった。




　まるで、大悪魔そのものが空虚な存在に過ぎないと、そう教えているようなものであった。ぐらりとふらつき、長い長い金髪を広げた少女が前のめりに倒れ込んでいく。そっと、アレイスターは両手を伸ばしていった。血と泥にまみれた手。随分形は変わってしまったけど、それでも父親は娘の体を抱き留めたのだ。

「おかえり」

　ぎゅっと、その背中に手を回して。

　確かな温ぬくもりを思い出した魔術師は、耳元でこう告げたのだった。

「おかえり、ローラ」

　何もなかった。

　その静寂は角が丸まり、優しさで満たされていた。

　だからこそ、だろうか。







　そして遠く離れたエジプトのオアシスにあるキャンピングカーで、ベビーベッドに寝かされていた赤子がそっと目を開いていた。

　言葉は話せないはずだ。

　しかしミナ＝メイザースの猫のような耳は鋭敏に聞き取っていた。ラッパのオモチャを一枚挟む事で、彼女が確かに肉声を放っていたのを。

『いいえ、まだでしてよ』







　どすっ、という。

　刃物の突き刺さる音が、異様に大きく響き渡った。

「な……」

　刺された当人よりも、傍はたで見ていた上かみ条じようの方が混乱していた。

　何の変哲もない、小振りなナイフだった。

　一体どこに隠し持っていたのか、ローラ＝スチュアートの手は真っ赤に染まっていた。

「……あ？」

　何で、どうして、こうなった？

　訳が分からない上かみ条じようは、疑問を放つ事さえできなかった。

　大悪魔コロンゾンは確かに去ったはずだ。ここにいるのは救われた娘、ローラのはずだ。

　しかし。

　しかし。

　しかし。

「お、とう、さん……」

　父親の返り血に染まり、ゆっくりと音もなく首を傾かしげるその少女は、奇妙に抑揚のない声でこう囁ささやいたのだった。

「私は、あなたが大嫌いだった」







「まずい……」

　そして、だ。

　所変わってロンドン。正確には大英博物館修繕室、その閲覧机に大量の分厚い本を山積みにしていたインデックスが、思わずといった調子で呟つぶやいていた。

「まずいっ!!」

「ど、どうしたのです。やっぱり懸け念ねん通どおりだったですか？」

　隣では、パーカービキニにウサギアンテナの烏丸からすま府ふ蘭らんがうろたえたような声を出していた。

　上かみ条じよう当とう麻ま、オティヌス、一方通行アクセラレータ、アレイスター、浜はま面づら仕し上あげ、滝たき壺つぼ理り后こう、ネフテュス、娘ニヤン々ニヤン、レッサー、バードウェイ、女性騎士、他にも色々。実に様々な人間が問題解決のため、誰に命令されるでもなく各おの々おのが自分の意思で動き回っていたはずだ。

　インデックスや府蘭フランだってそうだった。

　そして、何もみんながみんなスコットランド方面を目指すとは限らなかった。

　妙だと思っていたのだ。

「ローラ＝スチュアート……アレイスター＝クロウリーの二人目の娘……」

「それがです？」

「でも、根拠になっているのは大悪魔コロンゾン自身の言葉しかない。世界や人間の結合を妨げるあの大悪魔が、聞かれもしない真実をそのまま話すだって？　ありえないんだよ」

　インデックスは一〇万三〇〇〇冊以上の魔道書を正確に覚えている、完全記憶能力を持つ少女だ。しかしその一方で、彼女は自分の目で見て耳で聞いたものしか覚えられない。見た事も聞いた事もない資料については、自力で見つけて頭で覚えるしかなかったのだ。

「ローラ＝スチュアートがイギリス清せい教きよう最大主教アークビシヨツプとして初めて資料の中に出てくるのは一九〇九年。その後はずっと年齢不詳、変わらぬ美貌の持ち主として歴史の転換点で顔を出している感じだけど……」

「何か不審な点でも？　アレイスターが大悪魔コロンゾンを呼び出したとされる年と変わらないはずですが」

「じゃあその時、二人目の娘ローラがこんな大きな姿に成長していると思う？　最初の娘リリスが生まれたのだって一九〇四年だったのに」

「……、」

　流石さすがに、二の句が継げなかった。

　インデックスや烏丸からすま府ふ蘭らんには覚えがなかったかもしれない。だがアレイスターや一方通行アクセラレータがこの場にいれば、こう思っていたはずだ。

　クリファパズル５４５のやり口と同じだ、と。

　歴史は良くも悪くも厚みをもたらす。もっともらしい話に惑わされていたのだ。

　そもそも今の今までアレイスターの娘と最大主教アークビシヨツプがイコールで結ばれるなど誰も思わなかったのだ。こんな数字の比較ができるはずもない。

　口をパクパクとさせているパーカービキニに、インデックスは手にした紙の資料を指先でぱしんと叩たたいて、

「なら、これは誰？」







　そして。

　そうして、だ。

　ばさりという音があった。瑞みず々みずしい葉の生い茂る矢が大地に突き刺さったのだ。細い枝や緑の葉がざわめき、和音のように整えられたのは、聞き慣れたインデックスの言葉であった。

　オルソラ＝アクィナスが大地に棕しゆ櫚ろの杖つえを刺して。

　烏丸からすま府ふ蘭らんが回復させた通信術式。

　どんなに小さな繫つながりであっても、全てが一本の線となって上かみ条じよう当とう麻ままで伝でん播ぱしてきたのだ。

「大丈夫だ、アレイスター……」

　どうしようもなかった。

　救いなんてなかったのかもしれなかった。

　それでも。

　どうしても、恨まれ続けた娘に刺されたなんて勘違いをしながら死なせる訳にはいかなかった。

「それにもう良いい、コロンゾン。腹芸は終わりにしろ、ローラ＝スチュアートなんて最初からいなかった。二人目の娘は他にいて、何も知らずに普通の人生を歩んでいるだけだった。中に入っていたのも、外の器になっていたのも、どっちも作り物の大悪魔だったんだ!!　本当に本物のローラなら絶対にそんな事はやらなかった!!!!!!」

「いひ」

　ボンッッッ!!　という炎が荒れ狂う音があった。

　元々、この一瞬の隙さえ作れれば良かったのか。上かみ条じよう当とう麻までもアレイスター＝クロウリーでもなく、大悪魔コロンゾンはまず真っ黒な炎でメイザースの棺ひつぎを燃やしてしまったのだ。

　何故、今の今までそうしなかったのか。アレイスターへ無慈悲な一撃を見舞った事がメイザースとの契約を消し去る事に繁がったのか。

「ひひひひひひひひひひひひ!!　殺した、殺した！　あ・あ・こ・ろ・し・た!!　これでやっと、ようやっとメイザースとの縁も切れたる。契約を切っておさらばできる!!　あはっは、この棺ひつぎを燃やしたるまでが長かったぁ。あはははははははははははははははははははははは!!」

　踏みつけていた。

　這はいつくばって起き上がる事もできず、無念のままに倒れ伏した銀の少女の頭を。

　躊ちゆう躇ちよなく。

「娘を助けたい？　チャンスなんかねえよ！　ローラ＝スチュアート、誰それ？　やり直しなんか利ききたるとでも思うてんのか!!　ひははっ、お前が嫌われていたる理由はさ、結局、自分の娘の顔さえ見分けがつかなかったからじゃあねえのか!!」

「……、」

「かの『明けの明星』や『蠅の王』さえ、自分の肉体は持ちてはおらぬ。インキュバスやサキュバスが肉の器を持ちたるとされたのも、宗教論争の中で湧いて出た仮説の一つに過ぎん。……私だ。このコロンゾンだけが独力で実体を獲得した大悪魔であるッ!!　敵かなう訳ないよなあ？　あの聖守護天使にそれを与えたるためお前は足あ搔がき続けて、かような『計画プラン』もローラの名前を聞いた途端、自分からご破算にしたりけるんだもんなあ!?」

　何もかもが、裏目裏目。

　もしも『窓のないビル』で心を揺さぶられず、冷静に自分の立てた『計画プラン』を進めていけば、エイワスを使って大悪魔コロンゾンを倒す術にも手を伸ばせたかもしれなかったのに。

　それが、『人間』アレイスターの人生だと言われればそれまでかもしれないけれど。

「さあてどうしてくれようかね、せっかくの自由なりけるのよ、ここまで我慢して最初に口へ含みたるのが何日も放り出して硬くなりしパンなんていうのはありえない。ハッハ！　そうだ、そうだな、ひとまずリリスでもひねり潰しに行きたるか!!　あはははははははッッッ!!」

　本物のメイザースの遺体が焼失した今、アレイスターにはもうその凶行を止められない。

　それが冷たい論理に支配された理屈というものなのだろう。

　でも、まだだ。

　上かみ条じよう当とう麻まはそう思う。

　死んだ。

　殺した。

　大悪魔コロンゾンはわざわざ大仰に喚わめき立たてているが、もう上かみ条じようは騙だまされない。聞かれた事さえまともに答えないあの大悪魔が、聞かれもしない事をべらべらしゃべるはずもないのだ。

　もぞりと、地面に崩れた銀の少女はまだ動いている。

　宿敵に踏みにじられ、胸の内まで蹂じゆう躙りんされようとも。

　虫の息の、さらに先。

　そのままだったら致命傷で、放っておいても死んでしまうかもしれないけれど。

　アレイスターは、こんな所では終わらない。

　敗北なんかでは潰れない!!

「御み坂さか、手当ては頼めるか。コロンゾンは俺が何とかする。だから能力でも何でも、普通じゃない方法で！　覆くつがえせるか、この結果を!!」

「試してみるけど保証はできない。食しよく蜂ほう、アンタも手伝って!!」

「上かみ条じようさんはどうするんですかぁ？」

「俺は……」

　メキィ!!　と。

　もはや己の骨を砕いてしまいかねない勢いで、上かみ条じよう当とう麻まは右の拳を握っていた。

　頭を踏まれた銀の少女は、もう見ていられなかった。

　たったの一秒さえも。

　聖守護天使エイワスをも凌りよう駕がする大悪魔に向けて、少年はこう宣告したのだ。

「あのふざけた幻想を、粉々にぶっ壊すッッッ!!!!!!」







　ぴくんっ、と。

　大型トラック後部の密閉式荷台、その壁に背中を預けるようにして体を丸めていた一方通行アクセラレータの体が、わずかに震えた。ゆっくりと瞼まぶたを開け、首筋に手をやる。無事に充電は完了したようだった。窓はないので外の様子は見えないが、速度が一定のままならまだイングランド方面だろう。

　そして気づく。

『ぎ、ぎ』

　同じ薄暗い空間の中で、何かが小刻みに震えていた。

　密閉式荷台の隅で、角で、小さくなって。元はどこにいたのだろう。まるでじりじりと這はいずるように、あちこちに破けた英字新聞の切れ端があった。

　無防備な第一位よりもさらにぎゅっと丸まっているのは、半透明の悪魔だった。人間とコウモリと軟体生物を組み合わせたような、愛らしくグラマラスだけど、同時に人間としてはあまりにアンバランスな少女。英字新聞をダクトテープで繫つなぎ合あわせただけのみすぼらしいドレスを纏まとうのは、クリファパズル５４５だ。

『ぎぎぎ。ぎぎぎぎぎぎいひぎひ!!　あっ、あが……あーあ……ぐっぐぶ、ここまでかもしれませんねえ。のろのろ進んでいたのが幸いして、アレイスターの一撃が変に作用せずに済んだ訳ですが。やっぱりそう簡単に「契約」を上書きする事はできなかったかあ』

　内側だ。

　半透明の悪魔の柔らかそうな輪郭が、内側から不規則に脈動しているように見えた。複数の契約、その競合。まるでいくつものリモコンが同時に一つのドローンを飛ばそうとしているようなものだ。普通に考えれば、墜落してバラバラにならない方がおかしい。

『……とはいえ、あなたの準備が終わるまで保もったのは、僥ぎよう倖こう……』

　それを、飲み込んでいた。

　落ちないように。

　すぐそこに見える人を傷つけないように。

『辺り一面の壁とか床とかに、はあ、はあ、爪痕を残しておきました。蓄音機の理屈です。後で指先でなぞって起伏を読み取り、音声化して読み取ってください。ベクトル操作とかあれば余裕でしょ。コロンゾンは、まだ何かやろうとしている……。にっひひ、先に地獄へ向かいます。せいぜいヤツに一泡吹かせてくださいねえ』

「……、」

　一体いつから、彼女はこうしていたのだろう。

　眠っている間の事は任せる。

　その約束を守り、クリファパズル５４５はずっとずっと一人で耐えてきた。完全な命令ではなく混線している以上は、コロンゾンからの指示を忠実に守る事はなかったかもしれない。だけど、混乱に任せて手足を振り回していれば、それだけで無防備に休息を取っていた一方通行アクセラレータの寝首を引き千切っていたかもしれない。

　だから、耐えた。できないはずの事に、ずっとずっと挑み続けてきた。

　ほっとしていた。

　半透明の悪魔は、瞼まぶたを開けた第一位の怪物を見て、確かに目尻で感情を表していたのだ。

　ここまで保もった方が奇跡だったのかもしれない。

『あとのこと、まかせましたよ？』

「……ああ。心配すンな」

　すでに充電は終わっている。

　ゆっくりと立ち上がった一方通行アクセラレータは目を細め、首元に手をやり、そしてパチンという小さな音が響いた。スイッチが、切り替わった。うずくまったままのクリファパズル５４５はそんな怪物を見上げ、小刻みに震えたまま、それでもゆっくりと微笑ほほえんだ。笑みの質が、違う。それはおそらく、大悪魔コロンゾンの前でもアレイスター＝クロウリーの前でも見せた事のない表情しんじつだった。

　そして。

　そして。

　そして、だ。




　パァン!!!!!!　という乾いたものが弾はじける音が炸さく裂れつした。




　目を白黒させ。

　そして半透明の悪魔の少女は、呼吸すらも忘れていた。

　心臓が止まった。のではない。

『……え、あ……？』

　実際に何があったのか。

　目に見える現象だけ追い駆ければ、ゆっくりと立ち上がった一方通行アクセラレータが思い切り密閉式荷台の床を踏み付けた。それだけだった。しかし全方位に撒まき散ちらされた衝撃波にも似た何かがクリファパズル５４５の全身を貫いた途端、あれだけ内側から彼女を衝つき動うごかそうとしていた何か、大悪魔コロンゾンとの混線した契約を容赦なく引き千切っていったのだ。

　束縛の外にある。

　自由な行動、展開、で良いいのか？

　この開かれた世界を受け取ってしまっても。

「ったく、ンなに驚くような事かよ？」

『……えと、ええと、あの、何で……？？？』

「魔道書の『原典オリジン』？　ようは空間中を一定以上のエネルギーで飽和させちまえば伝達を阻害して活動停止に追い込めるンだろ。理屈としちゃ神経伝達をかき乱す感電死と変わンねェ。エドワード＝ベリッジとかいう野郎の時にやり方は覚えた。なら、後は加減の問題だ。オマエを潰しちまわねェ程度の出力で叩たたいてやれば、誤作動起こした部分だけ取り除けンだろォが」

『でっ、でも、あれ？　混同してないです？　確かに私はトート・タロットと逆位置で対応した人造の悪魔でもありますけど、私そのものにタロットが使われている訳ではないんですう。それを、そんな、魔道書と同じ方法で救えるだなんて……』

「あァ？」

　頼んでいたジュースも買ってこれないのか、といった声色だった。

　そのまま第一位は退屈そうにこう返したのだ。

「オマエ自分で気づいてねェのか？　クリファパズル５４５は『邪悪の樹クリフオト』とかいうのを基に、特定の順番で力を通す事で生み出された存在だろ。なら、その力ってな具体的に何だ？　結局、地べたからなンか吸い上げてる魔道書と大して変わらねェじゃねェか」

『……、あ』

「おい。オマエは確か、俺の知らねェ知識を補塡する係だったよな。ふざけてンのか？」

　理屈の上では、そうだ。

　だけど実際にそれがどれだけの難易度なのか、もはや解放されたクリファパズル５４５にすら計測できなかった。それは、巨大なチェーンソーを使って生卵を切りつけ、卵の黄身を潰さずに殻だけ正確に一刀両断するような暴挙。

　だって、クリファパズル５４５自身気づいていなかった事を看破された。

　彼女がいったんは撃破されたにも拘かかわらず再起した理由は、破壊不可の魔道書と似たような性質があったからだったのだ。

　おそらくは、アレイスター＝クロウリーやサミュエル＝リデル＝マグレガー＝メイザースすら、実行可能かどうかではなくそもそも思いつきもしなかったであろう極限の奥おう義ぎ。

　素人しろうとのはずだった。

　ようやっと世界の裏側を覗のぞき込こんだ程度のはずだった。

　そもそも第一位は生命力を魔力に精製するといった基本中の基本すらできていない。今のもベクトルを操る事で、元から薄く広く希釈されていた力をよじって集束したに過ぎない。

　しかし。

　本当に本物の天才は、このレベルで吸収していくというのか？

　積み重ねの量ではない。

　そもそもの発想、そのものが違う。

『……あの、えと……？』

「何だ」

『そ、そのう。どうして私を助けたん、ですう……？？？』

　使える内は命を保証する。そういう契約のはずだった。なのに実際には、一方通行アクセラレータは明文化していない行動を取っている。

　無駄で非効率。

　契約の有無などどうでも良いいと言わんばかりに。

　ふん、と第一位の怪物は鼻から息を吐いただけだった。

　究極の頭脳の持ち主は見逃さない。頭の中が疑問でいっぱいになっているクリファパズル５４５の腕の辺りに、爪が食い込んだような跡が残っている事を。これまでどれだけ耐え抜いて、与えられた約束を守ろうとしてきたのかを。無視してしまっても良かったはずだ。悪魔はそういうものだから。元々はコロンゾンに創られたんだからと。だけど、そうしなかった。

　約束を守った。

　だから、だ。

　学園都市第一位、一方通行アクセラレータはくだらなさそうに呟つぶやいたのだ。

「……誰かを操った誰かが操られたなンつうー話は、基本だ。悪趣味の基本。コロンゾン、メイザース、そしてアレイスター。一〇〇年前の因縁は、その根っこのところにあるンだろ。なら警戒だってするぜ。何度も何度も見せられりゃ、いい加減に傾向と対策ってのも見えてくる」

　生き残った。

　生き残ってしまって、良かったのだろうか。

　じわじわと、人の手で与えられたチャンスの実感が湧いてくる。

　一国を狂わせ。

　最初から兵力として組み立てられただけの。

　悪魔のくせに、だ。

『……、』

「オマエは、俺のモノだ」

『……、い……』

「大悪魔だかコロンゾンだか知らねェが、今さら横よこ槍やりなンぞ認めるか。どォ使って、どォ進ンで、どォオチをつけるかは俺が決める。全部だ。いいか、全く無意味な悪趣味で使い潰されるよォにくたばる事なンかこの俺が許ゆるさねェ、オマエの命は俺が切れ端の端まで有意義に使ってやる。悪魔に相応ふさわしい生き方だの末路だの、そンなモン知った事か。オマエが日向ひなたの世界でにこにこ笑ってよォが、一〇〇年の平穏を生きよォが、大勢の仲間に囲まれてよォが、それは全部俺が決めた決定だ！　この俺が決めた事に疑問を持つンじゃねェ!!　作られた存在？　知るかそンなの。生まれてきた以上は人生を楽しめ、分かったかクリファパズル５４５!?」

『ふぁい!!　肝に銘じておきますう!!』

　しばらく嗚お咽えつがあった。

　この契約はどこまでも開かれていて、そしてこの上なく強固。

　ようやくそれを思い知ったのか。

　うずくまったまま顔を上げ、涙と鼻水でぐしゃぐしゃになった悪魔の顔は、きっと今まで見た事もないくらいみっともなかっただろう。

　だけど、それを隠そうとしなかった事を、一方通行アクセラレータは評価した。

　眉一つ動かさずクールを気取ってスマートに勝ちを重ねていくなんて、そんなもの本物の戦いではない。自分を崩せない最強など半人前だ、教科書通りに練習用の構えしかできない軍人と同じ。泥の中を這はってでも手に入れたいものを見つけられない人間など、単なる負け組でしかない。

　創られた悪魔、クリファパズル５４５。

　こいつはかつての一方通行アクセラレータと同じだ。ここでようやっと、ニヤニヤ笑いを捨てて泥の味を覚えられた。

　自分の命が失われるかもしれなかったら、脅おびえても良い。

　そこから解き放たれたと知った時に涙が浮かんだとして、一体誰が馬鹿にできるものか。

　最初はここからだ。

　天あま井い亜あ雄おに、木き原はら数多あまたに、第三次世界大戦もそうだったか。悪党を気取って自分から勝手に色々諦め、馬鹿げた自己犠牲に走る行為は一方通行アクセラレータも覚えがある。しかし、だ。だからこそ、今の怪物にはこう切り返せる。自分を大切にできない者に、大切な者を見つけて守り抜く力など宿るはずもない。

　悪を捨てろ。

　自分を創れ。

　すでに色々やってきた。だけどこいつが評価されるのは、それからだ。

「……反撃始めンぞ」

　半透明の悪魔をどうするかは、こちらで決める。

　吐き捨てるように第一位は言った。

「大悪魔コロンゾン。ヤツが動き始めたって事は、どォせアレイスターの思惑通りに話は進ンでねェンだろ。スコットランド方面だったか。次の舞台はそこだ。オマエがグチャグチャにしちまったこの国を、オマエが自分で助けに行くンだ」

『えと』

　うずくまってこちらを見上げたまま、悪魔の少女は指先でズボンの布地をつまみ、ちょいちょいと引っ張ってきた。

　怪物は鼻で笑った。

「壁に、床に、こンな古い情報に意味はねェ。オマエの口から話せ。死にたがりのオマエが湿っぽく刻ンだ寝言じゃねェ、生き残る力を手に入れた今のオマエの口からだ。大悪魔コロンゾン、ヤツについて分かっている情報全部」

　統括理事長アレイスター。

　ヤツが関わる以上、順風満帆に事が進むなどありえなかったのだ。

「全部話せよ。やっぱり終わりじゃなかったじゃねェか、あの大馬鹿野郎が」







　それが強者の理論だった。

　でも、だけど。

　もしも悲劇に居合わせたのが力及ばない者だったら、どうなっていたか。







　全然関係ない所に盗んだ四駆は停とまっていた。

　のろのろと走る大型トラックにも追い抜かれるような有り様だった。

　ハンドルに額を押し付けて、浜はま面づら仕し上あげは沈黙していた。

　今回も辿たどり着つけなかった。

　事態は勝手に進んで、彼はいつでも蚊か帳やの外だった。

「はまづら……」

　助手席からの恋人の声に、少年は答えられなかった。

　後部座席には不自然な空白がある。今日ここでたまたま会っただけの女の子だった。言葉の端々を聞くに、単なる一般人でもなさそうだった。命を投げうつだけの関係は築いていない。哀かなしい事があった。ラベルをつけて記憶の引き出しに入れて、そのまま前を向く事もできたかもしれなかった。

　だけど。

　だけど。

　だけど、だ。

「仕方ないって……」

　呻うめくような言葉があった。

　それはすぐにでも、歪ゆがんだ大声に変わっていく。

「こうなったのなら仕方がないって、そんな顔をしてた。あいつ、ダイアン＝フォーチュン!!　ふざけるんじゃあねえ！　泣き叫んだって良かったはずなのに!!」

　置いていける訳がなかった。

　クレバーに目を逸そらして幸せな世界に逃げ込む訳にはいかなかった。

　ここをきちんと乗り越えなければ、きっと一生前は向けない。

『それ』が本当にできる事なのかどうかは知らない。魔術師だの『魔神』だのが聞いたら呆あきれるどころか鼻で笑うような意見なのかもしれない。だけど、浜はま面づら仕し上あげは『それ』を目指す事にした。そうしなければ気が済まなかった。

　口の中で、ガムの味を思い出す。

　風船みたいに膨らます方法を教えると、浜はま面づら仕し上あげはそう約束した。それだけではない。機会があったら安物でも良いいから携帯電話を買って、そこにアネリを常駐させて、変な苦手意識を克服するために努力してくれる。そんな未来の話をしていたはずだった。

　ひょっとしたら、最初から分かっていたのか。

　どんな展開になるにせよ、先の先の先にある約束なんか叶かなえられるはずがないって。

　分かっていて。

　不ふ貞て腐くされたように息を吐いて。

　それでも浜はま面づら仕し上あげのためを想おもって、頷うなずいてくれたとでも言うつもりか。

　灼しやく熱ねつがあった。

　胸の真ん中で、ぐらぐらと何かが煮えていた。

　認めて良いのか。

　終わってしまった事だと、右から左へ流してしまって良いのか。

　これを。

　こんな理不尽を!!

「あいつを……」

　動機が一番薄弱。傍観者にぴったり。

　そんな神様連中の都合など、知った事か。




「ダイアン＝フォーチュンを取り戻す。絶対に、何があってもだ!!」




　こうして。

　一人の少年はまた、紛まがう方かたなき主人公へと返り咲く。

　助け出せ。

　奇麗に終わったなどと勝手に思い込んだ、孤独な少女を。

















あとがき









　一冊ずつの方はお久しぶり。全部まとめての方は初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　前の新約二〇からの続きです。前回がイングランドだったので、今回はスコットランドの方に焦点を当ててみました。『黄金』系だとアメン＝ラー聖堂とかがありましたね。メイザースを語る上でも外せない（？）場所だったりします。

　破壊不能な魔道書の『原典オリジン』。思えばデビュー一冊目から出てきた言葉ですが、海うな原ばらやショチトル、ミナ＝メイザースやクリファパズル５４５辺りを挟んで、応用技が広がってきました。それからA.A.A.、とにかく便利だけどバリエーション増やしすぎると自分で管理不能に陥りそうで怖い!!　あとガワをメカ満載にするなら中の女の子は薄着にしたがるという不思議なロジックはもはや日本の文化だと思います。

　アレイスター目線だった新約十八とは違い、今回はメイザースのバトルだらけです。彼もまたクロウリーに負けず劣らず（変な、とつけてしまって良いのか……）伝説を持っている人ですが、作中ではあのような形でまとめてみました。達人ほど基本を重視する、という法則に則のつとって、敢あえて大仰で難しい魔術は使わせず、ポピュラーな（？）ラインで固めています。多分ここまで原作を追い駆けてきてくれている人なら四種の象徴シンボリツク武器ウエポンや蠅の王くらいもはやキホンなはず！　メイザースの活動拠点に合わせて、ベルゼビュート、とちょっとおフランスっぽい響きに変えているのが個人的なポイントです。……語感の変化については魔神オティヌスと同じですね。ほんと、オーディンやウォーデンなどゴツい響きにしなくて正解だったと今でも思います……。ちなみに、別シリーズのブラッドサインにもビヨンデッタという悪魔が登場していますよ。

　前の新約二〇ではみんなの力を合わせてメイザースやっつけようぜ的な引っ張り方をしていましたが、途中どれだけ体力削って勝利の道筋を作るにせよ、やっぱり最後の最後でトラウマを乗り越えるなら自分の力でなければなあ、という訳でラストバトルはあのような形に。奇跡と奇跡を雪合戦みたいにポンポンぶつけ合う激闘となりましたが、ここでも道を極めた達人が一周回って基本に立ち返るような形にしています。

　トラウマ、とは何もメイザースだけにあらず。

　十字教嫌いのアレイスターを活躍させるなら、いつかそのトラウマを克服する救いの描写を入れたいなあと思っていました。作中では『黄金』や学園都市を渡り歩いてきたアレイスターですが、やっぱりその言動の根底には十字架があるでしょうし。そして許しを与える役と言えばやっぱりオルソラ。ついに本領発揮でございます！　オルソラが完璧な善人ではなく、直前の新約二〇で大きな過あやまちを犯しているからこそアレイスターの心に響いた、という展開にしてみました。誰もが迷いながら歩いている。オルソラ、神かん裂ざき、アレイスターと追い駆けていく事で、派手ではないけどじんわり皆様の感情を揺さぶれないかなと。







　イラストのはいむらさん、担当の三み木きさん、阿あ南なんさん、中なか島じまさん、山やま本もとさん、見み寺てらさん、それから今回は伊い藤とうタテキさんとA.A.A.バイクデザインの葛か西さい心しんさんにも感謝を。とりあえず伝説の魔術師がてんこ盛りな上、対抗馬として手作り発明兵器が満載。そしてまさかのオカルトカーチェイスに奇跡合戦。こう、激辛料理を何とかするために香辛料を減らすのではなく無理矢理砂糖をぶっこむドロドロ特濃ソースと化しましたが、今回もお付き合いいただきありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。アレイスターや『黄金』が表に出てきた時点で魔術サイドに傾き過ぎるかな……と思っての微調整を繰り返した結果なのですが、バランス配分はいかがでしたでしょうか。やはり、魔術と科学の衝突こそこのシリーズの華。存分に楽しんでいただけたのなら幸いです。




　では、この辺りで本を閉じていただいて。

　次回も手に取っていただける事を願いつつ。

　今回はここで筆を置かせていただきます。




　借り物状態だった食しよく蜂ほう操みさ祈き、ようやっとひとりでに動き始めた気がする……


鎌かま池ち和かず馬ま　
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